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第１章 通則 

 

（用語の定義） 

第１条 この技術的条件集においては、次表の左欄の用語はそれぞれの右欄の意味で使用する

ことを示す。 

 

用語 意味 

（１）形態 接続インタフェースごとにインタフェース

種別を区別した概念 

（２）分類 接続番号を電気通信番号規則（令和元年総務

省令第４号）に規定する電気通信番号ごとに

区別した概念 

分類と電気通信番号の対応は次のとおりと

する 

分類１ 携帯電話系番号：携帯電話事業者が

利用する携帯電話に係る端末系伝送

路設備を識別するための電気通信番

号 

（無線設備規則第3条第1号に規定す

る携帯無線通信による電気通信役務

の提供の用に供するものに限る） 

分類２ 端末系番号：端末系事業者が利用す

る固定端末系伝送路設備を識別する   

ための電気通信番号もしくはＩＰ電   

話事業者が利用するＩＰ電話に係る   

音声伝送役務を識別するための電気   

通信番号 

分類３ ＰＨＳ系番号：ＰＨＳ事業者が利用

するＰＨＳに係る端末系伝送路設備

を識別するための電気通信番号 

（電波法施行規則第六条第四項第六

号に規定するＰＨＳの陸上移動局と

の間で行われる無線通信による電気

通信役務の提供の用に供するものに

限る） 

分類４ 国際系番号：国際系事業者（電気通

信番号規則（令和元年総務省令第４

号）別表第10号に規定する電気通信番

号を有し、国際電気通信サービスを提

供する事業者）が利用する電気通信回

線設備を識別するための電気通信番

号 

分類５ 中継系番号：中継事業者が利用する

電気通信回線設備を識別するための

電気通信番号 

分類６ サービス系番号：フリーダイヤル等

をはじめとした各サービスを識別す

る電気通信番号 
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分類７ ＩＰ電話系番号：ＩＰ電話事業者が

利用するＩＰ電話に係る音声伝送役

務を識別するための電気通信番号 

 

（３）地域／国際事業者接続用インタフェース 国内固定事業者・国内中継事業者・国際事業

者が接続する時に適用するインタフェース

種別 

（４）移動体事業者接続用インタフェース 携帯電話事業者、ＰＨＳ事業者が接続する時

に適用するインタフェース種別 

（５）パケットデータ直収ユーザインタフェース パケットデータ直収接続する時に適用する

インタフェース種別 

（６）移動体事業者ＳＭＳ接続用インタフェース 携帯電話事業者、ＰＨＳ事業者がＳＭＳ接続

する時に適用するインタフェース種別 

（７）移動体事業者ＩＰ接続用インタフェース 携帯電話事業者がＩＰ接続する時に適用す

るインタフェース種別 

（８）直接協定事業者ＨＳＳ接続用インタフェー

ス 

直接協定事業者がＨＳＳ接続する時に適用

するインタフェース種別 

（９）固定事業者ＩＰ接続用インタフェース 国内固定事業者・国際事業者がＩＰ接続する

時に適用するインタフェース種別 

（10）網 通信の用に供することを目的として伝送交

換を行うための電気通信設備の集合体 

（11）直接協定事業者 当社移動体網と直接接続している協定事業

者のうちの当事者 

（12）対応網 ２つの信号端局を直接接続した信号リンク

で信号を転送する網 

（13）ＭＧＳ（Mobile Gateway Switch） 直接協定事業者網と相互接続する当社移動

体網の交換機 

（14）ＧＳ（Gateway Switch） 当社移動体網と相互接続する直接協定事業

者網の交換機 

（15）ＣＩＣ（Circuit Identification Code） 同一方路に設定される回線に付与された番

号 

（16）ＴＧＮ（Trunk Group Number） 同一方路に設定される回線の集合を表す番

号 

（17）共通線信号方式（Ｎｏ．７信号方式） 通信回線とは別に通信を制御するための情

報を転送する専用の信号リンクを設け、これ

を通して信号メッセージを転送する方式 

（18）発側網 １つの網への入接続時にその網より前位に

ある網 

（19）着側網 １つの網への入接続時にその網及びその網

より後位にある網 

（20）携帯・電話端末 携帯電話系番号を有する端末 

（21）ＰＨＳ端末 ＰＨＳ系番号を有するＰＨＳ端末 

（22）ＣＡコード 電気通信事業者共通の単位料金区域（Charge 

Area）を与えられた５桁の識別コード 

（23）事業者識別コード 電気通信事業者共通の事業者ごとの識別コ

ード 

（24）ＴＴＣ標準 社団法人情報通信技術委員会（ＴＴＣ）にお

いて制定された標準の名称 

（25）中継交換機接続 中継交換機と直接協定事業者網を本則の標
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準的な接続箇所に定める中継交換機の伝送

装置において接続する形態 

（26）付加サービス 当社サービス契約約款に基づく付加機能サ

ービス 

（27）ＪＩＳ規格 工業標準化法（昭和24年法律第185号）に基

づき制定された規格の名称 

（28）発事業者網 １つの電気通信番号を発信接続する事業者

の網 

（29）着事業者網 １つの電気通信番号を着信接続する事業者

の網 

（30）ＭＮＰ（Mobile Number Portability） 携帯電話もしくはＰＨＳの利用者がサービ

スの提供を受ける電気通信事業者を変更し

た場合において、利用者に付与された電気通

信番号を変更することなく変更後の携帯電

話事業者もしくはＰＨＳ事業者のサービス

を利用できること。なお、同一国内に存在す

る携帯電話事業者もしくはＰＨＳ事業者間

の変更のみが対象である。 

（31）ＭＮＰ接続（転送方式） ＭＮＰにより携帯電話事業者もしくはＰＨ

Ｓ事業者を変更した利用者への着信の場合

に、発側網がリダイレクション実行可能通知

を行わなかった場合において移転元網がネ

ットワークルーチング番号を設定した信号

を移転先網へ送出し、中継接続を行う。 

（32）ＭＮＰ接続（リダイレクション方式） ＭＮＰにより携帯電話事業者もしくはＰＨ

Ｓ事業者を変更した利用者への着信の場合

に、発側網がリダイレクション実行可能通知

を行った場合において移転元網が発側網へ

ネットワークルーチング番号を通知して発

側網が回線切り戻しを起動して移転先網へ

の接続を行う。 

（33）移転元網 携帯電話もしくはＰＨＳの利用者が使用す

る電話番号の番号帯を総務省から割り当て

られた携帯電話事業者もしくはＰＨＳ事業

者であり、且つその番号帯の各電話番号の移

転先事業者を管理する網 

（34）移転先網 携帯電話もしくはＰＨＳの利用者が、ＭＮＰ

により携帯電話事業者もしくはＰＨＳ事業

者を変更して契約される事業者の網 

（35）ネットワークルーチング番号（ＮＲＮ） 移転先網に呼をルーチングさせるために利

用する番号 

（36）３ＧＰＰ（Third Generation Partnership 

Project) 

第３世代(３Ｇ)移動体通信システムの仕様・

作成を行うプロジェクト 

（37）３ＧＰＰ２（Third Generation Partnership 

Project 2) 

（38）ＧＳＭ-ＭＡＰ（Global System for Mobile 

Communications-Mobile Application Part） 

３ＧＰＰ仕様の携帯電話に使われているモ

ビリティ制御のための信号プロトコル 
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（39）ＳＭＳ（Short Message Service） 携帯電話もしくはＰＨＳ系番号を送受信の

ために用いて、数字及び記号その他任意の文

字を伝送交換するサービス 

（40）ＩＷＳＧ（Interwork SMS Gateway） ３ＧＰＰ仕様を利用してＳＭＳ接続を行う

直接協定事業者網と接続する当社移動体網

の信号変換装置 

（41）ＴｒＧＷ（Transaction GateWay） 直接協定事業者網とＩＰ相互接続する当社

移動体網の音声処理用の中継交換機 

（ 42 ） Ｉ Ｂ Ｃ Ｆ （ Inter-connection Border 

Control Function） 

直接協定事業者網とＩＰ相互接続する当社

移動体網の信号処理用の中継交換機 

（43）ＨＳＳ（Home Subscriber Server） 当社移動体網と相互接続する直接協定事業

者網の加入者認証処理装置 

（44）ＥＩＲ（Equipment Identity Register） 当社移動体網と相互接続する直接協定事業

者網の端末認証処理装置 

（45）ＤＥＡ（Diameter Edge Agent） 直接協定事業者網とＨＳＳ相互接続する当

社移動体網の信号処理用の中継装置、もしく

は当社移動体網と相互接続する直接協定事

業者網の加入者認証処理装置 

（46）ＭＭＥ（Mobility Management Entity） 直接協定事業者網とＨＳＳ相互接続する当

社移動体網の端末移動管理装置 

 

（標準的な接続箇所） 

第２条 本則に規定する標準的な接続箇所は次のとおりとする。 

 

標準的な接続箇所 技術的条件 

（１）中継交換機の伝送装置 技術的条件集第２章第１節、第２節、第６節、

第９節に規定するところによる。 

（２）直収パケット交換機に接続される帯域制

御装置 

技術的条件集第２章第５節、第７節、第８節に

規定するところによる。 

（３）文字メッセージ通信用信号変換装置の伝

送装置に接続される伝送装置 

技術的条件集第２章第４節に規定するところ

による。 

 

（相互接続呼の接続条件） 

第３条 当社移動体網の接続インタフェース種別と直接協定事業者との接続箇所ごとの接続番

号の関係は次表に示すとおりとする。次表の中の「入」は、その接続箇所と接続番号にお

いて直接協定事業者網から当社移動体網への接続（以下、「当社移動体網入接続」という。）

が可能であることを示す。また次表の中の「出」は、その接続箇所と接続番号において当

社移動体網から直接協定事業者網への接続（以下、「当社移動体網出接続」という。）が可

能であることを示す。  
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   インタフェース種

別 

 

 

 

接続番号 

中継交換機接続 

インタフェース 

対パケット

データ直収

ユーザイン

タフェース 

対移動体事

業者ＳＭＳ

接続用イン

タフェース 

 

対移動体事業

者接続用イン

タフェース 

対地域／国際

事業者接続用

インタフェー

ス 

対移動体事

業者ＩＰ接

続用インタ

フェース 

対固定事業

者ＩＰ接続

用インタフ

ェース 

  

分類１(０Ａ０－ＣＤＥ

～)携帯電話系番号 
出入 入 出入 入 － 出入 

分類２（０Ａ～Ｊ） 

端末系番号 
－ 出 － 出 － － 

分類３（０Ａ０－ＣＤＥ

～）ＰＨＳ系番号 
出入 入 出入 入 － 出入 

分類４（００ＸＹ～） 

国際系番号 
－ 出 － 出 － － 

分類５（００ＸＹ～） 

中継系番号 
－ 出 － 出 － － 

分類６（０ＡＢ０～） 

サービス系番号 
－ 出 － 出 － － 

分類７（０Ａ０－ＣＤＥ

～）ＩＰ電話系番号 
－ 出 － 出 － － 

凡例－：規定しない 

 

第２章 形態別接続条件 

 

第１節 対移動体事業者接続用インタフェース仕様 

 

（網構成） 

第４条 当社移動体網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとする。 

(１) ＭＧＳとＧＳとの接続は、本則の相互接続点の設置場所に定める相互接続点単位に行

うものとする。 

(２) １つの相互接続点の接続対象地域内にＭＧＳが複数ある場合は、１つのＧＳがその接

続対象地域内にある全てのＭＧＳと接続することを可能とし、１つの相互接続点の接続対

象地域内にＧＳが複数ある場合は、１つのＭＧＳがその接続対象地域内にある全てのＧＳ

と接続することを可能とする。 

２ 分類１、分類３における当社移動体網と直接協定事業者網間の共通線信号網の構成は次の

とおりとする。 

(１) 共通線信号網構成は、対応網構成とする。 

(２) 共通線信号網構成はＡ，Ｂ面の２面構成とし、Ａ，Ｂ両面にリンクの設定を行うことと

する。 

 

（接続方式） 
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第５条 分類１、分類３における当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、

技術的条件集別表１に示すとおりとする。 

 

（信号方式） 

第６条 当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する信号方式は次のとおりとする。 

(１) ＴＴＣ標準に準拠したＮｏ.７信号方式（ユーザ部はＩＳＵＰ）を適用する。共通線リ

ンクの速度は「４．８ｋｂｉｔ／ｓ」もしくは「４８ｋｂｉｔ／ｓ」，「６４ｋｂｉｔ／ｓ」 

とし当社移動体網と対応網構成で接続する。 

(２) 共通線リンクの速度を「４．８ｋｂｉｔ／ｓ」もしくは「４８ｋｂｉｔ／ｓ」，「６４ｋ

ｂｉｔ／ｓ」のいずれかで行うかは、接続する事業者の関門交換機毎に互いの設備状況等

を考慮の上、別途協議を行うこととする。 

(３) ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表２に示すとおりとする。 

(４) ＩＳＵＰ仕様は、技術的条件集別表３に示すとおりとする。但し、規定外信号について

は原則として信号送信側で規制する。本ＩＳＵＰ仕様で規定された以外の信号を受信した

場合、当社は接続に関わる正常性を保証しない。なお、主な転送情報については次のとお

りとする。 

 

  （ア） 当社移動体網発信時の主な転送情報は表６．１のとおりとする。 

 

表６.１ 当社移動体網発信時の主な転送情報 

接続形態 転 送 情 報 

当

社

移

動

体

網

発

信 

当社移動体網 

↓ 

他移動体網 

発番号 発ＣＡ 
発事業者

情報※２ 

経由情報

転送表示 

付加ユー

ザ種別 
着番号 

△※１ ○ 
○ 

(当社) 
○※３ △※４ ○ 

他移動体網 

↓ 

当社移動体網 

着ＣＡ 
着事業者

情報 

経由事業

者情報 

課金レート情報※５ 

単位料金

表示 

課金レート

情報種別 

課金 

レート 

○ ○ △※６ △ △ △ 

○：常に転送する情報，△：特定条件下のみ転送する情報 

※１：当社移動体網で着信転送を行なった場合等には設定されない場合がある。 

※２：「ＰＯＩ階梯情報」は設定しない。 

※３：経由情報転送表示の値は、接続形態及び事業者間精算情報の必要有無を考慮の上、別途 

   協議する。 

※４：必要時には、原則として以下の情報を設定する。 

   移動系付加ユーザ種別１：移動通信（自動車・携帯電話サービス） 
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   移動系付加ユーザ種別２：移動通信（cdmaOne800MHz） 

※５：着ＣＡをＣＨＧ信号で返送する場合、課金レート情報（ダミー）の転送を設定する。 

※６：経由情報転送表示（逆方向／両方向）の設定に従い設定される。 
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 （イ） 当社移動体網着信時の主な転送情報は表６.２のとおりとする。 

 

表６.２ 当社移動体網着信時の主な転送情報 

接続形態 転 送 情 報 

当

社

移

動

体

網

着

信 

他移動体網 

↓ 

当社移動体網 

発番号 発ＣＡ 
発事業

者情報 

経由情報転

送表示 

付加ユーザ

種別 
着番号 

△ ○ ○ ○※１ △※２ ○ 

当社移動体網 

↓ 

他移動体網 

着ＣＡ 
着事業者

情報※４ 

経由事業

者情報 

付加ユー

ザ種別 

課金レート情報※３ 

単位料金

表示 

課金レート

情報種別 

課金レ

ート 

○ 
○ 

(当社) 
△※５ △※６ △ △ △ 

○：常に転送する情報，△：特定条件下のみ転送する情報 

※１：経由情報転送表示の値は、接続形態及び事業者間精算情報の必要有無を考慮の上、別途 

   協議する。 

※２：送信する場合、移動系付加ユーザ種別１，移動系付加ユーザ種別２を設定する。 

※３：着ＣＡをＣＨＧ信号で返送する場合、課金レート情報（ダミー）の転送を設定する。 

※４：「ＰＯＩ階梯情報」は設定しない。 

※５：経由情報転送表示（逆方向／両方向）の設定に従い設定する。 

※６：必要時には、原則として以下の情報を設定する。 

   移動系付加ユーザ種別１：移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

   移動系付加ユーザ種別２：移動通信（cdmaOne800MHz） 

 

（接続シーケンス） 

第７条 当社移動体網と直接協定事業者網間の一般的な接続シーケンスを技術的条件集別表４

に示す。但し、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することとし、端末－網間

のシーケンスは特に記載しない。また、当社の携帯・自動車電話（cdmaOne800MHz）端末

と、直接協定事業者の有線によるアナログ端末／ＩＳＤＮ（ディジタル）端末，又は無線

による携帯電話端末，或いはＰＨＳ端末との接続を対象とした発着信の接続シーケンスを

記載する。なお、接続シーケンス中に示すタイマ値はＪＴ－Ｑ７６４を参照することとす

る。  
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（輻輳制御方式） 

第８条 輻輳制御方式は、技術的条件集別表１に示すとおりとする。 

 

（伝送装置間インタフェース仕様） 

第９条 伝送装置間インタフェース仕様は、技術的条件集別表５に示すとおりとする。 

 

（その他接続に必要な事項） 

第10条 通信回線，共通線信号リンクの新設・増減設単位及び共通線信号局番号，ＣＩＣ，ＴＧ

Ｎの付与方法，その他の接続に必要な事項のうち細目に亘るものについては当社と直接

協定事業者間で別途協議の上、決定することとする。 
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第２節 対地域／国際事業者接続用インタフェース仕様 

 

（網構成） 

第 11 条 当社移動体網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとする。 

(１) ＭＧＳとＧＳとの接続は、本則の相互接続点の設置場所に定める相互接続点単位に行

うものとする。 

(２) １つの相互接続点の接続対象地域内にＭＧＳが複数ある場合は、１つのＧＳがその接

続対象地域内にある全てのＭＧＳと接続することを可能とし、１つの相互接続点の接続対

象地域内にＧＳが複数ある場合は、１つのＭＧＳがその接続対象地域内にある全てのＧＳ

と接続することを可能とする。 

２ 分類２及び分類４から分類７における当社移動体網と直接協定事業者網間の共通線信号網

の構成は 次のとおりとする。 

(１) 共通線信号網構成は、対応網構成とする。 

(２) 共通線信号網構成はＡ，Ｂ面の２面構成とし、Ａ，Ｂ両面にリンクの設定を行うことと

する。 

  

（接続方式） 

第 12 条 分類２及び分類４から分類７による当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する接

続方式は、技術的条件集別表６に示すとおりとする。 

 

（信号方式） 

第 13 条 当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する信号方式は次のとおりとする。 

(１) ＴＴＣ標準に準拠したＮｏ．７信号方式（ユーザ部はＩＳＵＰ）を適用する。共通線リ

ンクの速度は「４．８ｋｂｉｔ／ｓ」もしくは「４８ｋｂｉｔ／ｓ」，「６４ｋｂｉｔ／ｓ」

とし当社移動体網と対応網構成で接続する。 

(２) 共通線リンクの速度を「４．８ｋｂｉｔ／ｓ」もしくは「４８ｋｂｉｔ／ｓ」，「６４ｋ

ｂｉｔ／ｓ」のいずれかで行うかは、接続する事業者の関門交換機毎に互いの設備状況等

を考慮の上、別途協議する。 

(３) ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表７に示すとおりとする。 

(４) ＩＳＵＰ仕様は、技術的条件集別表８に示すとおりとする。但し、規定外信号について

は原則として信号送信側で規制する。本ＩＳＵＰ仕様で規定された以外の信号を受信した

場合、当社は接続に関わる正常性を保証しない。なお、主な転送情報については次のとお

りとする。 
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（ア）当社移動体網発信時の主な転送情報は表 13.１のとおりとする。 

 

表 13.１ 当社移動体網発信時の主な転送情報 

接続形態 転 送 情 報 

当

社

移

動

体

網

発

信 

当社移動体網 

↓ 

他事業者網 

発番号 発ＣＡ 
発事業者

情報※２ 

経由情報

転送表示 

 経由事業

者情報  

付加ユー

ザ種別 
着番号 

△※１ ○ 
○ 

(当社) 
○※３ △※４ △※５ ○ 

他事業者網 

↓ 

当社移動体網 

着ＣＡ 
着事業

者情報 

経由事業

者情報 

課金レート情報※７ 

単位料金表示 
課金レート

情報種別 
課金レート 

△ ○ △※６ △ △ △ 

○ ：常に転送する情報，△：特定条件下のみ転送する情報 

※１：当社移動体網で着信転送を行なった場合等には設定されない場合がある。 

※２：「ＰＯＩ階梯情報」は設定しない。 

※３：経由情報転送表示の値は、接続形態及び事業者間精算情報の必要有無を考慮の上、別途協

議する。 

※４：経由事業者情報の値は、接続形態及び事業者間精算情報の必要有無を考慮の上、別途協   

議する。 

※５：必要時には、原則として以下の情報を設定する。 

   移動系付加ユーザ種別１：移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

   移動系付加ユーザ種別２：移動通信（cdmaOne800MHz） 

※６：経由情報転送表示（逆方向／両方向）の設定に従い設定する。  

※７：課金レート情報の転送については事前に接続事業者間で調整を行うこととする。 
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 （イ）当社移動体網着信時の主な転送情報は表 13.２のとおりとする。 

 

表 13.２ 当社移動体網着信時の主な転送情報 

接続形態 転 送 情 報 

当

社

移

動

体

網

着

信 

他事業者網 

↓ 

当社移動体網 

発番号 発ＣＡ 
発事業

者情報 

経由情報転

送表示 

付加ユーザ

種別 
着番号 

△※１ △※２ ○ ○※３ △ ○ 

当社移動体網 

↓ 

他事業者網 

着ＣＡ 
着事業者

情報※４ 

経由事業

者情報 

課金レート情報※６ 
付加ユー

ザ種別 
単位料金

表示 

課金レート

情報種別 

課金レー

ト 

○ 
○ 

(当社) 
△※５ △ △ △ △※７ 

○：常に転送する情報，△：特定条件下のみ転送する情報 

※１：国際網からの発信時では設定されないことがある。 

※２：国際網からの発信時は設定されない。 

※３：経由情報転送表示の値は、接続形態及び事業者間精算情報の必要有無を考慮の上、別途協

議する。 

※４：「ＰＯＩ階梯情報」は設定しない。 

※５：経由情報転送表示（逆方向／両方向）の設定に従い設定される。 

※６：課金レート情報の転送については、事前に接続事業者間で調整を行うこととする。なお、

発信網から「発ユーザ種別=一般発ユーザ」かつ「固定系付加ユーザ種別１=ピンク電話」

が転送されてきた場合は「一般」と「公衆」の課金レートを転送する。  

※７：必要時には、原則として以下の情報を設定する。 

移動系付加ユーザ種別１：移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

   移動系付加ユーザ種別２：移動通信（cdmaOne800MHz） 

 

（接続シーケンス） 

第14条 当社移動体網と直接協定事業者網間の一般的な接続シーケンスを技術的条件集別表

９に示す。但し、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することとし、端末－

網間のシーケンスは特に記載しない。また、当社の携帯・自動車電話（cdmaOne800MHz）

端末と、直接協定事業者の有線によるアナログ端末／ＩＳＤＮ（ディジタル）端末，又

は無線による携帯・自動車電話端末，或いはＰＨＳ端末との接続を対象とした発着信の

接続シーケンスを記載する。なお、接続シーケンス中に示すタイマ値はＪＴ－Ｑ７６４

を参照することとする。 
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（輻輳制御方式） 

第 15 条 輻輳制御方式は、技術的条件集別表６に示すとおりとする。 

 

（伝送装置間インタフェース仕様） 

第 16 条 伝送装置間インタフェース仕様は、技術的条件集別表 10 に示すとおりとする。 

 

（その他接続に必要な事項） 

第 17 条 通信回線，共通線信号リンクの新設・増減設単位及び共通線信号局番号，ＣＩＣ，Ｔ

ＧＮの付与方法その他の接続に必要な事項のうち細目に亘るものについては当社と直接協定

事業者間で別途協議の上、決定することとする。 
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第３節 削除 

 

第18条 削除 

 

第19条 削除 

第20条 削除 
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第４節 対移動体事業者ＳＭＳ接続用インタフェース仕様 

 

（網構成） 

第 21 条 当社移動体網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとする。 

ＩＷＳＧとＧＳとの接続は、本則の相互接続点の設置場所に定める相互接続点単位に行うも

のとする。 

２ 分類１における当社移動体網と直接協定事業者網間が共通線信号網である場合の構成は次

のとおりとする。 

(１) 共通線信号網構成は、対応網構成とする。 

(２) 共通線信号網構成はＡ，Ｂ面の２面構成とし、Ａ，Ｂ両面にリンクの設定を行うことと

する。 

 

（接続方式） 

第 22 条 分類１における当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、技術的条

件集別表 12 に示すとおりとする。 

 

（信号方式） 

第23条 当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する信号方式は、次のとおりとする。 

(１) ＴＴＣ標準に準拠したＮｏ．７信号方式（ユーザ部は３ＧＰＰ（ＧＳＭ－ＭＡＰ）仕様

を適用する。共通線リンク速度は、「４８ｋｂｉｔ／ｓ」もしくは「６４ｋｂｉｔ／ｓ」と

し当社移動体網と対応網構成で接続する。 

(２） 共通線リンクの速度を「４８ｋｂｉｔ／ｓ」もしくは「６４ｋｂｉｔ／ｓ」のいずれか

で行うかは、接続する事業者の関門交換機等毎に互いの設備状況等を考慮の上、別途協議

を行うこととする。 

(３) ＭＴＰ仕様は、技術的条件別表13に示すとおりとする。 

(４) 制御プロトコル仕様は、技術的条件集別表14に示すとおりとする。但し、規定外信号に

ついては原則として信号送信側で規制する。本制御プロトコル仕様で規定された以外の信

号を受信した場合、当社は接続に関わる正常性を保証しない。 

 

（接続シーケンス） 

第 24 条  当社移動体網と直接協定事業者網間の一般的な接続シーケンスを技術的条件集別表

15 に示す。 

 

（伝送装置間インタフェース仕様） 

第 25 条 伝送装置間インタフェース仕様は、技術的条件集別表 16 に示すとおりとする。 
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（その他接続に必要な事項） 

第 26 条  電気通信回線設備の新設・増減設単位やその他の接続に必要な事項のうち細目に渡る

ものについては当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとする。 
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第５節 対パケットデータ直収ユーザインタフェース仕様(ＬＴＥ方式) 

 

（網構成） 

第27条 当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網と本則のＬＴＥ直収パケット接続

機能（携帯電話・ＢＷＡ電波連携分）によるパケットデータ直収接続に関する直接協定事

業者（以下、「ＬＴＥ直収パケット接続事業者」という。）との接続に係る構成は次のとお

りとします。 

  （１）直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者ノードとの接続は、本則の相互

接続点の設置場所に定める相互接続点単位に行うものとします。 

  （２）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網とＬＴＥ直収パケット接続事業者

網は、ＬＴＥ直収パケット接続事業者側回線終端装置を介して直収パケット交換機に接

続された帯域制御装置とWANによって接続され、相互接続点は直収パケット交換機に接続

された帯域制御装置と接続される他事業者の電気通信設備の当社側端子とします。 

 

（接続方式） 

第28条 当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網とＬＴＥ直収パケット接続事業者

網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網とＬＴＥ直収パケット接続事業者

網間は、ＩＰ接続方式を適用します。 

（２）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網からの発信のみ提供します。 

（３）本則のＬＴＥ直収パケット接続機能（携帯電話・ＢＷＡ電波連携分）によるDTE（Data 

Terminal Equipment）からの接続は、ＬＴＥ直収パケット接続事業者ノードへの接続に制

限され、ＬＴＥ直収パケット接続事業者ノードを経由しないインターネット接続等は制限

されます。 

（４）認証はＬＴＥ直収パケット接続事業者網にて行うこととします。 

（５）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網とＬＴＥ直収パケット接続事業者

網との間の通信経路については、冗長化構成をとることができます。 

（６）信号方式のプロトコルはGTPv2-C(GPRS Tunneling Protocol version 2 Control Plane)

で提供します。 

 

（その他接続に必要な事項） 

第29条 ＬＴＥ直収パケット接続事業者網の設備構成に伴う試験実施方法や、その他の接続に

必要な事項のうち細目に渡るものについては、当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者

と直収パケット接続事業者間で別途協議の上、決定することとします。 

また、当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者が準拠する標準規格・バージョンの変更

に伴い接続条件における後方互換性が維持されず（※）、ＬＴＥ直収パケット接続事業
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者網の設備等に改造又は変更が必要になる場合がありますが、当社若しくは当社及び特

定ＢＷＡ事業者は一切の責を負いません。 

※ 3GPP で後方互換性の無い変更が合意され続けているため。 
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第６節 対移動体事業者ＩＰ接続用インタフェース仕様 

 

（網構成） 

第30条 当社移動体網と直接協定事業者網との接続に係わる構成は次の通りとします。 

 

  （１）当社の中継交換機と直接協定事業者の中継交換機との接続は、本則の相互接続点の設

置場所に定める接続点単位に行うものとします。  

  （２）当社網と直接協定事業者網は、広域イーサネット等を介して接続され、相互接続点は

中継交換機に接続されたルータと接続される、回線終端装置（直接協定事業者が当社側に

設置するもの）の当社側端子とします。 

 なお、当該回線終端装置と中継交換機に接続されたルータ間の接続はイーサネットと

します。 

 

（接続方式） 

第31条 当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、次のとおりとします。 

 

（１）当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、ＩＰ接続方式を適用しま

す。 

（２） 当社移動体網と直接協定事業者網との間の通信経路については、冗長構成をとること

ができます。 

（３） 当社移動体網との接続方式に関する詳細は、別表17に定めるとおりとします。 

 

（その他接続に必要な事項） 

第 32 条 当社網と直接協定事業者網間で、その他接続に必要な事項は次のとおりとします。 

 

（１）直接協定事業者網の設備構成に伴う試験実施方法や、その他の接続に必要な事項のう

ち細目に渡るものについては、当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することと

します。 

（２） 当社が準拠する標準規格・バージョンの変更に伴い接続条件における後方互換性が維

持されず、直接協定事業者網の設備等に改造又は変更が必要になる場合がありますが、当

社は一切の責を負いません。 
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第７節 対パケットデータ直収ユーザインタフェース仕様(５Ｇ（ＮＳＡ）方式) 

 

（網構成） 

第33条 当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網と本則の５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パ

ケット接続機能（携帯電話・ＢＷＡ電波連携分）によるパケットデータ直収接続に関する

直接協定事業者（以下、「５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事業者」という。）との接

続に係る構成は次のとおりとします。 

  （１）直収パケット交換機と５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事業者ノードとの接続は、

本則の相互接続点の設置場所に定める相互接続点単位に行うものとします。 

  （２）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網と５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケッ

ト接続事業者網は、５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事業者側回線終端装置を介して

直収パケット交換機に接続された帯域制御装置とWANによって接続され、相互接続点は直

収パケット交換機に接続された帯域制御装置と接続される他事業者の電気通信設備の当

社側端子とします。 

 

（接続方式） 

第34条 当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網と５Ｇ（ＮＳＡ方式）パケット接続

事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網と５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接

続事業者網間は、ＩＰ接続方式を適用します。 

（２）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網からの発信のみ提供します。 

（３）本則の５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続機能（携帯電話・ＢＷＡ電波連携分）による

DTE（Data Terminal Equipment）からの接続は、５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事

業者ノードへの接続に制限され、５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事業者ノードを経

由しないインターネット接続等は制限されます。 

（４）認証は５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事業者網にて行うこととします。 

（５）当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動体網と５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接

続事業者網との間の通信経路については、冗長化構成をとることができます。 

（６）信号方式のプロトコルはGTPv2-C(GPRS Tunneling Protocol version 2 Control Plane)

で提供します。 

 

（その他接続に必要な事項） 

第35条 ５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事業者網の設備構成に伴う試験実施方法や、その

他の接続に必要な事項のうち細目に渡るものについては、当社若しくは当社及び特定Ｂ

ＷＡ事業者と直収パケット接続事業者間で別途協議の上、決定することとします。 

また、当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者が準拠する標準規格・バージョンの変更に伴い接
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続条件における後方互換性が維持されず（※）、５Ｇ（ＮＳＡ方式）直収パケット接続事

業者網の設備等に改造又は変更が必要になる場合がありますが、当社若しくは当社及び

特定ＢＷＡ事業者は一切の責を負いません。 

※ 3GPPで後方互換性の無い変更が合意され続けているため。 
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第８節 対直接協定事業者ＨＳＳ接続用インタフェース仕様 

 

（網構成） 

第36条 当社移動体網と直接協定事業者網との接続に係わる構成は次の通りとします。 

（１）本則の対象は、接続約款に定める、ＬＴＥ直収パケット接続機能（携帯電話・ＢＷＡ電波

連携分）、ＬＴＥ直収パケット接続機能（ＬＰＷＡ、携帯電話・ＢＷＡ電波連携分）又は

５Ｇ（ＮＳＡ 方式）直収パケット接続機能（携帯電話・ＢＷＡ電波連携分）に関する直

接協定事業者とします。 

（２）当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ、ＥＩＲ及びＤＥＡとの接続は、本則

の相互接続点の設置場所に定める相互接続点単位に行うものとします。 

（３）当社移動体網と直接協定事業者網は、直接協定事業者側回線終端装置を介して「直収パケ

ット交換機に接続される帯域制御装置」とＷＡＮによって接続され、相互接続点は「直収

パケット交換機に接続される帯域制御装置」と接続される他事業者の電気通信設備の当

社側端子とします。 

 

（接続方式） 

第37条 当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、次のとおりとします。 

（１）当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、ＩＰ接続方式を適用します。 

（２）当社移動体網と直接協定事業者網間の通信経路については、冗長構成をとることができま

す。 

（３）信号方式のプロトコルは、Diameter(IETF RFC 6733)で提供します。  

（４）当社移動体網との接続方式に関する詳細は、別表18に定めるとおりとします。 

 

（その他接続に必要な事項） 

第38条 当社移動体網と直接協定事業者網間で、その他接続に必要な事項は次のとおりとしま

す。 

（１）直接協定事業者網の設備構成に伴う試験実施方法や、その他の接続に必要な事項のうち細

目に渡るものについては、当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとしま

す。 

（２）当社が準拠する標準規格・バージョンの変更に伴い接続条件における後方互換性が維持さ

れず、直接協定事業者網の設備等に改造又は変更が必要になる場合がありますが、当社は

一切の責を負いません。 
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第９節 対固定事業者ＩＰ接続用インタフェース仕様 

 

（網構成） 

第39条 当社移動体網と直接協定事業者網との接続に係わる構成は次の通りとします。 

 

  （１）当社の中継交換機と直接協定事業者の中継交換機との接続は、本則の相互接続点の設

置場所に定める接続点単位に行うものとします。  

  （２）当社網と直接協定事業者網は、広域イーサネット等を介して接続され、相互接続点は

繋ぐ機能ＰＯＩの中間配線架内のパッチパネルとします。 

 

（接続方式） 

第40条 当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、次のとおりとします。 

 

（１）当社移動体網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、ＩＰ接続方式を適用しま

す。 

（２） 当社移動体網と直接協定事業者網との間の通信経路については、冗長構成をとること

ができます。 

（３） 当社移動体網との接続方式に関する詳細は、別表19に定めるとおりとします。 

 

（その他接続に必要な事項） 

第 41 条 当社網と直接協定事業者網間で、その他接続に必要な事項は次のとおりとします。 

 

（１）直接協定事業者網の設備構成に伴う試験実施方法や、その他の接続に必要な事項のう

ち細目に渡るものについては、当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することと

します。 

（２） 当社が準拠する標準規格・バージョンの変更に伴い接続条件における後方互換性が維

持されず、直接協定事業者網の設備等に改造又は変更が必要になる場合がありますが、当

社は一切の責を負いません。 
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技術的条件集別表－１（対移動体事業者接続用インタフェース） 

 

１．概説 

本別表は、当社網と移動体事業者網間の接続条件（以下、「網間インタフェース」という。） 

について規定する。 

１．１ 規定範囲 

本別表は、電気通信事業者間の相互接続を円滑に行うため、網間インタフェースに関わる

接続条件について規定を行うものである。本別表は、基本サービス機能について規定して

いる。 

 

１．２ 規定対象 

本別表は、基本サービス機能に関わる網間インタフェースを規定しており、網間インタフ

ェースは、ＩＳＵＰ及びＭＴＰに関わる事項を含む相互接続に必要な事項を規定対象とし

ている。 

 

２．番号方式 

（１）当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は電気通信番号規則（令和元年総

務省令第４号）を準用することとする。なお、直接協定事業者は当社の加入契約者から

直接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要する。 

分類１、分類３による当社網と直接協定事業者網間で使用する電話番号の基本構成は次

のとおりとする。 

０Ａ０    ＋    ＣＤＥ     ＋  ＦＧＨＪＫ 

     サービス識別番号   事業者識別番号      接続番号 

 

（２）発事業者網のダイヤル番号に関する機能 

   （ア）番号の識別 

      発事業者網は原則として接続番号を識別した特別な処理は行わない。 

   （イ）有効受信桁数 

      発事業者網は有効な受信桁数（最小受信桁数から最大受信桁数まで）の登録を可能とし、

最小桁数に満たない場合、無効を検出した交換局でＢＴ接続，トーキ接続，または切断

処理（ＲＥＬ送出）とする。 

 

３．接続条件 

３．１ 接続制御 

（１）基本的な接続機能 

・ 当社網発信呼については、必要な接続制御を当社網で行う。 



技別 1－2 

・ 当社網では、着事業者固有のサービスに対応するための発信制御は行わない。 

・ 当社網に対する着信呼に関しては、原則として発事業者網側で接続制御を行うことと

し当社網での接続制御は行わない。従って規制が必要な場合は発事業者網側で行う。 

 （２）付加的な接続機能 

・ 付加サービスへの接続に関しては、原則として当社網発信の付加サービスは当社網で

発信を制御し、当社網着信の付加サービスの場合は発事業者網側で接続を制御するこ

ととする。但し、当社網着信の付加サービスに関しては当社網で必要な接続制御を行

う場合がある。 

 

当社網接続制御の考え方を表３．１－１，表３．１－２にまとめる。 

表３．１－１ 当社網発信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 当社網 着事業者網 

接続協定を締結した

事業者の番号 
全事業者に提供 接続 接続 

 特定事業者のみ提供 接続／規制(注１) 接続／規制(注２) 

上記以外 － 規制 － 

  注１：接続を行う特定の事業者以外との接続を規制する。 

  注２：基本的に発側網で規制を行うが、当該網へ接続された時の処理を示す。 

表３．１－２ 当社網着信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 発事業者網 当社網 

定義された番号 全事業者に提供 接続 接続 

 特定事業者のみ提供 接続／規制(注１) 接続／規制(注１) 

未定義の番号 － 規制 規制(注２) 

  注１：接続を行う特定事業者以外は発側網で接続を規制する。 

  注２：基本的に発側網で規制を行うが、当該網へ接続された時の処理を示す。 

  

３．２ ベアラの利用条件 

  利用可能なベアラは、音声，３．１ｋＨｚオーディオ，６４ｋｂｉｔ／ｓ非制限とする。 

 

３．３ 当社網発信時のサービス接続条件 

  当社網発信時のサービス接続条件を表３．３－１に示す。 

表３．３－１ 当社網発信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 記事 

着信転送 □ 転送接続を許容する番号は限定される 

発信番号通知 ○  

三者通話 ○  

  凡例：○＝全接続に提供，□＝特定接続のみ提供 
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３．４ 当社網着信時のサービス接続条件 

  当社網着信時のサービス接続条件を表３．４－１に示す。 

表３．４－１ 当社網着信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 記事 

応答保留 ○  

番号通知リクエスト ○  

お留守番 ○  

割り込み通話 ○  

発信者番号表示 ○  

迷惑電話撃退 ○  

 凡例：○＝全接続に提供 

 

４．課金方式 

基本的な呼の接続に関するユーザ課金方式及び事業者間料金精算方式について記述する。当 

社と接続事業者間の課金方式は、ここで述べる課金方式を原則とし、協議により決定する。 

４．１ 課金表示の扱い 

ＪＴ－Ｑ７６３ ３．５節 逆方向呼表示パラメータのＢＡビット（課金表示）は前位網 

にユーザ課金（料金登算）を指示する信号とする。 

課金表示の設定規則は次のとおりとする。 

（１）前位網にユーザ課金（料金登算）を指示する場合はＡＮＭで「課金」を、ユーザ非 

課金を指示する場合はＡＮＭで「非課金」を送出する。 

（２）前位網に対してユーザ課金（料金登算）／ユーザ非課金の指示を行わない場合は、 

着信網では「課金」（デフォルト値）を送出する。 

（３）ＡＣＭ及びＡＣＭをインタワークしたＣＰＧ返送時点でユーザ課金の要否が確定し 

   ているならば正確な情報（課金または非課金）を設定する。 

（４）ＡＣＭ／ＣＰＧで「課金」「非課金」が確定できない場合に限り、「表示なし」を設

定する。 

 

４．２ 課金表示とユーザ課金方式 

（１）当社が発事業者の場合 

 ①当社が料金設定を行う場合 

当社が独自に料金設定を行ない、発ユーザから料金回収を行う。 

 ②当社が料金設定を行わず、後位網からユーザ課金の指示を受ける場合 

 ⅰ）ユーザ課金を行わない場合 

後位網は逆方向呼表示の課金表示に「非課金」を設定し、課金情報種別パラメータと課

金情報パラメータは次のとおり設定する。この場合、当社は発ユーザから料金回収を行 

わない。 

  ・課金情報種別パラメータ及び課金情報パラメータそのものを設定しない。但し、ＣＨＧ 
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   を送出する際には以下の情報を設定する。 

     課金情報種別：「課金レート転送」 

     課金情報の単位料金表示：「表示なし」 

     課金情報の課金レート情報種別：「柔軟課金レート情報なし」      

ⅱ）ユーザ課金を行う場合 

後位網は逆方向呼表示の課金表示に「課金」を設定し、課金レート情報を設定する。こ

の場合、当社は課金レート情報に従って、発ユーザから料金回収を行う。 

（２）当社が着事業者の場合 

  当社が料金設定を行う場合で、前位網にユーザ課金を指示する場合は、課金表示に「課金」

を、ユーザ課金を指示しない場合は「非課金」を設定して返送する。当社が料金設定を行わ

ない呼に対しては「課金」（デフォルト値）を設定して返送する。 

 

４．３ 課金レート情報 

  課金レート情報の通知は次のとおりとする。 

   単位料金  ：１０円／表示なし（ピンク電話発信時は１０円のみ設定） 

   一括登算度数 ：課金レートなし／１～１５度数（公衆／ピンク電話発信時は 

             「なし」のみ設定する） 

   課金レート（一般） ：２．５秒～４９９．５秒（０．５秒単位） 

   課金レート（公衆） ：４．５秒～４９９．５秒（０．５秒単位） 

  なお、ピンク電話発信時には「一般」「公衆」の双方の課金レートを転送する。 

  課金レートを設定する時間帯例を表４．３－１に示す。 

 

表４.３－１ 課金レートを設定する時間帯例 

課金間隔情報 時間帯 

第１課金間隔 「昼間」午前８時～午後７時 

第２課金間隔 「夜間」午後７時～午後１１時（土日祝の昼間含む） 

第３課金間隔 「深夜／早朝」午後１１時～午前８時 

第４課金間隔 「予備」第１～３課金間隔の最低レートを設定 

注：第１～４課金間隔情報全てに課金レートを設定していなければならない。（全て同じ課金

レートでも可能） 
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４．４ 網使用料 

当社及び接続事業者は網使用料の課金について、次のとおり取り扱うこととする。 

（１）網使用料の課金開始・停止契機 

開始契機：応答信号（ＡＮＭ）を検出した時 

停止契機：切断信号（ＲＥＬ等）を検出した時 

（２）網使用料精算対象呼 

課金表示の「課金／非課金」に関わりなく、以下を除く全ての呼を精算対象とする。 

   ① 試験呼（５．２項の試験方法によるものとする） 

② 接続が完了しなかった呼 

 

５．試験方式 

  当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方式は次のとおりとする。 

５．１ 基本的考え方 

（１）予防保全，故障発生時の故障探索・修復確認及び増設時の機能確認等を目的とする。 

（２）それぞれの事業者の設備に係わる試験は設備を所有する事業者が責任を持って実施し、

他事業者の試験については原則として実施しない。但し、故障切り分け等のため当社

網と直接協定事業者網間は試験可能とする。 

（３）試験は原則として隣接の事業者間で実施する。 

（４）試験呼はＩＡＭ信号の発ユーザ種別の「試験呼」で識別する。 

 

５．２ 試験の種類 

（１）手動接続試験 

当社網と直接協定事業者網はＭＧＳ，ＧＳに自動応答トランク（ＡＡＴ）機能を付与し手

動接続試験を行うこととする。 

（ア）直接協定事業者網から当社網における手動接続試験の内容を表５．２－１に示す。 

 

表５．２－１ 直接協定事業者網から当社網における手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件※１ 強制切断の有無 

手動接続試験 ＭＧＳのＡＡＴ Ａ０※２＋ＣＤＥ※３＋

１２Ｙ 

非課金 Ｙ＝１：無し 

Ｙ＝５：有り 

Ｙ＝７：無し（課金レート

有り・ＣＨＧ有り）※４ 

※１：発ユーザ種別「試験呼」の場合は事業者間精算対象外とする。 

※２：Ａ＝７，８，９：携帯・自動車電話呼 

※３：当社が使用する番号 

※４：本機能を使用する場合は事前に接続事業者間との調整をすることとする。 
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（イ）当社網からの直接協定事業者網に対する手動接続試験の内容を表５．２－２に示す。 

 

表５．２－２ 当社網からの直接協定事業者網に対する手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件 強制切断の有無 

手動接続試験 ＧＳのＡＡＴ Ａ０※１＋ＣＤＥ※２＋

１２Ｙ 

※３ 

非課金 Ｙ＝１：無し 

Ｙ＝５：有り 

Ｙ＝７：無し（課金レート

有り・ＣＨＧ有り）※４ 

※１：Ａ＝７，８，９：携帯・自動車電話呼 

※２：直接協定事業者が使用する番号 

※３：ＰＨＳ事業者の試験番号は事前に調整をすることとする。 

※４：本機能を使用する場合は事前に接続事業者間との調整をすることとする。 

（２）回線開通出合試験 

回線開通時において発信交換機出側と着信交換機入側との間で出合い，回線名，回線番号

及び通話の良否を相互に確認する出合試験を実施する。 

（３）共通線試験 

手動信号ルート試験で信号リンクの正常性を確認する機能及び回線照合試験を実施する。 
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５．３ 網間試験の信号シーケンス 

（１）ＡＡＴ接続試験 

（ａ）課金レート無し，強制切断無し，ＡＡＴ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３－１ 課金レート無し，強制切断無し，ＡＡＴ接続の信号シーケンス

同時 

発網 着網（ＡＡＴ) 

ＢＬＯ※１
 

ＤＴ 

ＵＢＬ※１
 

ＡＣＭ 

ＵＢＡ※１
 

 

ＢＬＡ※１
 

ＲＢＴ 

約６秒 
ＡＮＭ 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＩＡＭ 

※１：発網側で閉塞して試験を行う場合はＢＬＯ

を送信する。着信側で閉塞されている場合

は発網側からの試験は不可とする。閉塞し

て試験を行った場合は、試験終了後ＵＢＬ

を送信し閉塞を解除する。 
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（ｂ）課金レート無し，強制切断有り，ＡＡＴ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３－２ 課金レート無し，強制切断有り，ＡＡＴ接続の信号シーケンス 

同時 

発網 着網（ＡＡＴ) 

ＢＬＯ※１
 

ＤＴ 

ＡＣＭ 

ＢＬＡ※１ 

ＲＢＴ 

約６秒 
ＡＮＭ 

 

ＩＡＭ 

ＵＢＬ※１ 

ＵＢＡ※１ 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＳＵＳ 

約10秒 

ＵＢＬ※１ 

ＵＢＡ※１
 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＳＵＳ 

Ｔ６タイムアウト 

着網側でのＴ６タイムアウト

による切断シーケンス 

※１：発網側で閉塞して試験を行う場合はＢＬＯ

を送信する。着信側で閉塞されている場合

は発網側からの試験は不可とする。閉塞し

て試験を行った場合は、試験終了後ＵＢＬ

を送信し閉塞を解除する。 
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（ｃ）課金レート有り，強制切断無し，ＣＨＧ有り，ＡＡＴ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３－３ 課金レート有り，強制切断無し，ＣＨＧ有り，ＡＡＴ接続の信号シーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発網 着網（ＡＡＴ) 

ＢＬＯ※１ 

ＡＣＭ 

ＢＬＡ※１ 

同時 
ＤＴ 

ＵＢＬ※１ 

ＵＢＡ※１ 

 

ＲＢＴ 

約６秒 
ＡＮＭ 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＩＡＭ 

ＣＨＧ 

※１：発網側で閉塞して試験を行う場合はＢＬＯ

を送信する。着信側で閉塞されている場合

は発網側からの試験は不可とする。閉塞し

て試験を行った場合は、試験終了後ＵＢＬ

を送信し閉塞を解除する。 
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６．輻輳制御方式 

６．１ 非常緊急通話の取り扱い 

（１）優先的に扱う通信の識別における優先信号とは、ＩＡＭ信号上の「発ユーザ種別」に「優

先発ユーザ」を設定した信号を示す。当社網が直接協定事業者網から送出された「発ユー

ザ種別」に基づき輻輳制御を行う場合は、制御率を当社網内に終始する呼と同等にする。

直接協定事業者網も当社網からの呼の制御を行う場合は、直接協定事業者網内に終始する

呼と同等にする。 

（２）当社網と直接協定事業者網間での災害時優先電話の疎通を確保するため、当社網は優先

発ユーザ回線留保機能を有し、制御を行うことができる。 

 

６．２ 回線留保機能による制御方式 

（１） 優先発ユーザ留保回線数（一般発ユーザトラフィックが多い時に優先発ユーザのトラフ

ィックのために留保する回線）を設定し、次の条件で回線捕捉を許可または禁止する。 

発ユーザ種別 回線捕捉の許可または禁止 

ア 優先発ユーザ 回線捕捉時に空きがあれば捕捉を許可する。 

イ ア欄以外 空き回線数が優先発ユーザ留保回線数より大きいとき、自局の

回線捕捉を許可する。 

空き回線数が優先発ユーザ留保回線数以下のとき、自局の回線

捕捉を禁止する。 

（２）直接協定事業者網は、優先発ユーザ留保回線制御を実施することの有無について、当社

に通知することを要する。 

（３）優先発ユーザ留保回線数及び使用可能回線数については当社と直接協定事業者間で別途

協議の上、決定することとする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

技術的条件集別表 ２ 

 

ＭＴＰ仕様 

（対移動体事業者接続用インタフェース） 
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技術的条件集別表－２（ＭＴＰ仕様） 

 

１．ＭＴＰ仕様は「ＴＴＣ標準 網間インタフェース 網間信号方式（ＩＳＤＮ網間信号方式）」  

 に準拠する。参照するＴＴＣ標準は次のとおりである。  
 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０１ ：第２版  １９９０年１１月２８日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０２ ：第１版  １９８７年４月２８日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０３ ：第３版  １９９４年４月２７日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０４ ：第３版  １９９２年４月２８日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０７ ：第２版  １９９０年１１月２８日制定 

 

２．下記に上記に挙げたＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具

体的内容を記述する。 

標準  番号  項目  具体的内容  
JT-Q701 3.1 信号網構成  対応網による接続とする。  

JT-Q702 2.2 信号速度  信号速度は、４．８ｋｂｉｔ／ｓ，４８ｋ
ｂｉｔ／ｓ，６４ｋｂｉｔ／ｓとする。  

JT-Q703 2.3.8 信号情報部  Ｓ Ｉ Ｆの 取 り 得 る 長 さ の 最大 は ２ ７ ２ オ
クテットとする。  

6 自リンク停止時  ＳＩＯＳを継続的に送出  

信 号 リ ン ク 起 動
前の送出信号  

ＳＩＯＳ送出  

運 用 中 Ｓ Ｉ Ｅ 受
信時  

初期設定終了待ち（ＳＩＥ送出）に遷移  

相 手 局 検 証 終 了
待 ち 状 態 で の タ
イマ  

８分。タイムアウト後は、ＳＩＯＳ送出後、 
レベル３からの起動によりＳＩＯを送出  

検 証 不 良 ／ リ ン
ク障害時  

ＳＩＯＳ送出後、レベル３からの起動によ
りＳＩＯを送出  

11 Ｌ Ｓ Ｓ Ｕ 送 出 周
期  

２４ｍｓｅｃ（ＳＩＢ  ２００ｍｓｅｃ）  

Ｆ Ｉ Ｓ Ｕ 送 出 周
期  

運用中、検証終了待ち共に７２ｍｓｅｃ／
２４ｍｅｃ（４．８ｋｂｉｔ／ｓ，４８ｋ
ｂｉｔ／ｓ，６４ｋｂｉｔ／ｓ）  

12 Ｍ Ｓ Ｕ 送 出 ア ウ
ト ス タ ン デ ィ ン
グ数  

４０  

信 号 リ ン ク 検 証
期間  

検証期間については、Ｔ４＝３ｓｅｃ，検
出不良時においては、６０ｓｅｃ  

JT-Q704 2.2 ポ イ ン ト コ ー ド
の構成  

１６ビット（Ｍ＝５ビット／Ｓ＝４ビット
／Ｕ＝７ビット）とする。  

2.3 リ ン ク セ ッ ト 構
成 と ロ ー ド シ ェ
ア  

ＳＬＳのＡ／Ｂ面ビットで２面構成とし、
ＳＬＳ上位３ビットを使って、負荷分散を
行う。  
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標準  番号  項目  具体的内容  
JT-Q704 

 
4.3 過 半 数 リ ン ク 障

害の処理  
全リンク障害で迂回を行う。  

6.2 切 戻 信 号 （ Ｃ Ｂ
Ｄ，ＣＢＡ）  

使用可能なリンクに対して切戻信号（ＣＢ
Ｄ）を送出。未実装のリンクにはＣＢＡを
返送しない。  

相 手 局 非 応 答 時
の切替  

他網側に未送出信号を迂回  

11.2 優先度制御  多段輻輳制御を行う。  

14.2 ＳＩＯ  ＳＳＦ＝００００  
Ｓ Ｉ   ＝００００（信号網管理）  
    ０００１（試験・保守）  
    ００１１（ＳＣＣＰ）  
    ０１０１（ＩＳＵＰ）  

JT-Q707 2 信号リンク試験  信号リンクが使用可となった時、自動的に
信号ルーチング試験を用いて行う。  

 
 

３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。 

 

４．本別表の項目２にて記載しているセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応し

ている。但し、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、

またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準，当社のどちらも規定していない事項につ

いては、その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合がある。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

技術的条件集別表 ３ 

 

ＩＳＵＰ仕様 

（対移動体事業者接続用インタフェース） 
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技術的条件集別表－３（ＩＳＵＰ仕様） 

 

１．ＩＳＵＰ仕様は「ＴＴＣ標準 網間インタフェース 網間信号方式（ＩＳＤＮ網間信号方式）」 

   に準拠する。ベースドキュメントとして参照するＴＴＣ標準は次のとおりである。 

 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６１ ：第７版   2001年４月19日制定 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６２ ：第20版  2002年５月30日制定 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６３ ：第20版  2002年５月30日制定 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６４ ：第12版  2002年５月30日制定 

 

２．本別表では上記に示すＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その

具体的内容を表３－１「ＩＳＵＰ仕様互換表」及び表３－２「ＩＳＵＰ信号一覧」に記述して

いる。なお、ＪＴ－Ｑ７６１及びＪＴ－Ｑ７６２に記述された用語，語句についてはＴＴＣ標

準の内容に準拠しているが、表３－１「ＩＳＵＰ仕様互換表」に記述されていない内容につい

ては当社としては使用しないこととする。 

また、表３－２「ＩＳＵＰ信号一覧」には、当社と直接協定事業者間において使用する信号パ

ラメータの設定値及び信号の方向を記述している。 

 

３．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。 

   但し、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、また 

   ＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準，当社のどちらも規定していない事項につい 

   ては、その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合がある。 
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表３－１ ＩＳＵＰ仕様互換表 

 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

1. 概説   

1.0 本標準の範囲、参考文献、定義、略語 ベースドキュメントどおり  

1.0.1 本標準の範囲   

1.0.2 参考文献   

1.0.3 用語と定義   

1.0.4 略語   

1.0.5 コーディング原則の概要   

1.1 ルーチングラベル   

1.2 回線番号 ＣＩＣ設定フィールドは 13 ビットとする  

1.3 メッセージ種別 ベースドキュメントどおり  

1.4 フォーマッティングの原則   

1.5 固定長必須部   

1.6 可変長必須部   

1.7 オプション部   

1.8 

 

オプションパラメータの終了 

表示オクテット 

  

1.9 送出順序   

1.10 予備ビットのコーディング 予備ビットは送信時”0”を設定し、受信時無視とする  

1.11 国内用信号種別とパラメータ ベースドキュメントどおり  

1.12 メッセージ種別コードとパラメータ

コードの割当て 

 

1.13 ｢予備｣コードと｢留保｣コードの意味  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

2. パラメータのコード   

2.1 メッセージ種別のコード ベースドキュメントどおり  

2.2 長さ表示のコーディング ベースドキュメントどおり  

2.3 ポインタのコーディング ベースドキュメントどおり  

3. ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ   

3.1 パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

3.2 アクセス配送情報 使用しない  

3.3 アクセス転送 ベースドキュメントどおり  

3.4 自動輻輳レベル 使用しない  

3.5 逆方向呼表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

相互接続表示の「相互接続あり」はＮｏ．

７であってもＩＳＵＰ以外の信号方式

とインタワークした場合にも設定する 

3.9 着番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.10 発番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.11 発ユーザ種別 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.12 理由表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.13 回線群監視メッセージ種別 使用しない  

3.14 回線状態表示（国内用） 第１版をサポートするためのオプションを使用する 

その他はベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.15 閉域接続インタロックコード 使用しない  

3.16 接続先番号 使用しない  

3.18 導通表示 使用しない  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.20 オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.21 イベント情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.23 順方向呼表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

相互接続表示の「相互接続あり」はＮｏ．

７であってもＩＳＵＰ以外の信号方式

とインタワークした場合にも設定する 

3.24 汎用ディジット(国内用) 使用しない  

3.25 汎用通知識別子 使用しない  

3.26 汎用番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

複数の汎用番号パラメータを受信した

場合、当社は透過中継する 

3.33 メッセージコンパチビリティ情報 使用しない  

3.35 接続特性表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.36 網特有ファシリティ（国内用） 使用しない  

3.37 オプション逆方向呼表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.38 オプション順方向呼表示 使用しない  

3.39 第一着番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.41 パラメータコンパチビリティ情報 使用しない  

3.43 範囲と状態 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.44 転送元番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.45 着信転送情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.46 転送先番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.50 信号局コード（国内用） 使用しない  

3.52 中断／再開表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.53 中継網選択(国内用) 使用しない  

3.54 通信路要求表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.57 ユーザサービス情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.59 ユーザテレサービス情報 使用しない  

3.60 ユーザ・ユーザ表示 使用しない  

3.61 ユーザ・ユーザ情報 使用しない  

3.63 ＣＣＳＳ 使用しない  

3.65 コールトランスファ参照 使用しない  

3.67 ループ抑止表示 使用しない  

3.70 相関ｉｄ 使用しない  

3.71 ＳＣＦｉｄ 使用しない  

3.73 着ＩＮ番号 使用しない  

3.78 ＵＩＤ動作表示 使用しない  

3.79 ＵＩＤ能力表示 使用しない  

3.82 アプリケーション転送 使用しない  

3.84 ピボット能力 使用しない  

3.85 ピボットルーティング表示 使用しない  

3.86 着ディレクトリ番号（国内用） ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.87 第一着ＩＮ番号 使用しない  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.88 発測地位置 使用しない  

3.93 ピボットルーティング回数 使用しない   

3.94 ピボットルーティング順方向情報 使用しない  

3.95 ピボットルーテイング逆方向情報 使用しない  

3.96 リダイレクション能力（国内用） ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.97 リダイレクション回数（国内用） ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.99 リダイレクション順方向情報（国内

用） 

ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.100 リダイレクション逆方向情報（国内

用） 

ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.102 網機能種別 使用しない  

3.103 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.104 課金情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.105 課金情報種別 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.106 契約者番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.107 移動通信用エンド情報転送 使用しない  

3.108 移動通信用呼番号 使用しない  

3.109 ＰＨＳ端末識別番号 使用しない  

3.110 発信者番号非通知理由 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

本パラメータは発番号パラメータが設

定されないあるいは通知不可となって

いる場合のみ使用する 

3.111 国内用リダイレクション理由 使用しない  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.112 付加ユーザ種別 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.113 課金情報遅延 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

 

3.114 事業者情報転送   

 a)経由情報転送表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表３－２を参照する 

設定値については事前に接続事業者間

で調整を行うこととする 

b)事業者情報名  

c)事業者付属パラメータ名  

 d)事業者識別コード  

e)ＰＯＩ－料金区域情報  

f)発事業者情報 ＩＡＭに常に設定 

g)着事業者情報 ＡＣＭまたはＣＰＧに設定 

h)選択中継事業者情報 中継事業者選択番号による事業者選択

時に設定 

i)経由事業者情報 経由情報転送表示の内容に従って設定

但し、６事業者以上の経由事業者情報の

設定を行う場合は事前に接続事業者間

で調整を行うこととする 

j)ＳＣＰ事業者情報 

3.115 輻輳制御済み通知情報 使用しない  

3.116 発測地速度情報 使用しない  

3.117 緊急通報呼表示 使用しない  

4 ＩＳＤＮユーザ部メッセージとコー

ド 

ベースドキュメントどおり  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 メッセージ種別   

表 4-1 ＡＣＭ 「メッセージ種別」「逆方向呼表示」「オプション逆方向呼表示」「理由表示」「料金区域情

報」「課金情報」「課金情報種別」「課金情報遅延」「付加ユーザ種別」「事業者情報転送」「オ

プションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-2 ＡＮＭ 「メッセージ種別」「逆方向呼表示」「アクセス転送」「料金区域情報」「付加ユーザ種別」「オ

プションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-3 ＣＰＧ 「メッセージ種別」「イベント情報」「逆方向呼表示」「オプション逆方向呼表示」「理由表

示」「アクセス転送」「課金情報」「課金情報種別」「課金情報遅延」「事業者情報転送」「料

金区域情報」「付加ユーザ種別」「オプションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-4 ＣＱＲ ベースドキュメントどおり  

表 4-5 ＧＲＡ ベースドキュメントどおり  

表 4-12 ＩＡＭ 

 

「メッセージ種別」「接続特性表示」「順方向呼表示」「発ユーザ種別」「通信路要求表示」「着

番号」「発番号」「アクセス転送」「ユーザサービス情報」「汎用番号」「料金区域情報」「付

加ユーザ種別」「発信者番号非通知理由」「事業者情報転送」「着信転送情報」「転送元番号」

｢第一着番号｣「契約者番号」「リダイレクション能力」「リダイレクション回数」 

「リダイレクション順方向情報」「着ディレクトリ番号」「オプションパラメータ終了表示」

を使用する 

 

表 4-13 ＲＥＬ 「メッセージ種別」「理由表示」「転送先番号」「リダイレクション逆方向情報」「リダイレ

クション回数」「オプションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-14 ＲＬＣ 「メッセージ種別」のみ使用する  

表 4-18 ＳＵＳ，ＲＥＳ 「メッセージ種別」「中断／再開表示」のみ使用する  

表 4-19 ＢＬＯ，ＢＬＡ，ＲＳＣ， 

ＵＢＬ，ＵＢＡ 

ベースドキュメントどおり  

表 4-21 ＧＲＳ，ＣＱＭ ベースドキュメントどおり  

表 4-29 ＳＧＭ 使用しない  

表 4-34 ＣＨＧ ベースドキュメントどおり  

(注１)本互換表に規定されているパラメータのみ使用することを原則とし、規定されていないパラメータを使用する場合においては別途該当事業

者間で協議の対象とする。 

(注２)中継事業者は原則的に受信情報を透過中継する。 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

1. 概説 

ベースドキュメントどおり 

 1.1  本標準の範囲 

 1.2 参考文献 

 1.3 定義 

 1.4 略語 

2. 基本呼制御と信号手順  

 2.1  完了の呼設定  

 2.1.1  順方向アドレス信号制御－一括転送制御 ベースドキュメントどおり 

 2.1.1.1 発交換機で必要な動作 ・コネクションタイプは「音声」，「３．１ｋＨｚオーディオ」のみ

使用する 

・ ユーザテレサービス情報がアドレス情報に含まれる場合でも、後位

レイヤ整合性情報が含まれない場合もある 

（全ての項番について同様） 

 2.1.1.2 中継交換機の動作 
簡易分割手順は使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.1.6 着交換機の動作 

 2.1.3 発番号 ベースドキュメントどおり 

 2.1.4 アドレス完了メッセージ、接続メッセージ 

接続メッセージ（ＣＯＮ），及びアクセス配送表示は使用しない（全

ての項番について同様） 

 2.1.4.1 着交換機の動作 

 2.1.4.2 中継交換機の動作 

 2.1.4.6 発交換機の動作 

 2.1.4.7 着交換機におけるパス接続及び応答待表示の送出 

 2.1.4.8 相互接続がある場合のアドレス完了メッセージの返送 

 2.1.4.9 アクセス配送表示 

 2.1.5 呼経過メッセージ（基本呼） 

ベースドキュメントどおり 
 2.1.5.1 着交換機で必要な動作 

 2.1.5.2 中継交換機で必要な動作 

 2.1.5.3 発交換機で必要な動作 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

 2.1.7   応答メッセージ 

ベースドキュメントどおり 

 2.1.7.1 着交換機で必要な動作 

 2.1.7.2 中継交換機で必要な動作 

 2.1.7.6 発交換機で必要な動作 

 2.1.7.7 自動ユーザからの応答の返送 

 2.1.8 導通試験 使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.9 課金 ベースドキュメントどおり 

 2.1.11 中継網選択（国内使用） 使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.12 簡易分割 使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.12.1 勧告Ｑ７６７及びＩＳＵＰ‘８８版ＩＳＤＮユーザ部との相互接続 

 2.2 不完了呼設定 

ベースドキュメントどおり 

 2.2.1  切断メッセージを生成し、送信する交換機の動作 

 2.2.2 中継交換機の動作 

 2.2.3 制御交換機の動作 

 2.2.4 トーン及びアナウンス 

 2.3 正常の呼解放 

ベースドキュメントどおり 

 2.3.1  発ユーザにより起動された切断 

 2.3.2 着ユーザ起動の切断 

 2.3.3 網起動の切断 

 2.3.4 アドレスメッセージ内情報の保存と廃棄 

 2.3.5 先行切断情報転送 使用しない（全ての項番について同様） 

2.4 中断／再開 
ベースドキュメントどおり 

また、当社網にてユーザ起動の中断，再開が起動されることはない 
 2.4.1   中断 

 2.4.2   再開 

 2.4.3   タイマＴ６またはＴ38のタイムアウト 切断メッセージに設定する理由表示として＃16以外が設定される場

合がある（全ての項番について同様） 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

 2.7  エコー制御信号手順 

使用しない（全ての項番について同様） 

 2.7.1  導入 

 2.7.3 簡易エコー制御信号手順 

 2.7.3.1 概説 

 2.7.3.1.2 順方向 

 2.7.3.1.2.1 発交換機の動作 

 2.7.3.1.2.2 中継交換機の動作 

 2.7.3.1.2.3 着交換機の動作 

 2.7.3.1.3 逆方向 

 2.7.3.1.3.1 着交換機の動作 

 2.7.3.1.3.2 中継交換機の動作 

 2.7.3.1.3.3 発交換機の動作 

 2.8 網機能 

回線群閉塞/回線群閉塞解除手順については使用しない（全ての項番

について同様） 

 2.8.1  自動再試行 

 2.8.2 回線および回線群の閉塞と閉塞解除 

 2.8.2.1 閉塞メッセージ受信時のその他の動作 

 2.8.2.2 回線群閉塞及び閉塞解除メッセージ 

 2.8.2.3 閉塞及び回線群閉塞の異常手順 

 2.8.3 回線群状態要求 

 2.8.3.1 概要 

 2.8.3.2 回線状態の解釈 

 2.8.3.2A   回線状態の解釈 使用しない 

 2.8.3.3A   検査手順 
「呼処理状態に誤りがある場合の措置」に関する動作差分について

付表１にまとめる（なお、交換機タイプにより２種類の差分内容が

ある） 

 2.8.3.3A.1   呼処理状態に誤りがある場合の措置 

 2.8.3.3A.2   保守状態において誤りがあった場合の措置 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

 2.9  異常状態  

 2.9.1  二重捕捉 

ベースドキュメントどおり  2.9.1.1 制御不可の時間 

 2.9.1.2 二重捕捉の検出 

 2.9.1.3 防止動作 当社網は方法２を使用する 

 2.9.1.4 二重捕捉の検出時に取るべき動作 ベースドキュメントどおり 

 2.9.2 交換機間ディジタル回線の伝送警告処理 ベースドキュメントどおり 

 2.9.3 回線及び回線群のリセット 

マルチレートコネクションタイプは使用しない（全ての項番につい

て同様） 

 2.9.3.1 回線リセットメッセージ 

 2.9.3.2 回線群リセットメッセージ 

 2.9.3.3 異常回線群リセットメッセージ手順 

 2.9.4 閉塞/閉塞解除手順の誤り ベースドキュメントどおり 

 2.9.5 不合理信号情報の受信 

基本的に資料「ＩＳＵＰ仕様互換表」で「使用する」としているメ

ッセージ／パラメータ以外のものは、送信側で規制する。また、「認

識不可情報と同じメッセージで受信されたコンパチビリティ情報」，

及び「コンフュージョンメッセージ」を用いた手順は使用しない（全

ての項番について同様） 

 2.9.5.1 予期しないメッセージの処理 

 2.9.5.2 認識不可信号情報メッセージとパラメータ受信時の一般的要求 

 2.9.5.3 認識不可メッセージ又はパラメータの処理 

 2.9.5.3.1 認識不可メッセージ 

 2.9.5.3.2 認識不可パラメータ 

 2.9.5.3.3 認識不可パラメータ値 

 2.9.5.4 認識不可情報送信を通知する応答の処理手順 

 2.9.5.4.1 タイプＡ交換機 

 2.9.5.4.2 タイプＢ交換機 

 2.9.5.5 不合理情報処理に対する手順 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 網間仕様 

項番 項目  

 2.9.6   復旧完了メッセージの受信不可－タイマＴ１及びＴ５ ベースドキュメントどおり 

 2.9.8 他の失敗状態  

 2.9.8.1 切断メッセージに対して切断不可の場合 使用しない 

 2.9.8.2 呼失敗 
ベースドキュメントどおり 

 2.9.8.3 異常切断条件 

 2.11 自動輻輳制御 

使用しない（全ての項番について同様）  2.11.1  輻輳レベルパラメータを含む切断メッセージの受信 

 2.11.2 過負荷時の動作 

 2.15 信号長オーバメッセージ ベースドキュメントどおり 

 2.20  発測地位置手順 

使用しない（全ての項番について同様）  2.20.1   序文 

 2.20.2  測地情報の転送 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 仕様 

項目  

付属資料Ａ ＩＳＤＮユーザ部のタイマ Ｔ２，Ｔ８，Ｔ10，Ｔ11，Ｔ18～Ｔ21，Ｔ34タイマは使用しない（全

ての項番について同様） 

付属資料Ｂ 基本呼制御信号手順 ベースドキュメントどおり 

付属資料Ｆ 理由表示値 ベースドキュメントどおり 

付属資料Ｈ 状態遷移図 ・以下のメッセージ種別に関する箇所は使用しない（全ての項番に

ついて同様） 

 -信号手順制御 

  ・回線群閉塞（ＣＧＢ） 

  ・回線群閉塞確認（ＣＧＢＡ） 

  ・回線群閉塞解除（ＣＧＵ） 

  ・回線群閉塞解除確認（ＣＧＵＡ） 

 -呼処理制御 

  ・導通試験（ＣＯＴ） 

  ・網リソース管理（ＮＲＭ） 

  ・分割（ＳＧＭ） 

  ・順方向転送（ＦＯＴ） 

  ・接続（ＣＯＮ） 

 -回線監視制御 

  ・導通試験（ＣＯＴ） 

  ・回線群閉塞（ＣＧＢ） 

  ・回線群閉塞確認（ＣＧＢＡ） 

  ・回線群閉塞解除（ＣＧＵ） 

  ・回線群閉塞解除確認（ＣＧＵＡ） 

・ 入側/出側呼処理制御ＳＤＬにおいて、通信中にＣＨＧを受信する

ケースは本仕様の規定外とする（全ての項番について同様） 

付属資料ａ 事業者間料金精算方式 ベースドキュメントどおり。但し、当社網では、以下の機能を具備

しない（全ての項番について同様） 

・選択中継事業者情報の設定 

・リダイレクション機能 

付属資料ｂ 輻輳制御に対する二重制御の抑止 使用しない 

付属資料ｃ 優先接続における固定塗替で選択された事業者名の音声通知手順 使用しない 

付属資料ｄ 緊急通報呼の発信手順 使用しない 
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付表１ 呼処理状態に誤りがある場合の措置について（差異がある箇所のみ記述） 

呼処理状態に誤りがある場合 措置－交換機（タイプ１） 措置－交換機（タイプ２） 

自局が出側回線使用中または入り側回線使用中で、相手局が

未実装の場合 

・ 相手局閉塞とする 

・ 回線を空きにする 

・ 保守システムへ通報する 

ベースドキュメントどおり 

自局が回線空きで、相手局が出側回線使用中または入側回線

使用中の場合 

ベースドキュメントどおり ・相手局側で回線を空きにするため切断メッセージを  

送出する 

・復旧完了メッセージ受信回線を空きにする 

自局が回線使用中で、相手局が回線空きの場合 ベースドキュメントどおり ・切断メッセージを送出する 

・復旧完了メッセージ受信回線を空きにする 

 

 



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

接続特性表示

ＢＡ 衛星回線表示

00 接続において衛星回線なし ○ ○

01 接続において衛星1回線あり ○ ○

10 接続において衛星2回線あり ○ ○

11 予備 － －

ＤＣ 導通試験表示

00 導通試験不要 ○ ○

01 導通試験必要 － －

10 前位で導通試験実施 － －

11 予備 － －

Ｅ エコー制御回路表示

0 出回線にハーフエコー制御回路を挿入せず ○ ○

1 出回線にハーフエコー制御回路を挿入 － －

Ｈ～Ｆ 予備 － －

順方向呼表示

Ａ 国内／国際呼表示

0 国内呼として処理される呼 ○ ○

1 国際呼として処理される呼 － －

ＣＢ エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

01～11 予備 － －

Ｄ 相互接続表示

0 相互接続なし ○ ○

1 相互接続あり ○ ○

Ｅ エンド・エンド情報表示

0 エンド・エンド情報利用できない ○ ○

1 予備 － －

Ｆ ISUP1リンク表示

0 ISUP1リンクでない ○ ○

1 ISUP1リンクである ○ ○

ＨＧ ISUP1リンク希望表示

00 ISUP1リンクを希望するが必須でない ○ ○

01 ISUP1リンクを希望しない ○ ○

10 ISUP1リンクを希望し必須である ○ ○

11 予備 － －

Ｉ ISDNアクセス表示

0 発側のユーザ･網インタフェースが非ISDN ○ ○

1 発側のユーザ･網インタフェースがISDN ○ ○

ＫＪ SCCP法表示

00 表示なし ○ ○

01～11 予備 － －

Ｌ 予備 － －

Ｐ～Ｍ 国内使用に留保 － －

発ユーザ種別

Ｈ～Ａ 発ユーザ種別

00000000 発ユーザ種別不明 － －

00000001～00000101 予備 － －

00000110，111，1000
相互協定によって選ばれた特別の言語を管理するのに
利用 － －

00001001 国内台 － －

00001010 一般発ユーザ ○ ○

00001011 優先発ユーザ ○ ○

00001100 データ呼（音声帯域データ） － －

00001101 試験呼 ○ ○

00001110 予備 － －

00001111 公衆電話 ○ ○

00010000～11110000 予備 － －

11110001～11111110 国内使用のため留保 － －

11111111 予備 － －

ＩＡＭフォーマット1／37 



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

通信路要求表示

Ｈ～Ａ 通信路要求表示

00000000 音声 ○ ○

00000001 予備 － －

00000010 64kbit/s非制限 ○ ○

00000011 3.1kHzオーディオ ○ ○

00000100～00000111 予備 － －

00001000 384kbit/s非制限 － －

00001001～11111111 予備 － －

着番号パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

着番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

Ｌ～Ｉ 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN(電話)番号計画 ○ ○

010～111 予備 － －

Ｐ 網内番号表示(INN表示)

0 網内のルーティング可 ○ ○

1 網内のルーティング不可 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大13oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00001010 発番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

発番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 ○ ○

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 ○ ○

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＪＩ 網検証識別

00 予備 － －

01 ユーザ投入、網検証あり、成功 ○ ○

ＩＡＭフォーマット2／37 



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

10 留保 － －

11 網投入 ○ ○

ＬＫ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011 予備 － －

その他 予備 － －

Ｐ 発番号不完全表示(NI表示)

0 完全 ○ ○

1 不完全 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000011 アクセス転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

アクセス転送 JT-Q931 4.5章に記述されたようにコード化される ○ ○

（最大80oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00011101 ユーザ・サービス情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

ユーザ・サービス情報 JT-Q931に記された伝達機能情報エレメントと同一に ○ ○

コード化される　（最大11oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11000000 汎用番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

汎用番号

Ｈ～Ａ 番号情報識別子

00000000～00000101 留保 － －

00000110 付加発番号 ○ ○

00000111 付加第一着番号 ○ ○

00001000～00001001 留保 － －

00001010～01111111 予備 － －

10000000～11111110 国内使用のため留保 － －

11111111 拡張のため留保 － －

Ｏ～Ｉ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 不定 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｐ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＲＱ 網検証識別

00 留保 － －

ＩＡＭフォーマット3／37 
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フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

01 ユーザ投入、網検証あり、成功 ○ ○

10 留保 － －

11 網投入 ○ ○

ＴＳ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｗ～Ｕ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011～101 留保 － －

110 国内使用のため留保 － －

111 予備 － －

Ｘ 番号不完全表示

0 完全 ○ ○

1 不完全 － －

　～Ｙ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00001011 転送元番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

転送元番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＪＩ 予備 － －

ＬＫ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 留保（不定） － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011 データ番号計画 － －

100 テレックス番号計画 － －

101 国内使用のため留保（私設番号計画） － －

110 国内使用のため留保 － －

111 予備 － －

Ｐ 　 予備 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010011 着信転送情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

着信転送情報

ＩＡＭフォーマット4／37 



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｃ～Ａ 転送表示

000 転送なし（国内使用） － －

001 転送呼 － －

010 転送呼、全ての転送情報規制 － －

011 着信転送呼 ○ ○

100 着信転送呼、全ての転送情報規制 ○ ○

101 転送呼、着信転送番号規制 － －

110 着信転送呼、全ての着信転送番号規制 － －

111 予備 － －

Ｄ 予備 － －

Ｈ～Ｅ 第一転送理由

0000 不定/使用不可 － －

0001 話中 ○ ○

0010 無応答 ○ ○

0011 無条件 ○ ○

0100 呼び出し中呼毎着信転送 ○ ○

0101 即時レスポンス呼毎着信転送 ○ ○

0110 移動端末着信不可 ○ ○

0111～1111 予備 － －

　 転送回数（1から5の間のバイナリ数） ○ ○

Ｌ 予備 － －

Ｐ～Ｍ 転送理由

0000 不定/使用不可 － －

0001 話中 ○ ○

0010 無応答 ○ ○

0011 無条件 ○ ○

0100 呼び出し中呼毎着信転送 ○ ○

0101 即時レスポンス呼毎着信転送 ○ ○

0110 移動端末着信不可 ○ ○

0111～1111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00101000 第一着番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

第一着番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＪＩ 予備 － －

ＬＫ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 留保（不定） － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011 データ番号計画 － －

100 テレックス番号計画 － －

Ｋ～Ｉ
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

101 国内使用のため留保（私設番号計画） － －

110 国内使用のため留保 － －

111 予備 － －

Ｐ 　 予備 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

1111100１ 契約者番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

契約者番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 国内番号 ○ ○

0000100～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

L～I 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 留保（不定） － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010～111 予備 － －

Ｐ 　 予備 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ ○

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 アドレス情報の桁数が偶数 － －

1 アドレス情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｉ 情報（3oct） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110101 発信者番号非通知理由 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

発信者番号非通知理由

Ｇ～Ａ 発番号非通知理由

0000000 予備 － －

0000001 ユーザ拒否のため通知不可 ○ ○

0000010 サービス競合のため通知不可 ○ ○

0000011 公衆電話発信のため通知不可 ○ ○

0000100～1111110 予備 － －

1111111 拡張のため留保 － －

Ｈ 拡張表示

0 留保 － －

1 最終オクテット ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ ○

パラメータ長
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ 付加ユーザ種別名            

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ ○

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ ○

11111110 固定系付加ユーザ種別1 － －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ 固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 － －

の場合 00000010 ピンク － －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ 移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） ○ ○

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） ○ －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） ○ －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） － －

00000101 PHS通信（PHSサービス） － －

00000101～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ 移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） ○ －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） ○ －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） ○ －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） ○ －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） ○ －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） ○ ○

00000111 移動通信（イリジウム衛星） ○ －

00001000 移動通信（IMT2000） ○ －

00001001 PHS通信（PHS活用型） － －

00001000～11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110001 事業者情報転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

事業者情報転送

ＢＡ 経由事業者情報転送表示 ○ ○

00 転送なし ○ ○

01 順方向 ○ ○

10 逆方向 ○ ○

11 両方向 ○ ○

Ｈ～Ｃ 予備 － －

（繰り返しあり） Ｐ～Ｉ 事業者情報名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111001 予備 － －

11111010 SCP事業者情報 ○ －

11111011 発事業者情報 ○ ○

11111100 着事業者情報 － －

11111101 選択中継事業者情報 ○ －

11111110 経由事業者情報 ○ ○

11111111 予備 － －

Ｘ～Ｑ 事業者情報長 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

“11111011" 00000000 予備 － －

発事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

（繰り返しあり） 11111100 POI-階梯情報 ○ -

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 ○ ○

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

“11111101” Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

選択中継事業者 00000000 予備 － －

情報の場合 00000001～10000000 網固有情報 － －

“11111110” 10000001～11111011 予備 － －

経由事業者情報 11111100 POI-階梯情報 ○ ○

の場合 11111101 POI-料金区域情報 ○ ○

（繰り返しあり） 11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・料金 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

区域情報 Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 POI・料金区域情報の桁数が偶数 － －

1 POI・料金区域情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ POI-料金区域情報 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111010" 00000000 予備 － －

SCP事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 POI-階梯情報 － －
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ －

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ －

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ －
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

01001110 リダイレクション能力 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

リダイレクション能力

ＣＢＡ リダイレクション可能表示

000 未使用 － －

001 ACM以前、リダイレクション可能 ○ ○

010 ANM以前、リダイレクション可能 － －

011 常時リダイレクション可能 － －

100～111 予備 － －

Ｇ～Ｄ 予備 － －

Ｈ 拡張表示

0 次オクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

10001011 リダイレクション順方向情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

リダイレクション順方向情報

Ｈ～Ａ 情報種別識別子

00000000 未使用 － －

00000001 起動交換機への切戻し可能 － －

00000010 起動交換機への切戻し用呼識別子 － －

00000011 リダイレクション実行表示 ○ ○

00000100 リダイレクション起動理由 － －

00000101～11111111 予備 － －

Ｐ～Ｉ 情報種別長 ○ ○

リダイレクション実行Ｇ～Ａ リダイレクション実行理由

表示の場合 0000000 不定／無効 － －

0000001 事業者間ポータビリティ（国内用） － －

0000010 ロケーションポータビリティのため留保 － －

0000011 サービスポータビリティのため留保 － －

0000100～0111111 予備 － －

1000000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110
一般番号ポータビリティ（LNP）／
携帯電話番号ポータビリティ（MNP）（国内用） ○ ○

1111111 国内使用のため留保 － －

Ｈ 拡張表示

0 次オクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ ○

Ｋ～I 実行交換機リダイレクション可能表示

000 表示なし － －

001 ACM以前、リダイレクション可能 ○ ○

010 ANM以前、リダイレクション可能 － －

011 常時リダイレクション可能 － －

100～111 予備 － －

Ｐ～Ｌ 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

01110111 リダイレクション回数 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

リダイレクション回数

Ｅ～Ａ ○ ○

Ｈ～Ｆ 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

リダイレクション回数（リダイレクションした回数のバ
イナリ数）
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

01111101 着ディレクトリ番号 ○ ○
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

着ディレクトリ番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

Ｌ～Ｉ 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN(電話)番号計画 ○ ○

010～111 予備 － －

Ｐ 網内番号表示(INN表示)

0 網内のルーティング可 － －

1 網内のルーティング不可 ○ ○

　～Ｑ アドレス情報 ○ ○

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

逆方向呼表示

ＢＡ 課金表示

00 表示なし ○ ○

01 非課金 ○ ○

10 課金 ○ ○

11 予備 － －

ＤＣ 着ユーザ状態表示(CLS)

00 表示なし ○ ○

01 加入者空 ○ ○

10 空きのとき接続 － －

11 予備 － －

ＦＥ 着ユーザ種別表示

00 表示なし ○ ○

01 一般ユーザ ○ ○

10 公衆電話 ○ －

11 予備 － －

ＨＧ注 エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

01～11 予備 － －

Ｉ注 相互接続表示

0 相互接続なし ○ ○

1 相互接続あり ○ ○

Ｊ注 エンド・エンド情報表示 － －

0 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

1 予備 － －

注:G～K Ｋ注 ISUP1リンク表示

プロトコル 0 ISUP1リンクでない ○ ○

制御表示 1 ISUP1リンクである ○ ○

(PCI) Ｌ 保留表示

0 保留必要なし ○ ○

1 予備 － －

Ｍ ISDNアクセス表示

0 着側のユーザ･網インタフェースが非ISDN ○ ○

1 着側のユーザ･網インタフェースがISDN ○ ○

Ｎ エコー制御回路表示

0 入エコー制御回路挿入なし ○ ○

1 入エコー制御回路挿入済み － －

ＰＯ SCCP法表示

00 表示なし ○ ○

01～11 予備 － －

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00101001 オプション逆方向呼表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション逆方向呼表示

Ａ インバンド情報表示

0 表示なし ○ －

1
インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可
能 ○ ○

Ｂ 着信転送可能性表示

0 表示なし ○ ○

1 順方向呼発生 － －

Ｃ 簡易分割表示

0 付加情報が送出されない ○ ○

1 付加情報は分割メッセージで送出される － －

Ｄ MLPPユーザ表示 － －

Ｈ～Ｅ 国内使用に留保 － －
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010010 理由表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

理由表示 RELの理由表示を参照 ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111011 課金情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報

Ｈ～Ａ 単位料金表示

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111011 予備 － －

11111100 単位料金　 100円 － －

11111101 単位料金　  10円 ○ ○

11111110 表示なし ○ ○

11111111 予備 － －

Ｏ～Ｉ 課金レート情報種別

0000000 予備 － －

0000001～1000000 網固有情報として留保 － －

1000001～1111011 予備 － －

1111100 柔軟課金レート指示（公衆） ○ ○

1111101 柔軟課金レート指示（一般） ○ ○

1111110 柔軟課金レート情報なし ○ ○

1111111 予備

Ｐ 拡張表示

0 次のオクテットに続く ○ ○

1 最終オクテット ○ ○

Ｘ～Ｑ 課金レート情報長（バイナリで表示） ○ ○

　～Ｙ 課金レート情報内容（一括登算度数及び課金間隔） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111010 課金情報種別 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

課金情報種別

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000～00000010 網固有情報として留保 － －

00000011 応用課金レート転送 － －

00000100～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111101 予備 － －

11111110 課金レート転送 ○ －

11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110010 課金情報遅延 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報遅延

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111100 予備 － －

11111101 課金レート転送 ○ ○

11111110 着信地域情報 ○ ○

11111111 予備 － －

パラメータ名

ＡＣＭフォーマット2／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　付加ユーザ種別名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ ○

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ ○

11111110 固定系付加ユーザ種別1 － －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 － －

の場合 00000010 ピンク － －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） ○ ○

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） ○ －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） ○ －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） － －

00000101 PHS通信（PHSサービス） － －

00000110～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） ○ －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） ○ －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） ○ －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） ○ －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） ○ －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） ○ ○

00000111 移動通信（イリジウム衛星） ○ －

00001000 移動通信（IMT2000） ○ －

00001001 PHS通信（PHS活用型） － －

00001010～11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110001 事業者情報転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

事業者情報転送

ＢＡ 経由情報転送表示

00 転送なし ○ ○

01 順方向 － －

10 逆方向 － －

11 両方向 － －

Ｈ～Ｃ 予備 － －

（繰り返しあり） Ｐ～Ｉ 事業者情報名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111001 予備 － －

11111010 SCP事業者情報 ○ －

11111011 発事業者情報 － －

11111100 着事業者情報 ○ ○

11111101 選択中継事業者情報 ○ －

11111110 経由事業者情報 ○ ○

ＡＣＭフォーマット3／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

11111111 予備 － －

Ｘ～Ｑ 事業者情報長 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111100" 00000000 予備 － －

着事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

（繰り返しあり） 11111100 POI-階梯情報 ○ －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

“11111101” Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

選択中継事業者 00000000 予備 － －

情報の場合 00000001～10000000 網固有情報 － －

“11111110” 10000001～11111011 予備 － －

経由事業者情報 11111100 POI-階梯情報 ○ ○

の場合 11111101 POI-料金区域情報 ○ ○

（繰り返しあり） 11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・料金 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長

区域情報 Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示 ○ ○

0 POI・料金区域情報の桁数が偶数 － －

1 POI・料金区域情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ POI-料金区域情報 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111010" 00000000 予備 － －
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

SCP事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 POI-階梯情報 － －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ －

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ －

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ ○

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 アドレス情報の桁数が偶数 － －

1 アドレス情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｉ 情報（3oct） ○ ○

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＡＣＭフォーマット5／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

イベント情報

Ｇ～Ａ イベント表示

0000000 予備 － －

0000001 呼出中 ○ ○

0000010 経過表示 ○ ○

0000011
インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可
能 ○ ○

0000100～1111111 予備 － －

Ｈ イベント提示制限表示

0 表示なし ○ ○

1 提示制限 － －

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010001 逆方向呼表示 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

逆方向呼表示

ＢＡ 課金表示

00 表示なし ○ －

01 非課金 ○ －

10 課金 ○ －

11 予備 － －

ＤＣ 着ユーザ状態表示（CLS）

00 表示なし ○ －

01 加入者空 ○ －

10 空きのとき接続 － －

11 予備 － －

ＦＥ 着ユーザ種別表示

00 表示なし ○ －

01 一般ユーザ ○ －

10 公衆電話 ○ －

11 予備 － －

ＨＧ注 エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ －

00～11 予備 － －

Ｉ注 相互接続表示

0 相互接続なし ○ －

1 相互接続あり ○ －

Ｊ注 エンド・エンド情報表示

0 エンド・エンド情報利用できない ○ －

1 予備 － －

注:G～K Ｋ注 ISUP1リンク表示

プロトコル 0 ISUP1リンクでない ○ －

制御表示 1 ISUP1リンクである ○ －

(PCI) Ｌ 保留表示

0 保留必要なし ○ －

1 保留必要 － －

Ｍ ISDNアクセス表示

0 着側のユーザ･網インターフェースが非ISDN ○ －

1 着側のユーザ･網インターフェースがISDN ○ －

Ｎ エコー制御回路表示

0 入エコー制御回路挿入なし ○ －

1 入エコー制御回路挿入済み － －

ＰＯ SCCP法表示

00 表示なし ○ －

01～11 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

00101001 オプション逆方向呼表示 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

オプション逆方向呼表示

Ａ インバンド情報表示

0 表示なし ○ －

1
インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可
能 ○ －

Ｂ 着信転送可能性表示

0 表示なし ○ －

1 順方向呼発生 － －

Ｃ 簡易分割表示

0 付加情報が送出されない ○ －

1 付加情報は分割メッセージで送出される － －

Ｄ MLPPユーザ表示 － －

Ｈ～Ｅ 国内使用に留保 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010010 理由表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

理由表示 RELの理由表示を参照 ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000011 アクセス転送 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

アクセス転送 JT-Q931 4.5章に記されたようにコード化される ○ －

（最大80oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111011 課金情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報

Ｈ～Ａ 単位料金表示

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111011 予備 － －

11111100 単位料金　 100円 － －

11111101 単位料金　  10円 ○ ○

11111110 表示なし ○ ○

11111111 予備 － －

Ｏ～Ｉ 課金レート情報種別

0000000 予備 － －

0000001～1000000 網固有情報として留保 － －

1000001～1111011 予備 － －

1111100 柔軟課金レート指示（公衆） ○ ○

1111101 柔軟課金レート指示（一般） ○ ○

1111110 柔軟課金レート情報なし ○ ○

1111111 予備 － －

Ｐ 拡張表示

0 次のオクテットに続く ○ ○

1 最終オクテット ○ ○

Ｘ～Ｑ 課金レート情報長（バイナリで表示） ○ ○

　～Ｙ 課金レート情報内容（一括登算度数及び課金間隔） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111010 課金情報種別 ○ ○

パラメータ長
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報種別

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000～00000010 網固有情報として留保 － －

00000011 応用課金レート転送 － －

00000100～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111101 予備 － －

11111110 課金レート転送 ○ ○

11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110010 課金情報遅延 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報遅延

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111100 予備 － －

11111101 課金レート転送 ○ ○

11111110 着信地域情報 ○ ○

11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　付加ユーザ種別名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ ○

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ ○

11111110 固定系付加ユーザ種別1 － －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 － －

の場合 00000010 ピンク － －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） ○ ○

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） ○ －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） ○ －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） － －

00000101 PHS通信（PHSサービス） － －

00000110～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） ○ －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） ○ －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） ○ －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） ○ －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） ○ －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） ○ ○

00000111 移動通信（イリジウム衛星） ○ －

00001000 移動通信（IMT2000） ○ －
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

00001001 PHS通信（PHS活用型） － －

00001010～11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110001 事業者情報転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

事業者情報転送

ＢＡ 経由情報転送表示

00 転送なし ○ ○

01 順方向 － －

10 逆方向 － －

11 両方向 － －

Ｈ～Ｃ 予備 － －

（繰り返しあり）Ｐ～Ｉ 事業者情報名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111001 予備 － －

11111010 SCP事業者情報 ○ －

11111011 発事業者情報 － －

11111100 着事業者情報 ○ ○

11111101 選択中継事業者情報 ○ －

11111110 経由事業者情報 ○ ○

11111111 予備 － －

Ｘ～Ｑ 事業者情報長 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111100" 00000000 予備 － －

着事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

（繰り返しあり） 11111100 POI-階梯情報 ○ －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

“11111101” Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

選択中継事業者 00000000 予備 － －

情報の場合 00000001～10000000 網固有情報 － －

“11111110” 10000001～11111011 予備 － －

経由事業者情報 11111100 POI-階梯情報 ○ ○

の場合 11111101 POI-料金区域情報 ○ ○

（繰り返しあり） 11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

ＣＰＧフォーマット9／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・料金 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

区域情報 Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示 ○ ○

0 POI・料金区域情報の桁数が偶数 － －

1 POI・料金区域情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ POI-料金区域情報 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111010" 00000000 予備 － －

SCP事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 POI-階梯情報 － －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ －

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ －

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ －

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 アドレス情報の桁数が偶数 － －

1 アドレス情報の桁数が奇数 ○ －

　～Ｉ 情報（3oct） ○ －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＣＰＧフォーマット10／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

ＣＰＧフォーマット11／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

課金情報種別

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000～00000010 網固有情報として留保 － －

00000011 応用課金レート転送 － －

00000100～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111101 予備 － －

11111110 課金レート転送 ○ ○

11111111 予備 － －

課金情報パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報

課金情報 Ｈ～Ａ 単位料金表示

種別 が 00000000 予備 － －

"11111110" 00000001～10000000 網固有情報 － －

の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 単位料金　 100円 － －

11111101 単位料金　  10円 ○ ○

11111110 表示なし ○ ○

11111111 予備 － －

Ｏ～Ｉ 課金レート情報種別

0000000 予備 － －

0000001～1000000 網固有情報 － －

1000001～1111011 予備 － －

1111100 柔軟課金レート指示（公衆） ○ ○

1111101 柔軟課金レート指示（一般） ○ ○

1111110 柔軟課金レート指示　情報なし ○ ○

1111111 予備 － －

Ｐ 拡張表示 － －

0 次のオクテットに続く ○ ○

1 最終オクテット ○ ○

Ｘ～Ｑ 課金ﾚｰﾄ情報長（バイナリで表示） ○ ○

　～Ｙ 課金ﾚｰﾄ情報内容（一括登算度数及び課金間隔） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ ○

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 料金区域情報　桁数が偶数 － －

1 料金区域情報　桁数が奇数 ○ ○

　～Ｉ 情報（3oct） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　 付加ユーザ種別名 ○ －

ＣＨＧフォーマット12／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ －

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ －

11111110 固定系付加ユーザ種別1 － －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 － －

の場合 00000010 ピンク － －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） ○ －

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） ○ －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） ○ －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） － －

00000101 PHS通信（PHSサービス） － －

00000101～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） ○ －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） ○ －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） ○ －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） ○ －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） ○ －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） ○ －

00000111 移動通信（イリジウム衛星） ○ －

00001000 移動通信（IMT2000） ○ －

00001001 PHS通信（PHS活用型） － －

00001000～11111111 予備 － －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＣＨＧフォーマット13／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010001 逆方向呼表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

逆方向呼表示

ＢＡ 課金表示

00 表示なし － －

01 非課金 ○ ○

10 課金 ○ ○

11 予備 － －

ＤＣ 着ユーザ状態表示(CLS)

00 表示なし 〇 ○

01 加入者空 ○ ○

10 空きのとき接続 － －

11 予備 － －

ＦＥ 着ユーザ種別表示

00 表示なし 〇 ○

01 一般ユーザ ○ ○

10 公衆電話 ○ －

11 予備 － －

ＨＧ注 エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

01～11 予備

Ｉ注 相互接続表示

0 相互接続なし ○ ○

1 相互接続あり ○ ○

Ｊ注 エンド・エンド情報表示

0 エンド・エンド情報利用できない ○ ○

1 予備

注:G～K Ｋ注 ISUP1リンク表示

プロトコル 0 ISUP1リンクでない ○ ○

制御表示 1 ISUP1リンクである ○ ○

(PCI) Ｌ 保留表示

0 保留必要なし ○ ○

1 予備 － －

Ｍ ISDNアクセス表示

0 着側のユーザ･網インターフェースが非ISDN ○ ○

1 着側のユーザ･網インターフェースがISDN ○ ○

Ｎ エコー制御回路表示

0 入エコー制御回路挿入なし ○ ○

1 入エコー制御回路挿入済み － －

ＰＯ SCCP法表示

00 表示なし ○ ○

01～11 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000011 アクセス転送 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

アクセス転送 JT-Q931 4.5章に記されたようにコード化される ○ －

（最大80oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ －

ＡＮＭフォーマット14／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ －

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 料金区域情報　桁数が偶数 － －

1 料金区域情報　桁数が奇数 ○ －

　～Ｉ アドレス情報（3oct） ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　 付加ユーザ種別名 ○ －

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ －

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ －

11111110 固定系付加ユーザ種別1 － －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 － －

の場合 00000010 ピンク － －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話ｻｰﾋﾞｽ） ○ －

の場合 00000010 移動通信（船舶電話ｻｰﾋﾞｽ） ○ －

00000011 移動通信（航空機電話ｻｰﾋﾞｽ） ○ －

00000100 移動通信（無線呼び出しｻｰﾋﾞｽ） － －

00000101 PHS通信（PHSサービス） － －

00000101～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） ○ －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） ○ －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） ○ －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） ○ －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） ○ －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） ○ －

00000111 移動通信（イリジウム衛星） ○ －

00001000 移動通信（IMT2000） ○ －

00001001 PHS通信（PHS活用型） － －

00001000～11111111 予備 － －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＡＮＭフォーマット15／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

中断／再開表示

Ａ 中断／再開表示

0 ISDNユーザ起動 ○ ○

1 網起動 ○ ○

Ｈ～Ｂ 予備 － －

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

ＳＵＳ，ＲＥＳフォーマット1／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

ＢＬＯ，ＢＬＡ，ＲＳＣ，ＵＢＬ，ＵＢＡフォーマット1／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態(注1)

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のバイナリ表現（注2） ○ ○
(注1）状態サブフィールドは使用しない
(注2）1～31を使用する

ＧＲＳフォーマット2／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態(注1）

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のバイナリ表現（注2） ○ ○

状態

Ｈ～Ａ （最大2oct）

回線群リセット

確認メッセージ

0 保守のための閉塞ではない ○ ○

1 保守のために閉塞 ○ ○
（注1）範囲コード0の場合は状態サブフィールドは使用しない
（注2）1～31を使用する

ＧＲＡフォーマット1／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態(注1)

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のバイナリ表現（注2） ○ ○
(注1）状態サブフィールドは使用しない
(注2）0～31を使用する

ＣＱＭフォーマット1／37



表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

回線状態表示パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態（注1）

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のバイナリ表現（注2） ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

回線状態表示

Ｈ～Ａ 回線状態番号（最大32oct）

00000000 過渡状態 ○ ○

00000001 予備 － －

00000010 予備 － －

00000011 未実装 ○ ○

00000100 入側回線として使用中、非閉塞（運用中） ○ ○

00000101 入側回線として使用中、自局閉塞 ○ ○

00000110 入側回線として使用中、相手局閉塞 ○ ○

00000111 入側回線として使用中、両局閉塞 ○ ○

00001000 出側回線として使用中、非閉塞（運用中） ○ ○

00001001 出側回線として使用中、自局閉塞 ○ ○

00001010 出側回線として使用中、相手局閉塞 ○ ○

00001011 出側回線として使用中、両局閉塞 ○ ○

00001100 空 ○ ○

00001101 空、自局閉塞 ○ ○

00001110 空、相手局閉塞 ○ ○

00001111 空、自局閉塞、相手局閉塞 ○ ○

00010000～11111111 予備 － －
(注1）状態サブフィールドは使用しない
(注2）0～31を使用する
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

理由表示パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

理由表示

Ｄ～Ａオクテット1 生成源

0000 ユーザ ○ ○

0001 ローカルユーザ収容私設網（自分側） － －

0010 ローカルユーザ収容公衆網（自分側） － －

0011 中継網 ○ ○

0100 リモートユーザ収容公衆網（相手側） ○ ○

0101 リモートユーザ収容私設網（相手側） ○ ○

0110 予備 － －

0111 国際網 ○ －

1010 相手接続点より相手側 ○ ○

その他 留保 － －

Ｅ 予備 － －

ＧＦ コーディング標準

00 CCITT標準 ○ ○

01 他の国際標準のための留保 － －

10 国内標準 － －

11 生成源に対する特定の標準 － －

Ｈ 拡張表示子

0 次のオクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ ○

Ｇ～Ａオクテット2 理由種別

00X  XXXX 正常・準正常クラス ○ ○

000  0001 欠番 ○ ○

000  0010 指定中継網へのルートなし ○ ○

000  0011 相手ルートなし ○ ○

000  0100 特殊可聴音送出 ○ ○

000  0101 トランクプレフィックスの誤ダイヤル ○ ○

001  0000 正常切断 ○ ○

001  0001 着ユーザビジー ○ ○

001  0010 着ユーザレスポンスなし ○ ○

001  0011 着ユーザ応答なし（呼び出し中） ○ ○

001  0100 加入者不在 ○ ○

001  0101 通信拒否 ○ ○

001  0110 相手加入者番号変更 ○ ○

001  0111 新着信先へリダイレクション ○ ○

001  1011 着側インタフェース起動不可 ○ ○

001  1100 無効番号フォーマット（不完全番号） ○ ○

001  1101 ファシリティ拒否 ○ ○

001  1111 その他の正常クラス ○ ○

010  XXXX 網輻輳クラス ○ ○

010  0010 利用可回線／チャネルなし ○ ○

010  0110 網障害 ○ ○

010  1001 一時的失敗 ○ ○

010  1010 交換機輻輳 ○ ○

010  1011 アクセス情報破棄 ○ ○

010　1100 要求回線／チャネル利用不可 ○ ○

010  1111 その他、リソース利用不可クラス ○ ○

011  XXXX サービスあるいはオプション提供不可 ○ ○

011  0010 要求ファシリティ未契約 ○ ○

011  1001 伝達能力不許可 ○ ○

011  1010 現在利用不可伝達能力 ○ ○

011  1111 その他、サービス／オプション利用不可 ○ ○

100  XXXX サービスあるいはオプションが未提供 ○ ○
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表３－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

100  0001 未提供伝達能力 ○ ○

100  0101 未提供ファシリティ要求 ○ ○

100  0110 制限ディジタル情報伝達能力のみ可能 ○ ○

100  1111 その他のサービス又はオプションの未提供クラス ○ ○

101  XXXX 無効信号 ○ ○

101  1000 端末属性不一致 ○ ○

101  1011 無効中継網選択 ○ ○

101  1111 その他の無効メッセージクラス ○ ○

110  XXXX 手順誤り ○ ○

110  0001 メッセージ種別未定義又は未提供 ○ ○

110  0011 情報要素／パラメータ未定義又は未提供 ○ ○

110  0101 未定義又は未提供のパラメータ通過 ○ ○

110  0110 タイマ満了による回復 ○ ○

110  0111 未定義又は未提供のパラメータの通過 ○ ○

110  1111 その他の手順誤りクラス ○ ○

111  XXXX 相互接続 ○ ○

111  1111 その他のインタワーキングクラス ○ ○

Ｈ 拡張表示子

0 次のオクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ ○

オクテット3以降 ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00001100 転送先番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

転送先番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

Ｌ～Ｉ 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN(電話)番号計画 ○ ○

010～111 予備 － －

Ｐ 網内番号表示(INN表示)

0 網内のルーティング可 ○ ○

1 網内のルーティング不可 － －

　～Ｑ アドレス情報 ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

10001100 リダイレクション逆方向情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

リダイレクション逆方向情報

Ｈ～Ａ 情報種別識別子

00000000 未使用 － －

00000001 起動交換機への切戻し可能 － －

00000010 起動交換機への切戻し用呼識別子 － －

診断情報（当社網送信時必要な場合のみ着番号が含まれ
る）
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フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

00000011 リダイレクション起動理由 ○ ○

00000100～11111111 予備 － －

Ｐ～Ｉ 情報種別長 ○ ○

リダイレクション起動Ｇ～Ａ リダイレクション起動理由

理由 0000000 不定／無効 － －

0000001 事業者間ポータビリティ（国内用） － －

0000010 ロケーションポータビリティのため留保 － －

0000011 サービスポータビリティのため留保 － －

0000100～0111111 予備 － －

1000000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110
一般番号ポータビリティ（LNP）／
携帯電話番号ポータビリティ（MNP）（国内用） ○ ○

1111111 国内使用のため留保 － －

Ｈ 拡張表示

0 次オクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

01110111 リダイレクション回数 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

リダイレクション回数

Ｅ～Ａ ○ ○

Ｈ～Ｆ 予備 － －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

リダイレクション回数（リダイレクションした回数のバ
イナリ数）
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フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○
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技術的条件集別表 ４ 

 

接続シーケンス 
（対移動体事業者接続用インタフェース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

技別 4－1 

技術的条件集別表－４（接続シーケンス） 

 

１．各種接続シーケンス 

 

Ｎｏ※１ シーケンス分類 

１ 基本接続（パターン１） 

２ 基本接続（パターン２） 

３ 基本接続（パターン３） 

４ 基本接続（パターン４） 

５ 基本接続（不完了例パターン１）※２ 

６ 基本接続（不完了例パターン２）※２ 

７ インチャネル追加ダイヤル 

８ インチャネル追加ダイヤル（不完了例）※２ 

９ リルーチング 

10 ＭＮＰ接続（転送方式） 

11 ＭＮＰ接続（リダイレクション方式） 

※１ シーケンスＮｏ．１～６：当社網は発側及び着側の網 
シーケンスＮｏ．７～９：当社網は発側網のみ対象 
シーケンスＮｏ．10  ：当社網は移転元網及び移転先網 
シーケンスＮｏ．11  ：当社網は発側網，移転元網及び移転先網 

※２ 不完了呼においてＲＥＬの理由表示が「＃１（欠番）」の場合は、「空き番号トーキ」に接続 
する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

技別 4－2 

 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳあり） 

ＳＵＳ 

ＲＥＬ 

（ＲＥＳ） 

※Ｔ６タイムアウトは

着側網でも検出する。

（検出時は着信網か

らＲＥＬ送出） 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳなし） 

ＲＥＬ 

Ｎｏ．１ 分類 基本接続（パターン１） 

Ｔ６※  

 



   

技別 4－3 

 

着側切断のシーケンス 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．２ 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

分類 基本接続（パターン２） 

ＣＰＧ 

 



   

技別 4－4 

 

 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳあり） 

ＳＵＳ 

ＲＥＬ 

（ＲＥＳ） 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ）※１ 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．３ 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳなし） 

ＲＥＬ 

分類 基本接続（パターン３） 

ＣＨＧ※１ 

※１：「ＣＨＧ」,「（ＲＢＴ）」 

  の順序性はない。 

Ｔ６※２ 

※２：Ｔ６タイムアウトは

着側網でも検出する。

（検出時は着信網から

ＲＥＬ送出） 

 



   

技別 4－5 

 

着側切断のシーケンス 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．４ 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

分類 基本接続（パターン４） 

ＣＨＧ 

ＣＰＧ 

 



   

技別 4－6 

 

ＩＡＭ 

（ＡＣＭ） 

ＲＬＣ 

発側網 着側網 

Ｎｏ．５ 分類 基本接続（不完了例パターン１） 

ＲＥＬ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

（ＣＰＧ） 

トーキ 

トーキ 



   

技別 4－7 

 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＬＣ 

発側網 着側網 

Ｎｏ．６ 分類 基本接続（不完了例パターン２） 

ＲＥＬ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

（ＣＨＧ） 

ＲＬＣ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

（ＣＨＧ） 

ＲＬＣ 

（ＣＰＧ） 

トーキ 

トーキ 

（ＣＨＧ） 



   

技別 4－8 

 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳあり） 

ＳＵＳ 

ＲＥＬ 

（ＲＥＳ） 

ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※１ 

各種情報：ＰＢ 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．７ 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳなし） 

ＲＥＬ 

分類 インチャネル追加ダイヤル 

ガイダンス等 ※１：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利

用可能の通知を行う 

（ＡＣＭ）※２ 

※２：※１でＣＰＧ転送時に

ＡＣＭが転送される。 

（ＲＢＴ）※３ 

（ＣＰＧ） 

（ＣＨＧ）※３ 

※３：「（ＣＨＧ）」と「（ＲＢ

Ｔ）」の順序性はない。 

Ｔ６※４ 
※４：Ｔ６タイムアウトは

着側網でも検出する。

（検出時は着信網から

ＲＥＬ送出） 
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ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※１ 

各種情報：ＰＢ 

ＲＬＣ 

発側網 着側網 

Ｎｏ．８ 分類 インチャネル追加ダイヤル（不完了例） 

ガイダンス等 

※１：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利

用可能の通知を行う。 

ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※２ 

各種情報：ＰＢ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ガイダンス等 

※２：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利用

可能の通知を行う。 

（ＡＣＭ）※３ 

ＲＬＣ 

※３：※１でＣＰＧ転送時に

ＡＣＭが転送される。 

ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※４ 

各種情報：ＰＢ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ガイダンス等 

※４：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利用

可能の通知を行う。 

（ＡＣＭ）※５ 

ＲＬＣ 

※５：※１でＣＰＧ転送時に

ＡＣＭが転送される。 
ＣＰＧ 

トーキ 

トーキ 

ＲＥＬ 
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着側切断のシーケンス 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．９ 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

分類 リルーチング 

ＣＰＧ 

ＣＰＧ 

※ ＣＰＧ複数回送出 
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ＩＡＭ※１ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＲＥＬ 

発側網 移転元網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．10 

ＲＬＣ 

分類 ＭＮＰ接続（転送方式） 

ＡＣＭ 

移転先網 

ＩＡＭ※２ 

ＣＰＧ 
ＣＰＧ 

ＣＨＧ 
 

ＡＮＭ 
ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

 

 

ＲＥＬ 着側切断のシーケンス 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

ＲＥＬ ＲＥＬ 

※１：リダイレクション実

行可能であることの通

知がない。 

※２：発側網からリダイレ

クション実行可能の通

知がない場合は移転先

網へ接続を行う。 

通話中 
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ＩＡＭ※１ 

（ＲＢＴ） 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 移転元網 

Ｎｏ．11 分類 ＭＮＰ接続（リダイレクション方式） 

ＡＣＭ 

移転先網 

ＩＡＭ※３ 

ＣＰＧ 

ＣＨＧ 

ＡＮＭ 

 着側切断のシーケンス 

 ＲＬＣ 

 ＲＬＣ 

 ＲＥＬ 

ＲＥＬ※２ 

※１：リダイレクション実

行可能であることの通

知を行う。 

※２：着信加入者が移転し

ている場合は移転先網

を示すネットワークル

ーチング番号を通知す

る。 

※３：通知されたネットワ

ークルーチング番号に

基づき移転先網へのリ

ルーチングを行う。 
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伝送装置間インタフェース仕様 

（対移動体事業者接続用インタフェース） 
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技術的条件集別表－５（伝送装置間インタフェース仕様） 

 

〔準拠した規格一覧〕 

 

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ７０７：第５版 2001年４月19日制定  

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ７８３：第３版 2001年４月19日制定 

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ９５７：第３版 2001年４月19日制定 

ＪＩＳ規格 ＪＩＳ Ｃ ６８３５  1989年３月１日制定 

ＪＩＳ規格 ＪＩＳ Ｃ ５９７３  1990年６月１日制定 

 

１．インタフェース規定点 

 

   本インタフェース条件を規定するポイントは図１のとおりである。 

 

 

２．物理的条件 

 

 ２．１ ケーブル 

 

    本インタフェースに適用するケーブルは、1.3μｍ帯の波長を使用する場合は SM 型光ファイバケー 

   ブルとし、1.5μｍ帯の波長を使用する場合は DSM 型光ファイバケーブルとする。なお、SM 型光ファ 

   イバケーブルは、JIS C6835 SSMA-9.5/125 相当の光ファイバ素線を使用し、DSM 型光ファイバケーブ 

   ルは、JIS C6835 SSMB-8/125 相当の光ファイバ素線を使用する。 

 

 ２．２ コネクタ 

 

    本インタフェースに適用するコネクタは、JIS C 5973（F04 形単心光ファイバコネクタ）であり、プラ

グはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の挿入損失が 0.7dB 以下）、接続時の反射減衰量は 22dB 以上また

は JIS C 5983(F14 形単心光ファイバコネクタ）であり、プラグはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の

挿入損失が 0.5dB 以下）、接続時の反射減衰量は 22dB 以上とする。 

 

 

３．光学的条件 

 

 ３．１ 50M 信号局内用  

 

    光パラメータ条件を表１に示す。 

 

 ３．２ 150M 信号局内用 

 

    光パラメータ条件を表２に示す。 

 

 ３．３ 150M 信号 40km局間用（1.31μm） 

 

    光パラメータ条件を表３に示す。 

 

 ３．４ 150M 信号 80km局間用（1.55μm） 

 

    光パラメータ条件を表４に示す。 

 

３．５ 600M 信号局間用（1.31μm） 

 

    光パラメータ条件を表５に示す。 

 

３．６ 2.4G 信号局間用（1.31μm） 

 

    光パラメータ条件を表６に示す。 
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４．論理的条件 

  

     論理的条件は以下のとおりとする。 

 

 

 ４．１ フレーム構成 

 

４．１．１ 多重化構造 

 

本インタフェースに適用される多重化構造はＴＴＣ標準ＪＴ-Ｇ７０７に準拠する。 

 

４．１．２ フレームフォーマット 

 

   STM－16, STM－4, STM－1, STM－0, VC－3, TUG－2,VC－2, VC－11 信号のフレームフォーマットを 

図５～12 に示す。 

 

４．１．３ オーバーヘッドバイトの定義 

 

本インタフェースに使用するオーバーヘッドバイトの定義を表７～10 に示す。 

 

４．２ フレーム同期方式 

 

    STM－16, STM－4, STM－1, STM－0 信号のフレーム同期方式を表 11 に示す。 

 

４．３ S1 バイト処理条件 

 

S1 バイト（同期状態メッセージ）の送受信条件を表 12,13 に示す。 

 

 ４．４ 警報インタフェース条件 

 

  ４．４．１ 警報発出解除条件 

 

    本インタフェースにおける警報発出解除条件を表 14 に示す。 

 

  ４．４．２ 警報転送 

 

    本インタフェースにおける警報転送機能を図 14 に示す。 
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図１ インタフェース規定点 

光学的条件規定点 物理的条件規定点 

プラグ 

配線盤 

伝送装置 

送信側光ジャック  

／受信側光ジャック 

ジャック プラグ プラグ 



技別 5－4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 規格

 インタフェース速度 　51.840Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1260～1360nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -15～ -8dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  8.2dB以上

 最大受光電力（平均値）  -8dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -23dBm以下

 発光条件

-11

表１ 50M信号局内用の光パラメータ条件 

項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1260～1360nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -15～　-8dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  8.2dB以上

 最大受光電力（平均値）  -8dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -23dBm以下

 発光条件

-11

表２ 150M信号局内用の光パラメータ条件 
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項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1530～1570nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -3～ +3dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  13dB以上

 最大受光電力（平均値）  -17dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -32dBm以下

 最大光路ペナルティ  1dB以下

 発光条件

-11

表４ 150M信号80Km局間用（1.55μm）の光パラメータ条件 

項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1290～1330nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -5～ 0dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  10dB以上

 最大受光電力（平均値）  -10dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -34dBm以下

 最大光路ペナルティ  １dB以下

 発光条件

-11

表３ 150M信号40Km局間用（1.31μm）の光パラメータ条件 
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表５ 600M信号局間用（1.31μm）の光パラメータ条件 

項目 規格 

 インタフェース速度  622.08Mbit/s 

 伝送符号  スクランブルド 2値 NRZ 符号 

 正論理“１”は発光   

 正論理“０”は非発光 

 波長範囲  1290～1330nm 

 符号誤り率  1×10 ／中継区間 

 平均送信電力  -3～+2dBm 

 光出力波形  図 3 参照 

 消光比  10dB 以上 

 最大受光電力（平均値）  -8dBm 以上 

 最小受光電力（平均値）  -28dBm 以下 

 最大光路ペナルティ  １dB 以下 

 発光条件 

-11 

項目 規格 

 インタフェース速度  2,488.32Mbit/s 

 伝送符号  スクランブルド 2値 NRZ 符号 

 正論理“１”は発光   

 正論理“０”は非発光 

 波長範囲  1290～1330nm 

 符号誤り率  1×10 ／中継区間 

 平均送信電力  -2～+3dBm 

 光出力波形  図 4 参照 

 消光比  8.2dB 以上 

 最大受光電力（平均値）  -9dBm 以上 

 最小受光電力（平均値）  -27dBm 以下 

 最大光路ペナルティ  １dB 以下 

 発光条件 

-11 

表６ 2.4G信号局間用（1.31μm）の光パラメータ条件 
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                            縦軸：相対値 

                            横軸：×1/155.52［μs］（STM－1 の場合） 

                               ×1/51.84 ［μs］（STM－0 の場合） 

 

 

           

 

論理“１”の  

平均レベル 

論理“０”の  

平均レベル 

Ｘ１/Ｘ４   0.15/0.85 

Ｘ２/Ｘ３   0.35/0.65 

Ｙ１/Ｙ２   0.20/0.80 

時間 ＵＩ→ 

 
 

 

【測定系】 

 

   被試験              変換器 

   インタフェース   減衰器※   光電気変換           波形測定器 

   ＯＵＴ              ４次トムソンフィルタ※※ 

 

 ※：減衰器は必要に応じて用いる。 

※※：カットオフ周波数（－３dB 減衰点）が伝送ビットレートの 0.75 倍であること。 

       試験パターン：スクランブルド２値 

               図２ STM－1／STM－0 信号のパルスマスク 

  

X1 X2 X3 X4 

Y2 

1 

0.5 

Y1 

0 

↑ 

 

振幅 

1 0 

X1／X4   0.15／0.85 

X2／X3   0.35／0.65 

Y1／Y2   0.20／0.8 
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                            縦軸：相対値 

                            横軸：×1/622.08［μs］（STM－4 の場合） 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【測定系】 

 

   被試験              変換器 

   インタフェース   減衰器※   光電気変換           波形測定器 

   ＯＵＴ              4 次トムソンフィルタ※※ 

 

 ※：減衰器は必要に応じて用いる。 

※※：カットオフ周波数（－３dB 減衰点）が入力公称ビットレートの 0.75 倍であること。 

    試験パターン：スクランブルド２値 

 

               図３  STM－4 信号のパルスマスク 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

時間 ＵＩ→ 

論理“１”の  

平均レベル 

論理“０”の  

平均レベル 

 

1 

Y2 

0.5 

Y1 

0 

↑ 

振幅 

0 X1 X2 X3 1 X4 

X1／X4   0.25／0.75 

X2／X3   0.40／0.60 

Y1／Y2   0.20／0.80 
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縦軸：相対値 

                              横軸：×1/2,488.32［μs］（STM－16 の場合） 

 

 

           

 

時間 ＵＩ→ 

論理“１”の  

平均レベル 

論理“０”の  

平均レベル 

Ｙ2 

Ｙ1 

Ｘ2 Ｘ3 

０．５ 

 

  

 

【測定系】 

 

   被試験              変換器 

   インタフェース   減衰器※   光電気変換           波形測定器 

   ＯＵＴ              4 次トムソンフィルタ※※ 

 

 ※：減衰器は必要に応じて用いる。 

※※：カットオフ周波数（－３dB 減衰点）が入力公称ビットレートの 0.75 倍であること。 

    試験パターン：スクランブルド２値 

 

               図４  STM－16 信号のパルスマスク 

 

 

 

 

 

 

 

Ｘ３－Ｘ２ 

 

Ｙ１／Ｙ２ 

0.2 

0.25/0.75 

1 

0 

0 1 
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図５ STM- 16 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ STM- 4 信号のフレームフォーマット 

 

 

A1 

B1 

D1 

H1 H1 H1 H1 H1 

E1 

D2 

K1 

D5 

D8 

D11 

B2 B2 B2 

D4 

D7 

D10 

S1 

3 

5 

1 

本領域に 12 個の VC-3 及び

固定スタッフがバイト多重

され、各々の先頭位置は、

H1，H2 により指示される 

12 バイト 

  
  
  

セクション管理情報（SOH） 

=未使用（全ビット“1”） =“10101010“ + 

A1 A1 A1 … A1 

… 

B2 B2 … 

A2 

H2 H2 H2 H2 H2 … 

M1 

F1 

D3 

K2 

D6 

D9 

D12 

J0 

H3 H3 H3 H3 H3

2 

… 

E2 

A2 A2 A2 … A2 Z0 Z0 Z0 … + 

12 バイト 12 バイト 

36 バイト 
1044 バイト 

AU ポインタ 

A1 

B1 

D1 

H1 H1 H1 H1 H1 

E1 

D2 

K1 

D5 

D8 

D11 

B2 B2 B2 

D4 

D7 

D10 

S1 

3 

5 

1 

本領域に 48 個の VC-3 及び

固定スタッフがバイト多重

され、各々の先頭位置は、

H1，H2 により指示される 

48 バイト 

  
  
  

セクション管理情報（SOH） 

=未使用（全ビット“1”） =“10101010“ + 

A1 A1 A1 … A1 

… 

B2 B2 … 

A2 

H2 H2 H2 H2 H2 … 

M1 

F1 

D3 

K2 

D6 

D9 

D12 

J0 

H3 H3 H3 H3 H3

2 

… 

E2 

A2 A2 A2 … A2 Z0 Z0 Z0 … + 

48 バイト 48 バイト 

144 バイト 
4176 バイト 

AU ポインタ 
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図７ STM- 1 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

図８ STM- 0 信号のフレームフォーマット 
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図９ VC-3 信号のフレームフォーマット 
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図 10 TUG-2 信号のフレームフォーマット 
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図 11 VC-2 信号のフレームフォーマット 

 

V C -20μs

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

V

R

D D D D D D D D

D D D D D D D D

D D D D D D D D

D D D D D D D D

R

R

R

R

R

R

R

J2

N 2

K 4

428バイト

D D D D D D D R

D D D D D D D R

D D D D D D D R

D D D D D D D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

＜ 125μs

＜ 250μs

＜ 375μs

＜ 500μs

Ｒ：固定スタッフ（“１”） 

Ｄ：データビット（6.312M bit/s信号） 

○：オーバヘッド通信チャネルビット（未使用時“１”）

（注１）125μｓ当たり789ビット分の領域を用いて6.312M bit/s信号を伝送する 

　　　　モード（ビット同期モード）である。 

（注２）T U G -2に収容するV C -2の先頭位置（V 5）は、TU -2ポインタV 1，V 2 

　　　　により指示される。
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図 12 VC-11 信号のフレームフォーマット 
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表７ セクションオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

セクション 

管理情報 

(SOH) 

A1, A2 フレーム同期 A1：“11110110”， A2：“00101000” 

J0 中継セクショントレース 

（未使用） 

送信：“00000001”（図 13参照） 

受信：無視 

Z0 予備（未使用） 送信：STM 識別子（図 13 参照） 

受信：無視 

B1 中継セクションの誤り監視 前フレームの全ビットの BIP-8 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

E1 中継セクションのオーダワイヤ

または未使用 

64kbit/s PCM の音声信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

F1 中継セクションの故障特定 故障検出中間中継器番号と検出警報 

D1〜D3 中継セクションのデータ通信 

または未使用 

192kbit/s のデータ信号，または未使用 

（送信 FFh，受信：無視） 

B2 端局セクションの誤り監視

（BIP-24N） 

前フレームの第一行から 3行の SOHを除く全ビッ

トの BIP-24N 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

K1,K2(b1-b5) 端局セクション切替系の制御 切替動作は TTC 標準 JT-G783 付属資料 B に準拠 

K2 (b6-b8) 端局セクション状態の転送 正常：“000”，RDI：“110”，AIS：“111” 

TTC 標準 JT-G783 準拠 

D4-D12 端局セクションのデータ通信 

または未使用 

576kbit/s のデータ信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

S1 同期状態メッセージまたは未使

用 

同期状態，または未使用（送信：FFh，受信：無

視） 

M1 端局セクションの対局誤り表示

（MS-REI） 

対局の B2 演算結果の表示 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

E2 端局セクションのオーダワイヤ

または未使用 

64kbit/s PCM の音声信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

ＡＵ 

ポインタ 

H1，H2 VC-3/4 先頭位相指示 

正負スタッフ指示 

VC-3/4 先頭位置，スタッフ制御等 

TTC 標準 JT-G707／JT-G783 準拠 

H3 負スタッフ用バイト 負スタッフ時、ペイロード収容 

TTC 標準 JT-G707 準拠 
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表８ 高次パスオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

パス 

管理情報 

(POH) 

J1 パストレース（未使用） 未使用（送信：FFh，受信：無視） 

B3 パス誤り監視（BIP-8） 前フレームの VC-3 の全ビットの BIP-8 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

C2 シグナルラベル（未使用） 送信：01h（不特定パス収容）もしくは 13h（ATM

マッピング） 

受信：無視 

G1(b1-b4) パス対局誤り表示（REI） 対局の B3 演算結果の表示 

送信 BIP 誤りなし 0h 

   BIP 誤りあり 1h-8h 

受信 BIP 誤りなし 0h 及び 9h 以上 

   BIP 誤りあり 1h-8h 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

G1(b5) 送信パス状態の転送(RDI) 正常：“0”，送信パス故障（RDI)）：“1” 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

G1(b6-b8) 未使用 送信：“111”，受信：無視 

F2 パスユーザチャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

F3 パスユーザチャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

H4 位置表示（内部構造が規定され

ていない場合は未使用） 

VC-3 

TU-11/2 マルチフレーム位置表示 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

K3 APS チャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

N1 タンデムコネクション 

（未使用） 

送信：FFh，受信：無視 
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表９ TU ポインタバイトの定義 

記号 用途 内容 

TU 

ポインタ 

V1,V2 VC-11/VC-2 先頭位相表示正負

スタッフ指示 

VC-11/VC-2 種別，先頭位置，スタッフ制御等 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V3 負スタッフ用バイト 負スタッフ 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V4 未使用 送信：FFh，受信：無視 

 

 

 

表 10 低次パスオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

パス 

管理情報 

(POH) 

V5(b1-b2) パス誤り監視（BIP-2） 前フレームの全ビットの BIP-2 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V5(b3) パス対局誤り表示(REI) 対局の V5(BIP-2)演算結果の表示"1" BIP-2 に 1

以上の誤りあり"0" その他 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V5(b4) パス対局故障表示（REI） 

（未使用） 

送信：“1” 

受信：無視 

V5(b5-b7) シグナルラベル（未使用） 送信：“001”，受信：無視 

V5(b8) 送信パス状態の転送(RDI) 正常："0" 

送信パス故障（RDI)：“1” 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

J2 パストレース（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

N2 タンデムコネクション 

（未使用） 

送信：FFh，受信：無視 

K4 APS チャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 
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図 13 STM 識別子の定義 

 

 

 

 

表11 フレーム同期方式 

 

    

項目 フレーム同期 

パターン 

パターン探索法 

パターン照合法 

フレーム同期保護 

（注 1,2） 

STM-16 信号 

(2.488M IF) 

  

A1A1A2A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・連続した A1,A1,A2,A2 バイトの

32 ビット同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

STM-4 信号 

(622M IF) 

  

A1A1A2A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・TS11-14 の A1,A1,A2,A2 バイトの

32 ビット同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

STM-1 信号 

(156M IF) 

  

A1A1A2A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・TS2-5 の A1,A1,A2,A2 バイトの 32

ビット同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

STM-0 信号 

(52M IF) 

  

A1A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・TS1-2 の A1,A2 バイトの 16 ビッ

ト同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

 

 

 

注１．前方 n 段とは、フレーム同期状態においてフレーム同期パターン照合結果、n 回連続不 

   一致を検出したとき、フレーム同期復帰過程に移ることをいう。 

 

注２．後方 m 段とは、フレーム同期復帰過程においてフレーム同期パターン照合結果、m 回 

   連続一致を検出したとき、フレーム同期状態に移ることをいう。 

 

注３．または、1 ビット即時シフト方式と同等なフレーム同期復帰特性を有するフレーム同期 

   方式とする。 

5 0 ／ 1 5 6 M b i t / s の 場 合 

A 1 A 1 A 2 A 2 J 0 Z 0 0 Z 0
Y

Z Z 0 Y

2 

0 

622Mbit／s の場合 

00000011 00000001 00000010 00000100 00001111 00010000 

2.488Mbit／sの場合 
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表 12 同期状態メッセージの送信条件 

S1 バイト 

(b5-b8) 

SDH 同期品質レベル 

0000 品質不明（既存の同期網） 

 

 

1011 

SDH 装置同期出力（SETS） 

（但し、入力リファレンスにロック

している場合はのぞく） 

（注１） S1 バイト（b1-b4）は未使用（送信： S1（'b1,b2,b3,b4'）= '1111'） 

 

 

表 13 同期状態メッセージの受信条件 

S1 バイト 

(b5-b8) 

SDH 同期品質レベル 

0000 品質不明（既存の同期網） 

 

 

1011 

SDH 装置同期出力（SETS） 

（但し、入力リファレンスにロック

している場合はのぞく） 

（注１） S1 バイト（b1-b4）については、未使用（受信：無視）とする。 
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表 14 警報検出解除条件（１／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

物理 

セクション 

LOS ------- ----- 光入力断 光入力回復 

TF ------ ----- 光出力断 光出力回復 

中継器 

セクション 

OOF ------ ----- フレーム同期はず

れ前方保護４-５段 

フレーム同期復帰後

方保護２段 

LOF ------ ----- OOFの 0～3m秒継続 OOF 解除状態の 0～3m

秒継続 

RS-BIP 

Error 

------ ----- デスクランブル前

の STM-N の全ビッ

トに対する BIP-8

演算結果とデスク

ランブル後の次フ

レームの B1 との不

一致 

１フレーム毎に解除 

SD(B1) ------ ----- B1 により検出した

誤り率が、１０-5

以上で発出 

B1 により検出した誤

り率が、１０-6 以下で

解除 

MS-AIS LOS，LOF を検出後、ス

クランブル前の STM-N

（RSOH を除く）に All 

"1"を送出 

LOS，LOF を解除後に

解除 

----- ----- 
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表 14 警報検出解除条件（２／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

端局 

セクション 

MS-AIS ------- ----- デスクランブル後

の K2 の b6-b8＝

"111"を 3～5 回連

続受信 

デスクランブル後の

K2のb6-b8≠"111"を3

～5 回連続受信 

MS-BIP 

Error 

------- ----- デスクランブル後

の STM-N の全ビッ

ト（SOH の第 1-3 を

除 く ） に 対 す る

BIP-24×N演算結果

とデスクランブル

後の次フレームの

B2×3N との不一致 

１フレーム毎に解除 

SD(B2) ------- ----- B2 により検出した

誤り率が、１０の-5

乗以上で発出 

B2 により検出した誤

り率が、１０の-6 乗以

下で解除 

MS-RDI MS-AIS 検出時にスク

ランブル前の STM-Nの

K2 の b6-b8＝"110"を

送出 SD(B2）検出時は

送出しない 

MS-AIS 回復時に送出

解除 

デスクランブル後

の K2 バイトの bit 

6-8＝"110"を 3～10

フレーム連続受信 

デスクランブル後の

K2 バイトの bit 6-8≠

"110"を 3～10 フレー

ム連続受信 

MS-REI B2 不一致時、M1 に B2

の演算結果を送出。 

１フレーム毎に解

除。 

M1 を検出 １フレーム毎に解除 

AU-AIS MS-AIS を検出後にス

クランブル前の全 AU

の全ビット All "1"を

送出（AU ポインタを含

む） 

MS-AIS 回復時に送出

解除 

----- ----- 

AU-LOP ------- ------- TTC標準 JT-G783付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 
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表 14 警報検出解除条件（３／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

 AU-AIS AU-LOP 検出時に AU の

全ビット All"1"を送

出（AU ポインタを含

む、SOH は正常） 

AU-LOP 回復時に送出

解除 

TTC標準 JT-G783付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

TU-AIS AU-LOP，AU-AIS 検出時

に TU の 全 ビ ッ ト

All"1"を送出（TU ポイ

ンタを含む、SOH は正

常） 

AU-LOP，AU-AIS 回復

時に送出解除 

----- ----- 
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表 14 警報検出解除条件（４／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

高次パス HP-BIP 

Error 

------- ------- デスクランブル後

の VC 全ビットに対

する BIP-8 演算結

果とデスクランブ

ル後の次フレーム

の B3 との不一致 

１フレーム毎に解除 

HP-REI B3 不 一 致 時 、 G1

（b1-b4）に B3 の演算

結果を送出 

１フレーム毎に解除  G1（b1-b4）を検出 １フレーム毎に解除 

HP-RDI AU-LOP，AU-AIS 検出時

に、G1 の b5＝"1"を送

出。 

AU-LOP，AU-AIS 回復

時に、送出解除。 

G1 バイトの bit 5

＝"1"を 3,5 または

10 フレーム連続受

信 

G1 バイトの bit 5≠

"1"を 3,5または 10フ

レーム連続受信 

TU-LOP ------- ------- TTC標準 JT-G783付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

TU-AIS TU-LOP 検出時に TU の

全ビット All"1"を送

出（TU ポインタを含

む） 

TU-LOP 回復時に送出

解除 

TTC標準 JT-G783付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

低次パス LP-BIP 

Error 

------- ------- デスクランブル後

の低次 VC 全ビット

に対する BIP-2 演

算結果とデスクラ

ンブル後の次マル

チ フ レ ー ム

V5(b1,b2)との不一

致 

１マルチフレーム毎

に解除 

LP-REI V5(b1,b2）不一致時、

V5（b3）に V5(b1,b2）

の演算結果を送出 

 １マルチフレーム

毎に解除 

V5（b3）を検出 １マルチフレーム毎

に解除 

LP-RDI TU-LOP，TU-AIS 検出時

に、V5 の b8＝"1"を送

出 

TU-LOP，TU-AIS 回復

時に、送出解除 

V5 バイトの bit 8

＝"1"を 3～10 マル

チフレーム連続受

信 

V5 バイトの bit 8≠

"1"を 3～10 マルチフ

レーム連続受信 
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図 14 警報転送機能 
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技術的条件集別表－６（対地域／国際事業者接続用インタフェース） 

 

１．概説 

本別表は、当社網と地域／国際事業者網間の網間インタフェースについて規定する。 

１．１ 規定範囲 

  本別表は、電気通信事業者間の相互接続を円滑に行うため、網間インタフェースに関わる  

  接続条件について規定を行うものである。本別表は、基本サービス機能について規定して  

  いる。 

 

１．２ 規定対象 

  本別表は、基本サービス機能に関わる網間インタフェースを規定しており、網間インタフ 

  ェースは、ＩＳＵＰ及びＭＴＰに関わる事項を含む相互接続に必要な事項を規定対象とし 

  ている。 

 

２．番号方式 

（１）当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は電気通信番号規則（令和元年総

務省令第４号）を準用することとする。なお、直接協定事業者は当社の加入契約者から直

接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要する。 

 （ア）分類７による当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号の基本構成は 

   次のとおりとする。 

   ０Ａ０   ＋   ＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪＫ 

  サービス識別番号   事業者識別番号     接続番号 

 （イ）分類２による当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号の基本構成は次 

   のとおりとする。 

０   ＋   ＡＢＣＤＥ   ＋             ＦＧＨＪ 

国内プレフィックス  事業者識別番号(市外局番＋市内番号)  接続番号 

 （ウ）分類４による当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号の基本構成は次 

   のとおりとする。 

     ００Ｘ(Ｙ)   ＋   Ｘ～Ｘ 

    事業者識別番号      接続番号（０１０から始まる番号も含む） 

 （エ）分類５による当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号の基本構成は次 

   のとおりとする。 

     ００ＸＹ    ＋   Ｘ～Ｘ 

    事業者識別番号      接続番号 
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 （オ）分類６による当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号の基本構成は次 

   のとおりとする。 

     ０ＡＢ０    ＋    ＤＥＦ     ＋    ＧＨＪ（Ｋ） 

    サービス番号    事業者識別番号      接続番号 

（２）発事業者網のダイヤル番号に関する機能 

 （ア）番号の識別 

発事業者網は原則として接続番号を意識した特別な処理は行わない。 

 （イ）有効受信桁数 

発事業者網は有効な受信桁数（最小受信桁数から最大受信桁数まで）の登録を可能とし、

最小桁数に満たない場合、無効を検出した交換局でＢＴ接続，トーキ接続，または切断処

理（ＲＥＬ送出）とする。 

 

３． 接続条件 

３．１ 接続制御 

 （１）基本的な接続機能 

・ 当社網発信呼については、必要な接続制御を当社網で行う。 

・ 当社網では、着事業者固有のサービスに対応するための発信制御は行わない。 

・ 当社網に対する着信呼に関しては、原則として発事業者網側で接続制御を行うことと

し当社網での接続制御は行わない。従って規制が必要な場合は発事業者網側で行う。 

 （２）付加的な接続機能 

・ 付加サービスへの接続に関しては、原則として当社網発信の付加サービスは当社網で

発信を制御し、当社網着信の付加サービスの場合は発事業者網側で接続を制御するこ

ととする。但し、当社網着信の付加サービスに関しては当社網で必要な接続制御を行

う場合がある。 

 

当社網接続制御の考え方を表３．１－１，表３．１－２にまとめる。 

表３．１－１ 当社網発信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 当社網 着事業者網 

接続協定を締結した

事業者の番号 
全事業者に提供 接続 接続 

 特定事業者のみ提供 接続／規制(注１) 接続／規制(注２) 

上記以外 － 規制 － 

  注１：接続を行う特定の事業者以外との接続を規制する。 

  注２：基本的に発側網で規制を行うが、当該網へ接続された時の処理を示す。 
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表３．１－２ 当社網着信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 発事業者網 当社網 

定義された番号 全事業者に提供 接続 接続 

 特定事業者のみ提供 接続／規制(注１) 接続／規制(注 1) 

未定義の番号 － 規制 規制(注２) 

  注１：接続を行う特定事業者以外は発側網で接続を規制する。 

  注２：基本的に発側網で規制を行うが、当該網へ接続された時の処理を示す。 

 

３．２ ベアラの利用条件 

  利用可能なベアラは、音声，３．１ｋＨｚオーディオ，６４ｋｂｉｔ／ｓ非制限とする。 

 

３．３ 当社網発信時のサービス接続条件 

  当社網発信時のサービス接続条件を表３．３―１に示す。 

表３．３―１ 当社網発信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 記事 

着信転送 □ 転送接続を許容する番号は限定される 

発信番号通知 ○  

三者通話 ○  

  凡例：○＝全接続に提供，□＝特定接続のみ提供 

 

３．４ 当社網着信時のサービス接続条件 

  当社網着信時のサービス接続条件を表３．４―１に示す。 

表３．４―１ 当社網着信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 記事 

応答保留 ○  

番号通知リクエスト ○  

お留守番 ○  

割り込み通話 ○  

発信者番号表示 ○  

迷惑電話撃退 ○  

 凡例：○＝全接続に提供 
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４．課金方式 

 基本的な呼の接続に関するユーザ課金方式及び事業者間料金精算方式について記述する。当 

社と直接協定事業者間の課金方式は、ここで述べる課金方式を原則とし、協議により決定す

る。 

４．１ 課金表示の扱い 

  ＪＴ－Ｑ７６３ ３．５節 逆方向呼表示パラメータのＢＡビット（課金表示）は前位網 

  にユ－ザ課金（料金登算）を指示する信号とする。 

  課金表示の設定規則は次のとおりとする。 

  （１）前位網にユーザ課金（料金登算）を指示する場合はＡＮＭで「課金」を、ユーザ非 

     課金を指示する場合はＡＮＭで「非課金」を送出する。 

  （２）前位網に対してユーザ課金（料金登算）／ユーザ非課金の指示を行わない場合は、 

     着信網では「課金」（デフォルト値）を送出する。 

  （３）中継網または中継網に接続されているＳＣＰ事業者でユーザ課金（料金登算）を行 

     う場合には、ＡＮＭで「課金」を「非課金」に変換して前位網に送出する。 

  （４）ＡＣＭ及びＡＣＭをインタワークしたＣＰＧ返送時点でユーザ課金の要否が確定し 

     ているならば正確な情報（課金または非課金）を設定する。 

  （５）ＡＣＭ／ＣＰＧで「課金」「非課金」が確定できない場合に限り、「表示なし」を設 

     定する。 

 

４．２ 課金表示とユーザ課金方式 

（１）当社が発事業者の場合 

①当社が料金設定を行う場合 

  当社が独自に料金設定を行ない、発ユーザから料金回収を行う。 

②当社が料金設定を行わず、後位網からユーザ課金の指示を受ける場合 

  ⅰ）ユーザ課金を行わない場合 

  後位網は逆方向呼表示の課金表示に「非課金」を設定し、課金情報種別パラメータと課 

  金情報パラメータは次のとおり設定する。この場合、当社は発ユーザから料金回収を行 

  わない。 

  ・課金情報種別パラメータ及び課金情報パラメータそのものを設定しない。但し、ＣＨＧ

を送出する際には以下の情報を設定する。 

     課金情報種別：「課金レート転送」 

     課金情報の単位料金表示：「表示なし」 

     課金情報の課金レート情報種別：「柔軟課金レート情報なし」 
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ⅱ）ユーザ課金を行う場合 

後位網は逆方向呼表示の課金表示に「課金」を設定し、課金レート情報を設定する。この

場合、当社は課金レート情報に従って、発ユーザから料金回収を行う。 

（２）当社が着事業者の場合 

  当社が料金設定を行う場合で、前位網にユーザ課金を指示する場合は、課金表示に「課金」

を、ユーザ課金を指示しない場合は「非課金」を設定して返送する。当社が料金設定を行わ

ない呼に対しては「課金」（デフォルト値）を設定して返送する。 

（３）中継事業者 

  中継事業者または中継網に接続されているＳＣＰ事業者が料金設定を行う呼で、前位網にユ

ーザ課金を指示する場合は、課金表示に「課金」を、ユーザ課金を指示しない場合は「非課

金」を設定して返送する。中継事業者または中継網に接続されているＳＣＰ事業者が料金設

定を行わない呼に対しては原則として後位網が設定した課金表示をそのまま透過中継する。 

 

４．３ 課金レート情報 

 課金レート情報の通知は次のとおりとする。 

   単位料金  ：１０円／１００円／表示なし（ピンク電話発信時は 

１０円のみ設定） 

   一括登算度数 ：課金レートなし／１～１５度数（公衆／ピンク電話発信時は 

 「なし」のみ設定する） 

   課金レート（一般） ：２．５秒～４９９．５秒（０．５秒単位） 

   課金レート（公衆） ：４．５秒～４９９．５秒（０．５秒単位） 

  なお、ピンク電話発信時には「一般」「公衆」の双方の課金レートを転送する。 

 課金レートを設定する時間帯例を表４．３－１に示す。 

 

表４．３－１ 課金レートを設定する時間帯例 

課金間隔情報 時間帯 

第１課金間隔 「昼間」午前８時～午後７時 

第２課金間隔 「夜間」午後７時～午後１１時（土日祝の昼間含む） 

第３課金間隔 「深夜／早朝」午後１１時～午前８時 

第４課金間隔 「予備」第１～３課金間隔の最低レートを設定 

注：第１～４課金間隔情報全てに課金レートを設定していなければならない。（全て同じ課金

レートでも可能） 
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４．４ 網使用料 

  当社及び接続事業者は網使用料の課金について、次のとおり取り扱うこととする。 

 （１）網使用料の課金開始・停止契機 

 開始契機：応答信号（ＡＮＭ）を検出した時 

 停止契機：切断信号（ＲＥＬ等）を検出した時 

 （２）網使用料精算対象呼 

 課金表示の「課金／非課金」に関わりなく、以下を除く全ての呼を精算対象とする。 

   ① 試験呼（５．２項の試験方法によるものとする） 

② 接続が完了しなかった呼 

 

５．試験方式 

 当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方式は次のとおりとする。 

５．１ 基本的考え方 

 （１）予防保全，故障発生時の故障探索・修復確認及び増設時の機能確認等を目的とする 

（２）それぞれの事業者の設備に係わる試験は設備を所有する事業者が責任を持って実施し、 

    他事業者の試験については原則として実施しない。但し、故障切り分け等のため当社 

    網と直接協定事業者網間は試験可能とする。 

 （３）試験は原則として隣接の事業者間で実施する。 

 （４）試験呼はＩＡＭ信号の発ユーザ種別の「試験呼」で識別する。 

 

５．２ 試験の種類 

（１）手動接続試験 

当社網と直接協定事業者網はＭＧＳ，ＧＳに自動応答トランク（ＡＡＴ）機能を付与し手

動接続試験を行うこととする。 

（ア）直接協定事業者網から当社網における手動接続試験の内容を表５．２－１に示す。 

 

表５．２－１ 直接協定事業者網から当社網における手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件※１ 強制切断の有無 

手動接続試験 ＭＧＳのＡＡＴ Ａ０※２＋ＣＤＥ※３

＋１２Ｙ 

非課金 Ｙ＝１：無し 

Ｙ＝５：有り 

Ｙ＝７：無し（課金レート

有り・ＣＨＧ有り）※４ 

※１：発ユーザ種別「試験呼」の場合は事業者間精算対象外とする。 

※２：Ａ＝７，８，９、：携帯・自動車電話呼 

※３：当社が使用する番号 

※４：本機能を使用する場合は事前に接続事業者間との調整をすることとする。 
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（イ）当社網からの直接協定事業者網に対する手動接続試験の内容を表５．２－２に示す。 

 

表５．２－２ 当社網からの直接協定事業者網に対する手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件 強制切断の有無 

手動接続試験 ＧＳのＡＡＴ 直接協定事業者が使用

する代表市外局番＋市

内局番＋００６０※１ 

００Ｘ１Ｘ２※２＋Ｙ１

Ｙ２※３＋１+１２１ 

００Ｘ１Ｘ２※２＋Ｙ１

Ｙ２※３＋１+１２Ｚ 

非課金 

 

 

 

 

非課金 

強制切断無し 

課金レート無し 

 

 

 

Ｚ＝１：無し 

Ｚ＝５：有り 

Ｚ＝６：無し（課金レート

有り・ＣＨＧ無し）※4 

 ※１：網間試験用に原則として｢００６０｣を確保する。 

 ※２：０Ａ～Ｊを持たない被試験事業者の番号 

 ※３：２桁の任意の番号 

 ※４：本機能を使用する場合は事前に接続事業者間との調整をすることとする。 

（２）回線開通出合試験 

回線開通時において発信交換機出側と着信交換機入側との間で出合い，回線名，回線番号

及び通話の良否を相互に確認する出合試験を実施する。 

（３）共通線試験 

手動信号ルート試験で信号リンクの正常性を確認する機能及び回線照合試験を実施する。 
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５．３ 網間試験の信号シーケンス 

（１）ＡＡＴ接続試験 

（ａ）課金レート無し，強制切断無し，ＡＡＴ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３－１ 課金レート無し，強制切断無し，ＡＡＴ接続の信号シーケンス 

 

 

  

同時 

発網 着網（ＡＡＴ) 

ＢＬＯ※１
 

ＤＴ 

ＵＢＬ※１
 

ＡＣＭ 

ＵＢＡ※１
 

 

ＢＬＡ※１
 

ＲＢＴ 

約６秒 
ＡＮＭ 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＩＡＭ 

※１：発網側で閉塞して試験を行う場合はＢＬＯ

を送信する。着信側で閉塞されている場合

は発網側からの試験は不可とする。閉塞し

て試験を行った場合は、試験終了後ＵＢＬ

を送信し閉塞を解除する。 
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（ｂ）課金レート無し，強制切断有り，ＡＡＴ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３－２ 課金レート無し，強制切断有り，ＡＡＴ接続の信号シーケンス 

 

 

同時 

発網 着網（ＡＡＴ) 

ＢＬＯ※１
 

ＤＴ 

ＡＣＭ 

ＢＬＡ※１ 

ＲＢＴ 

約６秒 
ＡＮＭ 

 

ＩＡＭ 

ＵＢＬ※１ 

ＵＢＡ※１ 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＳＵＳ 

約10秒 

ＵＢＬ※１ 

ＵＢＡ※１
 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＳＵＳ 

Ｔ６タイムアウト 

着網側でのＴ６タイムアウト

による切断シーケンス 

※１：発網側で閉塞して試験を行う場合はＢＬＯ

を送信する。着信側で閉塞されている場合

は発網側からの試験は不可とする。閉塞し

て試験を行った場合は、試験終了後ＵＢＬ

を送信し閉塞を解除する。 
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（ｃ）課金レート有り，強制切断無し，ＣＨＧ有り，ＡＡＴ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３－３ 課金レート有り，強制切断無し，ＣＨＧ有り，ＡＡＴ接続の信号シーケンス 

 

  

発網 着網（ＡＡＴ) 

ＢＬＯ※１ 

ＡＣＭ 

ＢＬＡ※１ 

同時 
ＤＴ 

ＵＢＬ※１ 

ＵＢＡ※１ 

 

ＲＢＴ 

約６秒 
ＡＮＭ 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＩＡＭ 

ＣＨＧ 

※１：発網側で閉塞して試験を行う場合はＢＬＯ

を送信する。着信側で閉塞されている場合

は発網側からの試験は不可とする。閉塞し

て試験を行った場合は、試験終了後ＵＢＬ

を送信し閉塞を解除する。 
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（ｄ）課金レート有り，強制切断無し，ＣＨＧ無し，ＡＡＴ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３－４ 課金レート有り，強制切断無し，ＣＨＧ無し，ＡＡＴ接続の信号シーケンス 

 

  

同時 

発網 着網（ＡＡＴ) 

ＢＬＯ※１ 

ＤＴ 

ＵＢＬ※１
 

ＡＣＭ 

ＵＢＡ※１
 

 

ＢＬＡ※１
 

ＲＢＴ 

約６秒 
ＡＮＭ 

 

ＲＥＬ 

ＲＬＣ 

 

ＩＡＭ 

※１：発網側で閉塞して試験を行う場合はＢＬＯ

を送信する。着信側で閉塞されている場合

は発網側からの試験は不可とする。閉塞し

て試験を行った場合は、試験終了後ＵＢＬ

を送信し閉塞を解除する。 
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６．輻輳制御方式 

６．１ 非常緊急通話の取り扱い 

（１）優先的に扱う通信の識別における優先信号とは、ＩＡＭ信号上の「発ユーザ種別」に「優

先発ユーザ」を設定した信号を示す。当社網が直接協定事業者網から送出された「発ユー

ザ種別」に基づき輻輳制御を行う場合は、制御率を当社網内に終始する呼と同等にする。

直接協定事業者網も当社網からの呼の制御を行う場合は、直接協定事業者網内に終始する

呼と同等にする。 

（２）当社網と直接協定事業者網間での災害時優先電話の疎通を確保するため、当社網は優先

発ユーザ回線留保機能を有し、制御を行うことができる。 

 

６．２ 回線留保機能による制御方式 

（１）優先発ユーザ留保回線数（一般発ユーザトラフィックが多い時に優先発ユーザのトラフ

ィックのために留保する回線）を設定し、次の条件で回線捕捉を許可または禁止する。 

発ユーザ種別 回線捕捉の許可または禁止 

ア 優先発ユーザ 

   

回線捕捉時に空きがあれば捕捉を許可する。 

イ ア欄以外 空き回線数が優先発ユーザ留保回線数より大きいとき、自局の

回線捕捉を許可する。 

空き回線数が優先発ユーザ留保回線数以下のとき、自局の回線

捕捉を禁止する。 

（２）直接協定事業者網は、優先発ユーザ留保回線制御を実施することの有無について、当社

に通知することを要する。 

（３）優先発ユーザ留保回線数及び使用可能回線数については当社と直接協定事業者間で別途

協議の上、決定することとする。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

技術的条件集別表 ７ 

 

ＭＴＰ仕様 

（対地域／国際事業者接続用インタフェース） 
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技術的条件集別表－７（ＭＴＰ仕様） 

 

１．ＭＴＰ仕様は「ＴＴＣ標準 網間インタフェース 網間信号方式（ＩＳＤＮ網間信号方式）」  

 に準拠する。参照するＴＴＣ標準は次のとおりである。  
 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０１ ：第２版  1990年11月28日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０２ ：第１版  1987年４月28日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０３ ：第３版  1994年４月27日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０４ ：第３版  1992年４月28日制定 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０７ ：第２版  1990年11月28日制定 

 

２．下記に上記に挙げたＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具

体的内容を記述する。 

標準  番号  項目  具体的内容  
JT-Q701 3.1 信号網構成  対応網による接続とする。  

JT-Q702 2.2 信号速度  信号速度は、４．８ｋｂｉｔ／ｓ，４８ｋ
ｂｉｔ／ｓ，６４ｋｂｉｔ／ｓとする。  

JT-Q703 2.3.8 信号情報部  Ｓ Ｉ Ｆの 取 り 得 る 長 さ の 最大 は ２ ７ ２ オ
クテットとする。  

6 自リンク停止時  ＳＩＯＳを継続的に送出  

信 号 リ ン ク 起 動
前の送出信号  

ＳＩＯＳ送出  

運 用 中 Ｓ Ｉ Ｅ 受
信時  

初期設定終了待ち（ＳＩＥ送出）に遷移  

相 手 局 検 証 終 了
待 ち 状 態 で の タ
イマ  

８分。タイムアウト後は、ＳＩＯＳ送出後、 
レベル３からの起動によりＳＩＯを送出  

検 証 不 良 ／ リ ン
ク障害時  

ＳＩＯＳ送出後、レベル３からの起動によ
りＳＩＯを送出  

11 Ｌ Ｓ Ｓ Ｕ 送 出 周
期  

２４ｍｓｅｃ（ＳＩＢ  ２００ｍｓｅｃ）  

Ｆ Ｉ Ｓ Ｕ 送 出 周
期  

運用中、検証終了待ち共に７２ｍｓｅｃ／
２４ｍｅｃ（４．８ｋｂｉｔ／ｓ，４８ｋ
ｂｉｔ／ｓ，６４ｋｂｉｔ／ｓ）  

12 Ｍ Ｓ Ｕ 送 出 ア ウ
ト ス タ ン デ ィ ン
グ数  

４０  

信 号 リ ン ク 検 証
期間  

検証期間については、Ｔ４＝３ｓｅｃ，検
出不良時においては、６０ｓｅｃ  

JT-Q704 2.2 ポ イ ン ト コ ー ド
の構成  

１６ビット（Ｍ＝５ビット／Ｓ＝４ビット
／Ｕ＝７ビット）とする。  

2.3 リ ン ク セ ッ ト 構
成 と ロ ー ド シ ェ
ア  

ＳＬＳのＡ／Ｂ面ビットで２面構成とし、
ＳＬＳ上位３ビットを使って、負荷分散を
行う。  
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標準  番号  項目  具体的内容  
JT-Q704 

 
4.3 過 半 数 リ ン ク 障

害の処理  
全リンク障害で迂回を行う。  

6.2 切 戻 信 号 （ Ｃ Ｂ
Ｄ，ＣＢＡ）  

使用可能なリンクに対して切戻信号（ＣＢ
Ｄ）を送出。未実装のリンクにはＣＢＡを
返送しない。  

相 手 局 非 応 答 時
の切替  

他網側に未送出信号を迂回  

11.2 優先度制御  多段輻輳制御を行う。  

14.2 ＳＩＯ  ＳＳＦ＝００００  
Ｓ Ｉ   ＝００００（信号網管理）  
    ０００１（試験・保守）  
    ００１１（ＳＣＣＰ）  
    ０１０１（ＩＳＵＰ）  

JT-Q707 2 信号リンク試験  信号リンクが使用可となった時、自動的に
信号ルーチング試験を用いて行う。  

 
 

３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。 

 

４．本別表の項目２にて記載しているセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応し

ている。但し、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、

またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準，当社のどちらも規定していない事項につ

いては、その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合がある。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

技術的条件集別表 ８ 
 

ＩＳＵＰ仕様 

（対地域／国際事業者接続用インタフェース） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                 技別 8－1 

技術的条件集別表－８ （ＩＳＵＰ仕様） 
 

１．ＩＳＵＰ仕様は「ＴＴＣ標準 網間インタフェース 網間信号方式（ＩＳＤＮ網間信号方式）」 

   に準拠する。ベースドキュメントとして参照するＴＴＣ標準は次のとおりである。 

 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６１ ：第７版  2001年４月19日制定 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６２ ：第20版 2002年５月30日制定 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６３ ：第20版 2002年５月30日制定 

   ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６４ ：第12版 2002年５月30日制定 

 

２．本別表では上記に示すＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その  

 具体的内容を表８－１「ＩＳＵＰ仕様互換表」及び表８－２「ＩＳＵＰ信号一覧」に記述して 

 いる。なお、ＪＴ－Ｑ７６１及びＪＴ－Ｑ７６２に記述された用語，語句についてはＴＴＣ標 

 準の内容に準拠しているが、表８－１「ＩＳＵＰ仕様互換表」に記述されていない内容につい 

 ては当社としては使用しないこととする。 

 また、表８－２「ＩＳＵＰ信号一覧」には、当社と直接協定事業者間において使用する信号パ 

 ラメータの設定値及び信号の方向を記述している。 

 

３．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。 

   但し、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、また 

   ＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準，当社のどちらも規定していない事項につい 

   ては、その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合がある。 
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表８－１ ＩＳＵＰ仕様互換表 
 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

1. 概説   

1.0 本標準の範囲、参考文献、定義、略語 ベースドキュメントどおり  

1.0.1 本標準の範囲   

1.0.2 参考文献   

1.0.3 用語と定義   

1.0.4 略語   

1.0.5 コーディング原則の概要   

1.1 ルーチングラベル   

1.2 回線番号 ＣＩＣ設定フィールドは 13 ビットとする  

1.3 メッセージ種別 ベースドキュメントどおり  

1.4 フォーマッティングの原則   

1.5 固定長必須部   

1.6 可変長必須部   

1.7 オプション部   

1.8 

 

オプションパラメータの終了 

表示オクテット 

  

1.9 送出順序   

1.10 予備ビットのコーディング 予備ビットは送信時”0”を設定し、受信時無視とする  

1.11 国内用信号種別とパラメータ ベースドキュメントどおり  

1.12 メッセージ種別コードとパラメータ

コードの割当て 

  

1.13 ｢予備｣コードと｢留保｣コードの意味   

2. パラメータのフォーマットとコード   

2.1 メッセージ種別のコード ベースドキュメントどおり  

2.2 長さ表示のコーディング ベースドキュメントどおり  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

2.3 ポインタのコーディング ベースドキュメントどおり  

3. ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ      

3.1 パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

3.2 アクセス配送情報 使用しない  

3.3 アクセス転送 ベースドキュメントどおり  

3.4 自動輻輳レベル 使用しない  

3.5 逆方向呼表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.9 着番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.10 発番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.11 発ユーザ種別 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.12 理由表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.13 回線群監視メッセージ種別 使用しない  

3.14 回線状態表示(国内用) 第１版をサポートするためのオプションを使用する 

その他はベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.15 閉域接続インタロックコード 使用しない  

3.16 接続先番号 使用しない  

3.18 導通表示 使用しない  

3.20 オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.21 イベント情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.23 順方向呼表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.24 汎用ディジット(国内用) 使用しない  

3.25 汎用通知識別子 使用しない  

3.26 汎用番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

複数の汎用番号パラメータを受信した場

合、当社は透過中継とする 

3.33 メッセージコンパチビリティ情報 使用しない  

3.35 接続特性表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.36  網特有ファシリティ（国内用） 使用しない  

3.37  オプション逆方向呼表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.38 オプション順方向呼表示 使用しない  

3.39 第一着番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.41 パラメータコンパチビリティ情報 使用しない  

3.43 範囲と状態 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.44 転送元番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.45 着信転送情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.46 転送先番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.50 信号局コード（国内用） 使用しない  

3.52 中断／再開表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.53 中継網選択(国内用) 使用しない  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.54 通信路要求表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.57 ユーザサービス情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.59 ユーザテレサービス情報 使用しない  

3.60 ユーザ・ユーザ表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

ＩＡＭにおいてユーザ・ユーザ表示パラメ

ータ「種別」フィールドの設定項目「要求」

を受信した場合、ＡＣＭのユーザ・ユーザ

表示パラメータ「種別」フィールドの設定

項目に「応答」を設定する 

3.61 ユーザ・ユーザ情報 使用しない  

3.63 ＣＣＳＳ 使用しない  

3.65 コールトランスファ参照 使用しない  

3.67 ループ抑止表示 使用しない  

3.70 相関ｉｄ 使用しない  

3.71 ＳＣＦｉｄ 使用しない  

3.73 着ＩＮ番号 使用しない  

3.78 ＵＩＤ動作表示 使用しない  

3.79 ＵＩＤ能力表示 使用しない  

3.82 アプリケーション転送 使用しない  

3.84 ピボット能力 使用しない  

3.85 ピボットルーティング表示 使用しない  

3.86 着ディレクトリ番号（国内用） ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.87 第一着ＩＮ番号 使用しない  

3.88 発測地位置 使用しない  

3.93 ピボットルーティング回数 使用しない  

3.94 ピボットルーティング順方向情報 使用しない  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.95 ピボットルーティング逆方向情報 使用しない  

3.96 リダイレクション能力（国内用） ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.97 リダイレクション回数（国内用） ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.99 リダイレクション順方向情報 

（国内用） 

ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.100 リダイレクション逆方向情報 

（国内用） 

ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.102 網機能種別 使用しない  

3.103 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.104 課金情報 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.105 課金情報種別 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.106 契約者番号 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

3.107 移動通信用エンド情報転送 使用しない  

3.108 移動通信用呼番号 使用しない  

3.109 ＰＨＳ端末識別番号 使用しない  

3.110 発信者番号非通知理由 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

本パラメータは発番号パラメータが設定さ

れないあるいは通知不可となっている場合

のみ使用する 

3.111 国内用リダイレクション理由 使用しない 

 

 

3.112 付加ユーザ種別 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.113 課金情報遅延 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

 

 

3.114 事業者情報転送   

  a)経由情報転送表示 ベースドキュメントどおり 

但し設定値については表８－２を参照する 

設定値については、事前に接続事業者間で

の調整を行うこととする 

  b)事業者情報名   

  c)事業者情報従属パラメータ名   

   d)事業者識別コード   

   e)ＰＯＩ－料金区域情報   

  f)発事業者情報  ＩＡＭに常に設定 

  g)着事業者情報  ＡＣＭまたはＣＰＧに設定 

  h)選択中継事業者情報  中継事業者選択番号による事業者選択時に

設定 

  i)経由事業者情報  経由情報転送表示の内容に従って設定。但

し、６事業者以上の経由事業者情報の設定

を行う場合は事前に接続事業者間で調整を

行うこととする 

  j)ＳＣＰ事業者情報  受信可能なＳＣＰ事業者情報は最大２ＳＣ

Ｐ事業者までとする 

3.115 輻輳制御済み通知情報 使用しない  

3.116 発測地速度情報 使用しない  

3.117 緊急通報呼表示 ベースドキュメントどおり  

4 ＩＳＤＮユーザ部メッセージとコー

ド 

ベースドキュメントどおり  
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ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 接続事業者網間仕様 備  考 

 項 番 メッセージ種別   

表 4-1 ＡＣＭ 「メッセージ種別」「逆方向呼表示」「オプション逆方向呼表示」「理由表示」「ユーザ・ユー

ザ表示」「アクセス転送」「料金区域情報」「課金情報」「課金情報種別」「付加ユーザ種別」「課

金情報遅延」「事業者情報転送」「オプションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-2 ＡＮＭ 「メッセージ種別」「逆方向呼表示」「アクセス転送」「料金区域情報」「付加ユーザ種別」「オ

プションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-3 ＣＰＧ 「メッセージ種別」「イベント情報」「理由表示」「逆方向呼表示」「アクセス転送」「料金区

域情報」「課金情報」「課金情報種別」「付加ユーザ種別」「課金情報遅延」「事業者情報転送」

「オプション逆方向表示」「オプションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-4 ＣＱＲ ベースドキュメントどおり  

表 4-5 ＧＲＡ ベースドキュメントどおり  

表 4-12 ＩＡＭ 

 

「メッセージ種別」「接続特性表示」「順方向呼表示」「発ユーザ種別」「通信路要求表示」「着

番号」「発番号」「転送元番号」「着信転送情報」「第一着番号」「アクセス転送」「ユーザサー

ビス情報」「汎用番号」「料金区域情報」「契約者番号」「発信者番号非通知理由」「付加ユー

ザ種別」「事業者情報転送」「緊急通報呼表示」「リダイレクション能力」「リダイレクション

回数」「リダイレクション順方向情報」「着ディレクトリ番号」「オプションパラメータ終了

表示」を使用する 

 

 

表 4-13 ＲＥＬ 「メッセージ種別」「理由表示」「転送先番号」「リダイレクション回数」「リダイレクション

逆方向情報」「オプションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-14 ＲＬＣ 「メッセージ種別」のみ使用する  

表 4-18 ＳＵＳ，ＲＥＳ 「メッセージ種別」「中断／再開表示」のみ使用する  

表 4-19 ＢＬＯ，ＢＬＡ，ＲＳＣ， 

ＵＢＬ，ＵＢＡ 

ベースドキュメントどおり  

表 4-21 ＧＲＳ，ＣＱＭ ベースドキュメントどおり  

表 4-29 ＳＧＭ 使用しない  

表 4-34 ＣＨＧ ベースドキュメントどおり  

(注１) 本互換表に規定されているパラメータのみ使用することを原則とし、規定されていないパラメータを使用する場合においては別途該当事    

業者間で協議の対象とする。 

(注２) 中継事業者は原則的に受信情報を透過中継する。 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

1. 概説 

ベースドキュメントどおり 

 1.1  本標準の範囲 

 1.2 参考文献 

 1.3 定義 

 1.4 略語 

2. 基本呼制御と信号手順  

 2.1  完了の呼設定  

 2.1.1  順方向アドレス信号制御－一括転送制御 ベースドキュメントどおり 

 2.1.1.1 発交換機で必要な動作 ・コネクションタイプは「音声」，「３．１ｋＨｚオーディオ」 

のみ使用する 

・ユーザテレサービス情報がアドレス情報に含まれる場合でも、後

位レイヤ整合性情報が含まれない場合もある 

 （全ての項番について同様） 

 2.1.1.2 中継交換機の動作 
簡易分割手順は使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.1.6 着交換機の動作 

 2.1.3 発番号 ベースドキュメントどおり 

 2.1.4 アドレス完了メッセージ、接続メッセージ 

接続メッセージ（ＣＯＮ），及びアクセス配送表示は使用しない（全

ての項番について同様） 

 2.1.4.1 着交換機の動作 

 2.1.4.2 中継交換機の動作 

 2.1.4.6 発交換機の動作 

 2.1.4.7 着交換機におけるパス接続及び応答待表示の送出 

 2.1.4.8 相互接続がある場合のアドレス完了メッセージの返送 

 2.1.4.9 アクセス配送表示 

 2.1.5 呼経過メッセージ（基本呼） 

ベースドキュメントどおり 
 2.1.5.1 着交換機で必要な動作 

 2.1.5.2 中継交換機で必要な動作 

 2.1.5.3 発交換機で必要な動作 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

 2.1.7   応答メッセージ 

ベースドキュメントどおり 

 2.1.7.1 着交換機で必要な動作 

 2.1.7.2 中継交換機で必要な動作 

 2.1.7.6 発交換機で必要な動作 

 2.1.7.7 自動ユーザからの応答の返送 

 2.1.8 導通試験 使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.9 課金 ベースドキュメントどおり 

 2.1.11 中継網選択（国内使用） 使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.12 簡易分割 使用しない（全ての項番について同様） 

 2.1.12.1 勧告Ｑ７６７及びＩＳＵＰ‘８８版ＩＳＤＮユーザ部との相互接続 

 2.2 不完了呼設定 

ベースドキュメントどおり 

 2.2.1  切断メッセージを生成し、送信する交換機の動作 

 2.2.2 中継交換機の動作 

 2.2.3 制御交換機の動作 

 2.2.4 トーン及びアナウンス 

 2.3 正常の呼解放 

ベースドキュメントどおり 

 2.3.1  発ユーザにより起動された切断 

 2.3.2 着ユーザ起動の切断 

 2.3.3 網起動の切断 

 2.3.4 アドレスメッセージ内情報の保存と廃棄 

 2.3.5 先行切断情報転送 使用しない（全ての項番について同様） 

 2.4  中断／再開 
ベースドキュメントどおり 

また、当社網にてユーザ起動の中断，再開が起動されることはない 
 2.4.1   中断 

 2.4.2   再開 

 2.4.3   タイマＴ６またはＴ38のタイムアウト 切断メッセージに設定する理由表示として＃16以外が設定される場

合がある（全ての項番について同様） 
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ＪＴ-Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

 2.7  エコー制御信号手順 

使用しない（全ての項番について同様） 

 2.7.1  導入 

 2.7.3 簡易エコー制御信号手順 

 2.7.3.1 概説 

 2.7.3.1.2 順方向 

 2.7.3.1.2.1 発交換機の動作 

 2.7.3.1.2.2 中継交換機の動作 

 2.7.3.1.2.3 着交換機の動作 

 2.7.3.1.3 逆方向 

 2.7.3.1.3.1 着交換機の動作 

 2.7.3.1.3.2 中継交換機の動作 

 2.7.3.1.3.3 発交換機の動作 

 2.8 網機能 

回線群閉塞/回線群閉塞解除手順については使用しない（全ての項番

について同様） 

 2.8.1  自動再試行 

 2.8.2 回線及び回線群の閉塞と閉塞解除 

 2.8.2.1 閉塞メッセージ受信時のその他の動作 

 2.8.2.2 回線群閉塞及び閉塞解除メッセージ 

 2.8.2.3 閉塞及び回線群閉塞の異常手順 

 2.8.3 回線群状態要求 

 2.8.3.1 概要 

 2.8.3.2 回線状態の解釈 

 2.8.3.2A   回線状態の解釈 使用しない 

 2.8.3.3A   検査手順 「呼処理状態に誤りがある場合の措置」に関する動作差分について

付表１にまとめる（なお、交換機タイプにより２種類の差分内容が

ある） 

 2.8.3.3A.1   呼処理状態に誤りがある場合の措置 

 2.8.3.3A.2   保守状態において誤りがあった場合の措置 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 
網間仕様 

項番 項目 

 2.9  異常状態  

 2.9.1  二重捕捉 

ベースドキュメントどおり  2.9.1.1 制御不可の時間 

 2.9.1.2 二重捕捉の検出 

 2.9.1.3 防止動作 当社網は方法２を使用する 

 2.9.1.4 二重捕捉の検出時に取るべき動作 ベースドキュメントどおり 

 2.9.2 交換機間ディジタル回線の伝送警告処理 ベースドキュメントどおり 

 2.9.3 回線および回線群のリセット 

マルチレートコネクションタイプは使用しない（全ての項番につい

て同様） 

 2.9.3.1 回線リセットメッセージ 

 2.9.3.2 回線群リセットメッセージ 

 2.9.3.3 異常回線群リセットメッセージ手順 

 2.9.4 閉塞/閉塞解除手順の誤り ベースドキュメントどおり 

 2.9.5 不合理信号情報の受信 

基本的に資料「ＩＳＵＰ仕様互換表」で「使用する」としているメ

ッセージ／パラメータ以外のものは、送信側で規制する。また、「認

識不可情報と同じメッセージで受信されたコンパチビリティ情報」，

及び「コンフュージョンメッセージ」を用いた手順は使用しない（全

ての項番について同様） 

 2.9.5.1 予期しないメッセージの処理 

 2.9.5.2 認識不可信号情報メッセージとパラメータ受信時の一般的要求 

 2.9.5.3 認識不可メッセージ又はパラメータの処理 

 2.9.5.3.1 認識不可メッセージ 

 2.9.5.3.2 認識不可パラメータ 

 2.9.5.3.3 認識不可パラメータ値 

 2.9.5.4 認識不可情報送信を通知する応答の処理手順 

 2.9.5.4.1 タイプＡ交換機 

 2.9.5.4.2 タイプＢ交換機 

 2.9.5.5 不合理情報処理に対する手順 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 網間仕様 

項番 項目  

 2.9.6   復旧完了メッセージの受信不可－タイマＴ１及びＴ５ ベースドキュメントどおり 

 2.9.8 他の失敗状態  

 2.9.8.1 切断メッセージに対して切断不可の場合 使用しない 

 2.9.8.2 呼失敗 
ベースドキュメントどおり 

 2.9.8.3 異常切断条件 

 2.11 自動輻輳制御 

使用しない（全ての項番について同様）  2.11.1  輻輳レベルパラメータを含む切断メッセージの受信 

 2.11.2 過負荷時の動作 

 2.15 信号長オーバメッセージ ベースドキュメントどおり 

 2.20  発測地位置手順 

使用しない（全ての項番について同様）  2.20.1   序文 

 2.20.2  測地情報の転送 
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ＪＴ－Ｑ７６４の参照節 仕様 

項目  

付属資料Ａ ＩＳＤＮユーザ部のタイマ Ｔ２，Ｔ８，Ｔ10，Ｔ11，Ｔ18～Ｔ21，Ｔ34タイマは使用しない（全

ての項番について同様） 

付属資料Ｂ 基本呼制御信号手順 ベースドキュメントどおり 

付属資料Ｆ 理由表示値 ベースドキュメントどおり 

付属資料Ｈ 状態遷移図 ・以下のメッセージ種別に関する箇所は使用しない（全ての項番に 

 ついて同様） 

 -信号手順制御 

  ・回線群閉塞（ＣＧＢ） 

  ・回線群閉塞確認（ＣＧＢＡ） 

  ・回線群閉塞解除（ＣＧＵ） 

  ・回線群閉塞解除確認（ＣＧＵＡ） 

 -呼処理制御 

  ・導通試験（ＣＯＴ） 

  ・網リソース管理（ＮＲＭ） 

  ・分割（ＳＧＭ） 

  ・順方向転送（ＦＯＴ） 

  ・接続（ＣＯＮ） 

 -回線監視制御 

  ・導通試験（ＣＯＴ） 

  ・回線群閉塞（ＣＧＢ） 

  ・回線群閉塞確認（ＣＧＢＡ） 

  ・回線群閉塞解除（ＣＧＵ） 

  ・回線群閉塞解除確認（ＣＧＵＡ） 

・入側/出側呼処理制御ＳＤＬにおいて、通信中にＣＨＧを受信する

ケースは本仕様の規定外とする（全ての項番について同様） 

付属資料ａ 事業者間料金精算方式 ベースドキュメントどおり。但し、当社網では、以下の機能を具備

しない（全ての項番について同様） 

・選択中継事業者情報の設定 

・リダイレクション機能 

付属資料ｂ 輻輳制御に対する二重制御の抑止 使用しない 

付属資料ｃ 優先接続における固定塗替で選択された事業者名の音声通知手順 使用しない 

付属資料ｄ 緊急通報呼の発信手順 ベースドキュメントどおり 
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付表１ 呼処理状態に誤りがある場合の措置について（差異がある箇所のみ記述） 

呼処理状態に誤りがある場合 措置－交換機（タイプ１） 措置－交換機（タイプ２） 

自局が出側回線使用中または入り側回線使用中で、相手局が

未実装の場合 

・ 相手局閉塞とする 

・ 回線を空きにする 

・ 保守システムへ通報する 

ベースドキュメントどおり 

自局が回線空きで、相手局が出側回線使用中または入側回線

使用中の場合 

ベースドキュメントどおり ・相手局側で回線を空きにするため切断メッセージを  

  送出する 

・復旧完了メッセージ受信回線を空きにする 

自局が回線使用中で、相手局が回線空きの場合 ベースドキュメントどおり ・切断メッセージを送出する 

・復旧完了メッセージ受信回線を空きにする 

 

 



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

接続特性表示

ＢＡ 衛星回線表示

00 接続において衛星回線なし ○ ○

01 接続において衛星1回線あり ○ ○

10 接続において衛星2回線あり ○ ○

11 予備 － －

ＤＣ 導通試験表示

00 導通試験不要 ○ ○

01 導通試験必要 － －

10 前位で導通試験実施 － －

11 予備 － －

Ｅ エコー制御回路表示

0 出回線にハーフエコー制御回路を挿入せず ○ ○

1 出回線にハーフエコー制御回路を挿入 － －

Ｈ～Ｆ 予備 － －

順方向呼表示

Ａ 国内／国際呼表示

0 国内呼として処理される呼 ○ ○

1 国際呼として処理される呼 ○ －

ＣＢ エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

01～11 予備 － －

Ｄ 相互接続表示

0 相互接続なし ○ ○

1 相互接続あり ○ ○

Ｅ エンド・エンド情報表示

0 エンド・エンド情報利用できない ○ ○

1 予備 － －

Ｆ ISUP1リンク表示

0 ISUP1リンクでない ○ ○

1 ISUP1リンクである ○ ○

ＨＧ ISUP1リンク希望表示

00 ISUP1リンクを希望するが必須でない ○ ○

01 ISUP1リンクを希望しない ○ ○

10 ISUP1リンクを希望し必須である ○ ○

11 予備 － －

Ｉ ISDNアクセス表示

0 発側のユーザ･網インタフェースが非ISDN ○ ○

1 発側のユーザ･網インタフェースがISDN ○ ○

ＫＪ SCCP法表示

00 表示なし ○ ○

01～11 予備 － －

Ｌ 予備 － －

Ｐ～Ｍ 国内使用に留保 － －

発ユーザ種別

Ｈ～Ａ 発ユーザ種別

00000000 発ユーザ種別不明 － －

00000001～00000101 予備 － －

00000110，111，1000
相互協定によって選ばれた特別の言語を管理するのに
利用 ○ －

00001001 国内台 ○ －

00001010 一般発ユーザ ○ ○

00001011 優先発ユーザ ○ ○

00001100 データ呼（音声帯域データ） － －

00001101 試験呼 ○ ○

00001110 予備 － －

00001111 公衆電話 ○ ○

00010000～11110000 予備 － －

11110001～11111110 国内使用のため留保 － －

11111111 予備 － －

ＩＡＭフォーマット1／35 



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

通信路要求表示

Ｈ～Ａ 通信路要求表示

00000000 音声 ○ ○

00000001 予備 － －

00000010 64kbit/s非制限 ○ ○

00000011 3.1kHzオーディオ ○ ○

00000100～00000111 予備 － －

00001000 384kbit/s非制限 － －

00001001～11111111 予備 － －

着番号パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

着番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － ○

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

Ｌ～Ｉ 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN(電話)番号計画 ○ ○

010～111 予備 － －

Ｐ 網内番号表示(INN表示)

0 網内のルーティング可 ○ ○

1 網内のルーティング不可 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大13oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00001010 発番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

発番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 ○ ○

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 ○ ○

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＪＩ 網検証識別

00 予備 － －

01 ユーザ投入、網検証あり、成功 ○ ○

ＩＡＭフォーマット2／35 



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

10 留保 － －

11 網投入 ○ ○

ＬＫ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011 予備 － －

その他 予備 － －

Ｐ 発番号不完全表示(NI表示)

0 完全 ○ ○

1 不完全 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000011 アクセス転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

アクセス転送 JT-Q931 4.5章に記述されたようにコード化される ○ ○

（最大80oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00011101 ユーザ・サービス情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

ユーザ・サービス情報 JT-Q931に記された伝達機能情報エレメントと同一に ○ ○

コード化される（最大11oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11000000 汎用番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

汎用番号

Ｈ～Ａ 番号情報識別子

00000000～00000101 留保 － －

00000110 付加発番号 ○ ○

00000111 付加第一着番号 ○ ○

00001000～00001001 留保 － －

00001010～01111111 予備 － －

10000000～11111110 国内使用のため留保 － －

11111111 拡張のため留保 － －

Ｏ～Ｉ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 不定 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｐ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＲＱ 網検証識別

00 留保 － －

ＩＡＭフォーマット3／35 
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フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

01 ユーザ投入、網検証あり、成功 ○ ○

10 留保 － －

11 網投入 ○ ○

ＴＳ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｗ～Ｕ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011～101 留保 － －

110 国内使用のため留保 － －

111 予備 － －

Ｘ 番号不完全表示

0 完全 ○ ○

1 不完全 － －

　～Ｙ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00001011 転送元番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

転送元番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＪＩ 予備 － －

ＬＫ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011 データ番号計画 － －

100 テレックス番号計画 － －

101 国内使用のため留保（私設番号計画） － －

110 国内使用のため留保 － －

111 予備 － －

Ｐ 　 予備 － －

　～Ｑ アドレス情報（最大8oct） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010011 着信転送情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

ＩＡＭフォーマット4／35 



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

着信転送情報

Ｃ～Ａ 転送表示

000 転送なし（国内使用） － －

001 転送呼 － －

010 転送呼、全ての転送情報規制 － －

011 着信転送呼 ○ ○

100 着信転送呼、全ての転送情報規制 ○ ○

101 転送呼、着信転送番号規制 － －

110 着信転送呼、全ての着信転送番号規制 － －

111 予備 － －

Ｄ 予備 － －

Ｈ～Ｅ 第一転送理由

0000 不定/使用不可 － －

0001 話中 ○ ○

0010 無応答 ○ ○

0011 無条件 ○ ○

0100 呼び出し中呼毎着信転送 ○ ○

0101 即時レスポンス呼毎着信転送 ○ ○

0110 移動端末着信不可 ○ ○

0111～1111 予備 － －

Ｋ～Ｉ 　 転送回数（1から5の間のバイナリ数） ○ ○

Ｌ 予備 － －

Ｐ～Ｍ 転送理由

0000 不定/使用不可 － －

0001 話中 ○ ○

0010 無応答 ○ ○

0011 無条件 ○ ○

0100 呼び出し中呼毎着信転送 ○ ○

0101 即時レスポンス呼毎着信転送 ○ ○

0110 移動端末着信不可 ○ ○

0111～1111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00101000 第一着番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

第一着番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 国内番号 ○ ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

ＪＩ 予備 － －

ＬＫ 表示識別

00 表示可 ○ ○

01 表示不可 ○ ○

10 使用不可 － －

11 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 留保（不定） － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

010 予備 － －

011 データ番号計画 － －
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表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

100 テレックス番号計画 － －

101 国内使用のため留保（私設番号計画） － －

110 国内使用のため留保 － －

111 予備 － －

Ｐ 　 予備 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ ○

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 アドレス情報の桁数が偶数 － －

1 アドレス情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｉ 情報（3oct） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111001 契約者番号 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

契約者番号

Ｇ～Ａ 番号種別

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備 － －

0000011 国内番号 ○ ○

その他 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 　 番号ディジットの桁数が偶数 ○ ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ ○

Ｌ～Ｉ 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN（電話）番号計画 ○ ○

その他 予備 － －

Ｐ 予備 － －

　～Ｑ アドレス情報(最大8oct) ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110101 発信者番号非通知理由 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

発信者番号非通知理由

Ｇ～Ａ 発番号非通知理由

0000000 予備 － －

0000001 ユーザ拒否のため通知不可 ○ ○

0000010 サービス競合のため通知不可 ○ ○

0000011 公衆電話発信のため通知不可 ○ ○

0000100～1111110 予備 － －

1111111 拡張のため留保 － －

Ｈ 拡張表示

0 留保 － －

1 最終オクテット ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名
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表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

11110011 付加ユーザ種別 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ 付加ユーザ種別名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ ○

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ ○

11111110 固定系付加ユーザ種別1 ○ －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ 固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 ○ －

の場合 00000010 ピンク ○ －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ 移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） － ○

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） － －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） － －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） ○ －

00000101 PHS通信（PHSサービス） ○ －

00000101～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ 移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） － －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） － －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） － －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） － －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） － －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） － ○

00000111 移動通信（イリジウム衛星） － －

00001000 移動通信（IMT2000） － －

00001001 PHS通信（PHS活用型） ○ －

00001000～11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110001 事業者情報転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

事業者情報転送

ＢＡ 経由情報転送表示

00 転送なし ○ ○

01 順方向 ○ ○

10 逆方向 ○ ○

11 両方向 ○ ○

Ｈ～Ｃ 予備 － －

（繰り返しあり）Ｐ～Ｉ 事業者情報名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111001 予備 － －

11111010 SCP事業者情報 ○ －

11111011 発事業者情報 ○ ○

11111100 着事業者情報 － －

11111101 選択中継事業者情報 ○ －

11111110 経由事業者情報 ○ ○

11111111 予備 － －
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表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｘ～Ｑ 事業者情報長 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111011" 00000000 予備 － －

発事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

（繰り返しあり） 11111100 POI-階梯情報 ○ －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 ○ ○

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

“11111101” Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

選択中継事業者 00000000 予備 － －

情報の場合 00000001～10000000 網固有情報 － －

“11111110” 10000001～11111011 予備 － －

経由事業者情報 11111100 POI-階梯情報 ○ ○

の場合 11111101 POI-料金区域情報 ○ ○

（繰り返しあり） 11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・料金 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

区域情報 Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 POI・料金区域情報の桁数が偶数 － －

1 POI・料金区域情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ POI-料金区域情報 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111010" 00000000 予備 － －

SCP事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －
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表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 POI-階梯情報 － －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ －

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ －

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11010111 緊急通報呼表示 － ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す － ○

緊急通報呼表示

ＢＡ 緊急通報呼種別

00 種別を特定しない － ○

01 予備 － －

10 予備 － －

11 予備 － －

Ｈ～Ｃ 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

01001110 リダイレクション能力 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

リダイレクション能力

ＣＢＡ リダイレクション可能表示

000 未使用 － －

001 ACM以前、リダイレクション可能 ○ －

010 ANM以前、リダイレクション可能 － －

011 常時リダイレクション可能 － －

100～111 予備 － －

Ｇ～Ｄ 予備 － －

Ｈ 拡張表示

0 次オクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

10001011 リダイレクション順方向情報 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

リダイレクション順方向情報

Ｈ～Ａ 情報種別識別子

00000000 未使用 － －

00000001 起動交換機への切戻し可能 － －

00000010 起動交換機への切戻し用呼識別子 － －

00000011 リダイレクション実行表示 ○ －

00000100 リダイレクション起動理由 － －

00000101～11111111 予備 － －

Ｐ～Ｉ 情報種別長 ○ －

リダイレクショ Ｇ～Ａ リダイレクション実行理由

ン実行表示の場合 0000000 不定／無効 － －

0000001 事業者間ポータビリティ（国内用） － －

0000010 ロケーションポータビリティのため留保 － －

0000011 サービスポータビリティのため留保 － －

0000100～0111111 予備 － －

1000000～1111101 国内使用のため留保 － －
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表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

1111110
一般番号ポータビリティ（LNP）／
携帯電話番号ポータビリティ（MNP）（国内用） ○ －

1111111 国内使用のため留保 － －

Ｈ 拡張表示

0 次オクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ －

Ｋ～I 実行交換機リダイレクション可能表示

000 表示なし － －

001 ACM以前、リダイレクション可能 ○ －

010 ANM以前、リダイレクション可能 － －

011 常時リダイレクション可能 － －

100～111 予備 － －

Ｐ～Ｌ 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

01110111 リダイレクション回数 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

リダイレクション回数

Ｅ～Ａ ○ －

Ｈ～Ｆ 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

01111101 着ディレクトリ番号 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

着ディレクトリ番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 ○ －

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 ○ －

1 番号ディジットの桁数が奇数 ○ －

Ｌ～Ｉ 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN(電話)番号計画 ○ －

010～111 予備 － －

Ｐ 網内番号表示(INN表示)

0 網内のルーティング可 － －

1 網内のルーティング不可 ○ －

　～Ｑ アドレス情報 ○ －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

リダイレクション回数（リダイレクションした回数のバ
イナリ数）
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フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

逆方向呼表示

ＢＡ 課金表示

00 表示なし ○ ○

01 非課金 ○ ○

10 課金 ○ ○

11 予備 － －

ＤＣ 着ユーザ状態表示(CLS)

00 表示なし ○ ○

01 加入者空 ○ ○

10 空きのとき接続 － －

11 予備 － －

ＦＥ 着ユーザ種別表示

00 表示なし ○ ○

01 一般ユーザ ○ ○

10 公衆電話 ○ －

11 予備 － －

ＨＧ注 エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

01～11 予備 － －

Ｉ注 相互接続表示

0 相互接続なし ○ ○

1 相互接続あり ○ ○

Ｊ注 エンド・エンド情報表示 － －

0 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

1 予備 － －

注:G～K Ｋ注 ISUP1リンク表示

プロトコル 0 ISUP1リンクでない ○ ○

制御表示 1 ISUP1リンクである ○ ○

(PCI) Ｌ 保留表示

0 保留必要なし ○ ○

1 予備 － －

Ｍ ISDNアクセス表示

0 着側のユーザ･網インタフェースが非ISDN ○ ○

1 着側のユーザ･網インタフェースがISDN ○ ○

Ｎ エコー制御回路表示

0 入エコー制御回路挿入なし ○ ○

1 入エコー制御回路挿入済み － －

ＰＯ SCCP法表示

00 表示なし ○ ○

01～11 予備 － －

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00101001 オプション逆方向呼表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション逆方向呼表示

Ａ インバンド情報表示

0 表示なし ○ －

1
インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可
能 ○ ○

Ｂ 着信転送可能性表示

0 表示なし ○ ○

1 順方向呼発生 － －

Ｃ 簡易分割表示

0 付加情報が送出されない ○ ○

1 付加情報は分割メッセージで送出される － －

Ｄ MLPPユーザ表示 － －

Ｈ～Ｅ 国内使用に留保 － －

ＡＣＭフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010010 理由表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

理由表示 RELの理由表示を参照 ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00101010 ユーザ・ユーザ表示 － ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す － ○

ユーザ・ユーザ表示

Ａ 種別

0 要求 － －

1 応答 － ○

Aが'0'の ＣＢ サービス1

場合 00 情報なし － －

01 予備 － －

10 要求、必須でない － －

11 要求、必須 － －

ＥＤ サービス2

00 情報なし － －

01 予備 － －

10 要求、必須でない － －

11 要求、必須 － －

ＧＦ サービス3

00 情報なし － －

01 予備 － －

10 要求、必須でない － －

11 要求、必須 － －

Ｈ 予備 － －

Aが'1'の ＣＢ サービス1

場合 00 情報なし

01 提供しない － ○

10 提供 － －

11 予備 － －

ＥＤ サービス2

00 情報なし － ○

01 提供しない － －

10 提供 － －

11 予備 － －

ＧＦ サービス3

00 情報なし － ○

01 提供しない － －

10 提供 － －

11 予備 － －

Ｈ 網破棄表示

0 情報なし － －

1 UUIは網によって破棄された － ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000011 アクセス転送 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

アクセス転送 JT-Q931 4.5章に記されたようにコード化される ○ －

（最大80oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111011 課金情報 ○ ○

パラメータ長

ＡＣＭフォーマット2／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報

Ｈ～Ａ 単位料金表示

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111011 予備 － －

11111100 単位料金　 100円 ○ －

11111101 単位料金　  10円 ○ ○

11111110 表示なし ○ ○

11111111 予備 － －

Ｏ～Ｉ 課金レート情報種別

0000000 予備 － －

0000001～1000000 網固有情報として留保 － －

1000001～1111011 予備 － －

1111100 柔軟課金レート指示（公衆） ○ ○

1111101 柔軟課金レート指示（一般） ○ ○

1111110 柔軟課金レート情報なし ○ ○

1111111 予備 － －

Ｐ 拡張表示

0 次のオクテットに続く ○ ○

1 最終オクテット ○ ○

Ｘ～Ｑ 課金レート情報長（バイナリで表示） ○ ○

　～Ｙ 課金レート情報内容（一括登算度数及び課金間隔） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111010 課金情報種別 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

課金情報種別

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000～00000010 網固有情報として留保 － －

00000011 応用課金レート転送 － －

00000100～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111101 予備 － －

11111110 課金レート転送 ○ －

11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110010 課金情報遅延 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報遅延

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111100 予備 － －

11111101 課金レート転送 ○ ○

11111110 着信地域情報 ○ ○

11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　付加ユーザ種別名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

ＡＣＭフォーマット3／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ ○

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ ○

11111110 固定系付加ユーザ種別1 ○ －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 ○ －

の場合 00000010 ピンク ○ －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） － ○

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） － －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） － －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） ○ －

00000101 PHS通信（PHSサービス） ○ －

00000110～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） － －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） － －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） － －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） － －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） － －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） － ○

00000111 移動通信（イリジウム衛星） － －

00001000 移動通信（IMT2000） － －

00001001 PHS通信（PHS活用型） ○ －

00001010～11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110001 事業者情報転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

事業者情報転送

ＢＡ 経由情報転送表示

00 転送なし ○ ○

01 順方向 － －

10 逆方向 － －

11 両方向 － －

Ｈ～Ｃ 予備 － －

（繰り返しあり） Ｐ～Ｉ 事業者情報名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111001 予備 － －

11111010 SCP事業者情報 ○ －

11111011 発事業者情報 － －

11111100 着事業者情報 ○ ○

11111101 選択中継事業者情報 ○ －

11111110 経由事業者情報 ○ ○

11111111 予備 － －

Ｘ～Ｑ 事業者情報長 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111100" 00000000 予備 － －

着事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

（繰り返しあり） 11111100 POI-階梯情報 ○ －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

ＡＣＭフォーマット4／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

“11111101” Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名 ○ ○

選択中継事業者 00000000 予備 － －

情報の場合 00000001～10000000 網固有情報 － －

“11111110” 10000001～11111011 予備 － －

経由事業者情報 11111100 POI-階梯情報 ○ ○

の場合 11111101 POI-料金区域情報 ○ ○

（繰り返しあり） 11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・料金 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

区域情報 Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示 ○ ○

0 POI・料金区域情報の桁数が偶数 － －

1 POI・料金区域情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ POI-料金区域情報 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名 ○ －

“11111010" 00000000 予備 － －

SCP事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 POI-階梯情報 － －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ －

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ －

ＡＣＭフォーマット5／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ ○

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 アドレス情報の桁数が偶数 － －

1 アドレス情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｉ 情報（3oct） ○ ○

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＡＣＭフォーマット6／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

イベント情報

Ｇ～Ａ イベント表示

0000000 予備 － －

0000001 呼出中 ○ ○

0000010 経過表示 ○ ○

0000011 インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可能 ○ ○

0000100～1111111 予備 － －

Ｈ イベント提示制限表示

0 表示なし ○ ○

1 提示制限 － －

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010001 逆方向呼表示 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

逆方向呼表示

ＢＡ 課金表示

00 表示なし ○ －

01 非課金 ○ －

10 課金 ○ －

11 予備 － －

ＤＣ 着ユーザ状態表示（CLS）

00 表示なし ○ －

01 加入者空 ○ －

10 空きのとき接続 － －

11 予備 － －

ＦＥ 着ユーザ種別表示

00 表示なし ○ －

01 一般ユーザ ○ －

10 公衆電話 ○ －

11 予備 － －

ＨＧ注 エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ －

00～11 予備 － －

Ｉ注 相互接続表示

0 相互接続なし ○ －

1 相互接続あり ○ －

Ｊ注 エンド・エンド情報表示

0 エンド・エンド情報利用できない ○ －

1 予備 － －

注:G～K Ｋ注 ISUP1リンク表示

プロトコル 0 ISUP1リンクでない ○ －

制御表示 1 ISUP1リンクである ○ －

(PCI) Ｌ 保留表示

0 保留必要なし ○ －

1 保留必要 － －

Ｍ ISDNアクセス表示

0 着側のユーザ･網インタフェースが非ISDN ○ －

1 着側のユーザ･網インタフェースがISDN ○ －

Ｎ エコー制御回路表示

0 入エコー制御回路挿入なし ○ －

1 入エコー制御回路挿入済み － －

ＰＯ SCCP法表示

00 表示なし ○ －

01～11 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

ＣＰＧフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

00101001 オプション逆方向呼表示 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

オプション逆方向呼表示

Ａ インバンド情報表示

0 表示なし ○ －

1 インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可能 ○ －

Ｂ 着信転送可能性表示

0 表示なし ○ －

1 順方向呼発生 － －

Ｃ 簡易分割表示

0 付加情報が送出されない ○ －

1 付加情報は分割メッセージで送出される － －

Ｄ MLPPユーザ表示 － －

Ｈ～Ｅ 国内使用に留保 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010010 理由表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

理由表示 RELの理由表示を参照 ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000011 アクセス転送 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

アクセス転送 JT-Q931 4.5章に記されたようにコード化される ○ －

（最大80oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111011 課金情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報

Ｈ～Ａ 単位料金表示

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111011 予備 － －

11111100 単位料金　 100円 ○ －

11111101 単位料金　  10円 ○ ○

11111110 表示なし ○ ○

11111111 予備 － －

Ｏ～Ｉ 課金レート情報種別

0000000 予備 － －

0000001～1000000 網固有情報として留保 － －

1000001～1111011 予備 － －

1111100 柔軟課金レート指示（公衆） ○ ○

1111101 柔軟課金レート指示（一般） ○ ○

1111110 柔軟課金レート情報なし ○ ○

1111111 予備 － －

Ｐ 拡張表示

0 次のオクテットに続く ○ ○

1 最終オクテット ○ ○

Ｘ～Ｑ 課金レート情報長（バイナリで表示） ○ ○

　～Ｙ 課金レート情報内容（一括登算度数及び課金間隔） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111010 課金情報種別 ○ ○

パラメータ長

ＣＰＧフォーマット2／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報種別

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000～00000010 網固有情報として留保 － －

00000011 応用課金レート転送 － －

00000100～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111101 予備 － －

11111110 課金レート転送 ○ ○

11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110010 課金情報遅延 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報遅延

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111100 予備 － －

11111101 課金レート転送 ○ ○

11111110 着信地域情報 ○ ○

11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　付加ユーザ種別名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ ○

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ ○

11111110 固定系付加ユーザ種別1 ○ －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 ○ －

の場合 00000010 ピンク ○ －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） － ○

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） － －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） － －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） ○ －

00000101 PHS通信（PHSサービス） ○ －

00000110～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） － －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） － －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） － －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） － －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） － －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） － ○

00000111 移動通信（イリジウム衛星） － －

00001000 移動通信（IMT2000） － －

ＣＰＧフォーマット3／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

00001001 PHS通信（PHS活用型） ○ －

00001010～11111111 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110001 事業者情報転送 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

事業者情報転送

ＢＡ 経由情報転送表示

00 転送なし ○ ○

01 順方向 － －

10 逆方向 － －

11 両方向 － －

Ｈ～Ｃ 予備 － －

（繰り返しあり） Ｐ～Ｉ 事業者情報名

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報 － －

10000001～11111001 予備 － －

11111010 SCP事業者情報 ○ －

11111011 発事業者情報 － －

11111100 着事業者情報 ○ ○

11111101 選択中継事業者情報 ○ －

11111110 経由事業者情報 ○ ○

11111111 予備 － －

Ｘ～Ｑ 事業者情報長 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111100" 00000000 予備 － －

着事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

（繰り返しあり） 11111100 POI-階梯情報 ○ －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ －

0001 階梯1 ○ －

0010 階梯2 ○ －

0011～1111 予備 － －

“11111101” Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

選択中継事業者 00000000 予備 － －

情報の場合 00000001～10000000 網固有情報 － －

“11111110” 10000001～11111011 予備 － －

経由事業者情報 11111100 POI-階梯情報 ○ ○

の場合 11111101 POI-料金区域情報 ○ ○

（繰り返しあり） 11111110 事業者識別コード ○ ○

11111111 予備 － －

POI・階梯 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

情報 Ｔ～Ｑ 出側POI-階梯情報

ＣＰＧフォーマット4／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

Ｘ～Ｕ 入側POI-階梯情報

0000 表示無し ○ ○

0001 階梯1 ○ ○

0010 階梯2 ○ ○

0011～1111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ ○

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ ○

1 事業者識別コードの桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ 事業者識別コード ○ ○

POI・料金 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長

区域情報 Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示 ○ ○

0 POI・料金区域情報の桁数が偶数 － －

1 POI・料金区域情報の桁数が奇数 ○ ○

　～Ｙ POI-料金区域情報 ○ ○

Ｈ～Ａ 事業者情報従属パラメータ名

“11111010" 00000000 予備 － －

SCP事業者 00000001～10000000 網固有情報 － －

情報の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 POI-階梯情報 － －

11111101 POI-料金区域情報 － －

11111110 事業者識別コード ○ －

11111111 予備 － －

事業者識別 Ｐ～Ｉ 事業者情報従属パラメータ長 ○ －

コード Ｗ～Ｑ 予備 － －

Ｘ 奇数／偶数表示

0 事業者識別コードの桁数が偶数 ○ －

1 事業者識別コードの桁数が奇数 － －

　～Ｙ 事業者識別コード ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ －

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 アドレス情報の桁数が偶数 － －

1 アドレス情報の桁数が奇数 ○ －

　～Ｉ 情報（3oct） ○ －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＣＰＧフォーマット5／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

課金情報種別

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000000～00000010 網固有情報として留保 － －

00000011 応用課金レート転送 － －

00000100～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111101 予備 － －

11111110 課金レート転送 ○ ○

11111111 予備 － －

課金情報パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

課金情報

課金情報 Ｈ～Ａ 単位料金表示

種別 が 00000000 予備 － －

"11111110" 00000001～10000000 網固有情報 － －

の場合 10000001～11111011 予備 － －

11111100 単位料金　 100円 ○ －

11111101 単位料金　  10円 ○ ○

11111110 表示なし ○ ○

11111111 予備 － －

Ｏ～Ｉ 課金レート情報種別

0000000 予備 － －

0000001～1000000 網固有情報 － －

1000001～1111011 予備 － －

1111100 柔軟課金レート指示（公衆） ○ ○

1111101 柔軟課金レート指示（一般） ○ ○

1111110 柔軟課金レート指示　情報なし ○ ○

1111111 予備 － －

Ｐ 拡張表示 － －

0 次のオクテットに続く ○ ○

1 最終オクテット ○ ○

Ｘ～Ｑ 課金レート情報長（バイナリで表示） ○ ○

　～Ｙ 課金レート情報内容（一括登算度数及び課金間隔） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

料金区域情報

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ ○

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 料金区域情報　桁数が偶数 － －

1 料金区域情報　桁数が奇数 ○ ○

　～Ｉ 情報（3oct） ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　 付加ユーザ種別名 ○ －

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

ＣＨＧフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ －

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ －

11111110 固定系付加ユーザ種別1 ○ －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 ○ －

の場合 00000010 ピンク ○ －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） － －

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） － －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） － －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） ○ －

00000101 PHS通信（PHSサービス） ○ －

00000101～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） － －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） － －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） － －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） － －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） － －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） － －

00000111 移動通信（イリジウム衛星） － －

00001000 移動通信（IMT2000） － －

00001001 PHS通信（PHS活用型） ○ －

00001000～11111111 予備 － －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＣＨＧフォーマット2／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00010001 逆方向呼表示 ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

逆方向呼表示

ＢＡ 課金表示

00 表示なし － －

01 非課金 ○ ○

10 課金 ○ ○

11 予備 － －

ＤＣ 着ユーザ状態表示(CLS)

00 表示なし ○ ○

01 加入者空 ○ ○

10 空きのとき接続 － －

11 予備 － －

ＦＥ 着ユーザ種別表示

00 表示なし ○ ○

01 一般ユーザ ○ ○

10 公衆電話 ○ －

11 予備 － －

ＨＧ注 エンド・エンド法表示(CCS網)

00 エンド・エンド法が利用できない ○ ○

01～11 予備 － －

Ｉ注 相互接続表示

0 相互接続なし ○ ○

1 相互接続あり ○ ○

Ｊ注 エンド・エンド情報表示

0 エンド・エンド情報利用できない ○ ○

1 予備 － －

注:G～K Ｋ注 ISUP1リンク表示

プロトコル 0 ISUP1リンクでない ○ ○

制御表示 1 ISUP1リンクである ○ ○

(PCI) Ｌ 保留表示

0 保留必要なし ○ ○

1 予備 － －

Ｍ ISDNアクセス表示

0 着側のユーザ･網インタフェースが非ISDN ○ ○

1 着側のユーザ･網インタフェースがISDN ○ ○

Ｎ エコー制御回路表示

0 入エコー制御回路挿入なし ○ ○

1 入エコー制御回路挿入済み － －

ＰＯ SCCP法表示

00 表示なし ○ ○

01～11 予備 － －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00000011 アクセス転送 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

アクセス転送 JT-Q931 4.5章に記されたようにコード化される ○ －

（最大80oct）

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11111101 料金区域情報 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

料金区域情報

ＡＮＭフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

Ｇ～Ａ 情報識別表示

0000000 MAコード － －

0000001 CAコード ○ －

0000010～1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 料金区域情報　桁数が偶数 － －

1 料金区域情報　桁数が奇数 ○ －

　～Ｉ アドレス情報（3oct） ○ －

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

11110011 付加ユーザ種別 ○ －

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ －

付加ユーザ種別

Ｈ～Ａ　 付加ユーザ種別名 ○ －

00000000 予備 － －

00000001～10000000 網固有情報として留保 － －

10000001～11111010 予備 － －

11111011 移動系付加ユーザ種別3 － －

11111100 移動系付加ユーザ種別2 ○ －

11111101 移動系付加ユーザ種別1 ○ －

11111110 固定系付加ユーザ種別1 ○ －

11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　固定系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1110” 00000001 列車公衆 ○ －

の場合 00000010 ピンク ○ －

00000011～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別1

“1111 00000000 予備 － －

　1101” 00000001 移動通信（自動車･携帯電話サービス） － －

の場合 00000010 移動通信（船舶電話サービス） － －

00000011 移動通信（航空機電話サービス） － －

00000100 移動通信（無線呼び出しサービス） ○ －

00000101 PHS通信（PHSサービス） ○ －

00000101～11111111 予備 － －

Ｈ～Ａが Ｐ～Ｉ　移動系付加ユーザ種別2

“1111 00000000 予備 － －

　1100” 00000001 移動通信（大容量方式） － －

の場合 00000010 移動通信（N/J-TACS） － －

00000011 移動通信（PDC 800MHz） － －

00000100 移動通信（PDC 1.5GHz） － －

00000101 移動通信（N-STAR衛星） － －

00000110 移動通信（cdmaOne 800MHz） － －

00000111 移動通信（イリジウム衛星） － －

00001000 移動通信（IMT2000） － －

00001001 PHS通信（PHS活用型） ○ －

00001000～11111111 予備 － －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＡＮＭフォーマット2／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

中断／再開表示

Ａ 中断／再開表示

0 ISDNユーザ起動 ○ ○

1 網起動 ○ ○

Ｈ～Ｂ 予備 － －

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

ＳＵＳ，ＲＥＳフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

ＢＬＯ，ＢＬＡ，ＲＳＣ，ＵＢＬ，ＵＢＡフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態(注1)

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のバイナリ表現（注2） ○ ○
(注1）状態サブフィールドは使用しない
(注2）1～11を使用する

ＧＲＳフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態(注1）

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のﾊﾞｲﾅﾘ表現（注2） ○ ○

状態

Ｈ～Ａ （最大2oct）

回線群リセット

確認メッセージ

0 保守のための閉塞ではない ○ ○

1 保守のために閉塞 ○ ○
（注1）範囲コード0の場合は状態サブフィールドは使用しない
（注2）1～11を使用する

ＧＲＡフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態(注1)

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のバイナリ表現（注2） ○ ○
(注1）状態サブフィールドは使用しない
(注2）0～31を使用する

ＣＱＭフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

範囲と状態パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

回線状態表示パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

範囲と状態（注1）

範囲

Ｈ～Ａ 0～255のバイナリ表現（注2） ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

回線状態表示

Ｈ～Ａ 回線状態番号（最大32oct）

00000000 過渡状態 ○ ○

00000001 予備 － －

00000010 予備 － －

00000011 未実装 ○ ○

00000100 入側回線として使用中、非閉塞（運用中） ○ ○

00000101 入側回線として使用中、自局閉塞 ○ ○

00000110 入側回線として使用中、相手局閉塞 ○ ○

00000111 入側回線として使用中、両局閉塞 ○ ○

00001000 出側回線として使用中、非閉塞（運用中） ○ ○

00001001 出側回線として使用中、自局閉塞 ○ ○

00001010 出側回線として使用中、相手局閉塞 ○ ○

00001011 出側回線として使用中、両局閉塞 ○ ○

00001100 空 ○ ○

00001101 空、自局閉塞 ○ ○

00001110 空、相手局閉塞 ○ ○

00001111 空、自局閉塞、相手局閉塞 ○ ○

00010000～11111111 予備 － －
(注1）状態サブフィールドは使用しない
(注2）0～31を使用する

ＣＱＲフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

理由表示パラメータのポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

理由表示

Ｄ～Ａオクテット1 生成源

0000 ユーザ ○ ○

0001 ローカルユーザ収容私設網（自分側） － －

0010 ローカルユーザ収容公衆網（自分側） － －

0011 中継網 ○ ○

0100 リモートユーザ収容公衆網（相手側） ○ ○

0101 リモートユーザ収容私設網（相手側） ○ ○

0110 予備 － －

0111 国際網 ○ －

1010 相手接続点より相手側 ○ ○

その他 留保 － －

Ｅ 予備 － －

ＧＦ コーディング標準

00 CCITT標準 ○ ○

01 他の国際標準のための留保 － －

10 国内標準 － －

11 生成源に対する特定の標準 － －

Ｈ 拡張表示子

0 次のオクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ ○

Ｇ～Ａオクテット2 理由種別

00X  XXXX 正常・準正常クラス ○ ○

000  0001 欠番 ○ ○

000  0010 指定中継網へのルートなし ○ ○

000  0011 相手ルートなし ○ ○

000  0100 特殊可聴音送出 ○ ○

000  0101 トランクプレフィックスの誤ダイヤル ○ ○

001  0000 正常切断 ○ ○

001  0001 着ユーザビジー ○ ○

001  0010 着ユーザレスポンスなし ○ ○

001  0011 着ユーザ応答なし（呼び出し中） ○ ○

001  0100 加入者不在 ○ ○

001  0101 通信拒否 ○ ○

001  0110 相手加入者番号変更 ○ ○

001  0111 新着信先へリダイレクション ○ ○

001  1011 着側インタフェース起動不可 ○ ○

001  1100 無効番号フォーマット（不完全番号） ○ ○

001  1101 ファシリティ拒否 ○ ○

001  1111 その他の正常クラス ○ ○

010  XXXX 網輻輳クラス ○ ○

010  0010 利用可回線／チャネルなし ○ ○

010  0110 網障害 ○ ○

010  1001 一時的失敗 ○ ○

010  1010 交換機輻輳 ○ ○

010  1011 アクセス情報破棄 ○ ○

010　1100 要求回線／チャネル利用不可 ○ ○

010  1111 その他、リソース利用不可クラス ○ ○

011  XXXX サービスあるいはオプション提供不可 ○ ○

011  0010 要求ファシリティ未契約 ○ ○

011  1001 伝達能力不許可 ○ ○

011  1010 現在利用不可伝達能力 ○ ○

011  1111 その他、サービス／オプション利用不可 ○ ○

100  XXXX サービスあるいはオプションが未提供 ○ ○

ＲＥＬフォーマット1／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

100  0001 未提供伝達能力 ○ ○

100  0101 未提供ファシリティ要求 ○ ○

100  0110 制限ディジタル情報伝達能力のみ可能 ○ ○

100  1111 その他のサービス又はオプションの未提供クラス ○ ○

101  XXXX 無効信号 ○ ○

101  1000 端末属性不一致 ○ ○

101  1011 無効中継網選択 ○ ○

101  1111 その他の無効メッセージクラス ○ ○

110  XXXX 手順誤り ○ ○

110  0001 メッセージ種別未定義又は未提供 ○ ○

110  0011 情報要素／パラメータ未定義又は未提供 ○ ○

110  0110 タイマ満了による回復 ○ ○

110  0111 未定義又は未提供のパラメータの通過 ○ ○

110  1111 その他の手順誤りクラス ○ ○

111  XXXX 相互接続 ○ ○

111  1111 その他のインタワーキングクラス ○ ○

Ｈ 拡張表示子

0 次のオクテットに続く － －

1 最終オクテット ○ ○

オクテット3以降 ○ ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

00001100 転送先番号 － ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す － ○

転送先番号

Ｇ～Ａ 番号種別表示

0000000 予備 － －

0000001 加入者番号 － －

0000010 予備、国内使用のため留保 － －

0000011 国内番号 － ○

0000100 国際番号 － －

0000101～1101111 予備 － －

1110000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110 網特有番号 － －

1111111 予備 － －

Ｈ 奇数／偶数表示

0 番号ディジットの桁数が偶数 － ○

1 番号ディジットの桁数が奇数 － ○

Ｌ～Ｉ 予備 － －

Ｏ～Ｍ 番号計画表示

000 予備 － －

001 ISDN(電話)番号計画 － ○

010～111 予備 － －

Ｐ 網内番号表示(INN表示)

0 網内のルーティング可 － ○

1 網内のルーティング不可 － －

　～Ｑ アドレス情報 － ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

10001100 リダイレクション逆方向情報 － ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す － ○

リダイレクション逆方向情報

Ｈ～Ａ 情報種別識別子

00000000 未使用 － －

00000001 起動交換機への切戻し可能 － －

00000010 起動交換機への切戻し用呼識別子 － －

00000011 リダイレクション起動理由 － ○

診断情報（当社網送信時必要な場合のみ、着番号が含まれ
る）

ＲＥＬフォーマット2／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

00000100～11111111 予備 － －

Ｐ～Ｉ 情報種別長 － ○

ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ起動Ｇ～Ａ リダイレクション起動理由

理由 0000000 不定／無効 － －

0000001 事業者間ポータビリティ（国内用） － －

0000010 ロケーションポータビリティのため留保 － －

0000011 サービスポータビリティのため留保 － －

0000100～0111111 予備 － －

1000000～1111101 国内使用のため留保 － －

1111110
一般番号ポータビリティ（LNP）／
携帯電話番号ポータビリティ（MNP）（国内用） － ○

1111111 国内使用のため留保 － －

Ｈ 拡張表示

0 次オクテットに続く － －

1 最終オクテット － ○

パラメータ名

Ｈ～Ａ パラメータ名

01110111 リダイレクション回数 － ○

パラメータ長

Ｈ～Ａ オクテット数で示す － ○

リダイレクション回数

Ｅ～Ａ － ○

Ｈ～Ｆ 予備 － －

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

リダイレクション回数（リダイレクションした回数のバイ
ナリ数）

ＲＥＬフォーマット3／35



表８－２　ＩＳＵＰ一覧

フィールド略称 フィールド名 当社網受信 当社網送信

オプション部開始ポインタ

Ｈ～Ａ オクテット数で示す ○ ○

オプションパラメータ終了表示

Ｈ～Ａ

00000000 すべてのオプションパラメータ送出終了 ○ ○

ＲＬＣフォーマット1／35



 
 
 
 
 
 
 
 

技術的条件集別表 ９ 
 

接続シーケンス 
（対地域／国際事業者接続用インタフェース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   

技別 9－1 

技術的条件集別表－９（接続シーケンス） 

 

１．各種接続シーケンス 

 

Ｎｏ※１ シーケンス分類 

１ 基本接続（パターン１） 

２ 基本接続（パターン２） 

３ 基本接続（パターン３） 

４ 基本接続（パターン４） 

５ 基本接続（不完了例パターン１）※２ 

６ 基本接続（不完了例パターン２）※２ 

７ インチャネル追加ダイヤル 

８ インチャネル追加ダイヤル（不完了例）※２ 

９ リルーチング 

10 ＭＮＰ接続（転送方式） 

11 ＭＮＰ接続（リダイレクション方式） 

※１ シーケンスＮｏ．１～６：当社網は発側及び着側の網 
シーケンスＮｏ．７～９：当社網は発側網のみ対象 
シーケンスＮｏ．10  ：当社網は移転元網及び移転先網 
シーケンスＮｏ．11  ：当社網は発側網，移転元網及び移転先網 

※２ 不完了呼においてＲＥＬの理由表示が「＃１（欠番）」の場合は、「空き番号トーキ」に接続 
する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   

技別 9－2 

 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳあり） 

ＳＵＳ 

ＲＥＬ 

（ＲＥＳ） 

※Ｔ６タイムアウトは

着側網でも検出する。

（検出時は着信網か

らＲＥＬ送出） 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳなし） 

ＲＥＬ 

Ｎｏ．１ 分類 基本接続（パターン１） 

Ｔ６※  

 



   

技別 9－3 

 

着側切断のシーケンス 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．２ 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

分類 基本接続（パターン２） 

ＣＰＧ 

 



   

技別 9－4 

 

 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳあり） 

ＳＵＳ 

ＲＥＬ 

（ＲＥＳ） 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ）※１ 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．３ 

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳなし） 

ＲＥＬ 

分類 基本接続（パターン３） 

ＣＨＧ※１ 

※１：「ＣＨＧ」,「（ＲＢＴ）」 

  の順序性はない。 

Ｔ６※２ 

※２：Ｔ６タイムアウトは

着側網でも検出する。

（検出時は着信網から

ＲＥＬ送出） 

 



   

技別 9－5 

 

着側切断のシーケンス 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．４ 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

分類 基本接続（パターン４）

ＣＨＧ 

ＣＰＧ 

 



   

技別 9－6 

 

ＩＡＭ 

（ＡＣＭ） 

ＲＬＣ 

発側網 着側網 

Ｎｏ．５ 分類 基本接続（不完了例パターン１） 

ＲＥＬ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

（ＣＰＧ） 

トーキ 

トーキ 



   

技別 9－7 

 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＬＣ 

発側網 着側網 

Ｎｏ．６ 分類 基本接続（不完了例パターン２） 

ＲＥＬ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

（ＣＨＧ） 

ＲＬＣ 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

（ＣＨＧ） 

ＲＬＣ 

（ＣＰＧ） 

トーキ 

トーキ 

（ＣＨＧ） 
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ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳあり） 

ＳＵＳ 

ＲＥＬ 

（ＲＥＳ） 

ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※１ 

各種情報：ＰＢ

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．７

ＲＬＣ 

着側切断のシーケンス（ＳＵＳなし） 

ＲＥＬ 

分類 インチャネル追加ダイヤル 

ガイダンス等 ※１：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利

用可能の通知を行う 

（ＡＣＭ）※２ 

※２：※１でＣＰＧ転送時に

ＡＣＭが転送される。 

（ＲＢＴ）※３ 

（ＣＰＧ） 

（ＣＨＧ）※３ 

※３：「（ＣＨＧ）」と「（ＲＢ

Ｔ）」の順序性はない。 

Ｔ６※４ 
※４：Ｔ６タイムアウトは

着側網でも検出する。

（検出時は着信網から

ＲＥＬ送出） 
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ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※１ 

各種情報：ＰＢ

ＲＬＣ 

発側網 着側網 

Ｎｏ．８ 分類 インチャネル追加ダイヤル（不完了例） 

ガイダンス等 

※１：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利

用可能の通知を行う。 

ＲＥＬ 

ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※２ 

各種情報：ＰＢ

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ガイダンス等 

※２：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利用

可能の通知を行う。 

（ＡＣＭ）※３ 

ＲＬＣ 

※３：※１でＣＰＧ転送時に

ＡＣＭが転送される。 

ＩＡＭ 

ＣＰＧ又はＡＣＭ※４ 

各種情報：ＰＢ

ＲＥＬ 

発側網 着側網 

ガイダンス等 

※４：ＣＰＧ又はＡＣＭによ

るインチャネル情報利用

可能の通知を行う。 

（ＡＣＭ）※５ 

ＲＬＣ 

※５：※１でＣＰＧ転送時に

ＡＣＭが転送される。 
ＣＰＧ 

トーキ 

トーキ 
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着側切断のシーケンス 

ＩＡＭ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 着側網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．９ 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

分類 リルーチング 

ＣＰＧ 

ＣＰＧ 

※ ＣＰＧ複数回送出 
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ＩＡＭ※１ 

ＡＣＭ 

（ＲＢＴ） 

ＲＥＬ 

発側網 移転元網 

ＲＬＣ 

Ｎｏ．10 

ＲＬＣ 

分類 ＭＮＰ接続（転送方式） 

ＡＣＭ 

移転先網 

ＩＡＭ※２ 

ＣＰＧ 
ＣＰＧ 

ＣＨＧ 
ＣＨＧ 

ＡＮＭ 
ＡＮＭ 

ＲＥＬ 

 

 

 着側切断のシーケンス 

ＲＬＣ 

ＲＥＬ 

 ＲＥＬ 

※１：リダイレクション実

行可能であることの通

知がない。 

※２：発側網からリダイレ

クション実行可能の通

知がない場合は移転先

網へ接続を行う。 

通話中 

ＲＬＣ 
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ＩＡＭ※１ 

（ＲＢＴ） 

ＲＥＬ 

通話中 

発側網 移転元網 

Ｎｏ．11 分類 ＭＮＰ接続（リダイレクション方式） 

ＡＣＭ 

移転先網 

ＩＡＭ※３ 

ＣＰＧ 

ＣＨＧ 

ＡＮＭ 

 着側切断のシーケンス 

 ＲＬＣ 

 ＲＬＣ 

 ＲＥＬ 

ＲＥＬ※２ 

※１：リダイレクション実

行可能であることの通

知を行う。 

※２：着信加入者が移転し

ている場合は移転先網

を示すネットワークル

ーチング番号を通知す

る。 

※３：通知されたネットワ

ークルーチング番号に

基づき移転先網へのリ

ルーチングを行う。 
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伝送装置間インタフェース仕様 
（対地域／国際事業者接続用インタフェース） 
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技術的条件集別表－10（伝送装置間インタフェース仕様） 

 
〔準拠した規格一覧〕 
 

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ７０７：第５版 2001年４月19日制定  

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ７８３：第３版 2001年４月19日制定  

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ９５７：第３版 2001年４月19日制定  

ＪＩＳ規格 ＪＩＳ Ｃ ６８３５  1989年３月１日制定 

ＪＩＳ規格 ＪＩＳ Ｃ ５９７３  1990年６月１日制定 

 

 

１．インタフェース規定点 

 

   本インタフェース条件を規定するポイントは図１のとおりである。 

 

 

２．物理的条件 

 

 ２．１ ケーブル 

 

    本インタフェースに適用するケーブルは、1.3μｍ帯の波長を使用する場合は SM 型光ファイバケー 

   ブルとし、1.5μｍ帯の波長を使用する場合は DSM 型光ファイバケーブルとする。なお、SM 型光ファ 

   イバケーブルは、JIS C6835 SSMA-9.5/125 相当の光ファイバ素線を使用し、DSM 型光ファイバケーブ 

   ルは、JIS C6835 SSMB-8/125 相当の光ファイバ素線を使用する。 

 

 ２．２ コネクタ 

 

    本インタフェースに適用するコネクタは、JIS C 5973（F04 形単心光ファイバコネクタ）であり、プラ

グはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の挿入損失が 0.7dB 以下）、接続時の反射減衰量は 22dB 以上また

は JIS C 5983(F14 形単心光ファイバコネクタ）であり、プラグはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の

挿入損失が 0.5dB 以下）、接続時の反射減衰量は 22dB 以上とする。 

 

 

３．光学的条件 

 

 ３．１ 50M 信号局内用  

 

    光パラメータ条件を表１に示す。 

 

 ３．２ 150M 信号局内用 

 

    光パラメータ条件を表２に示す。 

 

 ３．３ 150M 信号 40km 局間用（1.31μm） 

 

    光パラメータ条件を表３に示す。 

 

 ３．４ 150M 信号 80km 局間用（1.55μm） 

 

    光パラメータ条件を表４に示す。 
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４．論理的条件 

  

     論理的条件は以下のとおりとする。 

 

 ４．１ フレーム構成 

 

４．１．１ 多重化構造 

 

本インタフェースに適用される多重化構造はＴＴＣ標準ＪＴ-Ｇ７０７に準拠する。 

 

４．１．２ フレームフォーマット 

 

   STM－1, STM－0, VC－3, TUG－2,VC－2, VC－11 信号のフレームフォーマットを図３～８に示す。 

 

４．１．３ オーバーヘッドバイトの定義 

 

本インタフェースに使用するオーバーヘッドバイトの定義を表５～８に示す。 

 

４．２ フレーム同期方式 

 

    STM－1, STM－0 信号のフレーム同期方式を表９に示す。 

 

４．３ S1 バイト処理条件 

 

S1 バイト（同期状態メッセージ）の送受信条件を表 10,11 に示す。 

 

 ４．４ 警報インタフェース条件 

 

  ４．４．１ 警報発出解除条件 

 

    本インタフェースにおける警報発出解除条件を表 12 に示す。 

 

  ４．４．２ 警報転送 

    本インタフェースにおける警報転送機能を図 10 に示す。 
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図１ インタフェース規定点 

光学的条件規定点 物理的条件規定点

プラグ

配線盤 

伝送装置 

送信側光ジャック 

／受信側光ジャック 

ジャック プラグ プラグ 
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項目 規格

 インタフェース速度 　51.840Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1270～1360nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -17～ -11dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  11dB以上

 最大受光電力（平均値）  -11dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -23dBm以下

 発光条件

-11

表１ 50M信号局内用の光パラメータ条件 

項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1270～1360nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -17～　-11dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  11dB以上

 最大受光電力（平均値）  -11dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -23dBm以下

 発光条件

-11

表２ 150M信号局内用の光パラメータ条件 
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項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1530～1570nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -3～ +3dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  13dB以上

 最大受光電力（平均値）  -17dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -32dBm以下

 最大光路ペナルティ  1dB以下

 発光条件

-11

表４ 150M信号80Km局間用（1.55μm）の光パラメータ条件 

項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1290～1330nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -3～ +3dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  13dB以上

 最大受光電力（平均値）  -17dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -32dBm以下

 最大光路ペナルティ  １dB以下

 発光条件

-11

表３ 150M信号40Km局間用（1.31μm）の光パラメータ条件 
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                            縦軸：相対値 

                            横軸：×1/155.52［μs］（STM－1 の場合） 

                               ×1/51.84 ［μs］（STM－0 の場合） 
 
 

           

(0,1.2)

(0,1)

(-0.15,0.8) (0.15,0.8)

(-0.35,0.5) (0.35,0.5)

(-0.15,0.2) (0.15,0.2)

(0,0)

(0,-0.2)

(-0.5,0) (-0.5,0)

1 タイムスロット

論理“１”の

平均レベル

論理“０”の

平均レベル

 
 
 
【測定系】 
 
   被試験              変換器 
   インタフェース   減衰器※   光電気変換           波形測定器 
   ＯＵＴ              ５次トムソンフィルタ※※ 
 

 ※：減衰器は必要に応じて用いる。 
※※：カットオフ周波数（－３dB 減衰点）が入力公称ビットレートの 0.75 倍であること。 

 
               図２ STM－1／STM－0 信号のパルスマスク 
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図３ STM- 1 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

図４ STM- 0 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

 

 

  

A1 J0 + +

B1

D1

H1 H1 H1 H2 H2 H2 H3 H3 H3

E1

D2

F1

D3

K1 K2

D6

D9

D12

E2M1

D5

D8

D11

B2 B2 B2

D4

D7

D10

S1

3

5

1 AUポインタ

A1 A1 A2 A2 A2

9バイト

3バイト 3バイト 3バイト

本領域に3個のV C -3及び 

固定スタッフがバイト多重 

され、各々の先頭位置は、 

H 1，H 2により指示される。

261バイト

セクション管理情報（SO H ）

=未使用（全ビット“１”） =“10101010”+

A1 J0

B1

D1

H1 H2 H3

E1

D2

F1

D3

K1 K2

D6

D9

D12

E2M1

D5

D8

D11

B2

D4

D7

D10

S1

3

5

1 AUポインタ

A2

3バイト

本領域に1個のV C -3及び 

固定スタッフがバイト多重 

され、各々の先頭位置は、 

H 1，H 2により指示される。

87バイト

セクション管理情報（SO H ）

=未使用（全ビット“１”） =“10101010”+
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図５ VC-3 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

  

J1
B3
C2
G1
F2
H4
F3
K3
N1

9

1 84バイト

V C -3パス管理情報（P O H ）
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図６ TUG-2 信号のフレームフォーマット 

 

  

（注１）　V C -2の場合、V 1*、V 2*、V 3*、V 4*にV C -2データが収容される 

 

（注２）　V C -3パスオーバヘッドのH 4（b7、b8）： 

　　　　　T U マルチフレーム番号１：　'00'の現れるフレームの次のフレーム 

　　　　　T U マルチフレーム番号２：　'01'の現れるフレームの次のフレーム 

　　　　　T U マルチフレーム番号３：　'10'の現れるフレームの次のフレーム 

　　　　　T U マルチフレーム番号４：　'11'の現れるフレームの次のフレーム

9

9

9

9

V 1 V 1
*
V 1

*
V 1

*

V 2 V 2
*
V 2

*
V 2

*

V 3 V 3 * V 3 * V 3 *

V 4 V 4 * V 4 * V 4 *

V C -2 

V C -11

# 1 

# 1

# 1 

# 2

# 1 

# 3

# 1 

# 4

# 1 

# 1

# 1 

# 2

# 1 

# 3

# 1 

# 4

# 1 

# 1

# 1 

# 2

# 1 

# 3

# 1 

# 4

12バイト

0μS＞

T U マルチフレーム番号

１

２

３

４

＜125μs

＜250μs

＜375μs

＜500μs
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図７ VC-2 信号のフレームフォーマット 

 

V C -20μs

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

V

R

D D D D D D D D

D D D D D D D D

D D D D D D D D

D D D D D D D D

R

R

R

R

R

R

R

J2

N 2

K 4

428バイト

D D D D D D D R

D D D D D D D R

D D D D D D D R

D D D D D D D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

＜ 125μs

＜ 250μs

＜ 375μs

＜ 500μs

Ｒ：固定スタッフ（“１”） 

Ｄ：データビット（6.312M bit/s信号） 

○：オーバヘッド通信チャネルビット（未使用時“１”）

（注１）125μｓ当たり789ビット分の領域を用いて6.312M bit/s信号を伝送する 

　　　　モード（ビット同期モード）である。 

（注２）T U G -2に収容するV C -2の先頭位置（V 5）は、TU -2ポインタV 1，V 2 

　　　　により指示される。
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Ｒ：固定スタッフ（“1”） 

Ｆ：1.544 M bit/sトリビュタリフレームビット（未使用“1”） 

P1,P 0：シグナリング位相表示（未使用時“10”） 

S1～4：シグナリング転送

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

V 5

J2

N 2

K 4

125μs

250μs

375μs

500μs

104バイト

V C -11

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

0μs

図８ VC-11 信号のフレームフォーマット 
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表５ セクションオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

セクション 

管理情報 

(SOH) 

A1, A2 フレーム同期 A1：“11110110”， A2：“00101000” 

J0 中継セクショントレース 

（未使用） 

送信：“00000001”（図 9 参照） 

受信：無視 

Z0 予備（未使用） 送信：STM 識別子（図 9 参照） 

受信：無視 

B1 中継セクションの誤り監視 前フレームの全ビットの BIP-8 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

E1 中継セクションのオーダワイヤ

または未使用 

64kbit/s PCM の音声信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

F1 中継セクションの故障特定 故障検出中間中継器番号と検出警報 

D1～D3 中継セクションのデータ通信 

または未使用 

192kbit/s のデータ信号，または未使用 

（送信 FFh，受信：無視） 

B2 端局セクションの誤り監視

（BIP-24N） 

前フレームの第一行から 3 行の SOH を除く全ビッ

トの BIP-24N 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

K1,K2(b1-b5) 端局セクション切替系の制御 切替動作は TTC 標準 JT-G783 付属資料 B に準拠 

K2 (b6-b8) 端局セクション状態の転送 正常：“000”，RDI：“110”，AIS：“111” 

TTC 標準 JT-G783 準拠 

D4-D12 端局セクションのデータ通信 

または未使用 

576kbit/s のデータ信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

S1 同期状態メッセージまたは未使

用 

同期状態，または未使用（送信：FFh，受信：無

視） 

M1 端局セクションの対局誤り表示

（MS-REI） 

対局の B2 演算結果の表示 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

E2 端局セクションのオーダワイヤ

または未使用 

64kbit/s PCM の音声信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

ＡＵ 

ポインタ 

H1，H2 VC-3/4 先頭位相指示 

正負スタッフ指示 

VC-3/4 先頭位置，スタッフ制御等 

TTC 標準 JT-G707／JT-G783 準拠 

H3 負スタッフ用バイト 負スタッフ時、ペイロード収容 

TTC 標準 JT-G707 準拠 
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表６ 高次パスオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

パス 

管理情報 

(POH) 

J1 パストレース（未使用） 未使用（送信：FFh，受信：無視） 

B3 パス誤り監視（BIP-8） 前フレームの VC-3 の全ビットの BIP-8 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

C2 シグナルラベル（未使用） 送信：01h（不特定パス収容）もしくは 13h（ATM

マッピング） 

受信：無視 

G1(b1-b4) パス対局誤り表示（REI） 対局の B3 演算結果の表示 

送信 BIP 誤りなし 0h 

   BIP 誤りあり 1h-8h 

受信 BIP 誤りなし 0h 及び 9h 以上 

   BIP 誤りあり 1h-8h 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

G1(b5) 送信パス状態の転送(RDI) 正常：“0”，送信パス故障（RDI)）：“1” 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

G1(b6-b8) 未使用 送信：“111”，受信：無視 

F2 パスユーザチャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

F3 パスユーザチャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

H4 位置表示（内部構造が規定され

ていない場合は未使用） 

VC-3 

TU-11/2 マルチフレーム位置表示 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

K3 APS チャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

N1 タンデムコネクション 

（未使用） 

送信：FFh，受信：無視 
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表７ TU ポインタバイトの定義 

記号 用途 内容 

TU 

ポインタ 

V1,V2 VC-11/VC-2 先頭位相表示正負

スタッフ指示 

VC-11/VC-2 種別，先頭位置，スタッフ制御等 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V3 負スタッフ用バイト 負スタッフ 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V4 未使用 送信：FFh，受信：無視 

 

 

 

表８ 低次パスオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

パス 

管理情報 

(POH) 

V5(b1-b2) パス誤り監視（BIP-2） 前フレームの全ビットの BIP-2 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V5(b3) パス対局誤り表示(REI) 対局の V5(BIP-2)演算結果の表示"1" BIP-2 に 1

以上の誤りあり"0" その他 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V5(b4) パス対局故障表示（REI） 

（未使用） 

送信：“1” 

受信：無視 

V5(b5-b7) シグナルラベル（未使用） 送信：“001”，受信：無視 

V5(b8) 送信パス状態の転送(RDI) 正常："0" 

送信パス故障（RDI)：“1” 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

J2 パストレース（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

N2 タンデムコネクション 

（未使用） 

送信：FFh，受信：無視 

K4 APS チャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 
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図９ STM 識別子の定義 

 

 

 

 

表９ フレーム同期方式 

項目 フレーム同期 

パターン 

パターン探索法 

パターン照合法 

フレーム同期保護 

（注1,2） 

STM-1信号 

(156M IF) 

A1A1A2A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1ビット即時シフト方式（注3） 

・TS2-5のA1,A1,A2,A2バイトの 

 32ビット同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5段 

・後方保護：2段 

STM-0信号 

(52M IF) 

A1A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1ビット即時シフト方式（注3） 

・TS1-2のA1,A2バイトの16ビッ 

 ト同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5段 

・後方保護：2段 

 

注１．前方 n 段とは、フレーム同期状態においてフレーム同期パターン照合結果、n 回連続不 

   一致を検出したとき、フレーム同期復帰過程に移ることをいう。 

 

注２．後方 m 段とは、フレーム同期復帰過程においてフレーム同期パターン照合結果、m 回 

   連続一致を検出したとき、フレーム同期状態に移ることをいう。 

 

注３．または、1 ビット即時シフト方式と同等なフレーム同期復帰特性を有するフレーム同期 

   方式とする。 

 

 

 

5 0 ／ 1 5 6 M b i t / s の 場 合 

A 1 A 1 A 2 A 2 J 0 Z 0 Z 0 Z 0 

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 
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表 10 同期状態メッセージの送信条件 

S1 バイト 

(b5-b8) 

SDH 同期品質レベル 

0000 品質不明（既存の同期網） 

 

 

1011 

SDH 装置同期出力（SETS） 

（但し、入力リファレンスにロック

している場合はのぞく） 

（注１） S1 バイト（b1-b4）は未使用（送信： S1（'b1,b2,b3,b4'）= '1111'） 

 

 

表 11 同期状態メッセージの受信条件 

S1 バイト 

(b5-b8) 

SDH 同期品質レベル 

0000 品質不明（既存の同期網） 

 

 

1011 

SDH 装置同期出力（SETS） 

（但し、入力リファレンスにロック

している場合はのぞく） 

（注１） S1 バイト（b1-b4）については、未使用（受信：無視）とする。 
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表 12 警報検出解除条件（１／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

物理 

セクション 

LOS ------- ----- 光入力断 光入力回復 

TF ------ ----- 光出力断 光出力回復 

中継器 

セクション 

OOF ------ ----- フレーム同期はず

れ前方保護４-５段 

フレーム同期復帰後

方保護２段 

LOF ------ ----- OOF の 0～3m 秒継続 OOF 解除状態の 0～3m

秒継続 

RS-BIP 

Error 

------ ----- デスクランブル前

の STM-N の全ビッ

トに対する BIP-8

演算結果とデスク

ランブル後の次フ

レームの B1 との不

一致 

１フレーム毎に解除 

SD(B1) ------ ----- B1 により検出した

誤り率が、１０-5

以上で発出 

B1 により検出した誤

り率が、１０-6 以下で

解除 

MS-AIS LOS，LOF を検出後、ス

クランブル前の STM-N

（RSOH を除く）に All 

"1"を送出 

LOS，LOF を解除後に

解除 

----- ----- 
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表 12 警報検出解除条件（２／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

端局 

セクション 

MS-AIS ------- ----- デスクランブル後

の K2 の b6-b8＝

"111"を 3～5 回連

続受信 

デスクランブル後の

K2のb6-b8≠"111"を3

～5 回連続受信 

MS-BIP 

Error 

------- ----- デスクランブル後

の STM-N の全ビッ

ト（SOH の第 1-3 を

除 く ） に 対 す る

BIP-24×N演算結果

とデスクランブル

後の次フレームの

B2×3N との不一致 

１フレーム毎に解除 

SD(B2) ------- ----- B2 により検出した

誤り率が、１０の-5

乗以上で発出 

B2 により検出した誤

り率が、１０の-6 乗以

下で解除 

MS-RDI MS-AIS 検出時にスク

ランブル前のSTM-Nの

K2 の b6-b8＝"110"を

送出 SD(B2）検出時は

送出しない 

MS-AIS 回復時に送出

解除 

デスクランブル後

の K2 バイトの bit 

6-8＝"110"を 3～10

フレーム連続受信 

デスクランブル後の

K2 バイトの bit 6-8≠

"110"を 3～10 フレー

ム連続受信 

MS-REI B2 不一致時、M1 に B2

の演算結果を送出。 

１フレーム毎に解

除。 

M1 を検出 １フレーム毎に解除 

AU-AIS MS-AIS を検出後にス

クランブル前の全 AU

の全ビット All "1"を

送出（AU ポインタを含

む） 

MS-AIS 回復時に送出

解除 

----- ----- 

AU-LOP ------- ------- TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 
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表 12 警報検出解除条件（３／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

 AU-AIS AU-LOP 検出時に AU の

全ビット All"1"を送

出（AU ポインタを含

む、SOH は正常） 

AU-LOP 回復時に送出

解除 

TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

TU-AIS AU-LOP，AU-AIS 検出時

に TU の 全 ビ ッ ト

All"1"を送出（TU ポイ

ンタを含む、SOH は正

常） 

AU-LOP，AU-AIS 回復

時に送出解除 

----- ----- 
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表 12 警報検出解除条件（４／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

高次パス HP-BIP 

Error 

------- ------- デスクランブル後

の VC 全ビットに対

する BIP-8 演算結

果とデスクランブ

ル後の次フレーム

の B3 との不一致 

１フレーム毎に解除 

HP-REI B3 不 一 致 時 、 G1

（b1-b4）に B3 の演算

結果を送出 

１フレーム毎に解除  G1（b1-b4）を検出 １フレーム毎に解除 

HP-RDI AU-LOP，AU-AIS 検出時

に、G1 の b5＝"1"を送

出。 

AU-LOP，AU-AIS 回復

時に、送出解除。 

G1 バイトの bit 5

＝"1"を 3,5 または

10 フレーム連続受

信 

G1 バイトの bit 5≠

"1"を 3,5 または 10フ

レーム連続受信 

TU-LOP ------- ------- TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

TU-AIS TU-LOP 検出時に TU の

全ビット All"1"を送

出（TU ポインタを含

む） 

TU-LOP 回復時に送出

解除 

TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

低次パス LP-BIP 

Error 

------- ------- デスクランブル後

の低次 VC 全ビット

に対する BIP-2 演

算結果とデスクラ

ンブル後の次マル

チ フ レ ー ム

V5(b1,b2)との不一

致 

１マルチフレーム毎

に解除 

LP-REI V5(b1,b2）不一致時、

V5（b3）に V5(b1,b2）

の演算結果を送出 

 １マルチフレーム

毎に解除 

V5（b3）を検出 １マルチフレーム毎

に解除 

LP-RDI TU-LOP，TU-AIS 検出時

に、V5 の b8＝"1"を送

出 

TU-LOP，TU-AIS 回復

時に、送出解除 

V5 バイトの bit 8

＝"1"を 3～10 マル

チフレーム連続受

信 

V5 バイトの bit 8≠

"1"を 3～10 マルチフ

レーム連続受信 
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図 10 警報転送機能 
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技術的条件集別表－11 の２ 対パケットデータ直収ユーザインタフェース仕様（LTE 方式） 
 
１ 概説 
本別表は、当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の網とＬＴＥ直収パケット接続事業者網間インタ

フェースにおけるプロトコル仕様を規定する。 
 

１．１ 規定範囲 
本別表は、対パケットデータ直収 LTE 接続に関する当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の移動

無線パケット交換～ＬＴＥ直収パケット接続事業者ノード間のプロトコルに関する仕様を規定する。 
 
１．２ システム構成 
対パケットデータ直収 LTE 接続に関するシステム構成図（概略）を以下に示す。接続プロトコルと

して GTPv2-C を使用する場合を図 1.2-1 に示す。 

 
図 1.2-1 システム構成図（GTPv2-C 接続） 

 
１．３ プロトコルスタック 

１．２に示したシステム構成におけるプロトコルスタックを以下に示す。 

 

図 1.3-2 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者装置間のプロトコルスタック

（GTPv2-C） 
 

ＬＴＥ直収パケッ

ト接続事業者装置 直収パケット交換機 

GTPv2-C 
UDP 
IPv4 
L1/L2 

GTPv2-C 
UDP 
IPv4 
L1/L2 

 
 
 
 
ＬＴＥ直収パケット接

続事業者 GTPv2-C の終

端 機 能 を 持 つ 設 備

DTE 

GTPv2-C 
プロトコル 

移動無線装置 直収パケット 
交換機 
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１．４ プロトコル適用規定 
当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者の

設置する装置間で使用するプロトコルは以下の表 1.4-1 に示す標準に準拠しています。 
 

表 1.4-1 直収パケット交換機－ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間の通信プロトコル 
システム構成 プロトコル 
GTPv2-C 接続 3GPP TS29.274 v10.5.0 

※当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の網では GTPv1-C での接続は提供しない。 
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２ GTPv2-C 接続 
２．１ 概説 
本章では当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続

事業者装置間の接続プロトコルとして GTPv2-C を使用する場合のメッセージ処理を規定する。

GTPv2-C 接続では以下の７つの機能で構成される。 
(ア) セッション設定機能(Create Session Request/Create Session Response) 
(イ) セッション削除機能(Delete Session Request/Delete Session Response) 
(ウ) ベアラ更新機能(Modify Bearer Request/Modify Bearer Response) 
(エ) ベアラ切断機能(Delete Bearer Request/Delete Bearer Response) 
(オ) ノード監視機能(Echo Request/Echo Response) 
(カ) サスペンド通知機能（Suspend Notification/Acknowlegde） 
(キ) レジューム通知機能（Resume Notification/Acknowlegde） 

 
２．２ コネクション 
当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設

備間で GTPv2-C プロトコルを用いる場合、下位層に UDP を使用する。このため、コネクションの確

立・切断は行わない。 
 

（1） タイマ及びリクエスト送信回数 
当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設

備間で送受する GTPv2-C プロトコルのタイマ、メッセージ再送回数は協議の上、決定することとする。 
 
２．３ セッション設定機能(Create Session Request/Create Session Response) 

(1) 処理概要 
 移動無線装置より接続要求された場合、直収パケット交換機より、ＬＴＥ直収パケット接

続事業者設備に対して Create Session Request を送信する。Create Session Request を受信

したＬＴＥ直収パケット接続事業者設備は、Create Session Request の情報要素により、接

続可否判定を行う。接続を許容する場合には、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備より直収

パケット交換機に対して Create Session Response を送信する。Create Session Response
を受信した直収パケット交換機では接続応答を移動無線装置へ送信することにより、回線を

接続する。接続を非許容にする場合には接続非許容を示す Cause Value を設定した Create 
Session Response を送信する。 

 
(2) セッション設定処理対象メッセージ 

直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション設定処理

対象メッセージを表 2.3-1 に示す。 
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表 2.3-1 セッション設定処理対象メッセージ 

メッセージ メッセージ方向 備考 
Create Session Request 直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

Create Session Response 直収パケット交換機←ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

 
２．４ セッション削除機能(Delete Session Request/Delete Session Response) 

(1) 処理概要 
 移動無線装置より回線切断が要求された場合、直収パケット交換機より、ＬＴＥ直収パケ

ット接続事業者設備に対して Delete Session Request を送信する。Delete Session Request
を受信したＬＴＥ直収パケット接続事業者設備は、切断に必要な処理を実施し、直収パケッ

ト交換機に対し、Delete Session Response を送信する。 
 

(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対して Delete Session 
Request を送信後、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備より Delete Session Response が返信

されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが発生した場合、Delete Session 
Request の再送を実施する。さらにリトライアウトした場合は送信を停止し、移動無線装置

との回線を切断する。 
 

(3) セッション削除処理メッセージ 
 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション削除処

理対象メッセージを表 2.4-1 に示す。 
 
 

表 2.4-1 セッション削除処理メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Delete Session Request 直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

Delete Session Response 直収パケット交換機←ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

 
２．５ ベアラ更新機能(Modify Bearer Request/Modify Bearer Response) 

(1) 処理概要 
 通信中に移動無線装置の移動に伴いベアラ情報が変更された場合、直収パケット交換

機からＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対し、Modify Bearer Request を送信し、

ベアラ情報が更新されたことを通知する。ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備は、変更
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処理を実施直後直収パケット交換機に対し、Modify Bearer Responseを返信する。また、

ベアラ更新通知は移動無線装置が音声通信機能を有し、音声通話が終了したことを契機

に LTE 網へアクセスする場合に送信される場合がある。 
 
 

(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対して Modify Bearer 
Request を送信後、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備より Modify Bearer Response
が返信されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが発生した場合、

Modify Bearer Request の再送を実施する。さらにリトライアウトした場合は送信を停

止し、移動無線装置との回線を切断する。 
 

(3) ベアラ更新処理メッセージ 
 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するベアラ更新処

理対象メッセージを表 2.5-1 に示す。 
表 2.5-1 ベアラ更新処理対象メッセージ 

メッセージ メッセージ方向 備考 
Modify Bearer Request 直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

Modify Bearer Response 直収パケット交換機←ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

 
２．６ ベアラ切断機能(Delete Bearer Request/Delete Bearer Response) 

(1) 処理概要 
 ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備より接続終了を要求する場合、ＬＴＥ直収パケッ

ト接続事業者設備より直収パケット交換機に対して Delete Bearer Request を送信する。

Delete Bearer Request を受信した直収パケット交換機は、切断に必要な処理を実施し、

ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対し、Delete Bearer Response を送信する。 
 

(2) ベアラ切断処理対象メッセージ 
 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するベアラ切断処

理メッセージを表 2.6-1 に示す。 
 

表 2.6-1 ベアラ切断処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Delete Bearer Request 直収パケット交換機←ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

Delete Bearer Response 直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
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２．７ ノード監視機能(Echo Request/Echo Response) 

(1) 処理概要 
 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で双方向に相手ノードの正常

性確認のため GTP Echo を使用してヘルスチェックを行う。GTPv2-C 処理部の正常性を確

認する為、GTPv2-C 用のノード IP アドレスを使用して信号送受信を行う。双方向で確認を

行う為、双方のノードがそれぞれ Echo Request を送信し、受信側は正常であれば、Echo 
Response を返信する。 
（ア）直収パケット交換機がＬＴＥ直収パケット接続事業者設備を監視 
 直収パケット交換機は、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備の正常性を確認する為、ＬＴ

Ｅ直収パケット接続事業者設備への接続を 1 つ以上保持している場合に Echo Request を送

信する。送信間隔は別途協議の上、決定することとする。 
(イ) ＬＴＥ直収パケット接続事業者ノードが直収パケット交換機を監視 

ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備は、直収パケット交換機の正常性を確認する為、

Echo Request を送信する。送信間隔は別途協議の上、決定することとする。 
 

(2) タイムアウト処理 
（ア）ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備から Echo Response が返信されなかった場合 
直収パケット交換機から、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対して Echo Request を送信

後、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備より Echo Response が返信されないことにより、直

収パケット交換機にてタイムアウトが発生した場合、当該ＬＴＥ直収パケット接続事業者設

備と通信中の回線を切断する。再度当該設備へ Echo Request を送信再開する契機は、当該ノ

ードへの新たな回線接続が行われたときとなる。 
（イ）直収パケット交換機から Echo Response が返信されなかった場合 
 ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備から直収パケット交換機に対して Echo Request を送

信後、直収パケット交換機より Echo Response が返信されないことにより、直収パケット交

換機にてタイムアウトが発生した場合、別途協議したリトライを実施する。さらにリトライ

アウト後は当該ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備内で当該直収パケット交換機と接続を行

っている回線を切断する。 
(3) ノード監視処理メッセージ 

 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション削除処

理対象メッセージを表 2.7-1 に示す。 
 

表 2.7-1 ノード監視処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Echo Request 直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
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Echo Response 直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

 
２．８ サスペンド通知機能（Suspend Notification/Suspend Acknowledge） 

(1) 処理概要 
 移動無線装置が音声通信機能を有し、音声発着信が発生した場合に直収パケット交換機か

らＬＴＥ直収パケット接続事業者設備にデータ転送を一時的に停止することを指示する機能。

ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備はサスペンド通知を受信した場合は、直ちに移動無線装

置へのパケット送信を停止し、直収パケット交換機に対して Suspend Acknowledge を送信

する。 
 
(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対して Suspend 
Notification を送信後、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備より Suspend Acknowledge が返

信されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが発生した場合、Suspend 
Notification の再送を実施する。さらにリトライアウトした場合は送信を停止する。 
 
(3) サスペンド通知対象メッセージ 
 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション削除処

理対象メッセージを表 2.8-1 に示す。 
 

表 2.8-1 サスペンド通知対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Suspend Notification 直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

Suspend Acknowledge 直収パケット交換機←ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

 
２．９ レジューム通知機能(Resume Notification/Resume Acknowledge) 

(1) 処理概要 
 移動無線装置が音声通信機能を有し、音声通話が終了した場合に直収パケット交換機から

ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備にデータ転送を復帰することを指示する機能。ＬＴＥ直

収パケット接続事業者設備はレジューム通知を受信した場合は、直ちにサスペンド状態を解

除し、直収パケット交換機に対して Resume Acknowledge を送信する。 
 
(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対して Resume 
Notification を送信後、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備より Resume Acknowledge が返
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信されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが発生した場合、Resume 
Notification の再送を実施する。さらにリトライアウトした場合は送信を停止する。 
 
(3) レジューム通知対象メッセージ 
 直収パケット交換機―ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション削除処

理対象メッセージを表 2.9-1 に示す。 
表 2.9-1 レジューム通知対象メッセージ 

メッセージ メッセージ方向 備考 
Resume Notification 直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

Resume Acknowledge 直収パケット交換機←ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
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３ GTPv2-C パケット 
 本章記載において、特に記述が無い場合は GTPv2-C 標準 3GPP TS29.274 v10.5.0 に準拠する

ものとする。 
 
３．１ GTPv2-C パケット構成 

 GTPv2-C パケットは、Version、Protocol Type、TEID flag、Message Type、Message Length、
TEID、Sequence Number からなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータを設定する情報

要素部分から構成される。GTPv2-C パケットの構成を図 3.1-1 に示す。 
  Bits 

Octets  8 7 6 5 4 3 2 1 
1  Version P T Spare Spare Spare 
2  Message Type 
3  Message Length (1st Octet) 
4  Message Length (2nd Octet) 
5  Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet) 
6  Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet) 
7  Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet) 
8  Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet) 
9  Sequence Number (1st Octet) 

10  Sequence Number (2nd Octet) 
11  Sequence Number (3rd Octet) 
12  Spare 
13  Payload 

図 3.1-1 GTPv2-C のパケット構成 
 
（１） Version（バージョン） 

 直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備で使用される GTP のバージ

ョンを示す。GTP version2 のみ使用可能である。Version 設定値を表 3.1-1 に示す。 
 

表 3.1-1 Version 設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

8 7 6 
0 0 0 GTP version0 非サポート 

0 0 1 GTP version1 非サポート 

0 1 0 GTP version2 サポート 

 
 
 

（２） P(Piggybacking flag) 
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 直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備で使用される GTP プロトコ

ルでの Piggybacking 有無を示す。本インタフェース仕様では 0 のみ使用する。

P(Piggybacking flag)設定値を表 3.1-2 に示す。 
 

表 3.1-2 P(Piggybacking flag)設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

5 
0 Piggybacking なし サポート 
1 Piggybacking あり 非サポート 

 
（３） T(TEID flag) 

 TEID の有無を示す。直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間では、

Echo Request、Echo Response、Version Not Supported Indication メッセージの GTP
ヘッダには TEID は設定されない。T(TEID flag)設定値を表 3.1-3 に示す。 

 
表 3.1-3 T(TEID flag)設定値 

Bit 位置 情報内容 備考 
4 
0 TEID なし サポート 
1 TEID あり サポート 

 
（４） Message Type 

 Message Type フィールドは GTPv2-C パケットのタイプを識別する。直収パケット交

換機はサポート外の Message Type が設定された GTPv2-C を受信した場合、信号を破棄

或いはエラー応答する。直収パケット交換機でサポートする GTPv2-C パケットの

Message Type を表 3.1-4(次ページ)に示す。 
 
（５） Message Length 

 LengthフィールドはGTPv2-Cヘッダのmandatory part(最初の 4octets)を除くパケッ

トの Payload 長を示す。 
 
（６） TEID 

 TEID フィールドは回線接続時もしくは直収パケット交換機変更時に直収パケット交

換機及びＬＴＥ直収パケット接続事業者設備でユニークに払出される回線を識別する番

号である。直収パケット交換機で払出した GTPv2-C 用の TEID は、Create Session 
Request の Payload 部の「Sender F-TEID for Control Plane」に、直収パケット交換機

変更時は、Modify Bearer Request の Payload 部の「Sender F-TEID for Control Plane」
に設定され、ＬＴＥ直収パケット接続事業者ノードに送られる。 
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 ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備で払出された GTPv2-C 用の TEID は、Create 
Session Response の Payload 部の｢PGW S5/S8 F-TEID for PMIP based interface or for 
GTP based Control Plane interface｣に設定し、直収パケット交換機に送られる。TEID
の構成を図 3.1-2 に設定値を表 3.1-5 に示す。 

 
表 3.1-4 GTPv2-C Message Type の一覧 

Message Type value Message Name 備考 

1 Echo Request サポート 

2 Echo Response サポート 

3 Version Not Supported Indication サポート 

32 Create Session Request サポート 

33 Create Session Response サポート 

34 Modify Bearer Request サポート 

35 Modify Bearer Response サポート 

36 Delete Session Request サポート 

37 Delete Session Response サポート 

38 Change Notification Request 非サポート 

39 Change Notification Response 非サポート 

64 Modify Bearer Command 非サポート 

65 Modify Bearer Failure Indication 非サポート 

66 Delete Bearer Command 非サポート 

67 Delete Bearer Failure Indication 非サポート 

68 Bearer Resource Command 非サポート 

69 Bearer Resource Failure Indication  非サポート 

71 Trace Session Activation 非サポート 

72 Trace Session Deactivation 非サポート 

95 Create Bearer Request 非サポート 

96 Create Bearer Response 非サポート 

97 Update Bearer Request 非サポート 

98 Update Bearer Response 非サポート 

99 Delete Bearer Request サポート 

100 Delete Bearer Response サポート 

101 Delete PDN Connection Set Request 非サポート 

102 Delete PDN Connection Set Response 非サポート 

162 Suspend Notification サポート 

163 Suspend Acknowledge サポート 

164 Resume Notification サポート 

165 Resume Acknowledge サポート 

200 Update PDN Connection Set Request 非サポート 

201 Update PDN Connection Set Response 非サポート 

 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2
3
4 Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet)

Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet)

Bits

Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet)
Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet)

 
図 3.1-2 TEID の構成 
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表 3.1-5 TEID 設定値 

メッセージ名 設定値 
Create Session Request 0 が設定 
Create Session Response 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Delete Session Request ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が払出した TEID

が設定 
Delete Session Response 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Modify Bearer Request ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が払出した TEID

が設定 
Modify Bearer Response 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Delete Bearer Request 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Delete Bearer Response ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が払出した TEID

が設定 
Echo Request フィールド自体設定なし 
Echo Response フィールド自体設定なし 
Suspend Notification フィールド自体設定なし 
Suspend Acknowledge フィールド自体設定なし 
Resume Notification フィールド自体設定なし 
Resume Acknowledge フィールド自体設定なし 

 
（７） Sequence Number 

 Sequence Number フィールドは GTPv2-C の Request Message と Response Message
を対応付けるために使用される。Request を受信した装置は Response を返信する際に

Request に設定された Sequence Number をコピーし、Response の Sequence Number
に設定する。Sequence Number の構成を図 3.1-3 に示す。 

 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2
3

Bits

Sequence Number (2nd Octet)
Sequence Number (1st Octet)

Sequence Number (3rd Octet)  
図 3.1-3 Sequence Number の構成 
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３．２ GTPv2-C パケット Payload 
 GTPv2-C の各 Message Type の Payload に設定されるパラメータを以下に示す表 3.2-1 の

形式で表現する。 
 

表 3.2-1 GTPv2-C の各 Message Type の Payload に設定されるパラメータの説明 
パラメータ名 設定種別 情報長 備考 

固定/可変 Octets 
パラメータ名

を記載 
以下の何れかを

記 載 す る

M:(Mandatory) 
C:(Conditional) 
O:(Optional) 

以下の何れかを記載

する。 
F:固定長(Fixed) 
V:可変長(Variable) 

パラメータ情報

長をオクテット

数で記載する 

 

 
（１） Create Session Request 

 Create Session Request は、直収パケット交換機に対して移動無線装置から接続要求が

あった際に回線接続を行う為にＬＴＥ直収パケット接続事業者設備へ送信される。

Create Session Request のパラメータを表 3.2-2 に示す。 
 

表 3.2-2 Create Session Request のパラメータ 
方向:直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定 
種別 

情報長 備考 
固定/可変 Octets 

IMSI M F 8 接続要求を行ったユーザの

IMSI が設定される 
MSISDN C F 6 接続要求を行ったユーザの

MSISDN が設定される 
Mobile Equipment Identity 
(MEI) 

C F 8 接続要求を行ったユーザの

IMEISV が設定される 
User Location Information C F 13 TAI と ECGI が設定される。 

Serving Network C F 3 MCC 及び MNC が設定される 

RAT Type M F 1 移動無線装置が捕捉している

RAT Type が設定される 
Indication Flags C F 3 IPｖ4 と IPｖ6アドレス両方使

用 時 に DAF(Dual Address 
Bearer)が設定される 

Sender F-TEID for Control 
Plane 

M V ― 直 収 パ ケ ッ ト 交 換 機 が

GTPv2-C 用に割当てた TEID
が設定される 

PGW S5/S8 F-TEID for 
PMIP 

C V ― 未設定 

Access Point Name(APN) M V ― 移動無線装置がセッション設

定 処 理 (Create Session 
Request)で設定した APN が設
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定される 

Selection Mode C F 1 移動無線装置が指定した APN
を選択したかどうかが設定さ

れる 
PDN Type C F 1 IPv4 IPv6 IPv4v6 の何れかが

設定される 
PDN Address 
Allocation(PAA) 

C V  割当てた PDN アドレスが設定

される 
Maximum APN Restriction M F 1 APN の最大規制レベルが設定

される 
Aggregate MAX Bit 
Rate(APN-AMBR) 

C F 8 最大転送速度の総計が設定さ

れる 
Linked EPS Bearer ID C F ― 未設定 

Protocol Configuration 
Options(PCO) 

C V ― 移動無線装置が接続開始時に

設定した情報が設定される。 
Bearer Contexts to be 
created 

M V ― セットアップするベアラ情報

が設定される 
Bearer Contexts to be 
removed 

C V ― 未設定 

Trace Information C F ― 未設定 

Recovery C F 1 直収パケット交換機が再開し

た場合にインクリメントして

設定される 
MME-FQ-CSID C V ― 未設定 

SGW-FQ-CSID C V ― 未設定 

UE Time Zone C F ― 未設定 

User CSG Information 
(UCI) 

C V ― 未設定 

Charging Characteristics C F ― 固定値が設定される。 

MME/SGSN LDN O V ― 未設定 

SGW Local Distinguished 
Name（LDN) 

O V ― 未設定 

Private Extension O V ― 未設定 

 
（２） Create Session Response 

 Create Session Response は、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が直収パケット交換

機へ送信するメッセージであり、直収パケット交換機が送信した Create Session Request
の返信メッセージとしてＬＴＥ直収パケット接続事業者設備から送信される。Create 
Session Response のパラメータを表 3.2-3 に示す。 
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表 3.2-3 Create Session Response 
方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定 
種別 

情報長 備考 
固定/可変 Octets 

Cause M V 2～6 Request メッセージ受付結果

（許容・非許容）が設定される。 
Change Reporting Action C F ― Don’t Care 
Sender F-TEID for Control 
Plane 

C V ― Don’t Care 

PGW S5/S8 F-TEID for 
PMIP based interface or for 
GTP based Control Plane 
interface 

C V ― ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備が割当てた GTPv2-C 用

の TEID が設定される。但し

Cause が Request Accepted の

場合 
PDN Address Allocation 
(PAA) 

C V ― 割当てた PDN アドレスが設定

される 
APN Restriction M F 1 APN の最大規制レベルが設定

される 
Aggregate Maximum Bit 
Rate （APN-AMBR） 

C F 8 最大転送速度の総計が設定さ

れる。Create Session Request
で設定した値以外は許容され

ない。 
Linked EPS Bearer ID C F ― Don’t Care 

Protocol Configuration 
Options (PCO) 

C V ― ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備が移動無線装置に対し

通知する必要がある情報が設

定される。直収パケット交換機

は、移動無線装置に対しセッシ

ョン設定メッセージ (Create 
Session Response)送信時に透

過的に設定する 
Bearer Contexts created M V ― セットアップするベアラ情報

が設定される。Create Session 
Request で設定した QoS 情報

の変更は許容しない 
Bearer Contexts marked for 
removal 

C V ― Don’t Care 

Recovery C F 1 設備が再開した場合にインク

リメントして設定される 
Charging Gateway Name C V ― Don’t Care 

Charging Gateway Address C V ― Don’t Care 

PGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 

SGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 

Private Extension O V ― Don’t Care 
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（３） Delete Session Request 
 Delete Session Request は、直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備

間の回線切断を行う為に送信される。移動無線装置主導で回線切断を行う場合、直収パケ

ット交換機からＬＴＥ直収パケット接続事業者設備へ Delete Session Request が送信さ

れる。Delete Session Request のパラメータを表 3.2-4 に示す。 
 

表 3.2-4 Delete Session Request のパラメータ 
(直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備) 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause C V ― 未設定 
Linked EPS Bearer ID 
(LBI)  

C F 1 削除対象の EPS Bearer ID が

設定される 
User Location (ULI) C V ― 未設定 
Indication Flags C F ― All ゼロで設定する。 
Protocol Configuration 
Option (PCO) 

C V ― 移動無線装置が設定した場合

は設定される。 
Originating Node C V ― 未設定 
Sender F-TEID for 
control Plane 

O V ― 未設定 

UE Time ZONE O F ― 未設定 
Private Extension O V ― 未設定 

 
（４） Delete Session Response 

 Delete Session Response は、直収パケット交換機から送信された Delete Session 
Request に対する応答メッセージである。Delete Session Response のパラメータを表

3.2-5 に示す。 
 

表 3.2-5 Delete Session Response のパラメータ 
(ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機) 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Recovery C F 1 交換機・設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Protocol Configuration 
Option (PCO) 

C V ― ＬＴＥ直収パケット接続事業者

設備が移動無線装置に対し、渡

す必要がある情報が設定され

る。直収パケット交換機は移動

無線装置に対してセッション削

除 処 理 (Delete Session 
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Response)送信時に透過に設定

される 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（５） Delete Bearer Response 

 Delete Bearer Response は、直収パケット交換機から送信された Delete Bearer 
Request に対する応答メッセージである。Delete Session Response/Delete Bearer のパ

ラメータを表 3.2-6 に示す。 
 

表 3.2-6 Delete Bearer Response のパラメータ 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Linked EPS Beaer ID 
(LBI) 

C F 1 削除対象の EPS Bearer ID が

設定される 
Bearer Contexts C V ― 未設定 
Recovery C F 1 交換機・設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
MME-FQ-CSID C V ― 未設定 
SGW-FQ-CSID C V ― 未設定 
Protocol Configuration 
Option (PCO) 

C V  未設定 

Private Extension O V ― 未設定 

 
（６） Modify Bearer Request 

 Modify Bearer Request は、通信中に移動無線装置の移動に伴いベアラ情報が変更され

た場合、直収パケット交換機からＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に対し、Modify 
Bearer Request を送信し、ベアラ情報が変更されたことを通知する。Modify Bearer 
Request のパラメータを表 3.2-7 に示す。 

 
表 3.2-7 Modify Bearer Request のパラメータ 

方向:直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
ME Identity (MEI) C V ― 未設定 
User Location 
Information (ULI) 

C V ― 未設定 

Serving Network C F 3 MCC 及び MNC が設定さ

れる 
RAT Type C F 1 移動無線装置が捕捉して

いる RAT Type が設定され
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る 
Indication Flags C F ― All ゼロで設定する。 
Sender F-TEID for 
Control Plane 

C V ― 直収パケット交換機が

GTPv2-C 用に割当てた

TEID が設定される 
Aggregate Maximum Bit 
Rate (APN-AMBR) 

C F ― 未設定 

Delay Downlink Packet 
Notification Request 

C F ― 未設定 

Bearer Contexts to be 
modified 

C V ― 変更するベアラ情報が設

定される 
Bearer Contexts to be 
removed 

C V 
 

― 未設定 

Recovery C F 1 交換機が再開した場合に

インクリメントされる 
UE Time Zone C F ― 未設定 
MME-FQ-CSID C V ― 未設定 
SGW-FQ-CSID C V ― 未設定 
Charging Characteristics C F ― 固定値が設定される。 
Private Extension O V ― 未設定 

 
（７） Modify Bearer Response 

 Modify Bearer Response は、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が直収パケット交換機

へ送信するメッセージであり、直収パケット交換機が送信した Modify Bearer Request
の返信メッセージとしてＬＴＥ直収パケット接続事業者設備から送信される。Modify 
Bearer Response のパラメータを表 3.2-8 に示す。 

 
表 3.2-8 Modify Bearer Response のパラメータ 

方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Request メッセージの許容・

非許容が設定される 
MSISDN C F 6 変更要求を行ったユーザの

MSISDN が設定される 
Linked EPS Bearer ID C F ― Don’t Care 
Aggregated Maximum Bit 
Rate (APN-AMBR) 

C F ― Don’t Care 

APN Restriction C F ― Don’t Care 
Protocol Configuration 
Options (PCO) 

C V ― 移動無線装置へベアラ更新処

理(Modify Bearer Response)
時に透過で設定される 

Bearer Contexts modified C 
 

V ― 変更するベアラ情報が設定さ

れる。Modify Bearer Request
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で設定した QoS 情報の変更は

許容しない 
Bearer Contexts marked 
for removal 

C V ― Don’t Care 

Change Reporting Action C V ― Don’t Care 
Charging Gateway Name C V ― Don’t Care 
Charging Gateway 
Address 

C V ― Don’t Care 

PGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
SGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
Recovery C F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定され

る 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（８） Delete Bearer Request 

 Delete Bearer Request は、直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備

間の回線切断を行う為に送信される。ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備主導で回線切断

を行う場合、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備から直収パケット交換機へ送信される。

Delete Bearer Request のパラメータを表 3.2-9 に示す。 
 

表 3.2-9 Delete Bearer Request のパラメータ 
方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/
可変 

Octets 

Linked EPS Bearer ID (LBI) C F ― 削除対象の EPS Bearer ID が

設定される 
EPS Bearer IDs C F ― Don’t Care 
Failed Bearer Contexts O V ― Don’t Care 
Procedure Transaction Id 
(PTI) 

C F ― Don’t Care 

Protocol Configuration 
Options (PCO) 

C V ― ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備が、移動無線装置に対

し渡す必要がある情報が設定

される。直収パケット交換機

は、移動無線装置に対し、ベ

アラ切断処理(Delete Bearer 
Request)送信時に透過で設定

される 
PGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
SGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
Cause C V ― Don’t Care 
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Private Extension O V ― Don’t Care 

 
 

（９） Echo Request 
 Echo Request は、直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間でヘルス

チェックを行う為に双方から送信される。Echo Request のパラメータを表 3.2-10 及び表

3.2-11 に示す。 
 

表 3.2-10 Echo Request のパラメータ 
方向:直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Private Extension O V ― 未設定 

 
表 3.2-11 Echo Request のパラメータ 

方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定され

る 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（１０） Echo Response 

 Echo Response は、直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間でヘル

スチェックを行う為に双方から送信される Echo Request の応答メッセージである。Echo 
Response のパラメータを表 3.2-12 及び表 3.2-13 に示す。 

 
表 3.2-12 Echo Response のパラメータ 

方向:直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Cause O V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
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表 3.2-13 Echo Response のパラメータ 
方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Cause O V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（１１） Suspend Notification 

Suspend Notification は直収パケット交換機からＬＴＥ直収パケット接続事業者設備へ

ユーザデータの転送の一時停止を指示するメッセージである。メッセージには GTPv2 ヘ

ッダのみが設定される。 
 

（１２） Suspend Acknowledge 
Suspend Acknowledge はＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が直収パケット交換機から

受信した Suspend Notification への応答を明示するメッセージである。表 3.2-14 に

Suspend Acknowledge のパラメータを示す。 
 

表 3.2-14 Suspend Acknowledge のパラメータ 
方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Suspend Notification メッセー

ジの許容・非許容が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
     

 
 
（１３） Resume Notification 

Resume Notificationは直収パケット交換機からＬＴＥ直収パケット接続事業者設備へユ

ーザデータの転送の再開を指示するメッセージである。表 3.2-15 に Suspend 
Acknowledge のパラメータを示す。 
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表 3.2.15 Resume Notification のパラメータ 
方向: 直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
IMSI M F 8 接続要求を行ったユーザの

IMSI が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
     

 
 

（１４） Resume Acknowledge 
Resume Acknowledge はＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が直収パケット交換機から

受信した Resume Notification への応答を明示するメッセージである。表 3.2-16 に

Resume Acknowledge のパラメータを示す。 
 

表 3.2-16 Resume Acknowledge のパラメータ 
方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Resume Notification メッセー

ジの許容・非許容が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
     

 
 
（１５） Version Not Supported Indication 

 Version Not Supported Indication は、直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続

事業者設備間で送信側がサポートする最新の GTPｖ2 バージョン情報を通知するため双

方から GTPｖ2 ヘッダのみを送信する。 
  



 技別 11 の 2－23 

４ GTPv1-U 接続 
４．１ 概説 
本章では当社直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者装置間のユーザデータ転送プロ

トコルに関する仕様を規定する。直収パケット交換～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間のユーザ

データ転送プロトコルは GTPv1-U プロトコルを用いてデータ転送を行います。本プロトコルはアク

セス制御として GTPv2-C プロトコルを用いた場合のユーザデータ転送接続で使用される。 
 
４．２ プロトコルスタック 

直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間のプロトコルスタックを図 4.2-1 に示

す。 

 

図 4.2-1 直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間のプロトコルスタック 
 
４．３ 適用規定 

直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用する GTPv1-U は 3GPP 
TS.29.281 v9.3.0 に準拠する。 
  

ＬＴＥ直収パケット

接続事業者装置 直収パケット交換機 

GTPv1-U 
UDP 
IPv4 
L1/L2 

GTPv1-U 
UDP 
IPv4 
L1/L2 
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５ ユーザデータ転送機能概要 
５．１ 概説 
ユーザデータ転送プロトコルは、直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者装置におい

て GTPv1-U プロトコルを用いてユーザデータの転送を行う為のメッセージを規定する。ユーザデー

タ転送に関する機能は以下の 3 つの機能で構成される。 
(ア) ユーザデータ転送処理 
(イ) エラーデータ処理 
(ウ) ノード監視処理 

 
５．２ コネクション 
直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者装置間で規定するユーザデータ転送プロトコ

ルは GTPv1-U プロトコルを用いる為、下位層に UDP を使用する。その為、コネクションの確立・切

断は行わない。 
（1） タイマ、メッセージ再送回数 

 GTPv1-U インタフェースのタイマ、メッセージ再送回数は協議の上決定することとする。 
 
５．３ ユーザデータ転送処理 
（1） 処理概要 

 GTPv2-C を使用して回線接続を行った後、直収パケット交換機は、移動無線装置からユー

ザデータを受信すると接続処理においてＬＴＥ直収パケット接続事業者設備に払出された

GTPv1-U 用の TEID を付与した G-PDU メッセージにカプセル化を行いＬＴＥ直収パケット

接続事業者設備に転送する。また、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備から接続処理において

直収パケットで払出した GTPv1-U 用の TEID を付与した G-PDU メッセージでカプセル化さ

れたユーザデータを受信すると移動無線装置との間に接続処理時に設定された回線に対して

ユーザデータを転送する。 
 

（2） ユーザデータ転送処理対象メッセージ 
直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するユーザデータ転送処

理対象メッセージを表 5.3-1 に示す。 
 

表 5.3-1 ユーザデータ転送対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
G-PDU 直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
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５．４ エラーデータ処理 

（1） 処理概要 
 直収パケット交換機は、G-PDU 受信時に送信元 IP アドレスと TEID の組合せが、記憶し

た組合せと同じかをチェックする。記憶した内容と異なれば回線を切断済みと判断し、G-PDU
の送信元 IP アドレスに対して Error indication を送信する。Error Indication を受信したＬ

ＴＥ直収パケット接続事業者設備は、Error Indication 受信時に該当 IP アドレスと TEID の

組合せを持つ回線を切断する。 
 ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備は、G-PDU 受信時に送信元 IP アドレスと TEID の組

合せが記憶した組合せと同じかチェックを行う。記憶した内容と異なれば回線を切断済みと判

断し、G-PDU の送信元 IP アドレスに対して Error Indication を送信する。Error Indication
を受信した直収パケット交換機は、Error Indication 受信時に当該 IP アドレスと TEID の組

合せ持つ回線を切断する。 
 
（2） エラーデータ処理対象メッセージ 

 直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するエラーデータ処理

対象メッセージを表 5.4-1 に示す。 
 

表 5.4-1 エラーデータ処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Error Indication 直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

 
５．５ ノード監視処理 

(1) 処理概要 

 直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で双方向に相手ノードの正常

性確認の為、GTP Echo を使用してヘルスチェックを行う。GTPv1-U 処理部の正常性を確認す

る為、GTPv1-U 用のノード IP アドレスを使用してメッセージ送受を行う。双方向で確認を行

うため、双方のノードがそれぞれ Echo Request を送信し、受信側は正常であれば、Echo 

Response を返信する。GTP-U Echo の送受は当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者とＬＴＥ

直収パケット接続事業者との協議で決定する。 

（ア） 直収パケット交換機がＬＴＥ直収パケット接続事業者設備を監視 
直収パケット交換機は、ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備の正常性を確認する為、

ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備への接続が確立したことを契機に Echo Request
の送信を開始する。送信間隔は別途協議の上、決定する。 

 
（イ） ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備が直収パケット交換機を監視 

ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備は、直収パケット交換機の正常性を確認する為
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Echo Request の送信を行う。送信間隔は別途協議の上、決定する。 
 

(2) タイムアウト時の処理 

（ア） ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備から Echo Request が返信されなかった場合 
直収パケット交換機は、別途協議の上決定した回数の Echo Request 再送を行う。 
リトライアウト後は、該当のＬＴＥ直収パケット接続事業者設備と通信中の回線を切

断する。また、以降該当設備への Echo Request 送信を停止する。再度該当設備への

Echo Request を送信契機は、該当ノードへの新たな回線接続が行われ、GTPv1-U
パケットが疎通した時となる。 

 
（イ） 直収パケット交換機から Echo Response が返信されなかった場合 

必要回数リトライを行いリトライアウト後にＬＴＥ直収パケット接続事業者設備内

で該当直収パケット交換機と接続を行っている回線を切断する。 
 

(3) ノード監視処理対象メッセージ 
 直収パケット交換機～ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用するノード監視処理対

象メッセージを表 5.5-1 に示す。 
 

表 5.5-1 ノード監視処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Echo Request 直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
 

Echo Response 直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業

者設備 
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６ GTPv1-U パケット 
本章記載において特に記述が無い場合は GTPv1-U 標準 3GPP TS29.281v9.3.0 に準拠する。 

 
６．１ GTPv1-U パケット構成 

GTPv1-U パケットは、Version、Protocol Type、 Extension Header flag、Sequence number flag、 
N-PDU Number flag、MessageType、 Length、 TEID、 Sequence Number、 N-PDU Number、 
Next Extension Header からなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータを設定する情報要素部分か

ら構成される。 
GTPv1-U パケットの構成を図 6.1-1 に示す。 

 
  Bits 

Octets  8 7 6 5 4 3 2 1 
1  Version PT (*) E S PN 
2  Message Type 
3  Length (1st Octet) 
4  Length (2nd Octet) 
5  Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet) 
6  Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet) 
7  Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet) 
8  Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet) 
9  Sequence Number (1st Octet)1) 4)  

10  Sequence Number (2nd Octet)1) 4) 
11  N-PDU Number2) 4) 
12  Next Extension Header Type3) 4) 
13  Payload 

図 6.1-1 GTP-U パケットの構成 
(*) 予備ビット。“0”で設定される。受信側では Don’t Care 
1)“S”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定される。 
2)“PN”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定される。 
3)“E”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定される。 
4)“S”、“PN”、“E”フラグの何れか一つ以上でもセットされる場合に限り、このフィールド

は存在する。 
 

(1) Version(バージョン) 
 直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用されるGTPノード監視

処理対象メッセージを表 6.1-1 に示す。 
表 6.1-1 Version 設定値 

Bit 位置 情報内容 備考 
8 7 6 
0 0 0 GTP version0 非サポート 
0 0 1 GTP version1 サポート 
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(2) PT(プロトコルタイプ) 
 直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間で使用されるGTPのプロトコ

ルタイプを示す。GTP のみサポートする。PT 設定値を表 6.1-2 に示す。 
 

表 6.1-2 PT 設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

5 
0 GTP’ 非サポート 
1 GTP サポート 

 
(3) E(拡張ヘッダフラグ) 

 拡張ヘッダフラグの有無を示す。直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設

備間では拡張ヘッダを使用しない。拡張ヘッダ設定値を表 6.1-3 に示す。 
 

表 6.1-3 拡張ヘッダフラグ設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

3 
0 拡張ヘッダが存在しない サポート 
1 拡張ヘッダが存在する 非サポート 

 
(4) S(シーケンスナンバフラグ) 

 シーケンスナンバの有無を示す。直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設

備間ではシーケンスナンバを使用しない。但し、Echo Request, Echo Response, Error 
Indication メッセージでは“1”を使用する。シーケンスナンバフラグ設定値を表 6.1-4 に示

す。 
 

表 6.1-4 シーケンスナンバ設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

2 
0 シーケンスナンバが存在しない サポート 
1 シーケンスナンバが存在する サポート 

 
(5) PN(N-PDU ナンバフラグ) 

 N-PDU ナンバフラグの有無を示す。直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者

設備間では N-PDU ナンバを使用しない。N-PDU ナンバフラグ設定値を表 6.1-5 に示す。 
 

表 6.1-5 N-PDU ナンバ設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

1 
0 N-PDU ナンバが存在しない サポート 
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1 N-PDU ナンバが存在する 非サポート 
(6) Message Type 

 Message Type フィールドは、GTPv1-U パケットタイプを識別する。直収パケット交換機

はサポート外の Message Type を持つ GTPv1-U パケットを受信した場合、信号を破棄する。

直収パケット交換機でサポートする GTPv1-U パケットメッセージ種別を表 6.1-6 に示す。 
 

表 6.1-6 GTPv1-U パケットの Message Type 一覧 
Message Type 

value (Decimal) 
Message 備考 

1 Echo Request サポート 
2 Echo Response サポート 

26 Error Indication サポート 
31 Supported Extension Headers 

Notification 
サポート 

255 G-PDU サポート 
 

(7) Length 
 Length フィールドは Payload 長を示す。 

 
(8) TEID 

 TEID フィールドは回線接続時もしくは直収パケット交換機変更時に直収パケット交換機

及びＬＴＥ直収パケット接続事業者設備でユニークに払出される回線を識別する番号である。

直収パケット交換機で払出した GTPv1-U 用の TEID は、Create Session Request の Payload
部の「S5/S8-U SGW F-TEID」に、直収パケット交換機変更時は、Modify Bearer Request
の Payload 部の「S5/S8-U SGW F-TEID」に設定され、ＬＴＥ直収パケット接続事業者ノー

ドに送られる。 
 ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備で払出された GTPv1-U 用の TEID は、Create Session 
Response の Payload 部の｢S5/S8-U PGW F-TEID｣に、直収パケット交換機変更時は Modify 
Bearer Response の Payload 部の｢S5/S8-U PGW F-TEID｣に設定し、直収パケット交換機に

送られる。TEID の構成を図 6.1-2 に設定値を表 6.1-7 に示す。 
 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2
3
4 Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet)

Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet)

Bits

Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet)
Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet)

 
図 6.1-2 TEID の構成図 
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表 6.1-7 TEID の設定値 
メッセージ名 設定値 

G-PDU 送信先のノードが回線接続処理時に払出した

GTPv1-U 用 TEID が設定される 
Error indication 0 が設定される 
Echo Request 0 が設定される 
Echo Response 0 が設定される 

 
(9) Sequence Number 

 Sequence Number フィールドは、GTPv1-U の Echo Request Message と Response 
Message を対応付けさせる為にトランザクション ID として使用される。Request 受信後に

Response を返信する際に Request に設定された Sequence Number をコピーして Response
の Sequence Number に設定する。Sequence Number の構成を図 6.1-3 に示す。 

 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2

Bits

Sequence Number (2nd Octet)
Sequence Number (1st Octet)

 

図 6.1-3 Sequence Number の構成 
 

(10)  N-PDU Number 
 N-PDU Number フィールドは、使用しない為“0”を設定する。Sequence Number が設

定されていない場合は、本フィールド自体が存在しない。 
 

(11)  Next Extension Header Type 
 Next Extension Header Type フィールドは、Extension フィールドを設定しない為、“0”
を設定する。Sequence Number が設定されていない場合は、本フィールド自体が存在しない。 
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６．２ GTPv1-U パケット Payload 
 GTPv1-U の Payload に設定されるパラメータを以下に示す表 6.2-1 の形式で表現する。 

 
表 6.2-1 GTPv1-U の Payload に設定されるパラメータの説明 

パラメータ名 設定種別 情報長 備考 
固定/可変 Octets 

パラメータ名

を記載 
以下の何れかを

記 載 す る

M:(Mandatory) 
C:(Conditional) 
O:(Optional) 

以下の何れかを記載

する。 
F:固定長(Fixed) 
V:可変長(Variable) 

パラメータ情報

長をオクテット

数で記載する 

 

 
(1) Echo Request 

 Echo Request は、直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間でヘルスチ

ェックを行う為に双方から送信される。Echo Request のパラメータを表 6.2-2 及び表 6.2-3
に示す。 

 
表 6.2-2 Echo Request のパラメータ 

方向:直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Private Extension ０ V  未設定 

 
表 6.2-3 Echo Request のパラメータ 

方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Private Extension ０ V  Don’t Care 

 
(2) Echo Response 

 Echo Response は、直収パケット交換機とＬＴＥ直収パケット接続事業者設備間でヘルス

チェックを行う為に双方から送信される Echo Request の応答メッセージである。Echo 
Response のパラメータを表 6.2-4 及び表 6.2-5 に示す。 

 
表 6.2-4 Echo Response のパラメータ 

方向:直収パケット交換機→ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 0 が設定される 
Private Extension ０ V  未設定 
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表 6.2-5 Echo Response のパラメータ 

方向:ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 Don’t Care 
Private Extension ０ V  Don’t Care 

 
(3) Supported Extension Headers Notification 

 Supported Extension Headers Notification は、サポートする Extension ヘッダのリスト

を通知する為に使用される。Supported Extension Headers Notification のパラメータを表

6.2-6 に示す。 
 

表 6.2-6 Supported Extension Headers Notification のパラメータ 
方向:直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Supported Extension 
Headers Notification 

M V  Extension ヘッダタイプのリス

トが設定される。 
 

(4) Error indication 
 Error indication は、回線接続時に記憶した接続先ノードの IP アドレスと TEID の組合せ

と異なるG-PDUメッセージを受信した場合にG-PDU送信ノードに対して送信される。Error 
indication のパラメータを表 6.2-7 に示す。 

 
表 6.2-7 Error indication のパラメータ 

方向:直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Tunnel Endpoint 
Identifier Data I 

M F 4 G-PDU 受信時に設定されてい

た TEID が設定される 
GTP-U Peer Address M F 4 G-PDU 受信時に設定されてい

た宛先 IP アドレスが設定され

る 
Private Extension O V  未設定 

 
(5) G-PDU 

 G-PDU は、接続した回線でユーザデータをカプセル化して転送する為に使用される。

G-PDU のパラメータを表 6.2-8 に示す。 
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表 6.2-8 G-PDU のパラメータ 

方向:直収パケット交換機⇔ＬＴＥ直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
ユーザデータ M V  移動無線装置が送受信する IP

パケットがカプセル化されて設

定される 
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技術的条件集別表－11 の３ 対パケットデータ直収ユーザインタフェース仕様（5G(NSA)方式） 
 
１ 概説 
本別表は、当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の網と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者網

間インタフェースにおけるプロトコル仕様を規定する。 
 

１．１ 規定範囲 
本別表は、対パケットデータ直収 5G(NSA 方式)接続に関する当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業

者の移動無線パケット交換～5G(NSA方式)直収パケット接続事業者ノード間のプロトコルに関する仕

様を規定する。 
 
１．２ システム構成 
対パケットデータ直収 5G(NSA 方式)接続に関するシステム構成図（概略）を以下に示す。接続プロ

トコルとして GTPv2-C を使用する場合を図 1.2-1 に示す。 

 
図 1.2-1 システム構成図（GTPv2-C 接続） 

 
１．３ プロトコルスタック 

１．２に示したシステム構成におけるプロトコルスタックを以下に示す。 

 

図 1.3-2 直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者装置間のプロトコルスタッ

ク（GTPv2-C） 

5G(NSA 方式)直収パケ

ット接続事業者装置 直収パケット交換機 

GTPv2-C 
UDP 
IPv4 
L1/L2 

GTPv2-C 
UDP 
IPv4 
L1/L2 

 
 
 
 
5G(NSA 方式)直収パケ

ッ ト 接 続 事 業 者

GTPv2-C の終端機能を

DTE 

GTPv2-C 
プロトコル 

移動無線装置 直収パケット 
交換機 
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１．４ プロトコル適用規定 

当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機と 5G(NSA)直収パケット接続事業者

の設置する装置間で使用するプロトコルは以下の表 1.4-1 に示す標準に準拠しています。 
 

表 1.4-1 直収パケット交換機－5G(NSA)直収パケット接続事業者設備間の通信プロトコル 
システム構成 プロトコル 
GTPv2-C 接続 3GPP TS29.274 v15.3.0 
GTPv1-U 接続 3GPP TS29.281v 15.2.0 

※当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の網では GTPv1-C での接続は提供しない。 
 GTPv2-C 接続においては TS 29.212 Rel.15 のビットレート拡張 (AMBR/MBR/GBR) をサポート

しています。  
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２ GTPv2-C 接続 
２．１ 概説 
本章では当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機と5G(NSA方式)直収パケッ

ト接続事業者装置間の接続プロトコルとして GTPv2-C を使用する場合のメッセージ処理を規定する。

GTPv2-C 接続では以下の７つの機能で構成される。 
(ア) セッション設定機能(Create Session Request/Create Session Response) 
(イ) セッション削除機能(Delete Session Request/Delete Session Response) 
(ウ) ベアラ更新機能(Modify Bearer Request/Modify Bearer Response) 
(エ) ベアラ切断機能(Delete Bearer Request/Delete Bearer Response) 
(オ) ノード監視機能(Echo Request/Echo Response) 
(カ) サスペンド通知機能（Suspend Notification/Acknowlegde） 
(キ) レジューム通知機能（Resume Notification/Acknowlegde） 

 
２．２ コネクション 
当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事

業者設備間で GTPv2-C プロトコルを用いる場合、下位層に UDP を使用する。このため、コネクショ

ンの確立・切断は行わない。 
 

（1） タイマ及びリクエスト送信回数 
当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機と5G(NSA方式)直収パケット接続事

業者設備間で送受する GTPv2-C プロトコルのタイマ、メッセージ再送回数は協議の上、決定すること

とする。 
 
２．３ セッション設定機能(Create Session Request/Create Session Response) 

(1) 処理概要 
 移動無線装置より接続要求された場合、直収パケット交換機より、5G(NSA 方式)直収パケ

ット接続事業者設備に対して Create Session Request を送信する。Create Session Request
を受信した 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備は、Create Session Request の情報

要素により、接続可否判定を行う。接続を許容する場合には、5G(NSA 方式)直収パケット接

続事業者設備より直収パケット交換機に対して Create Session Response を送信する。

Create Session Response を受信した直収パケット交換機では接続応答を移動無線装置へ送

信することにより、回線を接続する。接続を非許容にする場合には接続非許容を示す Cause 
Value を設定した Create Session Response を送信する。 

 
(2) セッション設定処理対象メッセージ 

直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション設
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定処理対象メッセージを表 2.3-1 に示す。 
 

表 2.3-1 セッション設定処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Create Session Request 直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

Create Session Response 直収パケット交換機←5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

 
２．４ セッション削除機能(Delete Session Request/Delete Session Response) 

(1) 処理概要 
 移動無線装置より回線切断が要求された場合、直収パケット交換機より、5G(NSA 方式)直

収パケット接続事業者設備に対して Delete Session Request を送信する。Delete Session 
Request を受信した 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備は、切断に必要な処理を実施

し、直収パケット交換機に対し、Delete Session Response を送信する。 
 

(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対して Delete 
Session Request を送信後、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備より Delete Session 
Response が返信されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが発生した場合、

Delete Session Request の再送を実施する。さらにリトライアウトした場合は送信を停止し、

移動無線装置との回線を切断する。 
 

(3) セッション削除処理メッセージ 
 直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション

削除処理対象メッセージを表 2.4-1 に示す。 
 
 

表 2.4-1 セッション削除処理メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Delete Session Request 直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

Delete Session Response 直収パケット交換機←5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

 
２．５ ベアラ更新機能(Modify Bearer Request/Modify Bearer Response) 

(1) 処理概要 
 通信中に移動無線装置の移動に伴いベアラ情報が変更された場合、直収パケット交換

機から 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対し、Modify Bearer Request を送
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信し、ベアラ情報が更新されたことを通知する。5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者

設備は、変更処理を実施直後直収パケット交換機に対し、Modify Bearer Response を返

信する。また、ベアラ更新通知は移動無線装置が音声通信機能を有し、音声通話が終了

したことを契機に 5G(NSA 方式)網へアクセスする場合に送信される場合がある。 
 
 

(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対して Modify 
Bearer Request を送信後、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備より Modify 
Bearer Response が返信されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが

発生した場合、Modify Bearer Request の再送を実施する。さらにリトライアウトした

場合は送信を停止し、移動無線装置との回線を切断する。 
 

(3) ベアラ更新処理メッセージ 
 直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するベアラ

更新処理対象メッセージを表 2.5-1 に示す。 
表 2.5-1 ベアラ更新処理対象メッセージ 

メッセージ メッセージ方向 備考 
Modify Bearer Request 直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

Modify Bearer Response 直収パケット交換機←5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

 
２．６ ベアラ切断機能(Delete Bearer Request/Delete Bearer Response) 

(1) 処理概要 
 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備より接続終了を要求する場合、5G(NSA 方

式 )直収パケット接続事業者設備より直収パケット交換機に対して Delete Bearer 
Request を送信する。Delete Bearer Request を受信した直収パケット交換機は、切断に

必要な処理を実施し、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対し、Delete Bearer 
Response を送信する。 
 

(2) ベアラ切断処理対象メッセージ 
 直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するベアラ

切断処理メッセージを表 2.6-1 に示す。 
 

表 2.6-1 ベアラ切断処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Delete Bearer Request 直収パケット交換機←5G(NSA 方式)直収パケット  
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接続事業者設備 
Delete Bearer Response 直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

 
２．７ ノード監視機能(Echo Request/Echo Response) 

(1) 処理概要 
 直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で双方向に相手ノード

の正常性確認のため GTP Echo を使用してヘルスチェックを行う。GTPv2-C 処理部の正常

性を確認する為、GTPv2-C 用のノード IP アドレスを使用して信号送受信を行う。双方向で

確認を行う為、双方のノードがそれぞれ Echo Request を送信し、受信側は正常であれば、

Echo Response を返信する。 
（ア）直収パケット交換機が 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備を監視 
   直収パケット交換機は、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備の正常性を確認す

る為、5G(NSA 

   方式)直収パケット接続事業者設備への接続を 1 つ以上保持している場合に Echo 
Request を送信する。  
   送信間隔は別途協議の上、決定することとする。 

(イ) 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者ノードが直収パケット交換機を監視 
5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備は、直収パケット交換機の正常性を確認

する為、Echo Request を送信する。送信間隔は別途協議の上、決定することとす

る。 
 

(2) タイムアウト処理 
（ア）5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備から Echo Response が返信されなかった場

合 
  直収パケット交換機から、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対して Echo 
Request を送信後、 
 5G(NSA方式)直収パケット接続事業者設備よりEcho Responseが返信されないことにより、

直収パケット 
 交換機にてタイムアウトが発生した場合、当該 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備

と通信中の回線 
 を切断する。再度当該設備へ Echo Request を送信再開する契機は、当該ノードへの新たな

回線接続が行わ 
 れたときとなる。 
（イ）直収パケット交換機から Echo Response が返信されなかった場合 
  5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備から直収パケット交換機に対して Echo 
Request を送信後、 
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 直収パケット交換機より Echo Response が返信されないことにより、直収パケット交換機

にてタイムアウ 
 トが発生した場合、別途協議したリトライを実施する。さらにリトライアウト後は当該

5G(NSA 方式)直収 
 パケット接続事業者設備内で当該直収パケット交換機と接続を行っている回線を切断する。 

(3) ノード監視処理メッセージ 
 直収パケット交換機―5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション

削除処理対象メッセージを表 2.7-1 に示す。 
 

表 2.7-1 ノード監視処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Echo Request 直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

Echo Response 直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

 
２．８ サスペンド通知機能（Suspend Notification/Suspend Acknowledge） 

(1) 処理概要 
 移動無線装置が音声通信機能を有し、音声発着信が発生した場合に直収パケット交換機か

ら 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備にデータ転送を一時的に停止することを指示

する機能。5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備はサスペンド通知を受信した場合は、

直ちに移動無線装置へのパケット送信を停止し、直収パケット交換機に対して Suspend 
Acknowledge を送信する。 
 
(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対して Suspend 
Notification を送信後、 5G(NSA 方式 )直収パケット接続事業者設備より Suspend 
Acknowledge が返信されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが発生した

場合、Suspend Notification の再送を実施する。さらにリトライアウトした場合は送信を停

止する。 
 
(3) サスペンド通知対象メッセージ 
 直収パケット交換機―5G(NSA方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション

削除処理対象メッセージを表 2.8-1 に示す。 
 

表 2.8-1 サスペンド通知対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Suspend Notification 直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット  
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接続事業者設備 
Suspend Acknowledge 直収パケット交換機←5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

 
２．９ レジューム通知機能(Resume Notification/Resume Acknowledge) 

(1) 処理概要 
 移動無線装置が音声通信機能を有し、音声通話が終了した場合に直収パケット交換機から

5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備にデータ転送を復帰することを指示する機能。

5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備はレジューム通知を受信した場合は、直ちにサス

ペンド状態を解除し、直収パケット交換機に対して Resume Acknowledge を送信する。 
 
(2) タイムアウト処理 
 直収パケット交換機から、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対して Resume 
Notification を送信後、 5G(NSA 方式 )直収パケット接続事業者設備より Resume 
Acknowledge が返信されないことにより、直収パケット交換機にてタイムアウトが発生した

場合、Resume Notification の再送を実施する。さらにリトライアウトした場合は送信を停

止する。 
 
(3) レジューム通知対象メッセージ 
 直収パケット交換機―5G(NSA方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するセッション

削除処理対象メッセージを表 2.9-1 に示す。 
表 2.9-1 レジューム通知対象メッセージ 

メッセージ メッセージ方向 備考 
Resume Notification 直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

Resume Acknowledge 直収パケット交換機←5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
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３ GTPv2-C パケット 
 本章記載において、特に記述が無い場合は GTPv2-C 標準 3GPP TS29.274 v15.3.0 に準拠する

ものとする。 
 
３．１ GTPv2-C パケット構成 

 GTPv2-C パケットは、Version、Protocol Type、TEID flag、Message Type、Message Length、
TEID、Sequence Number からなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータを設定する情報

要素部分から構成される。GTPv2-C パケットの構成を図 3.1-1 に示す。 
  Bits 

Octets  8 7 6 5 4 3 2 1 
1  Version P T Spare Spare Spare 
2  Message Type 
3  Message Length (1st Octet) 
4  Message Length (2nd Octet) 
5  Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet) 
6  Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet) 
7  Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet) 
8  Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet) 
9  Sequence Number (1st Octet) 

10  Sequence Number (2nd Octet) 
11  Sequence Number (3rd Octet) 
12  Spare 
13  Payload 

図 3.1-1 GTPv2-C のパケット構成 
 
（１） Version（バージョン） 

 直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備で使用される GTP の

バージョンを示す。GTP version2のみ使用可能である。Version設定値を表3.1-1に示す。 
 

表 3.1-1 Version 設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

8 7 6 
0 0 0 GTP version0 非サポート 

0 0 1 GTP version1 非サポート 

0 1 0 GTP version2 サポート 

 
 
 

（２） P(Piggybacking flag) 
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 直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備で使用される GTP プ

ロトコルでの Piggybacking 有無を示す。本インタフェース仕様では 0 のみ使用する。

P(Piggybacking flag)設定値を表 3.1-2 に示す。 
 

表 3.1-2 P(Piggybacking flag)設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

5 
0 Piggybacking なし サポート 
1 Piggybacking あり 非サポート 

 
（３） T(TEID flag) 

 TEID の有無を示す。直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設

備間では、Echo Request、Echo Response、Version Not Supported Indication メッセー

ジの GTP ヘッダには TEID は設定されない。T(TEID flag)設定値を表 3.1-3 に示す。 
 

表 3.1-3 T(TEID flag)設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

4 
0 TEID なし サポート 
1 TEID あり サポート 

 
（４） Message Type 

 Message Type フィールドは GTPv2-C パケットのタイプを識別する。直収パケット交

換機はサポート外の Message Type が設定された GTPv2-C を受信した場合、信号を破棄

或いはエラー応答する。直収パケット交換機でサポートする GTPv2-C パケットの

Message Type を表 3.1-4(次ページ)に示す。 
 
（５） Message Length 

 LengthフィールドはGTPv2-Cヘッダのmandatory part(最初の 4octets)を除くパケッ

トの Payload 長を示す。 
 
（６） TEID 

 TEID フィールドは回線接続時もしくは直収パケット交換機変更時に直収パケット交

換機及び 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備でユニークに払出される回線を識別

する番号である。直収パケット交換機で払出した GTPv2-C 用の TEID は、Create Session 
Request の Payload 部の「Sender F-TEID for Control Plane」に、直収パケット交換機

変更時は、Modify Bearer Request の Payload 部の「Sender F-TEID for Control Plane」
に設定され、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者ノードに送られる。 
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 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備で払出された GTPv2-C 用の TEID は、

Create Session Response の Payload 部の｢PGW S5/S8 F-TEID for PMIP based 
interface or for GTP based Control Plane interface｣に設定し、直収パケット交換機に送

られる。TEID の構成を図 3.1-2 に設定値を表 3.1-5 に示す。 
 

表 3.1-4 GTPv2-C Message Type の一覧 
Message Type value Message Name 備考 

1 Echo Request サポート 

2 Echo Response サポート 

3 Version Not Supported Indication サポート 

32 Create Session Request サポート 

33 Create Session Response サポート 

34 Modify Bearer Request サポート 

35 Modify Bearer Response サポート 

36 Delete Session Request サポート 

37 Delete Session Response サポート 

38 Change Notification Request 非サポート 

39 Change Notification Response 非サポート 

64 Modify Bearer Command 非サポート 

65 Modify Bearer Failure Indication 非サポート 

66 Delete Bearer Command 非サポート 

67 Delete Bearer Failure Indication 非サポート 

68 Bearer Resource Command 非サポート 

69 Bearer Resource Failure Indication  非サポート 

71 Trace Session Activation 非サポート 

72 Trace Session Deactivation 非サポート 

95 Create Bearer Request 非サポート 

96 Create Bearer Response 非サポート 

97 Update Bearer Request 非サポート 

98 Update Bearer Response 非サポート 

99 Delete Bearer Request サポート 

100 Delete Bearer Response サポート 

101 Delete PDN Connection Set Request 非サポート 

102 Delete PDN Connection Set Response 非サポート 

162 Suspend Notification サポート 

163 Suspend Acknowledge サポート 

164 Resume Notification サポート 

165 Resume Acknowledge サポート 

200 Update PDN Connection Set Request 非サポート 

201 Update PDN Connection Set Response 非サポート 

 

 
図 3.1-2 TEID の構成 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2
3
4 Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet)

Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet)

Bits

Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet)
Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet)
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表 3.1-5 TEID 設定値 

メッセージ名 設定値 
Create Session Request 0 が設定 
Create Session Response 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Delete Session Request 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備が払出した

TEID が設定 
Delete Session Response 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Modify Bearer Request 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備が払出した

TEID が設定 
Modify Bearer Response 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Delete Bearer Request 直収パケット交換機が払出した TEID が設定 
Delete Bearer Response 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備が払出した

TEID が設定 
Echo Request フィールド自体設定なし 
Echo Response フィールド自体設定なし 
Suspend Notification フィールド自体設定なし 
Suspend Acknowledge フィールド自体設定なし 
Resume Notification フィールド自体設定なし 
Resume Acknowledge フィールド自体設定なし 

 
（７） Sequence Number 

 Sequence Number フィールドは GTPv2-C の Request Message と Response Message
を対応付けるために使用される。Request を受信した装置は Response を返信する際に

Request に設定された Sequence Number をコピーし、Response の Sequence Number
に設定する。Sequence Number の構成を図 3.1-3 に示す。 

 

 
図 3.1-3 Sequence Number の構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2
3

Bits

Sequence Number (2nd Octet)
Sequence Number (1st Octet)

Sequence Number (3rd Octet)
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３．２ GTPv2-C パケット Payload 
 GTPv2-C の各 Message Type の Payload に設定されるパラメータを以下に示す表 3.2-1 の

形式で表現する。 
 

表 3.2-1 GTPv2-C の各 Message Type の Payload に設定されるパラメータの説明 
パラメータ名 設定種別 情報長 備考 

固定/可変 Octets 
パラメータ名

を記載 
以下の何れかを

記 載 す る

M:(Mandatory) 
C:(Conditional) 
O:(Optional) 

以下の何れかを記載

する。 
F:固定長(Fixed) 
V:可変長(Variable) 

パラメータ情報

長をオクテット

数で記載する 

 

 
（１） Create Session Request 

 Create Session Request は、直収パケット交換機に対して移動無線装置から接続要求が

あった際に回線接続を行う為に 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備へ送信される。

Create Session Request のパラメータを表 3.2-2 に示す。 
 

表 3.2-2 Create Session Request のパラメータ 
方向:直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定 
種別 

情報長 備考 
固定/可変 Octets 

IMSI M F 8 接続要求を行ったユーザの

IMSI が設定される 
MSISDN C F 6 接続要求を行ったユーザの

MSISDN が設定される 
Mobile Equipment Identity 
(MEI) 

C F 8 接続要求を行ったユーザの

IMEISV が設定される 
User Location Information C F 13 TAI と ECGI が設定される。 

Serving Network C F 3 MCC 及び MNC が設定される 

RAT Type M F 1 移動無線装置が捕捉している

RAT Type が設定される 
Indication Flags C F 3 IPｖ4 と IPｖ6アドレス両方使

用 時 に DAF(Dual Address 
Bearer)が設定される 

Sender F-TEID for Control 
Plane 

M V ― 直 収 パ ケ ッ ト 交 換 機 が

GTPv2-C 用に割当てた TEID
が設定される 

PGW S5/S8 F-TEID for 
PMIP 

C V ― 未設定 

Access Point Name(APN) M V ― 移動無線装置がセッション設

定 処 理 (Create Session 
Request)で設定した APN が設
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定される 

Selection Mode C F 1 移動無線装置が指定した APN
を選択したかどうかが設定さ

れる 
PDN Type C F 1 IPv4 IPv6 IPv4v6 の何れかが

設定される 
PDN Address 
Allocation(PAA) 

C V  割当てた PDN アドレスが設定

される 
Maximum APN Restriction M F 1 APN の最大規制レベルが設定

される 
Aggregate MAX Bit 
Rate(APN-AMBR) 

C F 8 最大転送速度の総計が設定さ

れる 
Linked EPS Bearer ID C F ― 未設定 

Protocol Configuration 
Options(PCO) 

C V ― 移動無線装置が接続開始時に

設定した情報が設定される。 
Bearer Contexts to be 
created 

M V ― セットアップするベアラ情報

が設定される 
Bearer Contexts to be 
removed 

C V ― 未設定 

Trace Information C F ― 未設定 

Recovery C F 1 直収パケット交換機が再開し

た場合にインクリメントして

設定される 
MME-FQ-CSID C V ― 未設定 

SGW-FQ-CSID C V ― 未設定 

UE Time Zone C F ― 未設定 

User CSG Information 
(UCI) 

C V ― 未設定 

Charging Characteristics C F ― 固定値が設定される。 

MME/SGSN LDN O V ― 未設定 

SGW Local Distinguished 
Name（LDN) 

O V ― 未設定 

Private Extension O V ― 未設定 

 
（２） Create Session Response 

 Create Session Response は、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備が直収パケッ

ト交換機へ送信するメッセージであり、直収パケット交換機が送信した Create Session 
Request の返信メッセージとして 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備から送信さ

れる。Create Session Response のパラメータを表 3.2-3 に示す。 
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表 3.2-3 Create Session Response 
方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定 
種別 

情報長 備考 
固定/可変 Octets 

Cause M V 2～6 Request メッセージ受付結果

（許容・非許容）が設定される。 
Change Reporting Action C F ― Don’t Care 
Sender F-TEID for Control 
Plane 

C V ― Don’t Care 

PGW S5/S8 F-TEID for 
PMIP based interface or for 
GTP based Control Plane 
interface 

C V ― 5G(NSA 方式)直収パケット接

続 事 業 者 設 備 が 割 当 て た

GTPv2-C 用の TEID が設定さ

れる。但し Cause が Request 
Accepted の場合 

PDN Address Allocation 
(PAA) 

C V ― 割当てた PDN アドレスが設定

される 
APN Restriction M F 1 APN の最大規制レベルが設定

される 
Aggregate Maximum Bit 
Rate （APN-AMBR） 

C F 8 最大転送速度の総計が設定さ

れる。Create Session Request
で設定した値以外は許容され

ない。 
Linked EPS Bearer ID C F ― Don’t Care 

Protocol Configuration 
Options (PCO) 

C V ― 5G(NSA 方式)直収パケット接

続事業者設備が移動無線装置

に対し通知する必要がある情

報が設定される。直収パケット

交換機は、移動無線装置に対し

セッション設定メッセージ

(Create Session Response)送
信時に透過的に設定する 

Bearer Contexts created M V ― セットアップするベアラ情報

が設定される。Create Session 
Request で設定した QoS 情報

の変更は許容しない 
Bearer Contexts marked for 
removal 

C V ― Don’t Care 

Recovery C F 1 設備が再開した場合にインク

リメントして設定される 
Charging Gateway Name C V ― Don’t Care 

Charging Gateway Address C V ― Don’t Care 

PGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 

SGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 

Private Extension O V ― Don’t Care 
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（３） Delete Session Request 
 Delete Session Request は、直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事

業者設備間の回線切断を行う為に送信される。移動無線装置主導で回線切断を行う場合、

直収パケット交換機から 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備へ Delete Session 
Request が送信される。Delete Session Request のパラメータを表 3.2-4 に示す。 
 

表 3.2-4 Delete Session Request のパラメータ 
(直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備) 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause C V ― 未設定 
Linked EPS Bearer ID 
(LBI)  

C F 1 削除対象の EPS Bearer ID が

設定される 
User Location (ULI) C V ― 未設定 
Indication Flags C F ― All ゼロで設定する。 
Protocol Configuration 
Option (PCO) 

C V ― 移動無線装置が設定した場合

は設定される。 
Originating Node C V ― 未設定 
Sender F-TEID for 
control Plane 

O V ― 未設定 

UE Time ZONE O F ― 未設定 
Private Extension O V ― 未設定 

 
（４） Delete Session Response 

 Delete Session Response は、直収パケット交換機から送信された Delete Session 
Request に対する応答メッセージである。Delete Session Response のパラメータを表

3.2-5 に示す。 
 

表 3.2-5 Delete Session Response のパラメータ 
(5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機) 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Recovery C F 1 交換機・設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Protocol Configuration 
Option (PCO) 

C V ― 5G(NSA 方式)直収パケット接

続事業者設備が移動無線装置に

対し、渡す必要がある情報が設

定される。直収パケット交換機

は移動無線装置に対してセッシ

ョン削除処理 (Delete Session 
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Response)送信時に透過に設定

される 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（５） Delete Bearer Response 

 Delete Bearer Response は、直収パケット交換機から送信された Delete Bearer 
Request に対する応答メッセージである。Delete Session Response/Delete Bearer のパ

ラメータを表 3.2-6 に示す。 
 

表 3.2-6 Delete Bearer Response のパラメータ 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Linked EPS Beaer ID 
(LBI) 

C F 1 削除対象の EPS Bearer ID が

設定される 
Bearer Contexts C V ― 未設定 
Recovery C F 1 交換機・設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
MME-FQ-CSID C V ― 未設定 
SGW-FQ-CSID C V ― 未設定 
Protocol Configuration 
Option (PCO) 

C V  未設定 

Private Extension O V ― 未設定 

 
（６） Modify Bearer Request 

 Modify Bearer Request は、通信中に移動無線装置の移動に伴いベアラ情報が変更され

た場合、直収パケット交換機から 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に対し、

Modify Bearer Request を送信し、ベアラ情報が変更されたことを通知する。Modify 
Bearer Request のパラメータを表 3.2-7 に示す。 

 
表 3.2-7 Modify Bearer Request のパラメータ 

方向:直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
ME Identity (MEI) C V ― 未設定 
User Location 
Information (ULI) 

C V ― 未設定 

Serving Network C F 3 MCC 及び MNC が設定さ

れる 
RAT Type C F 1 移動無線装置が捕捉して

いる RAT Type が設定され
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る 
Indication Flags C F ― All ゼロで設定する。 
Sender F-TEID for 
Control Plane 

C V ― 直収パケット交換機が

GTPv2-C 用に割当てた

TEID が設定される 
Aggregate Maximum Bit 
Rate (APN-AMBR) 

C F ― 未設定 

Delay Downlink Packet 
Notification Request 

C F ― 未設定 

Bearer Contexts to be 
modified 

C V ― 変更するベアラ情報が設

定される 
Bearer Contexts to be 
removed 

C V 
 

― 未設定 

Recovery C F 1 交換機が再開した場合に

インクリメントされる 
UE Time Zone C F ― 未設定 
MME-FQ-CSID C V ― 未設定 
SGW-FQ-CSID C V ― 未設定 
Charging Characteristics C F ― 固定値が設定される。 
Private Extension O V ― 未設定 

 
（７） Modify Bearer Response 

 Modify Bearer Response は、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備が直収パケッ

ト交換機へ送信するメッセージであり、直収パケット交換機が送信した Modify Bearer 
Request の返信メッセージとして 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備から送信さ

れる。Modify Bearer Response のパラメータを表 3.2-8 に示す。 
 

表 3.2-8 Modify Bearer Response のパラメータ 
方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Request メッセージの許容・

非許容が設定される 
MSISDN C F 6 変更要求を行ったユーザの

MSISDN が設定される 
Linked EPS Bearer ID C F ― Don’t Care 
Aggregated Maximum Bit 
Rate (APN-AMBR) 

C F ― Don’t Care 

APN Restriction C F ― Don’t Care 
Protocol Configuration 
Options (PCO) 

C V ― 移動無線装置へベアラ更新処

理(Modify Bearer Response)
時に透過で設定される 

Bearer Contexts modified C 
 

V ― 変更するベアラ情報が設定さ

れる。Modify Bearer Request
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で設定した QoS 情報の変更は

許容しない 
Bearer Contexts marked 
for removal 

C V ― Don’t Care 

Change Reporting Action C V ― Don’t Care 
Charging Gateway Name C V ― Don’t Care 
Charging Gateway 
Address 

C V ― Don’t Care 

PGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
SGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
Recovery C F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定され

る 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（８） Delete Bearer Request 

 Delete Bearer Request は、直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業

者設備間の回線切断を行う為に送信される。5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備

主導で回線切断を行う場合、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備から直収パケッ

ト交換機へ送信される。Delete Bearer Request のパラメータを表 3.2-9 に示す。 
 

表 3.2-9 Delete Bearer Request のパラメータ 
方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/
可変 

Octets 

Linked EPS Bearer ID (LBI) C F ― 削除対象の EPS Bearer ID が

設定される 
EPS Bearer IDs C F ― Don’t Care 
Failed Bearer Contexts O V ― Don’t Care 
Procedure Transaction Id 
(PTI) 

C F ― Don’t Care 

Protocol Configuration 
Options (PCO) 

C V ― 5G(NSA 方式)直収パケット接

続事業者設備が、移動無線装

置に対し渡す必要がある情報

が設定される。直収パケット

交換機は、移動無線装置に対

し、ベアラ切断処理 (Delete 
Bearer Request)送信時に透

過で設定される 
PGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
SGW-FQ-CSID C V ― Don’t Care 
Cause C V ― Don’t Care 
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Private Extension O V ― Don’t Care 

 
 

（９） Echo Request 
 Echo Request は、直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間

でヘルスチェックを行う為に双方から送信される。Echo Request のパラメータを表

3.2-10 及び表 3.2-11 に示す。 
 

表 3.2-10 Echo Request のパラメータ 
方向:直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Private Extension O V ― 未設定 

 
表 3.2-11 Echo Request のパラメータ 

方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定され

る 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（１０） Echo Response 

 Echo Response は、直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備

間でヘルスチェックを行う為に双方から送信されるEcho Requestの応答メッセージであ

る。Echo Response のパラメータを表 3.2-12 及び表 3.2-13 に示す。 
 

表 3.2-12 Echo Response のパラメータ 
方向:直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Cause O V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
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表 3.2-13 Echo Response のパラメータ 
方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 交換機/設備が再開した場合に

インクリメントして設定される 
Cause O V 2～6 Request メッセージの許容・非

許容が設定される 
Private Extension O V ― Don’t Care 

 
（１１） Suspend Notification 

Suspend Notification は直収パケット交換機から 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者

設備へユーザデータの転送の一時停止を指示するメッセージである。メッセージには

GTPv2 ヘッダのみが設定される。 
 

（１２） Suspend Acknowledge 
Suspend Acknowledge は 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備が直収パケット交

換機から受信したSuspend Notificationへの応答を明示するメッセージである。表 3.2-14
に Suspend Acknowledge のパラメータを示す。 

 
表 3.2-14 Suspend Acknowledge のパラメータ 

方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Suspend Notification メッセー

ジの許容・非許容が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
     

 
 
（１３） Resume Notification 

Resume Notification は直収パケット交換機から 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者

設備へユーザデータの転送の再開を指示するメッセージである。表 3.2-15 に Suspend 
Acknowledge のパラメータを示す。 
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表 3.2.15 Resume Notification のパラメータ 
方向: 直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
IMSI M F 8 接続要求を行ったユーザの

IMSI が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
     

 
 

（１４） Resume Acknowledge 
Resume Acknowledgeは5G(NSA方式)直収パケット接続事業者設備が直収パケット交換

機から受信した Resume Notification への応答を明示するメッセージである。表 3.2-16
に Resume Acknowledge のパラメータを示す。 

 
表 3.2-16 Resume Acknowledge のパラメータ 

方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Cause M V 2～6 Resume Notification メッセー

ジの許容・非許容が設定される 
Private Extension O V ― 未設定 
     

 
 
（１５） Version Not Supported Indication 

 Version Not Supported Indication は、直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケッ

ト接続事業者設備間で送信側がサポートする最新の GTPｖ2 バージョン情報を通知する

ため双方から GTPｖ2 ヘッダのみを送信する。 
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４ GTPv1-U 接続 
４．１ 概説 
本章では当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者の直収パケット交換機と5G(NSA方式)直収パケッ

ト接続事業者装置間のユーザデータ転送プロトコルに関する仕様を規定する。直収パケット交換～

5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間のユーザデータ転送プロトコルは GTPv1-U プロトコル

を用いてデータ転送を行います。本プロトコルはアクセス制御として GTPv2-C プロトコルを用いた場

合のユーザデータ転送接続で使用される。 
 
４．２ プロトコルスタック 

直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間のプロトコルスタックを図

4.2-1 に示す。 

 

図 4.2-1 直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間のプロトコルスタック 
 
４．３ 適用規定 

直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用する GTPv1-U は 3GPP 
TS.29.281 v15.2.0 に準拠する。 
  

5G(NSA 方式)直収パケ

ット接続事業者装置 直収パケット交換機 

GTPv1-U 
UDP 
IPv4 
L1/L2 

GTPv1-U 
UDP 
IPv4 
L1/L2 
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５ ユーザデータ転送機能概要 
５．１ 概説 
ユーザデータ転送プロトコルは、直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者装置

において GTPv1-U プロトコルを用いてユーザデータの転送を行う為のメッセージを規定する。ユー

ザデータ転送に関する機能は以下の 3 つの機能で構成される。 
(ア) ユーザデータ転送処理 
(イ) エラーデータ処理 
(ウ) ノード監視処理 

 
５．２ コネクション 
直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者装置間で規定するユーザデータ転送プ

ロトコルは GTPv1-U プロトコルを用いる為、下位層に UDP を使用する。その為、コネクションの確

立・切断は行わない。 
（1） タイマ、メッセージ再送回数 

 GTPv1-U インタフェースのタイマ、メッセージ再送回数は協議の上決定することとする。 
 
５．３ ユーザデータ転送処理 
（1） 処理概要 

 GTPv2-C を使用して回線接続を行った後、直収パケット交換機は、移動無線装置からユー

ザデータを受信すると接続処理において 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備に払出さ

れた GTPv1-U 用の TEID を付与した G-PDU メッセージにカプセル化を行い 5G(NSA 方式)

直収パケット接続事業者設備に転送する。また、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備

から接続処理において直収パケットで払出した GTPv1-U 用の TEID を付与した G-PDU メッ

セージでカプセル化されたユーザデータを受信すると移動無線装置との間に接続処理時に設

定された回線に対してユーザデータを転送する。 
 

（2） ユーザデータ転送処理対象メッセージ 
直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するユーザデータ

転送処理対象メッセージを表 5.3-1 に示す。 
 

表 5.3-1 ユーザデータ転送対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
G-PDU 直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
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５．４ エラーデータ処理 

（1） 処理概要 
 直収パケット交換機は、G-PDU 受信時に送信元 IP アドレスと TEID の組合せが、記憶し

た組合せと同じかをチェックする。記憶した内容と異なれば回線を切断済みと判断し、G-PDU
の送信元 IP アドレスに対して Error indication を送信する。Error Indication を受信した

5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備は、Error Indication 受信時に該当 IP アドレスと

TEID の組合せを持つ回線を切断する。 
 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備は、G-PDU 受信時に送信元 IP アドレスと TEID
の組合せが記憶した組合せと同じかチェックを行う。記憶した内容と異なれば回線を切断済み

と判断し、G-PDU の送信元 IP アドレスに対して Error Indication を送信する。Error 
Indication を受信した直収パケット交換機は、Error Indication 受信時に当該 IP アドレスと

TEID の組合せ持つ回線を切断する。 
 
（2） エラーデータ処理対象メッセージ 

 直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するエラーデー

タ処理対象メッセージを表 5.4-1 に示す。 
 

表 5.4-1 エラーデータ処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Error Indication 直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

 
５．５ ノード監視処理 

(1) 処理概要 

 直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で双方向に相手ノード

の正常性確認の為、GTP Echo を使用してヘルスチェックを行う。GTPv1-U 処理部の正常性を

確認する為、GTPv1-U 用のノード IP アドレスを使用してメッセージ送受を行う。双方向で確

認を行うため、双方のノードがそれぞれ Echo Request を送信し、受信側は正常であれば、Echo 

Responseを返信する。GTP-U Echoの送受は当社若しくは当社及び特定ＢＷＡ事業者と5G(NSA

方式)直収パケット接続事業者との協議で決定する。 

（ア） 直収パケット交換機が 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備を監視 
直収パケット交換機は、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備の正常性を確認

する為、5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備への接続が確立したことを契機

に Echo Request の送信を開始する。送信間隔は別途協議の上、決定する。 
 
（イ） 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備が直収パケット交換機を監視 

5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備は、直収パケット交換機の正常性を確認
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する為 Echo Request の送信を行う。送信間隔は別途協議の上、決定する。 
 

(2) タイムアウト時の処理 

（ア） 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備から Echo Request が返信されなかった

場合 
直収パケット交換機は、別途協議の上決定した回数の Echo Request 再送を行う。 
リトライアウト後は、該当の 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備と通信中の

回線を切断する。また、以降該当設備への Echo Request 送信を停止する。再度該当

設備への Echo Request を送信契機は、該当ノードへの新たな回線接続が行われ、

GTPv1-U パケットが疎通した時となる。 
 
（イ） 直収パケット交換機から Echo Response が返信されなかった場合 

必要回数リトライを行いリトライアウト後に 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者

設備内で該当直収パケット交換機と接続を行っている回線を切断する。 
 

(3) ノード監視処理対象メッセージ 
 直収パケット交換機～5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用するノード監視

処理対象メッセージを表 5.5-1 に示す。 
 

表 5.5-1 ノード監視処理対象メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Echo Request 直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
 

Echo Response 直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者設備 
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６ GTPv1-U パケット 
本章記載において特に記述が無い場合は GTPv1-U 標準 3GPP TS29.281v15.2.0 に準拠する。 

 
６．１ GTPv1-U パケット構成 

GTPv1-U パケットは、Version、Protocol Type、 Extension Header flag、Sequence number flag、 
N-PDU Number flag、MessageType、 Length、 TEID、 Sequence Number、 N-PDU Number、 
Next Extension Header からなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータを設定する情報要素部分か

ら構成される。 
GTPv1-U パケットの構成を図 6.1-1 に示す。 

 
  Bits 

Octets  8 7 6 5 4 3 2 1 
1  Version PT (*) E S PN 
2  Message Type 
3  Length (1st Octet) 
4  Length (2nd Octet) 
5  Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet) 
6  Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet) 
7  Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet) 
8  Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet) 
9  Sequence Number (1st Octet)1) 4)  

10  Sequence Number (2nd Octet)1) 4) 
11  N-PDU Number2) 4) 
12  Next Extension Header Type3) 4) 
13  Payload 

図 6.1-1 GTP-U パケットの構成 
(*) 予備ビット。“0”で設定される。受信側では Don’t Care 
1)“S”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定される。 
2)“PN”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定される。 
3)“E”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定される。 
4)“S”、“PN”、“E”フラグの何れか一つ以上でもセットされる場合に限り、このフィールド

は存在する。 
 

(1) Version(バージョン) 
 直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用される GTP ノ

ード監視処理対象メッセージを表 6.1-1 に示す。 
表 6.1-1 Version 設定値 

Bit 位置 情報内容 備考 
8 7 6 
0 0 0 GTP version0 非サポート 
0 0 1 GTP version1 サポート 
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(2) PT(プロトコルタイプ) 
 直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で使用される GTP の

プロトコルタイプを示す。GTP のみサポートする。PT 設定値を表 6.1-2 に示す。 
 

表 6.1-2 PT 設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

5 
0 GTP’ 非サポート 
1 GTP サポート 

 
(3) E(拡張ヘッダフラグ) 

 拡張ヘッダフラグの有無を示す。直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事

業者設備間では拡張ヘッダを使用しない。拡張ヘッダ設定値を表 6.1-3 に示す。 
 

表 6.1-3 拡張ヘッダフラグ設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

3 
0 拡張ヘッダが存在しない サポート 
1 拡張ヘッダが存在する 非サポート 

 
(4) S(シーケンスナンバフラグ) 

 シーケンスナンバの有無を示す。直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事

業者設備間ではシーケンスナンバを使用しない。但し、Echo Request, Echo Response, Error 
Indication メッセージでは“1”を使用する。シーケンスナンバフラグ設定値を表 6.1-4 に示

す。 
 

表 6.1-4 シーケンスナンバ設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

2 
0 シーケンスナンバが存在しない サポート 
1 シーケンスナンバが存在する サポート 

 
(5) PN(N-PDU ナンバフラグ) 

 N-PDU ナンバフラグの有無を示す。直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接

続事業者設備間では N-PDU ナンバを使用しない。N-PDU ナンバフラグ設定値を表 6.1-5 に

示す。 
 

表 6.1-5 N-PDU ナンバ設定値 
Bit 位置 情報内容 備考 

1 
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0 N-PDU ナンバが存在しない サポート 
1 N-PDU ナンバが存在する 非サポート 

(6) Message Type 
 Message Type フィールドは、GTPv1-U パケットタイプを識別する。直収パケット交換機

はサポート外の Message Type を持つ GTPv1-U パケットを受信した場合、信号を破棄する。

直収パケット交換機でサポートする GTPv1-U パケットメッセージ種別を表 6.1-6 に示す。 
 

表 6.1-6 GTPv1-U パケットの Message Type 一覧 
Message Type 

value (Decimal) 
Message 備考 

1 Echo Request サポート 
2 Echo Response サポート 

26 Error Indication サポート 
31 Supported Extension Headers 

Notification 
サポート 

255 G-PDU サポート 
 

(7) Length 
 Length フィールドは Payload 長を示す。 

 
(8) TEID 

 TEID フィールドは回線接続時もしくは直収パケット交換機変更時に直収パケット交換機

及び5G(NSA方式)直収パケット接続事業者設備でユニークに払出される回線を識別する番号

である。直収パケット交換機で払出した GTPv1-U 用の TEID は、Create Session Request
の Payload 部の「S5/S8-U SGW F-TEID」に、直収パケット交換機変更時は、Modify Bearer 
Request の Payload 部の「S5/S8-U SGW F-TEID」に設定され、5G(NSA 方式)直収パケット

接続事業者ノードに送られる。 
 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備で払出された GTPv1-U 用の TEID は、Create 
Session Response の Payload 部の｢S5/S8-U PGW F-TEID｣に、直収パケット交換機変更時は

Modify Bearer Response の Payload 部の｢S5/S8-U PGW F-TEID｣に設定し、直収パケット

交換機に送られる。TEID の構成を図 6.1-2 に設定値を表 6.1-7 に示す。 
 

 
図 6.1-2 TEID の構成図 

 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2
3
4 Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet)

Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet)

Bits

Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet)
Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet)



 技別 11 の 3－30 

 
表 6.1-7 TEID の設定値 

メッセージ名 設定値 
G-PDU 送信先のノードが回線接続処理時に払出した

GTPv1-U 用 TEID が設定される 
Error indication 0 が設定される 
Echo Request 0 が設定される 
Echo Response 0 が設定される 

 
(9) Sequence Number 

 Sequence Number フィールドは、GTPv1-U の Echo Request Message と Response 
Message を対応付けさせる為にトランザクション ID として使用される。Request 受信後に

Response を返信する際に Request に設定された Sequence Number をコピーして Response
の Sequence Number に設定する。Sequence Number の構成を図 6.1-3 に示す。 

 

 

図 6.1-3 Sequence Number の構成 
 

(10)  N-PDU Number 
 N-PDU Number フィールドは、使用しない為“0”を設定する。Sequence Number が設

定されていない場合は、本フィールド自体が存在しない。 
 

(11)  Next Extension Header Type 
 Next Extension Header Type フィールドは、Extension フィールドを設定しない為、“0”
を設定する。Sequence Number が設定されていない場合は、本フィールド自体が存在しない。 

Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2

Bits

Sequence Number (2nd Octet)
Sequence Number (1st Octet)
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６．２ GTPv1-U パケット Payload 
 GTPv1-U の Payload に設定されるパラメータを以下に示す表 6.2-1 の形式で表現する。 

 
表 6.2-1 GTPv1-U の Payload に設定されるパラメータの説明 

パラメータ名 設定種別 情報長 備考 
固定/可変 Octets 

パラメータ名

を記載 
以下の何れかを

記 載 す る

M:(Mandatory) 
C:(Conditional) 
O:(Optional) 

以下の何れかを記載

する。 
F:固定長(Fixed) 
V:可変長(Variable) 

パラメータ情報

長をオクテット

数で記載する 

 

 
(1) Echo Request 

 Echo Request は、直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で

ヘルスチェックを行う為に双方から送信される。Echo Request のパラメータを表 6.2-2 及び

表 6.2-3 に示す。 
 

表 6.2-2 Echo Request のパラメータ 
方向:直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Private Extension ０ V  未設定 

 
表 6.2-3 Echo Request のパラメータ 

方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Private Extension ０ V  Don’t Care 

 
(2) Echo Response 

 Echo Response は、直収パケット交換機と 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備間で

ヘルスチェックを行う為に双方から送信される Echo Request の応答メッセージである。Echo 
Response のパラメータを表 6.2-4 及び表 6.2-5 に示す。 

 
表 6.2-4 Echo Response のパラメータ 

方向:直収パケット交換機→5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 0 が設定される 
Private Extension ０ V  未設定 
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表 6.2-5 Echo Response のパラメータ 

方向: 5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備→直収パケット交換機 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Recovery M F 1 Don’t Care 
Private Extension ０ V  Don’t Care 

 
(3) Supported Extension Headers Notification 

 Supported Extension Headers Notification は、サポートする Extension ヘッダのリスト

を通知する為に使用される。Supported Extension Headers Notification のパラメータを表

6.2-6 に示す。 
 

表 6.2-6 Supported Extension Headers Notification のパラメータ 
方向:直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 

パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Supported Extension 
Headers Notification 

M V  Extension ヘッダタイプのリス

トが設定される。 
 

(4) Error indication 
 Error indication は、回線接続時に記憶した接続先ノードの IP アドレスと TEID の組合せ

と異なるG-PDUメッセージを受信した場合にG-PDU送信ノードに対して送信される。Error 
indication のパラメータを表 6.2-7 に示す。 

 
表 6.2-7 Error indication のパラメータ 

方向:直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
Tunnel Endpoint 
Identifier Data I 

M F 4 G-PDU 受信時に設定されてい

た TEID が設定される 
GTP-U Peer Address M F 4 G-PDU 受信時に設定されてい

た宛先 IP アドレスが設定され

る 
Private Extension O V  未設定 

 
(5) G-PDU 

 G-PDU は、接続した回線でユーザデータをカプセル化して転送する為に使用される。

G-PDU のパラメータを表 6.2-8 に示す。 
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表 6.2-8 G-PDU のパラメータ 

方向:直収パケット交換機⇔5G(NSA 方式)直収パケット接続事業者設備 
パラメータ名 設定

種別 
情報長 備考 

固定/可変 Octets 
ユーザデータ M V  移動無線装置が送受信する IP

パケットがカプセル化されて設

定される 
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技術的条件集別表－12（対移動体事業者ＳＭＳ接続用インタフェース） 

 

１. 概説 

本別表は、当社網と移動体事業者網間のＳＭＳの相互接続に関する接続条件（以下、「網間イ

ンタフェース」という。）について規定する。 

ＳＭＳの相互接続により当社Ｃメール機能を利用した通信との相互通信を可能とする。 

 
２. 番号方式 

（１） 当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号規則（令和元年総務省令第４号）

を準用することとする。なお、直接協定事業者は当社の加入契約者から直接協定事業者網

へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要する。 

分類１による当社網と直接協定事業者網間で使用する電話番号の基本構成は次のとおり

とする。 

０Ａ０    ＋    ＣＤＥ     ＋  ＦＧＨＪＫ 

         サービス識別番号   事業者識別番号      接続番号 

（２）発事業者網のダイヤル番号に関する機能 

   （ア）番号の識別 

      発事業者網は原則として接続番号を識別した特別な処理は行わない。 

   （イ）有効受信桁数 
発事業者網は有効な受信桁数の登録を可能とし、無効を検出した場合は発事業者網側にて

切断する。 
 
３. 接続条件 

３.１ 制御プロトコル 

 ３ＧＰＰ ＴＳ２９．００２：Ｍｏｂｉｌｅ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｐａｒｔ （ＭＡＰ） 

ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ（Ｒｅｌｅａｓｅ ６）を採用する。 

 なお、当社網内における信号方式は、３ＧＰＰ２方式を採用しているが、３ＧＰＰ方式を利用

している直接協定事業者との相互接続のためにＩＷＳＧを介すことで網間インタフェースは３

ＧＰＰ方式に対応している。（本別表では当社網内信号については記載せず、参考扱いとする。） 

 

３.２ サービス対象移動無線装置 

 ＳＭＳが送受信可能な移動無線装置を対象とする。 

 

３.３ 送受信対象ＳＭＳ 

送受信の対象とするＳＭＳは、３ＧＰＰ ＴＳ２３．０４０：Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ ｒｅａｌ

ｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ ｓｈｏｒｔ Ｍｅｓｓａｇｅ Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＳＭＳ）に準
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拠し、「一般テキストＳＭＳ」に限定する。本別表では以下の全ての条件を満たすものを「一般

テキストＳＭＳ」と定義する。 

一般テキストＳＭＳ以外のＳＭＳメッセージについては、相互接続の対象外とし発事業者網で

規制する。 

コンカチＳＭＳ（※）については事業者間での使用するＩＥＩは０ｘ００のみとし、送信事業

者側で制限する。また、ＩＥＩが０ｘ００以外のＳＭＳを受信した場合の動作は各事業者の仕様

に準ずるものとする。 

※コンカチＳＭＳ：１４０オクテット以上の文字データを一つのメッセージとして移動機が表

現できる連結ＳＭＳ 

なお、受信側事業者のユーザがモバイルナンバーポータビリティでの移動により相互接続にな

った場合も、当該送受信対象ＳＭＳの規定に適用する。 

 

 ＴＰ－ＵＤＨＩ＝０ 

 ＴＰ－ＵＤＨＩ＝１（コンカチＳＭＳの場合） 

 ＴＰ－ＵＤＨ 

ＩＥＩ＝０ｘ００（コンカチＳＭＳの場合） 

 ＴＰ－ＤＣＳ 

ｂｉｔ７６５：０００ 

ｂｉｔ４：０ 

ｂｉｔ３２：００（ｄｅｆａｕｌｔ ａｌｐｈａｂｅｔ） 

１０（ＵＣＳ２） 

ｂｉｔ１０：＊＊ 

 移動無線装置から送信されたもの（ＳＭＳが利用できるデータ通信端末を含

む） 

 

一般テキストＳＭＳに該当しないＳＭＳの例を以下に示す。 

表３．３－１ 一般テキストＳＭＳに該当しない例 

名称 内容 

制御ＳＭＳ アプリケーションの動作起動など移動無線装置の制御に

利用されるＳＭＳ 

特殊なメッセージデータ 音源や静動画像など文字情報以外のデータ 

圧縮ＳＭＳ ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０４２で定義される圧縮アルゴリズ

ムにて、規定以上の文字データを表現できる圧縮ＳＭＳ 

８ｂｉｔ Ｄａｔａ ＳＭＳ 音源や静動画像、アプリケーションデータなどの送受信に

おいて、自由にデータコーディングできるＳＭＳ 

サーバ発のＳＭＳ ユーザが移動無線装置で作成したものではなく、エラーメ
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ッセージや配信確認メッセージ、広告メッセージなど事業

者のネットワークシステムで生成配信されるＳＭＳ（発事

業者のユーザがポートアウトした場合の配信確認メッセ

ージも含む。） 

  

３.４ 無効ＳＭＳ 

・契約者が割当てられていない番号宛の配信やＳＭＳ受信機能を具備していない移動無線装置 

への配信など、ＳＭＳが正常に配信できない状況にある場合、着事業者網はそれら配信不能な

ＳＭＳを「無効ＳＭＳ」としてエラー応答を行う。 

・無効ＳＭＳは、下記２種類に大別される。 

 配信センター蓄積前にエラーとなるもの 

 配信センター蓄積後にエラーとなるもの 

・着事業者網は無効ＳＭＳと判断した時点でエラー応答を行ない、上記２種類の無効ＳＭＳの最

終判定は、着事業者網からの応答結果を元に発事業者網が実施する。また、ＳＭＳＣ蓄積前の

無効ＳＭＳの判定のためのＳＲＩｆｏｒＳＭの送信は発事業者網の判断とする。 

・無効ＳＭＳとなる事象及びエラーコードについては当社と直接協定事業者間で事前に協議の上、

決定することとする。 

・着事業者網の仕様のうち、当社と直接協定事業者間で事前に合意したものについては、宛先に

配信されないケースであってもエラー応答を行わないことを許容する。当社網着においては、

Ｃメールブロック機能とする。 

 

３.５ 宛先指定 

 ＳＭＳの相互接続における宛先指定は２項に定める電話番号を用いることとする。 

 

３.６ 特定電子メール等の取り扱い 

 当社及び直接協定事業者は、特定電子メール等によるＳＭＳの送受信上の支障の防止を目的に

表３．６－１を実施するものとする。制限機能については、当社と直接協定事業者で別途協議の

上、決定することとします。 

表３．６－１ 特定電子メール等に係る制限機能 

制限機能 内容 実施事業者 記事 

送信通数制限 送信通数を制限する機能 発事業者 制限条件及び期間は当社と協

議の上、決定することとする。 

なお、運用開始後、制限条件等

を変更する場合は当社と直接

協定事業者間で協議の上、変更

することができるものとする。 
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ネットワーク設

定による受信フ

ィルタ（ユーザ

向け機能） 

他移動体網着信時に着事

業者網の受信ユーザが任

意に設定することができ

る受信フィルタ 

着事業者 着事業者網の応答により、発事

業者網に影響があるため、着事

業者は発事業者の合意を得る

ものとする。 

当社網着信時に受信ユー

ザが任意に設定すること

ができる受信フィルタ

（Ｃメールブロック機

能） 

当社 以下の動作を許容する必要が

あります。 

・当社網が正常応答の場合、

着事業者網のユーザ課金が発

生すること 

・当社網がエラー応答の場合、

応答内容によっては発事業者

網が再送処理を実施してしま

うこと等 

移動無線装置に

よる受信フィル

タ 

着事業者網でＳＭＳを受

信し正常応答と処理され

るが、移動無線装置の画

面上には表示されない、

移動無線装置に実装する

受信フィルタ 

着事業者 移動無線装置依存機能とし

て、着事業者の仕様に準じる

ものとする。但し、受信フィ

ルタの有無について、事前に

当社に通知することを要す

る。 

 

３.７ ＳＭＳ送受信における文字数 

３.７.１ 送信文字数 

送信文字数については、発事業者の仕様に準じるものとするが、当社網と直接協定事

業者網間においては１ＳＭＳの最大データ長は１４０オクテット（ＵＣＳ２で７０文

字もしくはＧＳＭデフォルトアルファベットで１６０文字）とする。 

また、コンカチＳＭＳの場合は１コンカチパートあたりの最大データ長は１４０オク

テットとし、最大１０連結まで送信可能とする。 

 

３.７.２ 受信文字数 

受信文字数については、着事業者の仕様に準じるものとする。３ＧＰＰ仕様の範囲外

については受信Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙを各事業者間で情報共有する。 

 

３.８ 文字コード 

当社網と直接協定事業者網間では、ＵＣＳ２及びＧＳＭ ７ｂｉｔデフォルトアルファベット

のサポートを必須とする。また、Ｕｎｉｃｏｄｅで規定された絵文字の対応として、網間トラフ

ィックにおいて、各事業者はＵＴＦ－１６を許容する。ＵＴＦ－１６を用いる場合のＴＰ－ＤＣ
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Ｓは、ＵＣＳ２を用いる場合に設定する値と同じとする。但し、文字コード変換及び移動無線装

置上での表示については着事業者網の設備及び移動無線装置の仕様に依存する。 

 

３.９ 接続事業者間の機能分担  

発事業者と着事業者との機能分担を表３．９－１に示す。  

 

表 ３．９－１ 処理機能と接続事業者分担 

 処理機能 概要 分担 
事業者共通 
Ａ メッセージ蓄積 メッセージを配信有効期限

まで蓄積する機能 

発事業者 

Ｂ 配信管理 蓄積されたメッセージの配

信リトライを管理 

発事業者 

Ｃ 絵文字変換 独自文字コードの変換 発事業者 

接続事業者（３ＧＰＰ２ ⇔ ＫＤＤＩ（３ＧＰＰ） 

Ｄ フォーマット変換 ３ＧＰＰ⇔３ＧＰＰ２信号 

フォーマット相互変換 

当社 

Ｅ 文字コード変換 ３ＧＰＰ⇔３ＧＰＰ２ 

文字コード相互変換 

（ＵＣＳ２⇔ Ｓ－ＪＩＳ） 

（ｄｅｆａｕｌｔ ａｌｐ

ｈａｂｅｔ⇔ Ｓ－ＪＩＳ) 

当社 

Ｆ メッセージ長変換 

（メッセージ分割） 

３ＧＰＰ⇔３ＧＰＰ２ 

メッセージ長相互変換 

当社 

Ｇ 多重配信回避のためのＴＰ

－ＭＲ情報の付与 

接続事業者 
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３.１０ 事業者独自絵文字の変換 

絵文字コードについては、当社と直接協定事業者間で合意した絵文字コードに発事業者網が変

換して送信する。変換規則は表３．１０－１に示すとおりとする。 

ＵＣＳ２の拡張領域の使用は、当社と直接協定事業者間で事前に協議の上、決定することとす

る。 

表３．１０－１ 絵文字コードの変換規則 

発事業者 着事業者 

他 移 動 体 網

（３ＧＰＰ） 

絵文字変換 

ＵＣＳ２発事業者絵文字 

⇒ ＵＣＳ２当社絵文字 

当社網 文字コード変換 

ＵＣＳ２ ⇒ 

Ｓ－ＪＩＳ 

当社網 絵文字変換 

Ｓ－ＪＩＳ当社絵文字 ⇒ 

ＵＣＳ２着事業者絵文字 

他移動体網 

（３ＧＰＰ） 

変換処理なし 

 

３.１１ Ｕｎｉｃｏｄｅで規定された絵文字 

ＳＭＳ相互接続におけるＵｎｉｃｏｄｅで規定された絵文字の送信については、送信事業者は

変換せずに送信し、受信側事業者において移動無線装置の絵文字受信Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙに応

じた変換処理を行うこととする。但し、絵文字変換及び移動無線装置上での表示については着事

業者網の設備及び移動無線装置の仕様に依存する。 
 

３.１２ 蓄積・配信試行（期間/タイミング）、配信有効期限 

ＳＭＳの蓄積は発事業者網で行うこととし、配信試行及び配信有効期限は発事業者網の仕様に

準じるものとする。但し、配信有効期限については、当社と直接協定事業者間で事前に協議の上、

決定することとする。 

 

３.１３ 移動無線装置及び交換機のエラーとその動作について 

着事業者網のエラー発生事由と、発事業者網によるエラー受信時の振舞いについては、当社と

直接協定事業者間で事前に協議し合意することとする。 

 

３.１４ 海外事業者の契約者回線とのＳＭＳ相互接続 

海外事業者の契約者回線が当社又は他移動体網に在圏している場合のＳＭＳ相互接続につい

ては、本別表の規定対象外とする。 
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４. 課金方式 

基本的な呼の接続に関するユーザ課金方式及び事業者間料金精算方式について記述する。当社

と接続事業者間の課金方式は、ここで述べる課金方式を原則とし、協議により決定する。 
 

４.１ ユーザ課金方式 

（１）当社が発事業者の場合 

当社が独自に料金設定を行い、発ユーザから料金回収を行う。 

（２）当社が着事業者の場合 

当社が料金設定を行う場合は、当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとす

る。 

 
４.２ 網使用料 

当社及び接続事業者は網使用料の課金について、以下のとおり取り扱うこととする。 

（１）網使用料の課金対象と契機 

配信完了呼を精算対象とし以下のとおりとする。 

①配信完了 

ⅰ）ⅱ）ⅲ）以外の場合 

ＳＭＳ配信処理が正常終了し移動無線装置に受信した時 

ⅱ）他移動体網発当社網宛の１のＳＭＳを当社がメッセージ長変換を行い２分割して当社

網内を配信した場合 

分割して送信したＳＭＳを配信先の移動無線装置が全て受信した時 

ⅲ）当社網発他移動体網宛の１のＳＭＳを当社がメッセージ長変換を行い２分割して網間

を送信した場合 

分割したＳＭＳを配信先の移動無線装置がそれぞれ受信した時 

②課金契機 

配信完了信号（ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋ）を検出した時 

（２）網使用料精算対象通数 

当社網と直接協定事業者網間を疎通した通数を精算対象通数とする。コンカチＳＭＳの場合、

網間における各コンカチパートの通数を精算対象通数とする。 

他移動体網発当社網宛の１のＳＭＳを当社がメッセージ長変換を行い２分割し当社網内を

配信した場合の精算対象通数は１通とする。 

また、当社網発他移動体宛の１のＳＭＳを当社がメッセージ長変換を行い２分割して網間を

送信した場合の精算対象通数は２通とする。 
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ＭＴＰ仕様 

（対移動体事業者ＳＭＳ接続用インタフェース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



技別 13－1 

技術的条件集別表－13（ＭＴＰ仕様） 

 

１．ＭＴＰ仕様は「ＴＴＣ標準 網間インタフェース 網間信号方式（ＩＳＤＮ網間信号方式）」  
 に準拠する。参照するＴＴＣ標準は次のとおりである。 
 

 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０１ ：第２版  １９９０年１１月２８日制定 
 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０２ ：第１版  １９８７年４月２８日制定 
 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０３ ：第３版  １９９４年４月２７日制定 
 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０４ ：第３版  １９９２年４月２８日制定 
 ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７０７ ：第２版  １９９０年１１月２８日制定 
 
２．下記に上記に挙げたＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具

体的内容を記述する。 
標準 番号 項目 具体的内容 
JT-Q701 3.1 信号網構成 対応網による接続とする。 

JT-Q702 2.2 信号速度 信号速度は、４８ｋｂｉｔ／ｓ，６４ｋｂ
ｉｔ／ｓとする。 

JT-Q703 2.3.8 信号情報部 Ｓ Ｉ Ｆ の 取 り 得 る 長 さ の 最 大 は ２ ７ ２ オ
クテットとする。 

6 自リンク停止時 ＳＩＯＳを継続的に送出 

信 号 リ ン ク 起 動
前の送出信号 

ＳＩＯＳ送出 

運 用 中 Ｓ Ｉ Ｅ 受
信時 

初期設定終了待ち（ＳＩＥ送出）に遷移 

相 手 局 検 証 終 了
待 ち 状 態 で の タ
イマ 

８分。タイムアウト後は、ＳＩＯＳ送出後、 
レベル３からの起動によりＳＩＯを送出 

検 証 不 良 ／ リ ン
ク障害時 

ＳＩＯＳ送出後、レベル３からの起動によ
りＳＩＯを送出 

11 Ｌ Ｓ Ｓ Ｕ 送 出 周
期 

２４ｍｓｅｃ（ＳＩＢ ２００ｍｓｅｃ） 

Ｆ Ｉ Ｓ Ｕ 送 出 周
期 

運用中、検証終了待ち共に７２ｍｓｅｃ／
２４ｍｅｃ（４８ｋｂｉｔ／ｓ，６４ｋｂ
ｉｔ／ｓ） 

12 Ｍ Ｓ Ｕ 送 出 ア ウ
ト ス タ ン デ ィ ン
グ数 

４０ 

信 号 リ ン ク 検 証
期間 

検証期間については、Ｔ４＝３ｓｅｃ，検
出不良時においては、６０ｓｅｃ 

JT-Q704 2.2 ポ イ ン ト コ ー ド
の構成 

１６ビット（Ｍ＝５ビット／Ｓ＝４ビット
／Ｕ＝７ビット）とする。 

2.3 リ ン ク セ ッ ト 構
成 と ロ ー ド シ ェ
ア 

ＳＬＳのＡ／Ｂ面ビットで２面構成とし、
ＳＬＳ上位３ビットを使って、負荷分散を
行う。 
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標準  番号 項目 具体的内容 
JT-Q704 4.3 過 半 数 リ ン ク 障

害の処理 
全リンク障害で迂回を行う。 

6.2 切 戻 信 号 （ Ｃ Ｂ
Ｄ，ＣＢＡ） 

使用可能なリンクに対して切戻信号（ＣＢ
Ｄ）を送出。未実装のリンクにはＣＢＡを
返送しない。 

相 手 局 非 応 答 時
の切替 

他網側に未送出信号を迂回 

11.2 優先度制御 多段輻輳制御を行う。 

14.2 ＳＩＯ ＳＳＦ＝００００ 
Ｓ Ｉ   ＝００００（信号網管理） 
    ０００１（試験・保守） 
    ００１１（ＳＣＣＰ） 

JT-Q707 2 信号リンク試験 信号リンクが使用可となった時、自動的に
信号ルーチング試験を用いて行う。 

 
 

３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。 
 

４．本別表の項目２にて記載しているセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応し

ている。但し、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、

またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準，当社のどちらも規定していない事項につ

いては、その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合がある。 
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制御プロトコル仕様 

（対移動体事業者ＳＭＳ接続用インタフェース） 
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技術的条件集別表－14（制御プロトコル仕様） 

 

１. 制御プロトコル仕様 

本別表は、以下に示す標準に準拠する。 

・３ＧＰＰ ＴＳ２９．００２：Ｍｏｂｉｌｅ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｐａｒｔ （ＭＡ

Ｐ） ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ（Ｒｅｌｅａｓｅ ６） 

・ＲＦＣ２９６０： Ｓｔｒｅａｍ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ Ｐｒｏｔｏ

ｃｏｌ（ＳＣＴＰ） 

・ＲＦＣ３３３２： Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ 7（ＳＳ７）Ｍｅｓｓａｇｅ Ｔｒａ

ｎｓｆｅｒ Ｐａｒｔ ３（ＭＴＰ３）－ Ｕｓｅｒ Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ Ｌａｙｅｒ（Ｍ

３ＵＡ） 

 

２. プロトコルスタック 

本別表にて規定するインタフェースにおけるプロトコルスタックについて、対移動体事業者イ

ンタフェース重畳と対移動体事業者（ＩＰ）インタフェース重畳の２パターンを図２－１およ

び図２－２に示す。 

 

 
 

 図 ２－１ 対移動体事業者インタフェース重畳 

 

 

 
 

図 ２－２ 対移動体事業者（ＩＰ）インタフェース重畳 
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３. ３ＧＰＰ ＭＡＰ信号構成 

３.１ ＭＴＰオペレーション 

別表 13 を参照。 

 

３.２ ＳＣＣＰオペレーション 

ＳＣＣＰのオペレーションについて以下に示す。 

 

３.２.１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ 

ＳＲＩｆｏｒＳＭのフォーマットについて表 ３．２－１に示す。 

 

表 ３．２－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ 

Calling Party Address（発番） 
SRIforSM 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title  

 Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC（SMSC）アドレス 

Called Party Address（着番） 
SRIforSM 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x06 HLR 

Global Title 

 Translation Type 0xDF 転送仕様 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000011 (bit) 国内番号 

Address information A0CDE+MSN(NDC+SN) 転送仕様 

 

 

３.２.２ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ（ＩｎｆｏｒｍＳＣ） 

ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ（ＩｎｆｏｒｍＳＣ）のフォーマットについて表 ３．２－

２に示す。 

 

表 ３．２－２ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ（ＩｎｆｏｒｍＳＣ） 

Calling Party Address（発番） 
SRIforSM_ack,InformSC 

適用 補足 
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Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x06 HLR 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information HLR ノード番号 HLR アドレス 

Called Party Address（着番） 
SRIforSM_ack,InformSC 

適用 補足 

Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC（SMSC）アドレス 

 

 

３.２.３ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭのフォーマットについて表３．２－３に示す。 

 

表３．２－３ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

Calling Party Address（発番） 
MT_forwardSM 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title 

 Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC（SMSC）アドレス 
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Called Party Address（着番） 
MT_forwardSM 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 または 0x95 MSC または SGSN 

Global Title 

 Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC または SGSN アドレス 

 
 

３.２.４ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃk 

ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃk のフォーマットについて表３．２－４に示す。 

 

表３．２－４ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃk 

Calling Party Address（発番） 
MT_forwardSM_ack 

適用 補足 

Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 または 0x95 MSC または SGSN 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC または SGSN アドレス 

Called Party Address（着番） 
MT_forwardSM_ack 

適用 補足 

Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC（SMSC）アドレス 
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３.２.５ ＡｌｅｒｔＳＣ 

ＡｌｅｒｔＳＣのフォーマットについて表 ３．２－５に示す。 

 

表 ３．２－５ ＡｌｅｒｔＳＣ 

Calling Party Address（発番） 
AlertSC 

適用 補足 

Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x06 HLR 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information HLR ノード番号 
HLR アドレス 

 

Called Party Address（着番） 
AlertSC 

適用 補足 

Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 SC（SMSC）アドレス 

 

 

３.２.６ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋのフォーマットについて表 ３．２－６に示す。 

 

表 ３．２－６ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

Calling Party Address（発番） 
AlertSC_ack 

適用 補足 

Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 
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PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 SC（SMSC）アドレス 

Called Party Address（着番） 
AlertSC_ack 

適用 補足 

Address Indicator 

 

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) 
GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x06 HLR 

Global Title 

 

Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information HLR ノード番号 HLR アドレス 

 

 

３.２.７ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 

ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓのフォーマットについて表 ３．２－

７に示す。 

 

表 ３．２－７ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 
Calling Party Address（発番） ReportSMDeliveryStatus 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title 

 Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC（SMSC）アドレス 

Called Party Address（着番） 
ReportSMDeliveryStatus 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 
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SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x06 HLR 

Global Title 

 Translation Type 0xDF 転送仕様 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000011 (bit) 国内番号 

Address information A0CDE+MSN(NDC+SN) 転送仕様 

 
 

３.２.８ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 

ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋのフォーマットについて表

３．２－８に示す。 

 

表３．２－８ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 
Calling Party Address（発番） ReportSMDeliveryStatus_ack 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x06 HLR 

Global Title 

 Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information HLR ノード番号 HLR アドレス 

Called Party Address（着番） 
ReportSMDeliveryStatus_ack 

適用 補足 

Address Indicator 

 Routing Indicator 0 (bit) ルーチングは GT に基づく 

Global Title Indicator 0100 (bit) GT は、翻訳タイプ,番号計画,コーディング体

系,アドレス識別子の種別を含む 

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる 

Point Code Indicator 0 (bit) 信号局コードなし 

PC 設定なし  

SSN 0x08 MSC 

Global Title 

 Translation Type 0x00 未使用 

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画（勧告 E.163 と E.164） 

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数字が偶数個 

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号 

Address information MSC ノード番号 MSC（SMSC）アドレス 
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３.３ ＴＣＡＰ オペレーション 

ＴＣＡＰのオペレーションについて以下に示す。 

 

３.３.１ ＴＣ－ＢＥＧＩＮ 

ＴＣ－ＢＥＧＩＮのフォーマットについて表 ３．３．１－１に示す。 

 

表 ３．３．１－１ ＴＣ－ＢＥＧＩＮ 
Begin message type M/O 値 補足 

 

Message Type Tag 
M 

0x62 TC-BEGIN 

Total message Length 可変  

Originating Transaction ID Tag 

M 

0x48 発トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 発トランザクション ID 

Dialogue Portion O 可変 ダイアログ部 

 

Dialogue Portion Tag 
M 

0x6B ダイアログ部タグ 

Dialogue Portion Length 可変  

External Tag 
M 

0x28 外部タグ 

External Length 可変  

Structured  dialogue M 可変 構造化対話 

 

 

 

 

 

 

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Dialogue-as-ID value 

0x00 ccitt recommendation 

0x11 q 

0x86 773 (X’305) 

0x05 固定 

0x01 as(1) 

0x01 dialoguePDU(1) 

0x01 version1(1) 

Single-ANS.1-type Tag 
M 

0xA0 Single-ASN.1 タイプタグ 

Single-ASN.1-type length 可変   

Dialogue PDU M 可変 ダイアログ PDU 

 

Dialogue Request Tag 
M 

0x60 AARQ-apdu：対話要求 

Dialogue Request Length 可変  

Protocol Version Tag 

O 

0x80 プロトコルバージョン 

Protocol Version Length 可変  

Protocol Version 可変 
値がセットされない場合は Version1 とな

る 

Application Context Name Tag 

M 

0xA1 応用コンテキストタグ 

Application Context Name 

Length 
可変  

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Application Context Name 

 

0x04 ccitt recommendation(4) 

0x00 etsi(0) 

0x00 mobileDomain(0) 

0x01 gsm-Network(1) 

0x00 ac_id(0) 

0x19 

0x14 

0x17 

dialoguePDU=shortMsgMT-Relay(25) 

または dialoguePDU=shortMsgGateway(20)  

または dialoguePDU=shortMsgAlert(23) 

0x03 

0x02 

AC version3 

AC version2（AlerSC のみ） 
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User Information Tag 

O 

0xBE ユーザ情報タグ 

User Information Length 可変  

User Information  可変 ユーザ情報 

Component Portion O 可変 コンポーネント部 

 

Component Type Tag 

M 

0x6C コンポーネントタイプタグ 

Component Length 可変  

Component Type 0xA1 起動コンポーネント 

Invoke ID Tag 

M 

0x02 起動 ID タグ 

Invoke ID Length 0x01  

Invoke ID 可変 起動 ID 

Linked ID Tag 

O 

0x80 関連 ID タグ 

Linked ID Length 0x01  

Linked ID 可変 関連 ID 

Operation Code Tag 

M 

0x02 ローカルオペレーションコードタグ 

Operation Code Length 0x01  

Operation Code 可変 オペレーション依存 

Parameter Tag 

O 

可変 パラメータタグ 

Parameter Length 可変  

Parameters 可変 
本パラメータ以降は、3GPP MAP パラメー

タがセットされる 
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３.３.２ ＴＣ－ＥＮＤ 

ＴＣ-ＥＮＤのフォーマットについて表３．３．２－１、表３．３．２－２に示す。 

 

表 ３．３．２－１ ＴＣ－ＥＮＤ（結果応答） 

End message type（結果応答） M/O 値 補足 

 

Message Type Tag 
M 

0x64 TC-END 

Total message Length 可変  

Destination Transaction ID Tag 

M 

0x49 着トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 着トランザクション ID 

Dialogue Portion O 可変 ダイアログ部 

 

Dialogue Portion Tag 
M 

0x6B ダイアログ部タグ 

Dialogue Portion Length 可変  

External Tag 
M 

0x28 外部タグ 

External Length 可変  

Structured  dialogue M 可変 構造化対話 

 

 

 

 

 

 

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Dialogue-as-ID value 

0x00 ccitt recommendation 

0x11 q 

0x86 773 (X’305) 

0x05 固定 

0x01 as(1) 

0x01 dialoguePDU(1) 

0x01 version1(1) 

Single-ANS.1-type Tag 
M 

0xA0 Single-ASN.1 タイプタグ 

Single-ASN.1-type length 可変  

Dialogue PDU M 可変 ダイアログ PDU 

 

Dialogue Response Tag 
M 

0x61 AARE-apdu：対話応答 

Dialogue Response Length 可変  

Protocol Version Tag 

O 

0x80 プロトコルバージョンタグ 

Protocol Version Length 可変  

Protocol Version 可変 値がセットされない場合は Version1となる 

Application Context Name Tag 

M 

0xA1 応用コンテキストタグ 

Application Context Name 

Length 
可変  

Object Identifier Tag 

M 

0x06  

Object Identifier Length 0x07 オブジェクト識別タグ 

Application Context Name 

0x04 ccitt recommendation(4) 

0x00 etsi(0) 

0x00 mobileDomain(0) 

0x01 gsm-Network(1) 

0x00 ac_id(0) 

0x19 

0x14 

0x17 

dialoguePDU=shortMsgMT-Relay(25) 

または dialoguePDU=shortMsgGateway(20)  

または dialoguePDU=shortMsgAlert(23) 

0x03 

0x02 

AC version3 

AC version2（AlerSC のみ） 

Result Tag 

M 

0xA2 結果タグ 

Result Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Result 0x00 受諾 
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Result Source Diagnostic Tag 

M 

0xA3  

Result Source Diagnostic 

Length 
可変  

Dialogue Service User Tag 0xA1 ダイアログサービスユーザタグ 

Dialogue Service User Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Service User Value 0x00 Null 

User Information Tag 

O 

0xBE ユーザ情報タグ 

User Information Length 可変  

User Information  可変 ユーザ情報 

Component Portion O 可変 コンポーネント部 

 

Component Type Tag 

M 

0x6C コンポーネントタイプタグ 

Component Length 可変  

Component Type 0xA2 結果応答（最終）コンポーネント 

Invoke ID Tag 

M 

0x02 起動 ID タグ 

Invoke ID Length 0x01  

Invoke ID 可変 起動 ID 

Sequence Tag 

O 

0x30  

Sequence Length 可変 
パラメータに情報要素がない場合が省略さ

れる 

Operation Code Tag 

M 

0x02 ローカルオペレーションコードタグ 

Operation Code Length 0x01  

Operation Code 可変 オペレーション依存 

Parameter Tag 

O 

可変  

Parameter Length 可変  

Parameters 可変 
本パラメータ以降は、MAP パラメータがセ

ットされる 

 

 

表 ３．３．２－２ ＴＣ－ＥＮＤ（エラー応答） 
End message type（エラー応答） M/O 値 補足 

 

Message Type Tag 
M 

0x64 TC-END 

Total message Length 可変  

Destination Transaction ID Tag 

M 

0x49 着トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 着トランザクション ID 

Dialogue Portion O 可変 ダイアログ部 

 

Dialogue Portion Tag 
M 

0x6B ダイアログ部タグ 

Dialogue Portion Length 可変  

External Tag 
M 

0x28 外部タグ 

External Length 可変  

Structured  dialogue M 可変 構造化対話 

 

 

 

 

 

 

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Dialogue-as-ID value 

0x00 ccitt recommendation 

0x11 q 

0x86 773 (X’305) 

0x05 固定 

0x01 as(1) 

0x01 dialoguePDU(1) 

0x01 version1(1) 

Single-ANS.1-type Tag M 0xA0 Single-ASN.1 タイプタグ 
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Single-ASN.1-type length 可変  

Dialogue PDU M 可変 ダイアログ PDU 

 

Dialogue Response Tag 
M 

0x61 AARE-apdu：対話応答 

Dialogue Response Length 可変  

Protocol Version Tag 

O 

0x80 プロトコルバージョンタグ 

Protocol Version Length 可変  

Protocol Version 可変 値がセットされない場合は Version1となる 

Application Context Name Tag 

M 

0xA1 応用コンテキストタグ 

Application Context Name 

Length 
可変  

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Application Context Name 

0x04 ccitt recommendation(4) 

0x00 etsi(0) 

0x00 mobileDomain(0) 

0x01 gsm-Network(1) 

0x00 ac_id(0) 

0x19 

0x14 

0x17 

dialoguePDU=shortMsgMT-Relay(25) 

または dialoguePDU=shortMsgGateway(20)  

または dialoguePDU=shortMsgAlert(23) 

0x03 

0x02 

AC version3 

AC version2（AlerSC のみ） 

Result Tag 

M 

0xA2 結果タグ 

Result Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Result 0x01 拒否 

Result Source Diagnostic Tag 

M 

0xA3  

Result Source Diagnostic 

Length 
可変  

Dialogue Service User Tag 0xA1 ダイアログサービスユーザタグ 

Dialogue Service User Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Service User Value 0x00 Null 

User Information Tag 

O 

0xBE ユーザ情報タグ 

User Information Length 可変  

User Information  可変 ユーザ情報 

Component Portion O 可変 コンポーネント部 

 

Component Type Tag 

M 

0x6C コンポーネントタイプタグ 

Component Length 可変  

Component Type 0xA3 結果応答（最終）コンポーネント 

Invoke ID Tag 

M 

0x02 起動 ID タグ 

Invoke ID Length 0x01  

Invoke ID 可変 起動 ID 

Error Code Tag 

M 

0x02 ローカルエラーコードタグ 

Error Code Length 0x01  

Error Code 可変 エラーコード依存 

Parameter Tag 

O 

可変 パラメータタグ 

Parameter Length 可変  

Parameters 可変 
本パラメータ以降は、MAP パラメータがセ

ットされる 
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３.３.３ ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ 

ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥのフォーマットについて表３．３．３－１に示す。 

 

表 ３．３．３－１ ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ 

Continue message type M/O 値 補足 

 

Message Type Tag 
M 

0x65 TC-CONTINUE 

Total message Length 可変  

Originating Transaction ID Tag 

M 

0x48 発トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 発トランザクション ID 

Destination Transaction ID Tag 

M 

0x49 着トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 着トランザクション ID 

Dialogue Portion O 可変 ダイアログ部 

 

Dialogue Portion Tag 
M 

0x6B ダイアログ部タグ 

Dialogue Portion Length 可変  

External Tag 
M 

0x28 外部タグ 

External Length 可変  

Structured  dialogue M 可変 構造化対話 

 

 

 

 

 

 

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Dialogue-as-ID value 

0x00 ccitt recommendation 

0x11 q 

0x86 773 (X’305) 

0x05 固定 

0x01 as(1) 

0x01 dialoguePDU(1) 

0x01 version1(1) 

Single-ANS.1-type Tag 
M 

0xA0 Single-ASN.1 タイプタグ 

Single-ASN.1-type Length 可変  

Dialogue PDU M 可変 ダイアログ PDU 

 

Dialogue Response Tag 
M 

0x61 AARE-apdu：対話応答 

Dialogue Response Length 可変  

Protocol Version Tag 

O 

0x80 プロトコルバージョンタグ 

Protocol Version Length 可変  

Protocol Version 可変 
値がセットされない場合は Version1 とな

る 

Application Context Name Tag 

M 

0xA1 応用コンテキストタグ 

Application Context Name 

Length 
可変  

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Application Context Name 

0x04 ccitt recommendation(4) 

0x00 etsi(0) 

0x00 mobileDomain(0) 

0x01 gsm-Network(1) 

0x00 ac_id(0) 

0x19 

0x14 

0x17 

dialoguePDU=shortMsgMT-Relay(25) 

または dialoguePDU=shortMsgGateway(20)  

または dialoguePDU=shortMsgAlert(23) 

0x03 

0x02 

AC version3 

AC version2（AlerSC のみ） 

Result Tag M 0xA2 結果タグ 
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Result Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Result 0x00 受諾 

Result Source Diagnostic Tag 

M 

0xA3 結果元診断タグ 

Result Source Diagnostic 

Length 
可変  

Dialogue Service User Tag 0xA1 ダイアログサービスユーザタグ 

Dialogue Service User Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Service User Value 0x00 Null 

User Information Tag 

O 

0xBE ユーザ情報タグ 

User Information Length 可変  

User Information  可変 ユーザ情報 

Component Portion O 可変 コンポーネント部 

 

Component Type Tag 

M 

0x6C コンポーネントタイプタグ 

Component Length 可変  

Component Type 0xA2 結果応答（最終）コンポーネント 

Invoke ID Tag 

M 

0x02 起動 ID タグ 

Invoke ID Length 0x01  

Invoke ID 可変 起動 ID 

Sequence Tag 

O 

0x30 シーケンスタグ 

Sequence Length 可変 
パラメータに情報要素がない場合が省略さ

れる 

Operation Code Tag 

M 

0x02 ローカルオペレーションコードタグ 

Operation Code Length 0x01  

Operation Code 可変 オペレーション依存 

Parameter Tag 

O 

可変 パラメータタグ 

Parameter Length 可変  

Parameters 可変 
本パラメータ以降は、MAP パラメータがセ

ットされる 

 

 

３.３.４ ＴＣ－ＡＢＯＲＴ 

ＴＣ－ＡＢＯＲＴのフォーマットについて表３．３．４－１、３．３．４－２、３．３．

４－３に示す。 

 

表 ３．３．４－１ ＴＣ－ＡＢＯＲＴ（Ｐ－ＡＢＯＲＴ） 
Continue message type(P-ABORT) M/O 値 補足 

 

Message Type Tag 
M 

0x67 TC-ABORT 

Total message Length 可変  

Destination Transaction ID Tag 

M 

0x49 着トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 着トランザクション ID 

P-Abort Cause Tag 

O 

0x4A  

P-Abort Cause Length 0x01  

P-Abort Cause 可変 アボート理由に依存 

 

 

表 ３．３．４－２ ＴＣ－ＡＢＯＲＴ（Ｕ－Ａｂｏｒｔ：Ｄｉａｌｏｇｕｅ Ａｂｏｒｔ） 

Continue message type 

(U-Abort：Dialogue Abort) 
M/O 値 補足 
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Message Type Tag 
M 

0x67 TC-ABORT 

Total message Length 可変  

Originating Transaction ID Tag 

M 

0x48 発トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 発トランザクション ID 

Destination Transaction ID Tag 

M 

0x49 着トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 着トランザクション ID 

Dialogue Portion O 可変 ダイアログ部 

 

Dialogue Portion Tag 
M 

0x6B ダイアログ部タグ 

Dialogue Portion Length 可変  

External Tag 
M 

0x28 外部タグ 

External Length 可変  

Structured  dialogue M 可変 構造化対話 

 

 

 

 

 

 

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Dialogue-as-ID value 

0x00 ccitt recommendation 

0x11 q 

0x86 773 (X’305) 

0x05 固定値 

0x01 as(1) 

0x01 dialoguePDU(1) 

0x01 version1(1) 

Single-ANS.1-type Tag 
M 

0xA0 Single-ASN.1 タイプタグ 

Single-ASN.1-type Length 可変  

Dialogue PDU M 可変 ダイアログ PDU 

 

Dialogue Response Tag 
M 

0x64 対話アボートタグ 

Dialogue Response Length 可変  

Abort SourceTag 

M 

0x80 中断元タグ 

Abort Source Length 可変  

Abort Source 
0x00 

0x01 
サービスユーザ / サービスプロバイダ 

User Information Tag 

O 

0xBE ユーザ情報タグ 

User Information Length 可変  

User Information  可変 ユーザ情報 

 

 

表 ３．３．４－３ ＴＣ－ＡＢＯＲＴ（Ｕ－Ａｂｏｒｔ：Ｄｉａｌｏｇｕｅ Ｒｅｓｐｏｎｓ

ｅ） 

Continue message type 

(U-Abort:Dialogue Response) 
M/O 値 補足 

 

Message Type Tag 
M 

0x67 TC-ABORT 

Total message Length 可変  

Destination Transaction ID Tag 

M 

0x49 着トランザクション ID タグ 

Transaction ID Length 可変  

Transaction ID 可変 着トランザクション ID 

Dialogue Portion O 可変 ダイアログ部 

 

Dialogue Portion Tag 
M 

0x6B ダイアログ部タグ 

Dialogue Portion Length 可変  

External Tag 
M 

0x28 外部タグ 

External Length 可変  

Structured  dialogue M 可変 構造化対話 

 Object Identifier Tag M 0x06 オブジェクト識別タグ 
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Object Identifier Length 0x07  

Dialogue-as-ID value 

0x00 ccitt recommendation 

0x11 q 

0x86 773 (X’305) 

0x05 固定値 

0x01 as(1) 

0x01 dialoguePDU(1) 

0x01 version1(1) 

Single-ANS.1-type Tag 
M 

0xA0 Single-ASN.1 タイプタグ 

Single-ASN.1-type Length 可変  

Dialogue PDU M 可変 ダイアログ PDU 

 

Dialogue Response Tag 
M 

0x61 AARE-apdu：対話応答 

Dialogue Response Length 可変  

Protocol Version Tag 

O 

0x80 プロトコルバージョンタグ 

Protocol Version Length 可変  

Protocol Version 可変 
値がセットされない場合は Version1 とな

る 

Application Context Name Tag 

M 

0xA1 応用コンテキストタグ 

Application Context Name 

Length 
可変  

Object Identifier Tag 

M 

0x06 オブジェクト識別タグ 

Object Identifier Length 0x07  

Application Context Name 

0x04 ccitt recommendation(4) 

0x00 etsi(0) 

0x00 mobileDomain(0) 

0x01 gsm-Network(1) 

0x00 ac_id(0) 

0x19 

0x14 

0x17 

dialoguePDU=shortMsgMT-Relay(25) 

または dialoguePDU=shortMsgGateway(20)  

または dialoguePDU=shortMsgAlert(23) 

0x03 

0x02 

AC version3 

AC version2（AlerSC のみ） 

Result Tag 

M 

0xA2 結果タグ 

Result Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Result 0x01 拒否 

Result Source Diagnostic Tag 

M 

0xA3 結果元診断タグ 

Result Source Diagnostic 

Length 
可変  

Dialogue Service User Tag 0xA1 ダイアログサービスユーザタグ 

Dialogue Service User Length 可変  

Integer Tag 0x02 整数タグ 

Integer Length 0x01  

Service User Value 
0x01 

0x02 

理由指定なし/未サポート応用コンテキス

ト 

User Information Tag 

O 

0xBE ユーザ情報タグ 

User Information Length 可変  

User Information  可変 ユーザ情報 
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３.３.５ ＴＣＡＰネットワークタイマ 

ＴＣＡＰに関するネットワークタイマ値を表３．３．５－１に示す。 

 

表３．３．５－１ ＴＣＡＰタイマ値 

 信号名 値 

ＴＣＡＰ 

ＴＣ ｉｎｖｏｋｅタイマ ※１ 

拒否待ちタイマ － 

ＴＣＡＰ 対話確立タイマ ※２ 

Ｎｅｘｔ Ｍｅｓｓａｇｅ待ちタイマ ※２ 

※１ ＭＡＰ オペレーションタイマに依存する。 

※２ ＴＣＡＰ対話確立タイマとＮｅｘｔ Ｍｅｓｓａｇｅ待ちタイマ個別

のタイマは保持していない。 

ＴＣＡＰ確立から解放までのタイマ（＝６００秒）。 

 

なお、上記のＴＣＡＰタイマの概念については、下図を参照のこと。 

 

TC-END（GSM-MAP） 

TC-BEGIN（GSM-MAP） 

②拒否待ちタイマ 

送信ノード 受信ノード 

 (GSM-MAP 応答待ちタイマ) 

①TC invoke タイマ 

 Invoke id 解放 

 Invoke id 解放 
TC-END（GSM-MAP） 

TC-CONTINUE（GSM-MAP） 

TC-BEGIN（GSM-MAP） 

TC-CONTINUE（GSM-MAP） 

②拒否待ちタイマ 

 

送信ノード 受信ノード 

 Invoke id 解放 

 (GSM-MAP 応答待ちタイマ) 

①TC invoke タイマ 

③TCAP 対話確立タイマ 

 (GSM-MAP 応答待ちタイマ) 

①TC invoke タイマ 

④Next Message 待ちタイマ 

②拒否待ちタイマ 
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３.４ ３ＧＰＰ ＭＡＰ オペレーション 

３ＧＰＰ ＭＡＰにてサポートするオペレーションの一覧を表３．４－１に示す。 

 

表 ３．４－１ ３ＧＰＰ ＭＡＰサポートオペレーション一覧 

N

o 

PDU名 
サポ

ート 
機能概要 

他網GS→IWSG IWSG→他網GS 

1 SRIforSM SRIforSM ○ ショートメッセージ配信先のル

ート情報を取得するために用い

る。 
2 SRIforSM_Ack (NAck) SRIforSM_Ack (NAck) ○ 

3 MT_ForwardSM MT_ForwardSM ○ ショートメッセージ配信を行う

ために使用する。 4 MT_ForwardSM_Ack (NAck) MT_ForwardSM_Ack (NAck) ○ 

5 AlertSC AlertSC ○ 端末がショートメッセージを受

信可能になった旨を通知する(回

復通知)。 
6 AlertSC_Ack (NAck) AlertSC_Ack (NAck) ○ 

7 ReportSMDeliveryStatus ReportSMDeliveryStatus ○ メッセージ配信失敗時にHLRで保

持している MWD(Message Waiting 

Data)を設定/更新するために使

用する。 

8 
ReportSMDeliveryStatus_Ack 

(NAck) 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 

(NAck) 
○ 

9 InformSC - ○ 

ショートメッセージ配信を行っ

た着番号がMWDに設定されたこと

を通知するために使用する。 

 

 

３.４.１ ＳＲＩｆｏｔＳＭ 

ＳＲＩｆｏｒＳＭのフォーマットについて表３．４．１－１に示す。 

 

表 ３．４．１－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

OperationCode Tag 1oct 

M 

ローカルオペレーションコードタグ 

 
length 1oct  

 OperationCode 1oct SRIforSM 

Parameter Sequence Tag 1oct 
M 

固定 

 

length 1oct  

 

MSISDN Tag 1oct 

M 

固定 

 

 

length 1oct 国内の MSISDN 長は固定のため 

 

ext 1bit No Extention  

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

address 6oct 
81 から始まる 12 桁の電話番号（着

MSISDN） 

SM-RP-PRI Tag 1oct 

M 

固定 

 
length 1oct 固定 

 Boolean 1oct 0:False 1:True 

ServiceCentreAddress Tag 1oct 

M 

固定 

 

length 1oct address 長に依存 

 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 
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numbering plan indicator 4bit E.164 

address 
1～

10oct 

81 から始まる 12～15 桁の SC ノード

番号（送信事業者 SMSCaddress 依存） 

GPRS Support Indicator Tag 1oct 
O 

信号送信時：設定契機なし 

信号受信時：無視 

 length 1oct  

SM-RP-MTI Tag 1oct 

O 

信号送信時：設定契機なし 

信号受信時：無視 

 
length 1oct 固定 

 INTEGER 1oct 0: SMS Delivery 

SM-RP-SMEA Tag 1oct 

O 

信号送信時：設定契機なし 

信号受信時：無視 

 

 

 

 

length 1oct  

 

 

 

 

Address Length 1oct  

type-of-address 1oct  

Address 
1～

12oct 
発 MSISDN 
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３.４.２ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ 

ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋのフォーマットについて表３．４．２－１に示す。 

 

表 ３．４．２－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

OperationCode Tag 1oct 
M 

※1 

ローカルオペレーションコードタ

グ 

 
length 1oct  

 OperationCode 1oct SRIforSM 

Parameter Sequence Tag 1oct M 

※1 

固定 

 

length 1oct  

 

IMSI Tag 1oct 

M 

固定 

 

 

length 1oct IMSI 長に依存 

 IMSI 3～8oct 440 or 441 で始まる IMSI 番号 

locationInfoWithLMSI Tag 1oct 
M 

固定 

 

length 1oct  

 

Network Node Number Tag 1oct 

M 

 

 

 

length 1oct MSC address 長に依存 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

Address 
1～

20oct 
SGSN/MSC address に依存 

LMSI Tag 1oct 

O 

受信事業者に依存して付与 

 

 

length 1oct LMSI 長 

Imsi 4oct 受信事業者側 VLR が付与 

GPRS Node Indicator 1oct 
O 

信号送信時：設定契機なし 

信号受信時：使用 

 length 1oct  

※1 オペレーションコードとパラメータの省略は許容しない(MT_ForwardSM 送信のための情報

が必須であるため)。 
 

 

３.４.３ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａcｋ 

ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａcｋのフォーマットについて表３．４．３－１に示す。 

 

表 ３．４．３－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａcｋ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

Error Code Tag 1oct 

M 

固定   

※Error パラメータの詳細は標準準

拠とし記載は省略する。 

 

length 1oct  

 Error Code 1oct 
エラーコード依存（エラーにより付

加情報を付与） 
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３.４.４ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭのフォーマットについて表３．４．４－１に示す。 

 

表 ３．４．４－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

OperationCode Tag 1oct 

M 

ローカルオペレーションコー

ドタグ 

 
length 1oct  

 OperationCode 1oct MT_ForwardSM 

Parameter Sequence Tag 1oct 
M 

固定 

 

length 1oct  

 

SM RP DA Tag 1oct M IMSI を使用：0x80 

 

 

length(IMSI の場合) 1oct 

M 

 

 IMSI 
3 ～

8oct 
440 or 441 で始まる IMSI 番号 

length(LMSI の場合) 1oct 
M 

未設定 

 LMSI 4oct  

SM RP OA tag 1oct 

M 

SC アドレスの場合 

 

length（ServiceCnterAddressOA の場合） 1oct address 長に依存 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

address 
1～

20oct 

81 から始まる 12～15 桁の SC

ノ ー ド 番 号 （ 送 信 事 業 者

SMSCaddress 依存） 

SM RP UI Tag 1oct 
M 

SMS-Deliver 

 

length 1oct データ長に依存 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) Bit7 M 0 のみ許容 

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
Bit6 M 

0=TP-UD にヘッダなし、1=TP-UD

にヘッダあり 

TP-SRI

（TP-Status-Report-Indication) 
Bit5 M 発信者操作に依存 

spare 
Bit3～

4 
-  

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) Bit2 M 
1=後続 Msg なし、0=後続 Msgあ

り 

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) 
Bit0～

1 
M SMS-Deliver 

TP-OA(TP-Orignating-Address)  

M 

 

 

 

 

 

 

length 1oct 固定 

 

 

 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit Unknown 

numbering plan indicator 4bit Unknown or  E.164 

address 1～11oct 
0A0 から始まる 11 桁の電話番

号（発信者 address） 

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) 1oct M 0 のみ許容 

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

bit7～

6 

M 

General Data Coding 

bit5 非圧縮テキストフォーマット 

bit4 0 ：No Message Class 

bit3～ GSM 7 bit default alphabet / 
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2 USC2 

bit1～

0 
Message Class：Class 0 

TP-SCTS 

(TP-Service-Centre-Time-Stamp) 
7oct M 

JST +（GMT +9）形式 ※値は

送信側設備での受信日時 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) 整数 M ユーザデータに依存 

TP-UD(TP-User-Data) 
TP-DCS

依存 
O 

発 信 者 操 作 に 依 存 （ 最 大

140octets まで） 

 

TP-UDH(TP-User-Data-Header)  

O 

相互接続のコンカチ SMS の場

合、設定する(IEI=0x00 のみ許

容) 

 

UDHL 1oct UDH フィールド内の Octet 数 

IEI 1oct 連結：8 ビット整理番号 

IEDL 1oct IED フィールド内の Octet 数 

IED 1oct 8 ビット連結 SM 整理番号 

 1oct 最大 SM 番号 

 1oct シーケンス番号 

More Message To Send Tag 1oct 
O 

 

 length 1oct  

Extension Container Tag 1oct 
O 

未設定 

 

length 1oct  

 

PrivateExtensionList Tag 1oct 
O 

 

 

length 1oct  

 
InterPLMN-MT-FSM-ARG-EXTENSI

ON Tag 
1oct 

O 
 

 

 
 

length 1oct  

 

Ext ID Tag 1oct 

O 

 

 
length 1oct  

 Ext ID 8oct  

Ext Type Tag 1oct 

O 

 

 
length 1oct  

 Ext Type 1oct  

 

 

３.４.５ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋ 

ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋのフォーマットについて表３．４．５－１に示す。 

 

表 ３．４．５－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

OperationCode Tag 1oct 
O 

※2 

ローカルオペレーションコードタ

グ 

 
length 1oct  

 OperationCode 1oct MT_ForwardSM 

Parameter Sequence Tag 1oct O 

※2 

固定 

 

length 1oct  

 

SM RP UI Tag 1oct 
M 

 

 

length 1oct  

 

 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) bit7 M  

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
bit6 M TP-UDH なし 
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 TP-SRI

（TP-Status-Report-Indication) 
bit5 M  

spare bit3～4 -  

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) bit2 M  

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) bit0～1 M SMS-Deliver-Report 

TP-PI(TP-Parameter-Indicator) 1oct M  

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) 1oct O 未設定 

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

bit7～6 

O 

 

bit5  

bit4  

bit3～2  

bit1～0  

TP-UDL(TP-User-Data-Length) 整数 O  

TP-UD(TP-User-Data) 
TP-DCS

依存 
O  

※2 オペレーションコードとパラメータ(SM-RP-UI)の省略は許容する。 

    但し、オペレーションコードのみ省略、パラメータ(SM-RP-UI)のみ省略は許容しない。 

 

 

３.４.６ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋ 

ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋのフォーマットについて表３．４．６－１に示す。 

 

表 ３．４．６－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

Error Code Tag 1oct 

M 

固定   

※Error パラメータの詳細は標準準

拠のため省略（SM-DeliveryFailure

のみ参考に記載）。 

 
length 1oct  

 Error Code 1oct エラーコード依存 

Parameter Sequence Tag 1oct O 

※3 

固定 

 

length 1oct  

 

SM-EnumeratedDeliveryFailureCause 1oct 

O 

UserErrorが SM-DeliveryFailureの

場合のみ 

 

 

length 1oct  

 SM-DeliveryFailureCause Value 1oct SM-DeliveryFailureCause に依存 

diagnosticInfo 1oct 
M 

UserErrorが SM-DeliveryFailureの

場合のみ 

 

length 1oct  

 

 

 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) bit7 M  

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
bit6 M TP-UDH なし 

TP-SRI

（TP-Status-Report-Indication) 
bit5 M  

spare bit3～4 -  

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) bit2 M  

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) bit0～1 M SMS-Deliver-Report 

TP-FCS(TP-Failuer-Cause) 整数 M  

TP-PI(TP-Parameter-Indicator) 1oct M  

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) 1oct O 未設定 
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TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

bit7～6 

O 

未設定 

bit5 未設定 

bit4 未設定 

bit3～2 未設定 

bit1～0 未設定 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) 整数 O 未設定 

TP-UD(TP-User-Data) 
TP-DCS

依存 
O 未設定 

 ※3 パラメータの省略は許容する。 

 

 

３.４.７ ＡｌｅｒｔＳＣ 

ＡｌｅｒｔＳＣのフォーマットについて表３．４．７－１に示す。 

 

表 ３．４．７－１ ＡｌｅｒｔＳＣ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

OperationCode Tag 1oct 

M 

ローカルオペレーションコードタ

グ 

 
length 1oct  

 OperationCode 1oct Alert_SC 

Parameter Sequence Tag 1oct 
M 

固定 

 

length 1oct  

 

MSIsdn-Alert Tag 1oct 

M 

固定 

 

 

length 1oct 国内の MSISDN 長は固定のため 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

address 6oct 
81 から始まる 12 桁の電話番号（着

MSISDN） 

Service Centre Address Tag 1oct 

M 

固定 

 

length 1oct address 長に依存 

 

 

 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

address 
1～

20oct 

81 から始まる 12～15 桁の SC ノー

ド番号（送信事業者 SMSCaddress

依存） 

 

 

３.４.８ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋのフォーマットについて表３．４．８－１に示す。 

 

表 ３．４．８－１ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 
M 

 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 
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３.４.９ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ（Ｎａｃｋ） 

ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ（Ｎａｃｋ）のフォーマットについて表３．４．９－１に示す。 

 

表 ３．４．９－１ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ（Ｎａｃｋ） 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

Error Code Tag 1oct 

M 

固定   

※Errorパラメータの詳細は標準準

拠とし記載は省略する。 

 
length 1oct  

 Error Code 1oct エラーコード依存 
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３.４.１０ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 

ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓのフォーマットについて表３．４．１

０－１に示す。 

 

表 ３．４．１０－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

OperationCode Tag 1oct 

M 

ローカルオペレーションコードタ

グ 

 
length 1oct  

 OperationCode 1oct ReportSMDeliveryStatus 

Parameter Sequence Tag 1oct M 

 

固定 

 

length 1oct  

 

MSISDN Tag 1oct 

M 

固定 

 

 

length 1oct 国内の MSISDN 長は固定のため 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

address 6oct 
81 から始まる 12 桁の電話番号（着

MSISDN） 

Service Centre Address Tag 1oct 

M 

固定 

 

length 1oct address 長に依存 

 

 

 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

Address 
1～

20oct 

81 から始まる 12～15 桁の SC ノー

ド番号（送信事業者 SMSCaddress 依

存） 

SM Delivery Outcome Tag 1oct 

M 

固定 

 

 

length 1oct 固定 

 sm-DeliveryOutcome 1oct 

memoryCapacityExceeded(0)/absen

tSubscriber(1)/successfulTransf

er(2) 

Absent Subscriber Diagnostic SM Tag 1oct 

O 

未設定 

 
length 1oct  

 value 1oct  

GPRS Support Indicator Tag 1oct 
O 

信号送信時：設定契機なし 

信号受信時：無視 

 length 1oct  

Delivery Outcome Indicator Tag 1oct 
O 

信号送信時：設定契機有り 

信号受信時：使用 

 length 1oct  

Additional SM Delivery Outcome Tag 1oct 

O 

未設定 

 length 1oct  

 additionalSM-DeliveryOutcome 1oct  

Additional Absent Subscriber Diagnostic SM 

Tag 
1oct 

O 

未設定 

 length 1oct  

 value 1oct  
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３.４.１１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 

ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋのフォーマットについて表

３．４．１１－１に示す。 

 

表３．４．１１－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

 

 

 

３.４.１２ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋ 

ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋのフォーマットについて

表３．４．１１－１に示す。 

 

表３．４．１２－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

Error Code Tag 1oct 

M 

固定   

※Error パラメータの詳細は標準準

拠とし記載は省略する。 

 
length 1oct  

 Error Code 1oct エラーコード依存 

 

 

 

３.４.１３ ＩｎｆｏｒｍＳＣ 

ＩｎｆｏｒｍＳＣのフォーマットについて表３．４．１３－１に示す。 

 

表 ３．４．１３－１ ＩｎｆｏｒｍＳＣ 

パラメータ名 Size M/O 補足 

Invoke Id Tag 1oct 

M 

起動 ID タグ 

 
length 1oct  

 Invoke Id 1oct 起動 ID 

OperationCode Tag 1oct 

M 

ローカルオペレーションコードタ

グ 

 
length 1oct  

 OperationCode 1oct InformSC 

Parameter Sequence Tag 1oct 
M 

固定 

 

length 1oct  

 

MSIsdn-Alert Tag 1oct 

O 

固定 

 

 

length 1oct 国内の MSISDN 長は固定のため 

 

ext 1bit No Extention 

type of number 3bit International Number 

numbering plan indicator 4bit E.164 

address 6oct 
81 から始まる 12 桁の電話番号（着

MSISDN） 

MWD Status Tag 1oct 
O 

 

 length 1oct  
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sc-addressNotIncluded bit7 0:False 1:True 

mnrf-Set bit6 0:False 1:True 

mcef-Set bit5 0:False 1:True 

mnrg-Set bit4 0:False 1:True 

unused bit 
bit3～

0 
未使用 bit 4bit 

 

 

３.４.１４ ＭＡＰネットワークタイマ 

ＭＡＰに関するネットワークタイマ値を表３．４．１４－１に示す。 

 

表３．４．１４－１ ＭＡＰタイマ値 

 信号名 値 

ＭＡＰ 

ＳＲＩｆｏｒＳＭタイマ ６０秒 

ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭタイマ ６０秒 

ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓタイマ ６０秒 

ＡｌｅｒｔＳＣタイマ ６０秒 
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３.５ ＩＷＳＧ送信信号 

ＩＷＳＧが信号を送信する場合に設定される信号データを記載する。 

 

３.５.１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ 

ＩＷＳＧから送信するＳＲＩｆｏｒＳＭ（当社網発）に設定される信号を表 ３．５．

１－１に示す。 

 

表 ３．５．１－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変  

OperationCode Tag 0x02  

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2D  

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 可変  

 

MS ISDN Tag 0x80  

 

 

length 0x07  

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDEFGHIJ 
81から始まる 12桁の電話番号（着

MSISDN） 

SM-RP-PRI Tag 0x81  

 
length 0x01  

 Boolean 0x00 IWSG は、0:False を固定で設定 

ServiceCentreAddress Tag 0x82  

 

length 可変  

 

 

 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 
81A0CDE・・・

・・・・ 

81 から始まる 12～15 桁の 

SC ノード番号 

(IWSG の SC ノード番号) 

GPRS Support Indicator Tag 0x87 当社では未設定 

 length 0x00   

SM-RP-MTI Tag 0x88 当社では未設定 

 
length 0x01  

 INTEGER 0x00   

SM-RP-SMEA Tag 0x89 当社では未設定 

 

 

 

 

length -  

 

 

 

 

Address Length -  

type-of-address -  

Address -  
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３.５.２ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋに設定される信号を表 ３．５．２－

１に示す。 

 

表 ３．５．２－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 SRIforSM で受信した値を設定 

OperationCode Tag 0x02  

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2D  

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 可変  

 

IMSI Tag 0x04  

 

 

length 可変  

 IMSI 440xx・・・・ 440 で始まる IMSI 番号 

locationInfoWithLMSI Tag 0xA0  

 

length 可変  

 

Network Node Number Tag 0x81  

 

 

length 可変  

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address  

81 から始まる 12～15 桁の 

SC ノード番号 

(IWSG の SC ノード番号) 

LMSI Tag 0x04 当社では未設定 

 

 

length -  

Imsi -  

GPRS Node Indicator 0x85 当社では未設定 

 length -  

 

 

３.５.３ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａｃｋに設定される信号を表３．５．３－

1 に示す。 

 

表３．５．３－1 ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 SRIforSM で受信した値を設定 

Error Code Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Error Code 可変 発生したエラーに応じて設定 
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３.５.４ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

ＩＷＳＧから送信するＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭに設定される信号を表３．５．４－１

に示す。 

 

表３．５．４－１ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変  

OperationCode Tag 0x02  

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2C  

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 可変  

 

SM RP DA Tag 0x80  

 

 

length(IMSI の場合) 可変  

 IMSI 
440xx or 

441xx・・・ 

SRIforSM_Ack に設定されている 

IMSI を設定  

length(LMSI の場合) 0x04 当社は未設定 

 LMSI -  

SM RP OA tag 0x84  

 

length（ServiceCnterAddressOA の場合） 可変  

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDE・・・・ 

81 から始まる 12～15 桁の 

SC ノード番号 

(IWSG の SC ノード番号) 

SM RP UI Tag 0x04  

 

length 可変  

 

TP-RP(TP-Reply-Path) 0(bit) 相互接続では 0 固定で設定 

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
0(bit) 

0=TP-UD にヘッダなし、1=TP-UD に

ヘッダあり 

TP-SRI（TP-Status-Report-Indication) 0(bit) 
0：STATUS-REPORT 送信なしを固定で

設定 

spare 00(bit) 00 固定 

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) 1 or 0(bit) 1=後続 Msg なし、0=後続 Msgあり 

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) 00(bit) 00：SMS-Deliver を固定で設定 

TP-OA(TP-Orignating-Address)   

 

 

 

 

 

length 0x0B  

 

 

 

 

ext 1 (bit) No Extension 

type of number 000(bit) 不定 

numbering plan indicator 0000(bit) 不定(IWSG は不定を固定で設定) 

address 0A0CDEFGHIJ  

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) 0x00 0 固定で設定 

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

00(bit) 
00（bit）:General Data Coding を

固定で設定 

0(bit) 
0(bit):非圧縮テキストフォーマッ

トを固定で設定 

0 (bit) 
0(bit) ：No Message Class を固定

で設定 

00 or 10(bit) 文字コード変換結果に依存。 
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00 or 10（bit）:GSM 7 bit default 

alphabet / USC2 の何れかを設定 

00(bit) IWSG は 00：class 0 固定で設定 

TP-SCTS 

(TP-Service-Centre-Time-Stamp) 
可変 

JST +（GMT +9）形式 

 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) 可変 文字変換後のサイズを設定 

TP-UD(TP-User-Data) 可変 文字変換後のデータを設定 

 

TP-UDH(TP-User-Data-Header)  
TP-UDHI が 1(ヘッダあり)の場合に

設定 

 

UDHL 0x05 〃 

IEI 0x00 〃 

IEDL 0x03 〃 

IED 可変 〃 

 可変 〃 

 可変 〃 

More Message To Send Tag 0x05 
More_Message_To_Send が後続あり

の場合に設定 

 length 0x00 〃 

Extension Container Tag 0xAD 当社では未設定 

 
length -  

 

PrivateExtensionList Tag 0x30  

   

length -  

 
InterPLMN-MT-FSM-ARG-EXTENSIO

N Tag 
0x30  

 

 
 

length -  

 

Ext ID Tag 0x06  

 
length -  

 Ext ID -  

Ext Type Tag 0x04  

 
length -  

 Ext Type -  
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３.５.５ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋに設定される信号を表 ３．

５．５．－１に示す。 

 

表 ３．５．５．－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 

length 0x01  

 Invoke Id 可変 
MT_ForwardSM で受信した Invoke 

Id を設定 

OperationCode Tag 0x02  

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2C  

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 0x04 IWSG では固定 

 

SM RP UI Tag 0x04  

 

length 0x02 IWSG では固定 

 

 

 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) 0(bit) IWSG では 0 固定 

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
0(bit) IWSG では 0 固定 

TP-SRI（TP-Status-Report-Indication) 0(bit) IWSG では 0 固定 

spare 00(bit) IWSG では 00 固定 

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) 0(bit) IWSG では 0 固定 

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) 00(bit) 00：SMS-Deliver-Report 固定 

TP-PI(TP-Parameter-Indicator) 0x00 
IWSG では、以下のパラメータ設定

しないため、0x00 固定 

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) - 当社では未設定 

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

- 〃 

- 〃 

- 〃 

- 〃 

- 〃 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) - 〃 

TP-UD(TP-User-Data) - 〃 
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３.５.６ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋに設定される信号を表３．

５．６－１に示す。 

 

表３．５．６－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変  

Error Code Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Error Code 可変 発生したエラーに応じて設定 

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 可変  

 

sm-EnumeratedDeliveryFailureCause 0x0A  

 

 

length 0x01  

 SM-DeliveryFailureCause Value 可変 発生したエラーに応じて設定 

diagnosticInfo 0x04  

 

length 可変  

 

 

 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) 0(bit) IWSG では 0 固定 

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
0(bit) IWSG では 0 固定 

TP-SRI（TP-Status-Report-Indication) 0(bit) IWSG では 0 固定 

spare 00(bit) IWSG では 00 固定 

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) 0(bit) IWSG では 0 固定 

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) 00(bit)  

TP-FCS(TP-Failuer-Cause) 0x00～0xFF 発生したエラーに応じて設定 

TP-PI(TP-Parameter-Indicator) 0x00 
IWSG では、以下のパラメータ設定

しないため、0x00 固定 

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) - 当社では未設定 

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

- 〃 

- 〃 

- 〃 

- 〃 

- 〃 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) - 〃 

TP-UD(TP-User-Data) - 〃 
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３.５.７ ＡｌｅｒｔＳＣ 

ＩＷＳＧから送信するＡｌｅｒｔＳＣに設定される信号を表 ３．５．７－１に示す。 

 

表 ３．５．７－１ ＡｌｅｒｔＳＣ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変  

OperationCode Tag 0x02  

 
length 0x01  

 OperationCode 0x40  

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 可変  

 

MSIsdn-Alert Tag 0x04  

 

 

length 0x07  

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDEFGHIJ 
81から始まる 12桁の電話番号（着

MSISDN） 

Service Centre Address Tag 0x04  

 

length 可変  

 

 

 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDE・・・・・・ 
81から始まる12～15 桁のSCノー

ド番号 

 

 

３.５.８ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋに設定される信号を表 ３．５．８－１

に示す。 

 

表 ３．５．８－１ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 

length 0x01  

 Invoke Id 可変 
AlertSCに設定されている Invoke 

Id を設定 

 

 

３.５.９ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＡｌｅｒｔＳＣ＿Ｎａｃｋに設定される信号を表 ３．５．９－

１に示す。 

 

表 ３．５．９－１ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 

length 0x01  

 Invoke Id 可変 
AlertSCに設定されている Invoke 

Id を設定 
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Error Code Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Error Code 可変 発生したエラーに応じて設定 

 

 

３.５.１０ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 

ＩＷＳＧから送信するＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓに設定される

信号を表３．５．１０－１に示す。 

 

表３．５．１０－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変  

OperationCode Tag 0x02  

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2f  

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 可変  

 

MSISDN Tag 0x04  

 

 

length 0x07  

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDEFGHIJ 
81 から始まる 12 桁の電話番号

（着 MSISDN） 

Service Centre Address Tag 0x04  

 

length 可変  

 

 

 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDE・・・・・ 

81 から始まる 12～15 桁の 

SC ノード番号 

(IWSG の SC ノード番号) 

SM Delivery Outcome Tag 0x0A  

 

 

length 0x01  

 sm-DeliveryOutcome 0x00/0x01/0x02 
MT_ForwardSM_NAck のエラーに応

じて設定 

Absent Subscriber Diagnostic SM Tag 0x02 当社では未設定 

 
length -  

 value -  

GPRS Support Indicator Tag 0x82 当社では未設定 

 length -  

Delivery Outcome Indicator Tag 0x83 

SRIforSM_Ack の

gprsNodeIndicator が付与されて

いた場合のみ設定 

 length 0x00 当社では 00 固定 

Additional SM DeliveryOutcome Tag 0x0A 当社では未設定 

 length -  

  additionalSM-DeliveryOutcome -  

Additional Absent Subscriber Diagnostic SM 

Tag 
0x02 当社では未設定 
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 length -  

  value -  

 

 

３.５.１１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋに設

定される信号を表 ３．５．１１－１に示す。 

 

表 ３．５．１１－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 

length 0x01  

 Invoke Id 可変 
ReportSMDeliveryStatus に設定

されている Invoke Id を設定 

 

 

３.５.１２ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧから送信するＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋに

設定される信号を表 ３．５．１２－１に示す。 

 

表 ３．５．１２－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02  

 

length 0x01  

 Invoke Id 可変 
ReportSMDeliveryStatus に設定

されている Invoke Id を設定 

Error Code Tag 0x02  

 
length 0x01  

 Error Code 可変 発生したエラーに応じて設定 
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３.６ ＩＷＳＧ受信信号 

ＩＷＳＧで信号を受信する場合に設定されている信号データを記載する。 

 

３.６.１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ 

ＩＷＳＧで受信するＳＲＩｆｏｒＳＭ（当社網着）に設定されている信号を表 ３．６．

１－１に示す。 

当社網着の他移動体事業者網への転送の場合は受信したＳＲＩｆｏｒＳＭをそのまま

転送する。 

 

表 ３．６．１－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

OperationCode Tag 0x02 
ローカルオペレーションコード

タグ 

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2D SRIfor_SM 

Parameter Sequence Tag 0x30  

 

length 可変  

 

MS ISDN Tag 0x80  

 

 

length 0x07  

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDEFGHIJ 
81 から始まる 12 桁の電話番号

（着 MSISDN） 

SM-RP-PRI Tag 0x81  

 
length 0x01  

 Boolean 0x00 送信設備依存 0:False 1:True  

ServiceCentreAddress Tag 0x82  

 

length 可変  

 

 

 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 
81A0CDE・・・

・・・・ 

81 から始まる 12～15 桁の 

SC ノード番号 

GPRS Support Indicator Tag 0x87 設定の有無は送信事業者次第 

 length 0x00  

SM-RP-MTI Tag 0x88  

 
length 0x01  

 INTEGER 送信設備依存 0: SMS Delivery 

SM-RP-SMEA Tag 0x89 設定の有無は送信事業者次第 

 

 

 

 

length 可変  

 

 

 

 

Address Length 可変  

type-of-address 可変  

Address 81A0CDEFGHIJ 発 MSISDN 
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３.６.２ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋに設定されている信号を表３．６．２－

１に示す。 

 

表３．６．２－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

OperationCode Tag 0x02 
ローカルオペレーションコード

タグ 

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2D SRIforSM 

Parameter Sequence Tag 0x30 固定 

 

length 可変  

 

IMSI Tag 0x04 固定 

 

 

length 可変 IMSI 長に依存 

 IMSI 
440xx or 

441xx・・・・ 
440 or 441 で始まる IMSI 番号 

locationInfoWithLMSI Tag 0xA0  

 

length 可変  

 

Network Node Number Tag 0x81  

 

 

length 可変 MSC address 長に依存 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 可変 
81 から始まる 12～15 桁の 

SC ノード番号 

LMSI Tag 0x04 送信事業者に依存して付与  

 

 

length 0x04 LMSI 長 

Imsi 可変 送信事業者側 VLR が付与 

GPRS Node Indicator 0x85 設定の有無は送信事業者次第 

 length -  

 

 

３.６.３ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａｃｋに設定されている信号を表３．６．３

－１に示す。 

 

表３．６．３－１ ＳＲＩｆｏｒＳＭ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 Id タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

Error Code Tag 0x02 

固定 

※Error パラメータの詳細は標準

準拠とし記載は省略する。 

 
length 0x01  

 Error Code 可変 エラーコード依存 
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３.６.４ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

ＩＷＳＧで受信するＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭに設定されている信号を表 ３．６．４

－１に示す。 

 

表 ３．６．４－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

OperationCode Tag 0x02 
ローカルオペレーションコードタ

グ 

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2C MT_ForwardSM 

Parameter Sequence Tag 0x30 固定 

 

length 可変  

 

SM RP DA Tag 
0x80 IMSI の場合 

0x81 LMSI の場合 

 

 

length(IMSI の場合) 可変  

 IMSI 440・・・ 
SRIforSM_Ack 応答時に設定した

IMSI 番号 

length(LMSI の場合) 0x04  

 LMSI 設備依存 VLR で付与される LMSI 番号  

SM RP OA tag 0x84 SC アドレスの場合 

 

length（ServiceCnterAddressOA の場合） 可変 address 長に依存 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDE・・・・ 
81 から始まる 12～15 桁の 

SC ノード番号 

SM RP UI Tag 0x04 SMS-Deliver 

 

length 可変 データ長に依存 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) 0(bit) 相互接続では 0 固定で設定 

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
0(bit) 

0=TP-UD にヘッダなし、1=TP-UD に

ヘッダあり 

TP-SRI（TP-Status-Report-Indication) 0(bit) 発信者操作に依存 

spare -  

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) 1 or 0(bit) 1=後続 Msg なし、0=後続 Msgあり 

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) 00(bit) 00：SMS-Deliver を固定で設定 

TP-OA(TP-Orignating-Address)   

 

 

 

 

 

length 0x0B  

 

 

 

 

ext 1 (bit) No Extension 

type of number 000(bit) Unknown 

numbering plan indicator 0000(bit) Unknown or  E.164 

address 0A0CDEFGHIJ 
0A0から始まる11桁の電話番号（発

信者 address） 

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) 0x00 相互接続では 0 固定で設定 

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

00(bit) 
00（bit）:General Data Coding を

固定で設定 

0(bit) 
0(bit):非圧縮テキストフォーマ

ットを固定で設定 

0 (bit) 
0(bit) ：No Message Class を固定

で設定 
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00 or 10(bit) 
00 or 10（bit）:GSM 7 bit default 

alphabet / USC2 の何れかを設定 

00(bit) Message Class：Class 0 

TP-SCTS 

(TP-Service-Centre-Time-Stamp) 
可変 

JST +（GMT +9）形式 ※値は送信

側設備での受信日時 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) 可変 ユーザデータに依存 

TP-UD(TP-User-Data) 可変 
発信者操作に依存（最大 140octets

まで） 

 

TP-UDH(TP-User-Data-Header)  
TP-UDHIが 1(ヘッダあり)の場合に

有効 

 

UDHL 可変 〃 

IEI 0x00 〃 

IEDL 可変 〃 

IED 可変 〃 

 可変 〃 

 可変 〃 

More Message To Send Tag 0x05  

 length 0x00  

Extension Container Tag 0xAD  

 
length -  

 

PrivateExtensionList Tag 0x30  

   

length -  

 
InterPLMN-MT-FSM-ARG-EXTENSIO

N Tag 
0x30 構造型 SEQUENCE 

 

 
 

length -  

 

Ext ID Tag 0x06 オブジェクト識別子 

 

length 0x0D  

 Ext ID 

0x02 
Level 1 : ccitt(0)  

Level 2 : administration(2) 

0x83 Level 3 : japan(440) 

0x38  

0x86 Level 4 : kddi(112636) 

0xEF  

0x7C  

0X02 Level 5 : inter-plmn(2) 

0x01 

Level6: 

sms-private-extension-version1

(1) 

Ext Type Tag 0x04 OCTET STRING 

 
length 0x01  

 Ext Type 可変 SM-MO の TP-MR 

 

 

３.６.５ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋに設定されている信号を表 ３．

６．５－１に示す。 

 

表 ３．６．５－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ａｃｋ  

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

OperationCode Tag 0x02 ローカルオペレーションコードタ
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グ 

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2C MT_ForwardSM 

Parameter Sequence Tag 0x30 固定 

 

length 0x04  

 

SM RP UI Tag 0x04  

 

length 0x02  

 

 

 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) 0(bit)  

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
0(bit) TP-UDH なし 

TP-SRI（TP-Status-Report-Indication) 0(bit)  

spare 00(bit)  

TP-MMS(TP-More-Message-to-Send) 0(bit)  

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) 00(bit) SMS-Deliver-Report 

TP-PI(TP-Parameter-Indicator) 0x00  

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) 0x00  

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

00（bit） General Data Coding 

0（bit） 非圧縮テキストフォーマット 

0 or 1（bit） 

Include class （ 基 本 は 0 No 

Message Class だが相互接続では

許容とする) 

00 or 10（bit） GSM 7 bit default alphabet / USC2 

00 ～ 11（bit） 

Message Class に依存（基本は

Class 0 だが相互接続では許容と

する） 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) 可変  

TP-UD(TP-User-Data) 可変  

 

 

３.６.６ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋに設定されている信号を表 

３．６．６－１に示す。 

 

表 ３．６．６－１ ＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭ＿Ｎａｃｋ  

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

Error Code Tag 0x02 

固定   

※Error パラメータの詳細は標準

準拠のため省略

（sm-DeliveryFailure のみ参考

に記載）。 

 
length 0x01  

 ErrorCode 可変 エラーコード依存 

Parameter Sequence Tag 0x30 固定 

 

length 可変  

 

sm-EnumeratedDeliveryFailureCause 0x0A 
UserErrorが SM-DeliveryFailure

の場合のみ 

 
ｌength 0x01  

 SM-DeliveryFailureCause Value 可変 SM-DeliveryFailureCause に依存 

diagnosticInfo 0x04 
UserErrorが SM-DeliveryFailure

の場合のみ 
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length 可変  

 

 

 

 

TP-RP(TP-Reply-Path) 0(bit)  

TP-UDHI

（TP-User-Data-Header-Indicator) 
0(bit) TP-UDH なし 

TP-FCS(TP-Failuer-Cause) 0x00～0xFF  

TP-MTI(TP-MessageTypeIndicator) 00(bit) SMS-Deliver-Report 

TP-PI(TP-Parameter-Indicator) 0x00  

TP-PID(TP-Protocol-Identifer) 0x00  

TP-DCS(TP-Data-Coding-Scheme) 

00（bit） General Data Coding 

0（bit） 非圧縮テキストフォーマット 

0 or 1（bit） 

Include class （ 基 本 は 0 No 

Message Class だが相互接続では

許容とする) 

00 or 10（bit） 
GSM 7 bit default alphabet / 

USC2 

00 ～ 11（bit） 

Message Class に依存（基本は

Class 0 だが相互接続では許容と

する） 

TP-UDL(TP-User-Data-Length) 可変  

TP-UD(TP-User-Data) 可変  

 

 

３.６.７ ＡｌｅｒｔＳＣ 

ＩＷＳＧで受信するＡｌｅｒｔＳＣに設定されている信号を表 ３．６．７－１に示す。 

 

表 ３．６．７－１ ＡｌｅｒｔＳＣ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

OperationCode Tag 0x02 
ローカルオペレーションコードタ

グ 

 
length 0x01  

 OperationCode 0x40 AlertSC 

Parameter Sequence Tag 0x30 固定 

 

length 可変  

 

MSIsdn-Alert Tag 0x04 固定 

 

 

length 0x07 国内の MSISDN 長は固定のため 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDEFGHIJ 
81から始まる 12桁の電話番号（着

MSISDN） 

Service Centre Address Tag 0x04 固定 

 

length 可変 address 長に依存 

 

 

 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number(0x01) 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 (0x01) 

address 81A0CDE・・・・・・ 

81から始まる12～15 桁のSCノー

ド番号（送信事業者 SMSCaddress

依存） 
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３.６.８ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋに設定されている信号を表 ３．６．８－

１に示す。 

 

表 ３．６．８－１  ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

 

 

３.６.９ ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＡｌｅｒｔＳＣ＿Ｎａｃｋに設定されている信号を表 ３．６．９

－１に示す。 

 

表 ３．６．９－１  ＡｌｅｒｔＳＣ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

Error Code Tag 0x02 

固定   

※Error パラメータの詳細は標準

準拠とし記載は省略する。 

 
length 0x01  

 Error Code 可変 エラーコード依存 
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３.６.１０ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 

ＩＷＳＧで受信するＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓに設定されてい

る信号を表３．６．１０－１に示す。 

 

表３．６．１０－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

OperationCode Tag 0x02 
ローカルオペレーションコード

タグ 

 
length 0x01  

 OperationCode 0x2f ReportSMDeliveryStatus 

Parameter Sequence Tag 0x30 固定 

 

length 可変  

 

MSISDN Tag 0x04 固定 

 

 

length 0x07 国内の MSISDN 長は固定のため 

 

ext 1(bit) No Extension  

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDEFGHIJ 
81 から始まる 12 桁の電話番号

（着 MSISDN） 

Service Centre Address Tag 0x04 固定 

 

length 可変 address 長に依存 

 

 

 

 

ext 1(bit) No Extension 

type of number 001(bit) International Number 

numbering plan indicator 0001(bit) E.164 

address 81A0CDE・・・・・ 

81 から始まる 12～15 桁の SC ノ

ー ド 番 号 （ 送 信 事 業 者

SMSCaddress 依存） 

SM Delivery Outcome Tag 0x0A 固定 

 

 

length 0x01 固定 

 sm-DeliveryOutcome 0x00/0x01/0x02 

memoryCapacityExceeded(0)/abs

entSubscriber(1)/successfulTr

ansfer(2) 

Absent Subscriber Diagnostic SM Tag   

 
length 0x01  

 value 0x00～0xFF  

GPRS Support Indicator Tag 0x82 当社信号受信時：無視 

 length 0x00  

Delivery Outcome Indicator Tag 0x83  

 length 0x00  

Additional SM DeliveryOutcome Tag 0x0A  

 length 0x01 固定 

  additionalSM-DeliveryOutcome 0x00/0x01/0x02 

memoryCapacityExceeded(0)/abs

entSubscriber(1)/successfulTr

ansfer(2) 

Additional Absent Subscriber Diagnostic SM 

Tag 
  

 length 0x01  

  value 0x00～0xFF  
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３.６.１１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋに設定

されている信号を表 ３．６．１１－１に示す。 

 

表 ３．６．１１－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

 

 

３.６.１２ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋ 

ＩＷＳＧで受信するＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋに設

定されている信号を表 ３．６．１２－１に示す。 

 

表 ３．６．１２－１ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓ＿Ｎａｃｋ 

パラメータ名 値 補足 

Invoke Id Tag 0x02 起動 ID タグ 

 
length 0x01  

 Invoke Id 可変 起動 ID 

Error Code Tag 0x02 

固定   

※Error パラメータの詳細は標

準準拠とし記載は省略する。 

 
length 0x01  

 Error Code 可変 エラーコード依存 

 

 

４. ＳＣＴＰ 

タイマ条件を以下に示す。 

タイマ値 設定値(msec) 

T1_INIT_TIMER INIT 送信タイマ 100-60000 

T1_COOKIE_TIMER COOKIE ECHO 送信 100-60000 

T2_SHUTDOWN_TIMER SHUTDOWN(ACK)送信 100-60000 
HB_INTERVAL_TIMER HeartBeat 送信間隔 100 
DELAYED_SACK_TIMER 遅延 SACK 200 
RTO_INIT_TIMER Heart Beat RTO 100-60000 
RTO_MIN_TIMER Heart Beat RTO 100-60000 
RTO_MAX_TIMER Heart Beat RTO 100-60000 
T3RTX_TIMER データ送信タイマ 100-60000 
 

 

５. Ｍ３ＵＡ 

タイマ条件を以下に示す。 
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タイマ名 設定値 

T1 切替手順における信号順序逆転防止用の待ち時間 1000msec 

T3 タイムアウト切戻における信号順序逆転防止用の待ち時間 1000msec 

T6 統制迂回における信号順序逆転防止用の待ち時間 1000msec 

T8 転送禁止抑止タイマ 1000msec 

T10 信号ルートセット試験メッセージの繰り返し周期 30s 

T17 初期設定とリンク再確立を繰り返さないための待ち時間 1500msec 

Tc 統制制御メッセージ(TFC)受信後の統制制御状態解除タイマ 20000msec 
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接続シーケンス 

（対移動体事業者ＳＭＳ接続用インタフェース） 
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技術的条件集別表－15（接続シーケンス） 

 

１. 概説 

本別表は、当社網と移動体事業者網間の３ＧＰＰ（ＧＳＭ－ＭＡＰ）方式を利用したＳＭＳ

の相互接続に関する接続シーケンスについて規定する。 
 

２. 接続基本シーケンス 

本項ではＳＭＳ相互接続の基本手順を示す。発事業者網の契約者回線より送信されるＳＭＳは、

発事業者網に収容されるものとする。ＳＭＳの配信時、ＳＭＳＣは、宛先アドレスをＨＬＲに問

合わせることにより、着事業者を選択（番号解決）し、得られた着事業者網に対して、ＳＭＳを

送信する。ＳＭＳ相互接続配信基本手順を図２－１に示す。但し、設備構成、設備名称について

制限するものではない。 

 

 

HLR HLR 

POI 

発発事事業業者者網網  着着事事業業者者網網  

SMSC 

関門交換機 

発ユーザ 着ユーザ 

SMS 

番号解決 

SMS 
関門交換機 

MSC/SGSN 

凡例 

SRIforSM 

MT_ForwaordSM 

 

図 ２－１ 国内ＳＭＳ相互接続のイメージ 
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２.１ 網間信号 

当社網と移動体事業者網間に流れるＧＳＭ－ＭＡＰ信号を表２．１－１に示す。 

なお、マルチコンポーネントでの送信も可能とする。 

表 ２．１－１ 網間にて送受信するＭＡＰサービス 

項番 MAP サービス 本書での略称 備考 

1 MAP_SEND_ROUTING_INFO_SM SRIforSM  

2 MAP_SEND_ROUTING_INFO_SM_ACK SRIforSM_Ack (Nack) 1 項の応答 

3 MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE MT_ForwardSM  

4 MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE_ACK MT_ForwardSM_Ack (Nack) 3 項応答 

5 MAP_ALERT_SERVICE_CENTER AlertSC  

6 MAP_ALERT_SERVICE_CENTER_ACK AlertSC_Ack (Nack) 5 項の応答 

7 MAP_REPORT_SM_DELIVERY_STATUS ReportSMDeliveryStatus  

8 MAP_REPORT_SM_DELIVERY_STATUS_ACK ReportSMDeliveryStatus_Ack 

(Nack) 

7 項の応答 

9 INFORM_SERVICE_CENTER InformSC 1 項の応答 

 

２.２ シーケンス 

表２．１－１に示した処理シーケンスを下図に示す。なお、シーケンス上の設備は代表的な

機能を有する一般的な名称で表現しており、事業者網内の物理設備や事業者網内の処理シーケ

ンスを制約するものではない。当社網内信号は本別表の規定対象外としており、ＧＳＭ－ＭＡ

Ｐ相当の信号または一般的な信号への置き換え、若しくは一部省略し表現している。  

また、接続事業者は３ＧＰＰ（ＧＳＭ－ＭＡＰ）仕様を利用している移動体事業者を前提と

して記載している。 

本別表の以下のシーケンスは、当社網と移動体事業者網間を流れる３ＧＰＰ（ＧＳＭ－ＭＡ

Ｐ）信号の代表例のみ記載する。 
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SMS_MO 

MT_ForwardSM 

MT_ForwardSM_Ack 

SMS_MO Ack 

精算ログ 

MT_ForwardSM_Nack 

SMS_MO_Nack 

蓄積 

送信 

受信 

精算ログ 

直送完了 

ケース 

SRIforSM 

SMS_MO（蓄積） 

SRIforSM_Ack 

SMS_MO Ack 

送信 

信号変換 

無効 SMS 規制 

文字コード 

絵文字変換 

信号変換 

蓄積処理 

蓄積配信 

ケース 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Ack 

発 MS MSC/SGSN 着 MS IIF 

3GPP2 事業者（当社） 3GPP 事業者（他国内接続事業者） 

IIF HLR 

再送契機による蓄積配信成功ケース （省略） ※直送シーケンスの SMSC の SMS-MO 受信以降と同様のシーケンス 

信号変換 

SMS-Deliver_Nack 

SMSC 

信号変換 

SRIforSM 

SRIforSM_Ack 

無効 SMS 規制 

信号変換 

SMS_MO Ack 

 

図 ２．２－１ ３ＧＰＰ２事業者(当社)⇒３ＧＰＰ事業者（他国内接続事業者） 
（基本シーケンス１） 
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発 MS SMSC MSC/SGSN HLR IIF 

3GPP2 事業者(当社) 3GPP 事業者（他国内接続事業者） 

RSDS 有 

IIF 

ReportSMDeliveryStatus 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 

SRIforSM_Ack（Nack） / InformSC 

タイマによる 

蓄積再配信 

InformSC 有 

mw-status = on 

蓄積管理 

SRIforSM 

SMS_MO（再送） 

信号変換 

信号変換 

SMS_Nack (Nack) 

※ シーケンスは RP-PRI = false の場合の挙動 

（true の場合は、InformSC を受信しても MT_ForwardSM を送出する） 

着 MS 

ReportSMDeliveryStatus 相当 

信号変換 

信号変換 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 相当 

直送配信失敗ケース（省略） ※基本シーケンス 1 の直送配信失敗蓄積配信ケースと同様のシーケンス 

図 ２．２－２ ３ＧＰＰ２事業者（当社）⇒３ＧＰＰ事業者（他国内接続事業者） 
（基本シーケンス２） 
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図 ２．２－３ ３ＧＰＰ２事業者（当社）⇒３ＧＰＰ事業者（他国内接続事業者） 

（基本シーケンス３） 

発 MS SMSC MSC/SGSN HLR I IF 

3GPP2 事業者(当社) 3GPP 事業者（他国内接続事業者） 

IIF 

ReadyforSM 
AlertSC 

AlertSC 相当 
AlertSC (Ack)相当 

AlertSC_Ack 

ReadyforSM_ack 

mw-status = off 

信号変換 

信号変換 Alert 処理 

Alert 契機による蓄積配信成功ケース （省略） 

ReportSMDeliveryStatus (sm-DeliveryOutcome = 2) 

※ 配信成功時の ReportSMDeliverStatusの送出は、省略することも可能とする。 

その場合、送信側事業者は SRIforSMの、RP-PRI=Trueを用いること 

※ HLRにおける mw-status flag は、以下の条件で off にする。 

① AlertSC_ackを受領 

② 配信成功時の ReportSMDeliverStatusを受領  

③ HLRによる mw-status flagの Purge処理 

配信成功後 

ReportSM 

DeliveryStatus 

シーケンス 

着 MS 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 
mw-status = off 

ReportSMDeliveryStatus 相当 

信号変換 

信号変換 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 相当 
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蓄積 

SMS_MO（蓄積） 

SMS_MO Ack 

送信 

直接配信なしで蓄

積配信するケース 

発 MS MSC/SGSN 着 MS IIF 

3GPP2 事業者（当社） 3GPP 事業者（他国内接続事業者） 

IIF HLR 

再送契機による蓄積配信成功ケース （省略）  

※基本シーケンス１の直送シーケンスの SMSC の SMS-MO 受信以降と同様のシーケンス 

SMSC 

信号変換 

SRIforSM 

SRIforSM_Ack 

無効 SMS 規制 

信号変換 

SMS_MO Ack 

 
図 ２．２－４ ３ＧＰＰ２事業者（当社）⇒３ＧＰＰ事業者（他国内接続事業者） 

（基本シーケンス 4） 

 



 

技別 15－7 

発 MS SMSC HLR SMSC 着 MS HLR 

3GPP 事業者（他国内接続事業者） 3GPP2 事業者(当社) 

蓄積 

MO_ForwardSM 

MT_ForwardSM 

MT_ForwardSM_Ack 

SRIforSM 

SRIforSM_Ack 

MO_ForwardSM Nack 

SRIforSM 

精算ログ 

MO_ForwardSM _Ack 

送信 

受信 

無効 SMS 規制 

IIF 

無効判定 

有効判定 

SRIforSM_Ack 

SMS-MT 

信号変換 

配信成功 

ケース 

信号変換 

信号変換 

文字コード 

絵文字変換 

信号変換 

信号変換 

SRIforSM_Ack 相当 

SRIforSM 相当 

電番・URL チェック 

信号変換 

分割処理 

精算ログ 

SRIforSM 相当 

SRIforSM_Ack 相当 

MSC 

SRIforSM 

MT_ForwardSM 相当 

MT_ForwardSM 相当 

MT_ForwardSM_Ack 相当 

SMS-MT_Ack 

 
図 ２．２－５ ３ＧＰＰ（他国内接続事業者）⇒３ＧＰＰ２（当社）事業者 

（基本シーケンス 1） 
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発 MS SMSC HLR SMSC MSC HLR 

3GPP 事業者（他国内接続事業者） 3GPP2(当社)事業者 

蓄積 

MT_ForwardSM 

SRIforSM 

IIF 

SRIforSM_Ack 
信号変換 

ReportSMDeliveryStatus (sm-DeliveryOutcome =  0 or 1) 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 

配信失敗 

ケース 

MT_ForwardSM_Nack 

信号変換 

信号変換 

MT_ForwardSM 相当 

電番・URL チェック 

分割処理 

MT_ForwardSM_Nack 相当 

信号変換 

SRIforSM 

着 MS 

文字コード 

絵文字変換 

SMS_MT 

SMS_MT（Nack） 

SMS再送ﾌﾗｸﾞ = on 

SRIforSM 相当 

SRIforSM_Ack 相当 

MT_ForwardSM 相当 

 
図 ２．２－６５ ３ＧＰＰ（他国内接続事業者）⇒３ＧＰＰ２（当社）事業者 

（基本シーケンス２） 
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発 MS SMSC HLR 受信設備 MSC HLR 

3GPP 事業者（他国内接続事業者） 3GPP2 事業者(当社) 

IIF 

AlertSC 相当 

ReadyforSM 相当 

AlertSC 

AlertSC_ack 

Alert 処理 

SRIforSM 

SRIforSM_ Nack/ InformSC  

タイマによる 

再配信 

配信失敗ケース （省略） 

信号変換 

Alert 契機による配信成功ケース （省略） （配信成功により SMS 再送ﾌﾗｸﾞが OFF になる） 

ReportSMDeliveryStatus (sm-DeliveryOutcome =  2) 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 

配信成功後 

ReportSM 

DeliveryStatus 

シーケンス 

着 MS 

SRIforSM 

信号変換 

SRIforSM 相当 

SRIforSM（Nack）相当 

信号変換 

SMS再送ﾌﾗｸﾞ= on 

 

図 ２．２－７６ ３ＧＰＰ（他国内接続事業者）⇒３ＧＰＰ２（当社）事業者 

（基本シーケンス３） 
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２.３ ＴＣＡＰ Ｈａｎｄｓｈａｋｅ 

ＳＣＣＰメッセージタイプＵＤＴにおいてＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭを送出する場合、ユー

ザデータのサイズに応じてＴＣＡＰ Ｈａｎｄｓｈａｋｅを行う。図２.３－１にＴＣＡＰ 

Ｈａｎｄｓｈａｋｅによる配信のメッセージシーケンスを示す。 

 

TC-CONTINUE: MAP_MO_FORWARD_SHORT_MESSAGE (SMS-SUBMIT) 

TC-END: MAP_MO_FORWARD_SHORT_MESSAGE _ACK (SMS-SUBMIT-REPORT) 

MAP_SEND_ROUTING_INFO_SM 

TC-CONTINUE: MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE(SMS-DELIVER) 

TC-END: MAP_MT_FORWARD _SHORT_MESSAGE _ACK (SMS-DELIVER-REPORT) 

MAP_SEND_ROUTING_INFO_SM_ACK 

TC_BEGIN 

TC_BEGIN 

TC_CONTINUE 

TC_CONTINUE 
同一のダイアログ 

SMSC POI HLR MSC/SGSN MSC HLR 

送信側事業者 A 受信側事業者 B 

 

図 ２．３－１ ＴＣＡＰ Ｈａｎｄｓｈａｋｅ時の配信シーケンス 
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２.４ Ｍｏｒｅ Ｍｅｓｓａｇｅｓ ｔｏ Ｓｅｎｄの対応 

３ＧＰＰ仕様におけるＭｏｒｅ Ｍｅｓｓａｇｅｓ ｔｏ ＳｅｎｄによるＳＭＳの連続

配信に対応できることとする。図２．４－１にＭｏｒｅ Ｍｅｓｓａｇｅｓ ｔｏ Ｓｅｎｄ

による配信のメッセージシーケンスを示す。なお、Ｍｏｒｅ Ｍｅｓｓａｇｅｓ ｔｏ Ｓｅ

ｎｄによるＳＭＳの連続配信の場合においても、ユーザデータサイズに依存し、前項のＴＣＡ

Ｐ Ｈａｎｄｓｈａｋｅの有無が変更される。 

 

MMS フラグ＝False  

MMS フラグ＝True  

MMS フラグ＝True  

MAP_MO_FORWARD_SHO RT_MESSAGE (SMS-SU BMIT)  

MAP_MO_FORWARD_SHORT_MESSAGE _ACK (SMS-SUBMIT-REPORT) 

MAP_SEND_ROU TING_INFO_SM 

TC-CONTINUE: MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE(SMS-DELIVER) 

TC-CONTINUE: MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE _ACK (SMS-DELIVER-REPORT) 

MAP_SEND_ROU TING_INFO_SM_ACK 

TC_BEGIN  

TC-CONTINUE 

TC-CONTINUE: MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE(SMS-DELIVER) 

TC-CONTINUE: MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE _ACK (SMS-DELIVER-REPORT) 

TC-CONTINUE: MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE(SMS-DELIVER) 

TC-END: MAP_MT_FORWARD _SHORT_MESSAGE _ACK (SMS-DELIVER-REPORT) 

同一のダイアログ 

※ この例では、先頭の配信メッセージが TCAP Handshake となる場合である。 

SMSC POI HLR MSC/SGSN MSC HLR 

送信側事業者 A 受信側事業者 

 

図 ２．４－１ Ｍｏｒｅ Ｍｅｓｓａｇｅｓ ｔｏ Ｓｅｎｄの配信シーケンス 
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２.５ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｃｏｎｔｅｘｔ（ＡＣ）バージョン 

当社網と他移動体事業者網間は、表２．５に示すＡＣバージョンで信号を送出することとす

る。 

表２．５ ＡＣバージョン対応表 

信号サービス AC バージョン 

SRIforSM shortMsgGatewayContext-v3 

MT_ForwardSM shortMsgMT-RelayContext-v3 

AlertSC shortMsgAlertContext-v2 

ReportSMDeliveryStatus shortMsgGatewayContext-v3 

InformSC shortMsgGatewayContext-v3 
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２.６ メッセージ長変換の多重配信回避について 

３ＧＰＰ仕様を利用する他移動体事業者網発当社網着のメッセージ長差分を吸収するため、

当社受信設備にてメッセージ分割を行うが、配信管理が発事業者網と着事業者網に跨るため、

場合によっては多重配信が生じる可能性がある。多重配信を回避する仕組みとして、Ｐｒｉ

ｖａｔｅ Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎを発事業者網で付与する。シーケンスを図２．６に示す。 

発 MS SMSC HLR SMSC 着 MS HLR 

3GPP 事業者（他国内接続事業者） 3GPP2 事業者（当社） 

MT_ForwardSM     (TP_OA,TP_SCTS,RP_OA, MAP Private Extension) 

精算ログ 

MT_ForwardSM_ack 

蓄積再配信 

Private Extension

を付与 

精算ログ 

受信 

分割処理制御 

MO_FowardSM    (TP_ MR) 

受信 

MT_ForwardSM_Nack 

MT_ForwardSM     (TP_OA,TP_SCTS,RP_OA, MAP Private Extension) 

分割処理制御 

1/2 

2/2 

2/2 

SMS-MO シーケンス省略 

※ 3GPP2 事業者側で 2/2 パート目の配信に失敗し、再配信を行うケース 

 

図２．６ 多重配信回避のシーケンス 
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２.７ 海外ローミングアウト時の信号シーケンス 

当社契約者回線が海外ローミングアウト中であっても、当社網を経由するホームルーティン

グでＳＭＳの相互接続を実現する。シーケンスを図２．７に示す。 

 

発 MS SMSC HLR 着 MS HLR 

3GPP 事業者（他国内接続事業者） 3GPP2 事業者(当社) 

蓄積 

MO_ForwardSM 

MT_ForwardSM 

精算ログ 

MT_ForwardSM_ack 

SRIforSM 

SRIforSM_ack 

MO_ForwardSM_Nack 

SRIforSM 

精算ログ 

MO_ForwardSM_ack 

送信 

受信 

無効 SMS 規制 
無効判定 

有効判定 

配信成功 

ケース 

SRIforSM_ack 

SMSC MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

 

図２．７ 海外ローミングアウト時の基本シーケンス（３ＧＰＰ⇒３ＧＰＰ２事業者） 
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２.８ 番号解決方法 

網間の番号解決を目的としたＳＲＩｆｏｒＳＭのルーチングは図２．８－１，図２．８－２

及び図２．８－３のとおり、ＨＬＲ転送方式とする。また、ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒ

ｙＳｔａｔｕｓのルーチングはＨＬＲ転送方式ではなく、直前のＭＴ＿ＦｏｒｗａｒｄＳＭの

Ｃａｌｌｅｄ Ｐａｒｔｙ ａｄｄｒｅｓｓから発事業者網でルーチング先の事業者を判断

の上、Ｐｒｅｆｉｘを設定し着事業者網へ直接ルーチングを行うものとする。 

 

SMSC HLR HLR HLR 

送信事業者 第一中継事業者 

SRIforSM 

第二中継事業者 

SRIforSM 

Calling Party Address：SMSC ノード番号 

Called Party Address：A0CDE1+MSISDN（TT=0xDF） 

SRIforSM 

Calling Party Address：SMSC ノード番号 

Called Party Address：A0CDE2+MSISDN（TT=0xDF） 

SRIforSM_Ack 

Calling Party Address：HLR ノード番号 

Called Party Address：SMSC ノードアドレス 

Calling Party Address：SMSC ノード番号 

Called Party Address：A0CDE2+MSISDN（TT=0xDF） 

Calling Party Address：HLR ノード番号 

Called Party Address：SMSC ノードアドレス 

ReportSMDeliveryStatus 

SRIforSMシーケンス 

ReportSMDeliveryStatus シーケンス 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 

直前の MT_ForwardSM の Called Party address 

から判断の上、プレフィックスを設定する 

 

図２．８－１ 番号解決ルーチング 
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SRIforSM 送信契機発生 

自網ユーザ確認 

自社内配信処理 

番号帯確認 

番号管理事業者へ転送 
（ 転送先事業者 Prefix1 付与） 

ﾎﾟｰﾄｱｳﾄ先事業者へ転送 
（ 転送先事業者 Prefix1 付与） 

【送信元事業者処理】 

【第一中継事業者処理】 

Prefix1 付与 SRIforSM 受信 

自網ユーザ確認 

送信元へ ack 送信 

番号帯確認 

送信元事業者へ Unknown 
Subscriber を送信 

ﾎﾟｰﾄｱｳﾄ先事業者へ転送 
（ 転送先事業者 Prefix2 付与） 

YES 

NO 

他社管理番号 
自社管理番号 
ﾎﾟｰﾄｱｳﾄﾕｰｻﾞ 

YES 

NO 

送信元事業者へ Unknown 
Subscriber を送信 

 

他社管理番号 

自社管理番号 
未契約ﾕｰｻﾞ 

自社管理番号 
ﾎﾟｰﾄｱｳﾄﾕｰｻﾞ 

【第二中継事業者処理】 

Prefix2 付与 SRIforSM 受信 

自網ユーザ確認 

送信元へ ack 送信 

YES 

NO 

送信元事業者へ Unknown 
Subscriber を送信 

 

図２．８－２ ＳＲＩｆｏｒＳＭ番号解決判断フロー 
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ReportSMDeliveryStatus 送信契機発生 

MT_ForwardSM 
NNN 判断 

自社内配信処理 

【送信元事業者処理】 

自網 NNN 

【受信事業者処理】 

Prefix2 付与 ReportSMDeliveryStatus 受信 

自網ユーザ確認 

送信元へ ack 送信 

YES 

NO 

送信元事業者へ Unknown 
Subscriber を送信 

NNN 対象事業者へ転送 
（ Prefix2 付与） 

他網 NNN 

 

図２．８－３ ＲｅｐｏｒｔＳＭＤｅｌｉｖｅｒｙＳｔａｔｕｓルーチング判断フロー 
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伝送装置間インタフェース仕様 
（対移動体事業者接続用ＳＭＳインタフェース） 
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技術的条件集別表－１６（伝送装置間インタフェース仕様） 

 
〔準拠した規格一覧〕 
 

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ７０７：第５版 2001年４月19日制定  

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ７８３：第３版 2001年４月19日制定 

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ９５７：第３版 2001年４月19日制定 

ＪＩＳ規格 ＪＩＳ Ｃ ６８３５  1989年３月１日制定 

ＪＩＳ規格 ＪＩＳ Ｃ ５９７３  1990年６月１日制定 

 

１．インタフェース規定点 

 

   本インタフェース条件を規定するポイントは図１のとおりである。 

 

 

２．物理的条件 

 

 ２．１ ケーブル 

 

    本インタフェースに適用するケーブルは、1.3μｍ帯の波長を使用する場合は SM 型光ファイバケー 

   ブルとし、1.5μｍ帯の波長を使用する場合は DSM 型光ファイバケーブルとする。なお、SM 型光ファ 

   イバケーブルは、JIS C6835 SSMA-9.5/125 相当の光ファイバ素線を使用し、DSM 型光ファイバケーブ 

   ルは、JIS C6835 SSMB-8/125 相当の光ファイバ素線を使用する。 

 

 ２．２ コネクタ 

 

    本インタフェースに適用するコネクタは、JIS C 5973（F04 形単心光ファイバコネクタ）であり、プラ

グはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の挿入損失が 0.7dB 以下）、接続時の反射減衰量は 22dB 以上また

は JIS C 5983(F14 形単心光ファイバコネクタ）であり、プラグはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の

挿入損失が 0.5dB 以下）、接続時の反射減衰量は 22dB 以上とする。 

 

 

３．光学的条件 

 

 ３．１ 50M 信号局内用  

 

    光パラメータ条件を表１に示す。 

 

 ３．２ 150M 信号局内用 

 

    光パラメータ条件を表２に示す。 

 

 ３．３ 150M 信号 40km 局間用（1.31μm） 

 

    光パラメータ条件を表３に示す。 

 

 ３．４ 150M 信号 80km 局間用（1.55μm） 

 

    光パラメータ条件を表４に示す。 

 

３．５ 600M 信号局間用（1.31μm） 

 

    光パラメータ条件を表５に示す。 

 

３．６ 2.4G 信号局間用（1.31μm） 

 

    光パラメータ条件を表６に示す。 
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４．論理的条件 

  

     論理的条件は以下のとおりとする。 

 

 

 ４．１ フレーム構成 

 

４．１．１ 多重化構造 

 

本インタフェースに適用される多重化構造はＴＴＣ標準ＪＴ-Ｇ７０７に準拠する。 

 

４．１．２ フレームフォーマット 

 

   STM－16, STM－4, STM－1, STM－0, VC－3, TUG－2,VC－2, VC－11 信号のフレームフォーマットを 

図５～12 に示す。 

 

４．１．３ オーバーヘッドバイトの定義 

 

本インタフェースに使用するオーバーヘッドバイトの定義を表７～10 に示す。 

 

４．２ フレーム同期方式 

 

    STM－16, STM－4, STM－1, STM－0 信号のフレーム同期方式を表 11 に示す。 

 

４．３ S1 バイト処理条件 

 

S1 バイト（同期状態メッセージ）の送受信条件を表 12,13 に示す。 

 

 ４．４ 警報インタフェース条件 

 

  ４．４．１ 警報発出解除条件 

 

    本インタフェースにおける警報発出解除条件を表 14 に示す。 

 

  ４．４．２ 警報転送 

 

    本インタフェースにおける警報転送機能を図 14 に示す。 
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図１ インタフェース規定点 

光学的条件規定点 物理的条件規定点

プラグ

配線盤 

伝送装置 

送信側光ジャック 

／受信側光ジャック 

ジャック プラグ プラグ 
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項目 規格

 インタフェース速度 　51.840Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1260～1360nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -15～ -8dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  8.2dB以上

 最大受光電力（平均値）  -8dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -23dBm以下

 発光条件

-11

表１ 50M信号局内用の光パラメータ条件 

項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1260～1360nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -15～　-8dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  8.2dB以上

 最大受光電力（平均値）  -8dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -23dBm以下

 発光条件

-11

表２ 150M信号局内用の光パラメータ条件 
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項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1530～1570nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -3～ +3dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  13dB以上

 最大受光電力（平均値）  -17dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -32dBm以下

 最大光路ペナルティ  1dB以下

 発光条件

-11

表４ 150M信号80Km局間用（1.55μm）の光パラメータ条件 

項目 規格

 インタフェース速度 　155.520Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド2値NRZ符号

 正論理“１”は発光  

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1290～1330nm

 符号誤り率  1×10　／中継区間

 平均送信電力  -5～ 0dBm

 光出力波形  図２参照

 消光比  10dB以上

 最大受光電力（平均値）  -10dBm以上

 最小受光電力（平均値）  -34dBm以下

 最大光路ペナルティ  １dB以下

 発光条件

-11

表３ 150M信号40Km局間用（1.31μm）の光パラメータ条件 
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表５ 600M信号局間用（1.31μm）の光パラメータ条件 

項目 規格

 インタフェース速度  622.08Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド 2 値 NRZ 符号

 正論理“１”は発光

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1290～1330nm

 符号誤り率  1×10 ／中継区間

 平均送信電力  -3～+2dBm

 光出力波形  図 3 参照

 消光比  10dB 以上

 最大受光電力（平均値）  -8dBm 以上

 最小受光電力（平均値）  -28dBm 以下

 最大光路ペナルティ  １dB 以下

 発光条件

-11

項目 規格

 インタフェース速度  2,488.32Mbit/s

 伝送符号  スクランブルド 2 値 NRZ 符号

 正論理“１”は発光

 正論理“０”は非発光

 波長範囲  1290～1330nm

 符号誤り率  1×10 ／中継区間

 平均送信電力  -2～+3dBm

 光出力波形  図 4 参照

 消光比  8.2dB 以上

 最大受光電力（平均値）  -9dBm 以上

 最小受光電力（平均値）  -27dBm 以下

 最大光路ペナルティ  １dB 以下

 発光条件

-11

表６ 2.4G信号局間用（1.31μm）の光パラメータ条件 
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                            縦軸：相対値 

                            横軸：×1/155.52［μs］（STM－1 の場合） 

                               ×1/51.84 ［μs］（STM－0 の場合） 
 
 

           

 

論理“１”の  
平均レベル 

論理“０”の 

平均レベル 

時間 ＵＩ→ 
 

 
 
【測定系】 
 
   被試験              変換器 
   インタフェース   減衰器※   光電気変換           波形測定器 
   ＯＵＴ              ４次トムソンフィルタ※※ 
 

 ※：減衰器は必要に応じて用いる。 
※※：カットオフ周波数（－３dB 減衰点）が伝送ビットレートの 0.75 倍であること。 

       試験パターン：スクランブルド２値 
               図２ STM－1／STM－0 信号のパルスマスク 

  

X1 X2 X3 X4 

Y2 

1 

0.5 

Y1 

0 

↑ 
 
振幅 

1 0 

X1／X4   0.15／0.85 
X2／X3   0.35／0.65 
Y1／Y2   0.20／0.8 
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                            縦軸：相対値 

                            横軸：×1/622.08［μs］（STM－4 の場合） 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【測定系】 
 
   被試験              変換器 
   インタフェース   減衰器※   光電気変換           波形測定器 
   ＯＵＴ              4 次トムソンフィルタ※※ 
 

 ※：減衰器は必要に応じて用いる。 
※※：カットオフ周波数（－３dB 減衰点）が入力公称ビットレートの 0.75 倍であること。 

    試験パターン：スクランブルド２値 
 
               図３  STM－4 信号のパルスマスク 

 

 

 

 

 

 

 
                             
 
 

 

時間 ＵＩ→ 

論理“１”の  
平均レベル 

論理“０”の 

平均レベル 

 

1 

Y2 

0.5 

Y1 

0 

↑ 
振幅 

0 X1 X2 X3 1 X4 

X1／X4   0.25／0.75 
X2／X3   0.40／0.60 
Y1／Y2   0.20／0.80 
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縦軸：相対値 

                              横軸：×1/2,488.32［μs］（STM－16 の場合） 
 
 

           

 

時間 ＵＩ→ 

論理“１”の  
平均レベル 

論理“０”の  
平均レベル 

Ｙ2 

Ｙ1 

Ｘ2 Ｘ3 

０．５ 

 
  
 
【測定系】 
 
   被試験              変換器 
   インタフェース   減衰器※   光電気変換           波形測定器 
   ＯＵＴ              4 次トムソンフィルタ※※ 
 

 ※：減衰器は必要に応じて用いる。 
※※：カットオフ周波数（－３dB 減衰点）が入力公称ビットレートの 0.75 倍であること。 

    試験パターン：スクランブルド２値 
 
               図４  STM－16 信号のパルスマスク 

 

 

 

 

 

 

 
Ｘ３－Ｘ２ 
 
Ｙ１／Ｙ２ 

0.2 

0.25/0.75 

1 

0 
0 1 
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図５ STM- 16 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ STM- 4 信号のフレームフォーマット 

 

 

A1 
B1

D1

H1 H1 H1 H1 H1 

E1 
D2 

K1 
D5 
D8

D11

B2 B2 B2

D4

D7

D10 
S1 

3 

5 

1

本領域に 12 個の VC-3 及び

固定スタッフがバイト多重

され、各々の先頭位置は、

H1，H2 により指示される 

12 バイト

  
 

 

セクション管理情報（SOH）

=未使用（全ビット“1”） =“10101010“+

A1 A1 A1 … A1 

… 
B2 B2 … 

A2 

H2 H2 H2 H2 H2 … 

M1 

F1 
D3 

K2 
D6 
D9

D12

J0 

H3 H3 H3 H3 H3

 
… 

E2 

A2 A2 A2 … A2 Z0 Z0 Z0 … + 

12 バイト12 バイト

36 バイト

1044 バイト 

AU ポインタ 

A1 
B1

D1

H1 H1 H1 H1 H1 

E1 
D2 

K1 
D5 
D8

D11

B2 B2 B2

D4

D7

D10 
S1 

3 

5 

1

本領域に 48 個の VC-3 及び

固定スタッフがバイト多重

され、各々の先頭位置は、

H1，H2 により指示される 

48 バイト

  
 

 

セクション管理情報（SOH）

=未使用（全ビット“1”） =“10101010“+

A1 A1 A1 … A1 

… 
B2 B2 … 

A2 

H2 H2 H2 H2 H2 … 

M1 

F1 
D3 

K2 
D6 
D9

D12

J0 

H3 H3 H3 H3 H3

 
… 

E2 

A2 A2 A2 … A2 Z0 Z0 Z0 … + 

48 バイト48 バイト

144 バイト

4176 バイト 

AU ポインタ 
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図７ STM- 1 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

図８ STM- 0 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

 

 

  

A1 J0 + +

B1

D1

H1 H1 H1 H2 H2 H2 H3 H3 H3

E1

D2

F1

D3

K1 K2

D6

D9

D12

E2M1

D5

D8

D11

B2 B2 B2

D4

D7

D10

S1

3

5

1 AUポインタ

A1 A1 A2 A2 A2

9バイト

3バイト 3バイト 3バイト

本領域に3個のV C -3及び 

固定スタッフがバイト多重 

され、各々の先頭位置は、 

H 1，H 2により指示される。

261バイト

セクション管理情報（SO H ）

=未使用（全ビット“１”） =“10101010”+

A1 J0

B1

D1

H1 H2 H3

E1

D2

F1

D3

K1 K2

D6

D9

D12

E2M1

D5

D8

D11

B2

D4

D7

D10

S1

3

5

1 AUポインタ

A2

3バイト

本領域に1個のV C -3及び 

固定スタッフがバイト多重 

され、各々の先頭位置は、 

H 1，H 2により指示される。

87バイト

セクション管理情報（SO H ）

=未使用（全ビット“１”） =“10101010”+
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図９ VC-3 信号のフレームフォーマット 

 

 

 

  

J1
B3
C2
G1
F2
H4
F3
K3
N1

9

1 84バイト

V C -3パス管理情報（P O H ）
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図 10 TUG-2 信号のフレームフォーマット 

 

  

（注１）　V C -2の場合、V 1*、V 2*、V 3*、V 4*にV C -2データが収容される 

 

（注２）　V C -3パスオーバヘッドのH 4（b7、b8）： 

　　　　　T U マルチフレーム番号１：　'00'の現れるフレームの次のフレーム 

　　　　　T U マルチフレーム番号２：　'01'の現れるフレームの次のフレーム 

　　　　　T U マルチフレーム番号３：　'10'の現れるフレームの次のフレーム 

　　　　　T U マルチフレーム番号４：　'11'の現れるフレームの次のフレーム

9

9

9

9

V 1 V 1
*
V 1

*
V 1

*

V 2 V 2
*
V 2

*
V 2

*

V 3 V 3 * V 3 * V 3 *

V 4 V 4 * V 4 * V 4 *

V C -2 

V C -11

# 1 

# 1

# 1 

# 2

# 1 

# 3

# 1 

# 4

# 1 

# 1

# 1 

# 2

# 1 

# 3

# 1 

# 4

# 1 

# 1

# 1 

# 2

# 1 

# 3

# 1 

# 4

12バイト

0μS＞

T U マルチフレーム番号

１

２

３

４

＜125μs

＜250μs

＜375μs

＜500μs
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図 11 VC-2 信号のフレームフォーマット 

 

V C -20μs

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

（24 × 8）D

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

V

R

D D D D D D D D

D D D D D D D D

D D D D D D D D

D D D D D D D D

R

R

R

R

R

R

R

J2

N 2

K 4

428バイト

D D D D D D D R

D D D D D D D R

D D D D D D D R

D D D D D D D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 ○○○○D R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

1 0 D D D DR R

＜ 125μs

＜ 250μs

＜ 375μs

＜ 500μs

Ｒ：固定スタッフ（“１”） 

Ｄ：データビット（6.312M bit/s信号） 

○：オーバヘッド通信チャネルビット（未使用時“１”）

（注１）125μｓ当たり789ビット分の領域を用いて6.312M bit/s信号を伝送する 

　　　　モード（ビット同期モード）である。 

（注２）T U G -2に収容するV C -2の先頭位置（V 5）は、TU -2ポインタV 1，V 2 

　　　　により指示される。
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Ｒ：固定スタッフ（“1”） 

Ｆ：1.544 M bit/sトリビュタリフレームビット（未使用“1”） 

P1,P 0：シグナリング位相表示（未使用時“10”） 

S1～4：シグナリング転送

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

V 5

J2

N 2

K 4

125μs

250μs

375μs

500μs

104バイト

V C -11

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

P1 P0 S1 S2 S3 S4 F R

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

64 k bitsチャネル
　　　　　1～24

0μs

図 12 VC-11 信号のフレームフォーマット 
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表７ セクションオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

セクション 

管理情報 

(SOH) 

A1, A2 フレーム同期 A1：“11110110”， A2：“00101000” 

J0 中継セクショントレース 

（未使用） 

送信：“00000001”（図 13 参照） 

受信：無視 

Z0 予備（未使用） 送信：STM 識別子（図 13 参照） 

受信：無視 

B1 中継セクションの誤り監視 前フレームの全ビットの BIP-8 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

E1 中継セクションのオーダワイヤ

または未使用 

64kbit/s PCM の音声信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

F1 中継セクションの故障特定 故障検出中間中継器番号と検出警報 

D1～D3 中継セクションのデータ通信 

または未使用 

192kbit/s のデータ信号，または未使用 

（送信 FFh，受信：無視） 

B2 端局セクションの誤り監視

（BIP-24N） 

前フレームの第一行から 3 行の SOH を除く全ビッ

トの BIP-24N 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

K1,K2(b1-b5) 端局セクション切替系の制御 切替動作は TTC 標準 JT-G783 付属資料 B に準拠 

K2 (b6-b8) 端局セクション状態の転送 正常：“000”，RDI：“110”，AIS：“111” 

TTC 標準 JT-G783 準拠 

D4-D12 端局セクションのデータ通信 

または未使用 

576kbit/s のデータ信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

S1 同期状態メッセージまたは未使

用 

同期状態，または未使用（送信：FFh，受信：無

視） 

M1 端局セクションの対局誤り表示

（MS-REI） 

対局の B2 演算結果の表示 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

E2 端局セクションのオーダワイヤ

または未使用 

64kbit/s PCM の音声信号，または未使用 

（送信：FFh，受信：無視） 

ＡＵ 

ポインタ 

H1，H2 VC-3/4 先頭位相指示 

正負スタッフ指示 

VC-3/4 先頭位置，スタッフ制御等 

TTC 標準 JT-G707／JT-G783 準拠 

H3 負スタッフ用バイト 負スタッフ時、ペイロード収容 

TTC 標準 JT-G707 準拠 
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表８ 高次パスオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

パス 

管理情報 

(POH) 

J1 パストレース（未使用） 未使用（送信：FFh，受信：無視） 

B3 パス誤り監視（BIP-8） 前フレームの VC-3 の全ビットの BIP-8 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

C2 シグナルラベル（未使用） 送信：01h（不特定パス収容）もしくは 13h（ATM

マッピング） 

受信：無視 

G1(b1-b4) パス対局誤り表示（REI） 対局の B3 演算結果の表示 

送信 BIP 誤りなし 0h 

   BIP 誤りあり 1h-8h 

受信 BIP 誤りなし 0h 及び 9h 以上 

   BIP 誤りあり 1h-8h 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

G1(b5) 送信パス状態の転送(RDI) 正常：“0”，送信パス故障（RDI)）：“1” 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

G1(b6-b8) 未使用 送信：“111”，受信：無視 

F2 パスユーザチャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

F3 パスユーザチャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

H4 位置表示（内部構造が規定され

ていない場合は未使用） 

VC-3 

TU-11/2 マルチフレーム位置表示 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

K3 APS チャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

N1 タンデムコネクション 

（未使用） 

送信：FFh，受信：無視 
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表９ TU ポインタバイトの定義 

記号 用途 内容 

TU 

ポインタ 

V1,V2 VC-11/VC-2 先頭位相表示正負

スタッフ指示 

VC-11/VC-2 種別，先頭位置，スタッフ制御等 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V3 負スタッフ用バイト 負スタッフ 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V4 未使用 送信：FFh，受信：無視 

 

 

 

表 10 低次パスオーバヘッドバイトの定義 

記号 用途 内容 

パス 

管理情報 

(POH) 

V5(b1-b2) パス誤り監視（BIP-2） 前フレームの全ビットの BIP-2 演算結果 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V5(b3) パス対局誤り表示(REI) 対局の V5(BIP-2)演算結果の表示"1" BIP-2 に 1

以上の誤りあり"0" その他 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

V5(b4) パス対局故障表示（REI） 

（未使用） 

送信：“1” 

受信：無視 

V5(b5-b7) シグナルラベル（未使用） 送信：“001”，受信：無視 

V5(b8) 送信パス状態の転送(RDI) 正常："0" 

送信パス故障（RDI)：“1” 

TTC 標準 JT-G707 準拠 

J2 パストレース（未使用） 送信：FFh，受信：無視 

N2 タンデムコネクション 

（未使用） 

送信：FFh，受信：無視 

K4 APS チャネル（未使用） 送信：FFh，受信：無視 
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図 13 STM 識別子の定義 

 

 

 

 

表11 フレーム同期方式 

 

    

項目 フレーム同期 

パターン 

パターン探索法 

パターン照合法 

フレーム同期保護 

（注 1,2） 

STM-16 信号 

(2.488M IF) 

  

A1A1A2A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・連続した A1,A1,A2,A2 バイトの

32 ビット同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

STM-4 信号 

(622M IF) 

  

A1A1A2A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・TS11-14 の A1,A1,A2,A2 バイトの

32 ビット同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

STM-1 信号 

(156M IF) 

  

A1A1A2A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・TS2-5 の A1,A1,A2,A2 バイトの 32

ビット同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

STM-0 信号 

(52M IF) 

  

A1A2 

A1=(11110110) 

A2=(00101000) 

・1 ビット即時シフト方式（注 3） 

・TS1-2 の A1,A2 バイトの 16 ビッ

ト同時照合方式 

・リセット方式 

・前方保護：5 段 

・後方保護：2 段 

 

 

 

注１．前方 n 段とは、フレーム同期状態においてフレーム同期パターン照合結果、n 回連続不 

   一致を検出したとき、フレーム同期復帰過程に移ることをいう。 

 

注２．後方 m 段とは、フレーム同期復帰過程においてフレーム同期パターン照合結果、m 回 

   連続一致を検出したとき、フレーム同期状態に移ることをいう。 

 

注３．または、1 ビット即時シフト方式と同等なフレーム同期復帰特性を有するフレーム同期 

   方式とする。 

5 0 ／ 1 5 6 M b i t / s の 場 合 

A 1 A 1 A 2 A 2 J 0 Z 0 0 Z 0 Z Z 0 Y0 

622Mbit／s の場合 

00000011 00000001 00000010 00000100 00001111 00010000 

2.488Mbit／s の場合 
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表 12 同期状態メッセージの送信条件 

S1 バイト 

(b5-b8) 

SDH 同期品質レベル 

0000 品質不明（既存の同期網） 

 

 

1011 

SDH 装置同期出力（SETS） 

（但し、入力リファレンスにロック

している場合はのぞく） 

（注１） S1 バイト（b1-b4）は未使用（送信： S1（'b1,b2,b3,b4'）= '1111'） 

 

 

表 13 同期状態メッセージの受信条件 

S1 バイト 

(b5-b8) 

SDH 同期品質レベル 

0000 品質不明（既存の同期網） 

 

 

1011 

SDH 装置同期出力（SETS） 

（但し、入力リファレンスにロック

している場合はのぞく） 

（注１） S1 バイト（b1-b4）については、未使用（受信：無視）とする。 
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表 14 警報検出解除条件（１／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

物理 

セクション 

LOS ------- ----- 光入力断 光入力回復 

TF ------ ----- 光出力断 光出力回復 

中継器 

セクション 

OOF ------ ----- フレーム同期はず

れ前方保護４-５段 

フレーム同期復帰後

方保護２段 

LOF ------ ----- OOF の 0～3m 秒継続 OOF 解除状態の 0～3m

秒継続 

RS-BIP 

Error 

------ ----- デスクランブル前

の STM-N の全ビッ

トに対する BIP-8

演算結果とデスク

ランブル後の次フ

レームの B1 との不

一致 

１フレーム毎に解除 

SD(B1) ------ ----- B1 により検出した

誤り率が、１０-5

以上で発出 

B1 により検出した誤

り率が、１０-6 以下で

解除 

MS-AIS LOS，LOF を検出後、ス

クランブル前の STM-N

（RSOH を除く）に All 

"1"を送出 

LOS，LOF を解除後に

解除 

----- ----- 
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表 14 警報検出解除条件（２／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

端局 

セクション 

MS-AIS ------- ----- デスクランブル後

の K2 の b6-b8＝

"111"を 3～5 回連

続受信 

デスクランブル後の

K2のb6-b8≠"111"を3

～5 回連続受信 

MS-BIP 

Error 

------- ----- デスクランブル後

の STM-N の全ビッ

ト（SOH の第 1-3 を

除 く ） に 対 す る

BIP-24×N演算結果

とデスクランブル

後の次フレームの

B2×3N との不一致 

１フレーム毎に解除 

SD(B2) ------- ----- B2 により検出した

誤り率が、１０の-5

乗以上で発出 

B2 により検出した誤

り率が、１０の-6 乗以

下で解除 

MS-RDI MS-AIS 検出時にスク

ランブル前のSTM-Nの

K2 の b6-b8＝"110"を

送出 SD(B2）検出時は

送出しない 

MS-AIS 回復時に送出

解除 

デスクランブル後

の K2 バイトの bit 

6-8＝"110"を 3～10

フレーム連続受信 

デスクランブル後の

K2 バイトの bit 6-8≠

"110"を 3～10 フレー

ム連続受信 

MS-REI B2 不一致時、M1 に B2

の演算結果を送出。 

１フレーム毎に解

除。 

M1 を検出 １フレーム毎に解除 

AU-AIS MS-AIS を検出後にス

クランブル前の全 AU

の全ビット All "1"を

送出（AU ポインタを含

む） 

MS-AIS 回復時に送出

解除 

----- ----- 

AU-LOP ------- ------- TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 
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表 14 警報検出解除条件（３／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

 AU-AIS AU-LOP 検出時に AU の

全ビット All"1"を送

出（AU ポインタを含

む、SOH は正常） 

AU-LOP 回復時に送出

解除 

TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

TU-AIS AU-LOP，AU-AIS 検出時

に TU の 全 ビ ッ ト

All"1"を送出（TU ポイ

ンタを含む、SOH は正

常） 

AU-LOP，AU-AIS 回復

時に送出解除 

----- ----- 
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表 14 警報検出解除条件（４／４） 

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件 

高次パス HP-BIP 

Error 

------- ------- デスクランブル後

の VC 全ビットに対

する BIP-8 演算結

果とデスクランブ

ル後の次フレーム

の B3 との不一致 

１フレーム毎に解除 

HP-REI B3 不 一 致 時 、 G1

（b1-b4）に B3 の演算

結果を送出 

１フレーム毎に解除  G1（b1-b4）を検出 １フレーム毎に解除 

HP-RDI AU-LOP，AU-AIS 検出時

に、G1 の b5＝"1"を送

出。 

AU-LOP，AU-AIS 回復

時に、送出解除。 

G1 バイトの bit 5

＝"1"を 3,5 または

10 フレーム連続受

信 

G1 バイトの bit 5≠

"1"を 3,5 または 10フ

レーム連続受信 

TU-LOP ------- ------- TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

TU-AIS TU-LOP 検出時に TU の

全ビット All"1"を送

出（TU ポインタを含

む） 

TU-LOP 回復時に送出

解除 

TTC 標準 JT-G783 付

属資料 C 参照 

TTC 標準 JT-G783 付属

資料 C 参照 

低次パス LP-BIP 

Error 

------- ------- デスクランブル後

の低次 VC 全ビット

に対する BIP-2 演

算結果とデスクラ

ンブル後の次マル

チ フ レ ー ム

V5(b1,b2)との不一

致 

１マルチフレーム毎

に解除 

LP-REI V5(b1,b2）不一致時、

V5（b3）に V5(b1,b2）

の演算結果を送出 

 １マルチフレーム

毎に解除 

V5（b3）を検出 １マルチフレーム毎

に解除 

LP-RDI TU-LOP，TU-AIS 検出時

に、V5 の b8＝"1"を送

出 

TU-LOP，TU-AIS 回復

時に、送出解除 

V5 バイトの bit 8

＝"1"を 3～10 マル

チフレーム連続受

信 

V5 バイトの bit 8≠

"1"を 3～10 マルチフ

レーム連続受信 
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図 14 警報転送機能 

※注

TF

物理 

ｾｸｼｮﾝ
中継器 

ｾｸｼｮﾝ
端局セクション 高次パス 低次パス
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L O F
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A U -A ISM S -A IS
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M S -R E I

M S -R E I

A U -A IS T U -A IS

A U -L O P A U -A IS
H P-R D I

H P-R D I

B 3

H P-R E I

H P-R E I

T U -A IS C -A IS

T U -L O P T U -A IS

●：検出 ○：生成

L P-R D I

L P-R D I

V 5(b 1,b2 )

L P-R E I

L P-R E I

※注

M S -R D I

※注．B1とS D (B 1)の検出はオプション
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技術的条件集別表－17（対移動体事業者ＩＰ接続用インタフェース） 

 

1. 概説 

 本別表 17 は、当社網と直接協定事業者網間の接続条件（以下、「網間インタフェース」という。）について規定する。 

 

2. 規定範囲 

 本別表は、電気通信事業者間の相互接続を円滑に行うため、網間インタフェースに関わる接続条件について規定を行うものである。本別表は、基本サービス機能

について規定している。 

 

3. 規定対象 

 本別表は、基本サービス機能に関わる網間インタフェースを規定しており、網間インタフェースは、SIP、ENUM 及び DNS に関わる事項を含む相互接続に必要な事項

を規定対象としている。 

 

4. 番号方式 

（１） 当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は、電気通信番号規則（令和元年総務省令第４号）を準用することとする。なお、直接協定事業者は、

当社の加入契約者から直接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要する。 

 分類１による当社網と直接協定事業者網間で使用する電話番号の基本構成は次のとおりとする。 

 

０Ａ０    ＋    ＣＤＥ    ＋    ＦＧＨＪＫ 

サービス識別番号     事業者識別番号        接続番号 

 

（２） 発事業者網のダイヤル番号に関する機能 

 発事業者網は、分類１に規定される電話番号において本網間インタフェースを利用する。 

 

5. 接続条件 

 

5.1. 接続制御 

 

5.1.1. 基本的な接続機能 

• 当社網発信呼については、必要な接続制御を当社網で行う。 

• 当社網では、原則着事業者固有のサービスに対応するための発信制御は行わないが、協議に基づき当社網で必要な接続制御を行う場合もある。 

• 当社網に対する着信呼に関しては、原則として発事業者網側で接続制御を行うこととし当社網での接続制御は行わない。従って規制が必要な場合は発事

業者網側で行う。 

 

5.1.2. 付加的な接続機能 

 付加サービスへの接続に関しては、原則として当社網発信の付加サービスは当社網で発信を制御し、当社網着信の付加サービスの場合は発事業者網側で

接続を制御することとする。但し、当社網着信の付加サービスに関しては当社網で必要な接続制御を行う場合がある。 

当社における網接続制御の考え方を表 5-1 と表 5-2 にまとめる。 

 

表 5-1 当社網発信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 当社網 着信事業者網 

接続協定を締結した 

事業者の番号 

全事業者に提供 接続／迂回（注１） 接続 

特定事業者のみ提供 接続／規制（注２） 接続／規制（注２） 

上記以外 － － － 

注１：4. 番号方式で定義された番号方式で、11.3. PSTN 接続に示す”E2U+pstn:sip”が返答された場合は、対移動体事業者接続用インタフェース経由で接続

とする。 

注２：接続を行う特定の事業者以外との接続を規制する。 

 

表 5-2 当社網着信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 発事業者網 当社網 

定義された番号 全事業者に提供 接続／迂回（注１） 接続 

特定事業者のみ提供 接続／規制（注２） 接続／規制（注２） 

上記以外 － － － 

注１：4. 番号方式で定義された番号方式で、11.3. PSTN 接続に示す”E2U+pstn:sip”を当社網から返答された場合は、対移動体事業者接続用インタフェース

経由で接続とする。 

注２：接続を行う特定の事業者以外との接続を規制する。 
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5.1.3. コーデックの条件 

 当社網着信時に発事業者網側では、AMR-NB(12.2kbps)，AMR-WB(12.65kbps)，EVS(13.2kbps)のいずれかを含めることとする。 

 

5.1.4. 当社網発信時のサービス接続条件 

 当社網発信時のサービス接続条件を表 5-3 に示す。 

 

表 5-3 当社網発信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 備考 

発信番号通知 ○  

3 者通話 ○  

ナンバーシェア ○  

凡例：○＝全接続に提供，□＝特定接続のみ提供 

 

5.1.5. 当社網着信時のサービス接続条件 

 当社着網時のサービス接続条件を表 5-4 に示す。 

 

表 5-4 当社網着信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 備考 

着信転送 □ 転送接続を許容する番号は限定される 

応答保留 ○  

通話中保留 ○  

お留守番 ○  

割り込み通話 ○  

番号通知リクエスト ○  

着信拒否 ○  

迷惑電話撃退 ○  

   

ナンバーシェア ○  

凡例：○＝全接続に提供，□＝特定接続のみ提供 

 

6. 課金方式 

 基本的な呼の接続に関するユーザ課金方式及び事業者間料金精算方式について記述する。当社と接続事業者間の課金方式は、ここで述べる課金方式を原則とし、

協議により決定する。 

 

6.1. ユーザ課金方式 

 

6.1.1. 当社が発事業者の場合 

① 当社が料金設定を行う場合 

 発ユーザから料金回収を行う。 

② 当社が料金設定を行わず、後位網からユーザ課金の指示を受ける場合 

 対移動体事業者ＩＰ接続用インタフェースでは、該当する呼種は流通させない。 

 

6.1.2. 当社が着事業者の場合 

 接続事業者側で発ユーザから料金回収を行う。 

 

6.2. 網使用料 

 当社および直接協定事業者は、網使用料の課金について、次のとおり取り扱うこととする。 

（１） 網使用料の課金開始・停止契機 

開始契機：initial INVITE に対して 200 OK が着網より返された時 

停止契機：bye が送信された時 

（２） 網使用料精算対象呼 

以下を除く全ての呼を精算対象とする。 

① 試験呼 

② 接続が完了しなかった呼 
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7. 試験方式 

 当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方法は次のとおりとする。 

 

7.1. 基本的考え方 

（１） 予防保全、故障発生時の故障探索・修復確認及び増設時の機能確認等を目的とする。 

（２） それぞれの事業者の設備に係わる試験は設備を所有する事業者が責任を持って実施し、他事業者の試験については原則として実施しない。但し、故障切り分

け等のため、当社網と直接協定事業者網間は試験可能とする。 

（３） 試験は原則として隣接の事業者間で実施する。 

（４） 試験呼は SIP 信号の cpc=test で識別する。 

 

7.2. 試験の種類 

（１） 手動接続試験 

当社網と直接協定事業者網は、TrGW に自動応答トランク（AAT）機能を付与し、手動接続試験を行うこととする。 

(ア) 直接協定事業者網から当社網における手動接続試験の内容を表 7-1 に示す。 

 

表 7-1 直接協定事業者網から当社網向けの手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 接続条件 強制切断の有無 

手動接続試験 ＴｒＧＷのＡＡＴ Ａ０※1＋ＣＤＥ※2＋１２３ 非課金 有り 

※１：Ａ＝７、８、９ 携帯呼 

※２：当社が使用する番号 

 

(イ) 当社網から直接協定事業者網における手動接続試験の内容を表 7-2 に示す。 

表 7-2 当社網から直接協定事業者網向けの手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 接続条件 強制切断の有無 

手動接続試験 ＴｒＧＷのＡＡＴ Ａ０※1＋ＣＤＥ※2＋１２３ 非課金 いずれも対応可 

※１：Ａ＝７、８、９ 携帯呼 

※２：直接協定事業者が使用する番号 

 

8. 輻輳制御方式 

8.1. 非常緊急通話の取り扱い 

（１） 優先的に扱う通信の識別は、SIP 信号上の Resource-Priority ヘッダに優先発ユーザである旨を示す“wps.1”、または cpc=priority で行う。当社網が直接

協定事業者網から発出された Resource-Priority ヘッダに付与された”wps.1”、または cpc=priority に基づき輻輳制御を行う場合は、制御率を当社網内に

終始する呼と同等にする。直接協定事業者網も当社網からの呼制御を行う場合は、直接協定事業者網内に終始する呼と同等にする。 

（２） 当社網と直接協定事業者網間での災害時優先電話の疎通を確保するため、当社網は優先発ユーザ分の回線を別途確保し制御を行うことができる。 

 

8.2. 回線留保機能による制御方式 

（１） 直接協定事業者網は、優先発ユーザ留保回線制御を実施することの有無について、当社に通知することを要する。 

（２） 優先発ユーザ留保回線数及び使用可能回線数については、当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとする。 

 

9. SIP 仕様 

 

9.1. SIP 仕様に係わる TTC 標準 

 SIP 仕様は「TTC 標準 IMS 事業者網間の相互接続共通インタフェース」に準拠する。ベースドキュメントとして参照する TTC 標準は次のとおりである。なお、

具体的なパラメータは、別途協議のうえ決定とする。 

• TTC 標準 JJ-90.30 IMS 事業者網間の相互接続共通インタフェース 

 

9.2. 当社網と TTC 標準の対応 

 当社網と TTC 標準の対応を表 9-1、当社網との SIP 基本接続条件を表 9-2 に示す。TTC 標準の規定と当社規定に差分がある場合について、その具体的な内

容を表 9-3 に示す。なお、表 9-1 における項番番号は、該当する TTC 標準のセクション番号に対応している。 
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表 9-1 JJ-90.30 対応表 

JJ-90.30 の参照節 
接続事業者網間仕様 備考 

項番 項目 

1 概説 

ベースドキュメントどおり 

 

1.1. 本標準の適用範囲  

1.2. 本標準の目的  

1.3. 本標準の規定内容  

1.3.1. 必須の事項  

1.3.2. オプションの事項  

1.3.3. 参考情報  

2 用語／略語  

2.1. 用語  

2.2. 略語  

3 サポートするインタフェース ベースドキュメントどおり  

4 非ローミング II-NNI の SIP／SDP 規定 

ベースドキュメントどおり 

設定値については表 9-2 を参照 

4.1. 着信先番号の設定内容 設定値については表 9-2 を参照 

4.1.1. Request-URI の設定内容 設定値については表 9-2 を参照 

4.1.1.1. URI スキーム 設定値については表 9-2 を参照 

4.1.1.2. telephone-subscriber 部 設定値については表 9-2 を参照 

4.1.1.3. hostport 部 設定値については表 9-2 を参照 

4.1.1.4. SIP URI パラメータ 設定値については表 9-2 を参照 

4.2. 発信者番号通知 設定値については表 9-2 を参照 

4.3. 空き番号トーキ 設定値については表 9-2 を参照 

4.3.1. 空き番号トーキの提供方法について 設定値については表 9-2 を参照 

4.3.1.1. 着側 IMS 網の必要機能 設定値については表 9-2 を参照 

4.3.1.2. 発側 IMS 網の必要機能 設定値については表 9-2 を参照 

4.4. SIP メッセージ設定最大長 設定値については表 9-2 を参照 

付属資料 a TS 29.165 に対する規定の明確化 

ベースドキュメントどおり 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.1. 概要 オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.2. 規定の明確化方法 オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.3. オプション項目選択表のフォーマットと定義 オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4. オプション項目選択表 オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.1. サポートするインタフェース オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.2. 
ローミング／非ローミング II-NNI 共通のオプ

ション項目選択表 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.3. 
ローミング II-NNI 特有のオプション項目選択

表 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.4. 
非ローミング II-NNI 特有のオプション項目選

択表 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

付属資料 b サブアドレス 

着網でサブアドレスは破棄（又は無

視）する 

 

b.1. 概要  

b.2. サブアドレス情報の内容  

b.3. サブアドレス情報のフォーマット  

付属資料 c アーリーダイアログでの SDP の不透過性 

ベースドキュメントどおり 

 

c.1. 概要  

c.2. ガイダンス／トーキ  

c.2.1. 着側 IMS 網からのガイダンス／トーキの提供  

c.2.2. 発側 IMS 網からのガイダンス／トーキの提供  

c.3. 
呼完了前ネットワーク送出 RTP 音声の接続につ

いて 
 

c.3.1. ネットワーク送出 RTP 音声に関するモデル  

c.3.2. ネットワーク送出 RTP 音声に関する動作概要  

c.3.2.1. 
呼完了前ネットワーク送出 RTP の送信側 IMS 網

の動作 
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c.3.2.2. 暫定レスポンスを中継する IMS 網の動作  

c.3.2.3. 呼完了前パス接続を管理する IMS 網の動作  

付属資料 d 発ユーザ種別 

ベースドキュメントどおり 

 

d.1. 概要  

d.2. 規定の明確化項目  

d.3. ISUP の発ユーザ種別との対応  

d.4. パラメータ設定例  

付属資料 e 帯域制御 

ベースドキュメントどおり 

b=RR 及び b=RS は使用されず、常に 5％の帯域を設

定 

e.1. 概要  

e.2. IMS 網における帯域制御の仕組み  

e.3. SIP／SDP に関する規定  

付属資料 f 番号変換履歴 

ベースドキュメントどおり 

 

f.1. 概要  

f.2. 番号変換履歴情報  

f.2.1. トラスト関係  

f.2.1A. Request-URI  

f.2.2. ヘッダ形式  

f.2.2.1. URI  

f.2.2.1A. cause パラメータ  

f.2.2.2. インデックス値  

f.2.2.3. mp パラメータ  

f.2.2.4. 通知可／不可  

f.2.2.5. その他のパラメータ  

f.3. 他サービスとの相互動作  

f.3.1. 着信転送サービス  

f.3.1.1. エントリ順  

f.3.1.2. インデックス値  

f.4. ISUP パラメータとの対応  

付録 i オプション項目表 

未使用 

 

i.1. はじめに  

i.2. オプション項目表のフォーマットと定義  

i.3. サポートするインタフェース  

i.4. 
非ローミング II-NNI におけるオプション項目

表 
 

付録 ii SIP-ISUP インタワーク 

ベースドキュメントどおり 

 

ii.1. 概要  

ii.2. 発信者番号関連情報の SIP-ISUP インタワーク  

ii.2.1. 概要  

ii.2.2. 適用モデル  

ii.2.3. 対象とするメッセージ  

ii.2.4. IAM→initial INVITE  

ii.2.4.1. 通知／非通知情報  

ii.2.4.2. 網付与ユーザ ID 情報  

ii.2.4.3. 各情報要素へのマッピング  

ii.2.4.3.1. SIP_URI  

ii.2.4.3.2. SIP_DISPLAYNAME  

ii.2.4.3.3. TEL_URI  

ii.2.4.3.4. TEL_DISPLAYNAME  

ii.2.4.3.5. PRIVACY  

ii.2.4.4. ISUP→SIP インタワーク条件表  

ii.2.5. initial INVITE→IAM  

ii.2.5.1. 通知／非通知情報  

ii.2.5.2. 各情報要素へのマッピング  

ii.2.5.2.1. 発番号  
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ii.2.5.2.2. 汎用番号  

ii.2.5.2.3. 発信者番号非通知理由  

ii.2.5.3. SIP→ISUP インタワーク条件表  

ii.3. 
番号ポータビリティ情報の ISUP-SIP インタワ

ーク 
 

ii.3.1. 概要  

ii.3.2. 
番号ポータビリティ（MNP／LNP）情報の

SIP-ISUP インタワーク 
 

ii.3.2.1. ISUP→SIP  

ii.3.2.1.1. SIP メッセージ例  

ii.3.2.2. SIP→ISUP  

付録 iii. 保守運用に関する留意事項 

ベースドキュメントどおり 

 

iii.1. SIP セッションの同時接続数制御方式  

iii.1.1. 概要  

iii.1.2. 基本原則  

iii.1.3. 
片方向管理方式による出 SIP セッション数の制

御 
 

iii.2. 接続試験方式  

iii.2.1. 概要  

iii.2.2. 試験の種類  

iii.2.3. 接続試験の網間番号構成  

iii.2.4. 接続試験の試験呼表示  

iii.2.5. 相互接続事業者間試験のシーケンス  

iii.3. 保守閉塞方式  

iii.3.1. 概要  

iii.3.2. 必要機能  

 

表 9-2 SIP 基本接続条件 

項番 プロトコル パラメータ 備考 

1 SIP 

1 IP バージョン v4 

2 トランスポートプロトコル UDP 

3 ポート番号 5060 

4 
Req-URI の 

SIP URI フォーマット 

1 global-number-digits +81A0CDEXXXXX 

2 par npdi 

3 Hostport ims.mnc051.mcc440.3gppnetwork.org 

4 uri-parameter user=phone 

5 事業者識別子 1 一般 ims.mnc051.mcc440.3gppnetwork.org 

2 RTP 

1 IP バージョン v4 

2 トランスポートプロトコル UDP 

3 ポート番号 SDP で指定 

3 RTCP 

1 IP バージョン v4 

2 トランスポートプロトコル UDP 

3 ポート番号 SDP で指定 

 

表 9-3 オプション項目選択表 

付表 分類 
項

番 
オプション項目 

JJ-90.30 仕様 

II-NNI での適用 特記事項 

a.4.1.1 

サポートする

II-NNI のシナリ

オ 

1 ローミング II-NNI 
適用する  

適用しない  

2 非ローミング II-NNI 
適用する  

適用しない  

a.4.2.1 SIP メソッド 

1 INFO メソッド 
適用する 利用する INFO パッケージ名 

適用しない  

2 MESSAGE メソッド 
適用する 

既存ダイアログ内、外での利用 

MESSAGE リクエストの内容 

適用しない  
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3 REFER メソッド 
適用する 既存ダイアログ内、外での利用 

適用しない  

a.4.4.1 

1 NOTIFY メソッド 
適用する CONF の状態通知/登録 

適用しない  

2 SUBSCRIBE メソッド 
適用する CONF の状態通知/登録 

適用しない  

3 PUBLISH メソッド 
適用する 利用するイベントパッケージ名 

適用しない  

a.4.2.2 SIP 輻輳制御 

1 SIP の輻輳制御 
適用する 

利用するメカニズム 

SIP の輻輳制御から MPS を除外するか否か 

適用しない  

2 フィードバック制御 
適用する 

デフォルトのアルゴリズムを利用しない場合

のアルゴリズム（21.2 節） 

適用しない  

3 イベント制御 
適用する 監視対象のアドレス 

適用しない  

a.4.2.3 

リソース管理の

ネゴシエーショ

ン 

1 
リソース管理のネゴシエーション 

（precondition） 

適用する 基本呼におけるリソースネゴシエーション 

適用しない  

a.4.2.4 
定期的なSIPセッ

ション更新 
1 SIP セッションタイマ（timer） 適用する 

利用条件（更新間隔の制限、SIP セッションタ

イマを全セッションに適用するか否か） 

a.4.2.5 
SIP ダイアログの

置換 
1 

SIP ダイアログの置換 

（replaces） 

適用する  

適用しない  

a.4.2.6 セッション参加 1 セッション参加（join） 
適用する  

適用しない  

a.4.2.7  端末能力の伝達 1 端末能力の伝達 
適用する  

適用しない  

a.4.2.8 
アーリーメディ

アの認可 
1 アーリーメディアの認可 

適用する ガイダンス等 

適用しない  

a.4.2.9 
認証ユーザのサ

ービスの検証 
1 

検証されたサービス表示の管理 

（P-Assrted-Service ヘッダ） 

適用する 利用するサービス識別子の値 

適用しない  

a.4.2.10 
シグナリングの

モード 
1 

オーバーラップシグナ

リング 

ダイアログ内の

メソッド 

適用する  

適用しない  

複数 INVITE のメ

ソッド 

適用する  

適用しない  

a.4.2.11 
SIP メッセージボ

ディ 
1 MIME タイプ 適用する 

利用する MIME タイプ 

必要な場合は適用する SIP メッセージボディ

MIME の特徴（Content-Disposition、

Content-Language ヘッダの設定値） 

＜Content-Disposition ヘッダのパラメータ

には初期値（"session"及び"render"）のみ設

定可能とする。＞ 

a.4.2.12 
SIP メッセージボ

ディサイズ 
1 SIP メッセージボディの最大長 

適用する 受信を受け付ける最大長 

適用しない  

a.4.2.13 
制御プレーンの

トランスポート 

1 TCP 
適用する 

利用条件（待ち受けポート番号、既存 TCP コ

ネクションを再利用する場合における最大同

時接続数等） 

＜TCP の接続方式に関する留意事項として付

録 v を参照する。＞ 

適用しない  

２ TCP の KeepAlive オプション 
適用する 

KeepAlive オプションを利用する場合は、タイ

ムアウト時間等のパラメータを決定する。 

適用しない  

３ 

自 TCP コネクションが利用不可の場合に、対

向ノード側から確立したTCPコネクションを

利用した既存ダイアログ内 SIPリクエスト信

適用する  

適用しない  
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号の送出 

4 UDP 
適用する 利用条件（待ち受けポート番号等） 

適用しない  

5 SCTP 
適用する 利用条件（待ち受けポート番号等） 

適用しない  

a.4.2.14 

ユーザプレーン

のトランスポー

ト、メディア、コ

ーデック 

1 音声メディア（m=audio） 適用する 

利用する音声コーデック名（注 1、注 2） 

＜コーデックリストに含まれないコーデック

は、SDP オファーに設定しない。＞ 

＜パケット化周期は 20ms を利用する。＞ 

注 1：事業者間協議で決定した適用するコーデ

ックリストに含まれるコーデックは、接続事

業者により II-NNI 上でサポートすることが保

証される。 

注 2：事業者間協議で II-NNI で適用すると決

定したコーデックリストにないコーデックを

オファーすることを許容するか否かについて

も、必要に応じて事業者間協議で決定する。 

2 映像メディア（m=video） 
適用する 

利用する映像コーデック名（注 1、注 2） 

＜コーデックリストに含まれないコーデック

は、SDP オファーに設定しない。＞ 

適用しない  

3 他のメディア 
適用する 

利用するメディアタイプ（SDP の m=行）

（application、image、message 等） 

適用しない  

4 RTP/AVPF 
適用する 

このプロトコルを利用するメディアタイプ

（SDP の m=行） 

適用しない  

5 TCP 
適用する 

このプロトコルを利用するメディアタイプ

（SDP の m=行） 

適用しない  

6 他のユーザプレーンプロトコル 
適用する 

利用するプロトコル（udptl、TCP/MSRP 等）と

そのプロトコルを記述するメディアタイプ

（SDP の m=行） 

適用しない  

a.4.2.15 DTMF 1 DTMF の転送 

"telephone-event"を

利用する DTMF 転送 

適用する  

適用しない  

SIP INFO メカニズム 
適用する  

適用しない  

a.4.2.16 
番号、ネーム、ア

ドレス 
1 

サブアドレス 

（"isub"tel URI パラメータ） 

適用する 
＜サブアドレスの利用に関しては、付属資料 b

の規定に従う。＞ 

適用しない  

a.4.2.17 IP バージョン 

1 IPv4 適用する 
利用条件（制御プレーンでの利用、ユーザプ

レーンでの利用等） 

2 IPv6 適用しない 
利用条件（制御プレーンでの利用、ユーザプ

レーンでの利用等） 

a.4.2.18 付加サービス 

1 悪意呼識別（MCID） 
適用する II-NNI 上で交換する最小限の情報 

適用しない  

2 
発信者番号通知（OIP） 

発信者番号通知制限（OIR） 

適用する 
＜発信者番号通知に関して、本標準の 4.2 節

の規定に従う。＞ 

適用しない  

3 接続先番号通知（TIP） 適用する  
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接続先番号通知制限（TIR） 適用しない  

4 発信者番号非通知呼拒否（ACR） 
適用する  

適用しない  

5 着信転送サービス（CDIV） 
適用する 

＜着信転送に関するメッセージ条件に関し

て、[JJ-90.27]に従う。＞ 

適用しない  

6 コミュニケーションウェイティング(CW) 
適用する  

適用しない  

7 呼出し保留(HOLD) 
適用する  

適用しない  

8 メッセージ受信インディケータ（MWI） 
適用する  

適用しない  

9 着信制限（ICB） 
適用する  

適用しない  

10 話中時再呼出し（CCBS） 
適用する  

適用しない  

11 無応答時再呼出し（CCNR） 
適用する  

適用しない  

12 特定呼転送（ECT） 
適用する サポートする ECT の種別 

適用しない  

13 呼返し音のカスタマイズ（CAT） 
適用する 

利用する CAT モデル（ゲートウェイモデル、

フォーキングモデル、アーリーセッションモ

デル） 

適用しない  

14 呼返し音のカスタマイズ（CRS） 
適用する  

適用しない  

15 閉域接続（CUG） 
適用する  

適用しない  

16 パーソナルネットワークマネジメント（PNM） 
適用する  

適用しない  

17 3 者通話（3PTY） 
適用する  

適用しない  

18 会議通話（CONF） 
適用する  

適用しない  

19 フレキシブルアラーティング（FA） 
適用する  

適用しない  

20 アナウンスメント 

セッション確立中の

提供 

適用する アナウンスメントの送出方法 

適用しない  

確立済みセッション

中の提供 

適用する アナウンスメントの送出方法 

適用しない  

通信リクエストを拒

否する場合のアナウ

ンスメント提供 

適用する アナウンスメントの送出方法 

適用しない  

21 課金情報通知（AOC） 
適用する  

適用しない  

22 未ログイン時再呼出し（CCNL） 
適用する  

適用しない  

23 プレゼンスサービス 
適用する 

利用するプレゼンスサービス（3GPP TS 

24.141、OMA 1.1、または OMA 2.0) 

適用しない  

24 
メッセージングサービ

ス 

Page-mode でのメ

ッセージング 

適用する  

適用しない  

Session-mode で

のメッセージン

グ 

適用する  

適用しない  
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Session-mode で

のメッセージン

グ会議 

適用する  

適用しない  

24A 番号変換履歴の流通 
適用する 

機能を利用するサービス 

＜番号変換履歴情報の持ち回りに関して、付

属資料 f の規定に従う。＞ 

適用しない  

25 他の SIP 拡張を利用する付加サービス 
適用する 

利用する SIP 拡張とその拡張を利用するサー

ビス 

適用しない  

a.4.2.19 付加機能 

1 オプティマルメディアルーチング 
適用する  

適用しない  

2 

フォーキングの適用（注 1） 

注 1： フォーキングにより発生するレスポン

スの処理、および Request-Disposition ヘッ

ダは II-NNI 上でサポートされる。 

適用する 

"no-fork"を設定した Request-Disposition ヘ

ッダの利用（注 3） 

注 3： "no-fork"を設定した

Request-Disposition ヘッダはフォーキング

の抑制に利用することができるが、接続事業

者はあるサービスでフォーキングを利用する

必要があるかもしれない。 

適用しない  

3 
IP マルチメディアサービスタリフ情報の転

送 

適用する Content-Disposition ヘッダの値 

適用しない  

4 IMS テレプレゼンス 
適用する 

Contact ヘッダ中の"+sip.clue" media 

feature タグの値 

適用しない  

a.4.2.20 SDP 行 

1 m=行 適用する 利用する静的 RTP ペイロード番号 

2 b=行 適用する 利用する b=行のタイプ 

3 a=行 適用する 

利用する属性値 

"rtpmap"属性に関しては、利用する"encoding 

names" 

a.4.2.21 緊急サービス 1 PSAP コールバック 
適用する 利用する PSAP コール識別子 

適用しない  

a.4.2.22 
II-NNI シナリオ

の明示 
1 

II-NNI シナリオ特定のための"iotl" SIP URI

パラメータのサポート 

適用する  

適用しない  

a.4.2.2 課金 

1 事業者間料金精算 
適用する 

P-Charging-Vector ヘッダの type 2 

"orig-ioi"と"term-ioi"ヘッダパラメータに

設定する事業者網識別子 

適用しない  

2 中継シナリオの事業者間料金精算 
適用する 

P-Charging-Vector ヘッダの"transit-ioi"ヘ

ッダパラメータに設定する事業者網識別子 

適用しない  

a.4.4.3 GRUU 1 
Globally Routable User Agent URIs 

(gruu) 

適用する  

適用しない  

a.4.4.4 
Media feature タ

グ 
1 Media feature タグ 

適用する 利用する media feature タグ名 

適用しない  

a.4.4.5 
ISDN インターワ

ーキング 
1 

ISDN インターワーキングのための User to 

User 呼制御情報(uui) 

適用する  

適用しない  

a.4.4.6 企業網 1 
私設網トラヒック 

（P-Private-Network-Indication ヘッダ） 

適用する 
＜私設番号を利用した通信に当該ヘッダを適

用する場合、[TS-1018]に従う。＞ 

適用しない  

a.4.4.7 
番号、ネーム、ア

ドレス 
0 SIP URI 適用する 

Non-global number の利用 

受信を受け付ける hostport 部のドメイン名／

IP アドレス 
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0A tel URI 
適用する 

Non-global number の利用 

Request-URI／P-Asserted-Identity ヘッダに

おけるこの URI の適用 

＜本仕様書の 4.1 節に従い Request-URI には

設定しない。＞ 

＜本仕様書の 4.2 節に従い

P-Asserted-Identity ヘッダに適用する。＞ 

適用しない   

0AA 
local-number-digits の有効な受信桁数の登

録 

適用する 
適用する場合は最小受信桁数及び最大受信桁

数を決定する。 

適用しない  

0B IM URI 
適用する  

適用しない  

0C PRES URI 
適用する  

適用しない  

1 
番号ポータビリティパラメータ（"rn"及び

"npdi"パラメータ） 

適用する 
＜本標準の 4.1 節に従い、本パラメータを適

用する。＞ 

適用しない   

2 
発ユーザ種別 

（"cpc"パラメータ） 

適用する 

利用する cpc パラメータ値 

＜発ユーザ種別の利用については、付属資料 d

の規定に従う。＞ 

適用しない   

3 
発側回線情報 

（"oli"tel URI パラメータ） 

適用する 利用する oli パラメータ値 

適用しない  

a.4.4.8 付加機能 1 OPTIONS メソッドのサポート 
適用する メソッドの利用目的 

適用しない   

i.4.18 
SIP メッセージ設

定最大長 

1 SIP メッセージの 1 行毎最大長 
事業者間で協議した

値を適用する 
値（byte）を決定する。 

2 
SIP メッセージの同一 SIP ヘッダ繰り返し最

大回数 

事業者間で協議した

値を適用する 

最大回数を設定する SIP ヘッダ毎に最大回数

を決定する。 

3 SIP メッセージボディの最大長 
事業者間で協議した

値を適用する 
値（byte）を決定する。 

4 SIP／SDP メッセージの全体長 
事業者間で協議した

値を適用する 

UDP 利用時と異なる値を適用する場合は、値を

定する。 

i.4.19 
ガイダンス／ト

ーキ 
1 

受信したレスポンスのステータスコードに

よるガイダンス／トーキの提供 

適用する 
提供する場合には、具体的なステータスコー

ドを決定する。 

適用しない  

i.4.20 100rel 1 
100rel を利用しない場合のアーリーメディ

ア 

適用する  

適用しない  

i.4.21 帯域制御 

1 トークンバケットサイズの個別指定 
適用する 指定する場合は、上限値･下限値を定める。 

適用しない  

2 レート係数 
事業者間で協議した

値を適用する 
レート係数の値を決定する。 

3 
コーデックに対応づけたトークンバケット

速度 

適用する 適用する場合は、コーデック毎の条件を示す。 

適用しない  

4 b=RR／b=RS を用いた RTCP 帯域指定 
事業者間で協議した

値を適用する 
 

5 b=RR／b=RS 未指定時の RTCP 帯域 
事業者間で協議した

値を適用する 

5%以外の帯域を適用する場合は、帯域の決定

方法を示す。 

i.4.22 最大同時接続数 1 
片方向管理での出SIPセッションの同時接続

数制御 

適用する 
利用条件（SIP セッションの最大同時接続数、

事業者双方の出 SIP セッションの同時接続数） 

適用しない   

※灰色網掛けされていない項目が当社網に適用される。 
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DNS Query（NAPTR） 

 

DNS Answer（NAPTR） 

 

DNS Query（SRV） 

 

DNS Answer（SRV） 

 

DNS Query（A） 

 

DNS Answer（A） 

 

 

10. DNS 仕様 

10.1. DNS 仕様に係わる標準 

DNS 仕様のベースドキュメントとして参照する 3GPP/RFC 標準は次のとおりである。 

• IR.67 - DNS/ENUM Guidelines for Service Providers & GRX/IPX Providers 

• RFC1034 - DOMAIN NAMES - CONCEPTS AND FACILITIES 

• RFC1035 - DOMAIN NAMES - IMPLEMENTATION AND SPECIFICATION 

 

10.2. 基本シーケンス 

 

No.1 基本接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 

DNS サーバ 

発側 

DNS クライアント 

Initial-INVITE w/SDP 
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11. ENUM 仕様 

11.1. ENUM 仕様に係わる TTC 標準 

ENUM 仕様は「TTC 標準 キャリア ENUM の相互接続共通インタフェース」に準拠する。ベースドキュメントとして参照する TTC 標準は次のとおりである。 

• TTC 標準 JJ-90.31 キャリア ENUM の相互接続共通インタフェース 

• TTC JT-E164 Supplement2 国際公衆電気通信番号計画補足文書 2：番号ポータビリティ 

 

11.2. 当社網と TTC 標準の対応 

当社網と TTC 標準の対応を表 11-1 に示す。具体的なパラメータは、別途協議の上、決定とする。 

 

表 11-1 JJ-90.31 対応表 

 フィールド名 定義 接続事業者網間仕様 備考 

ヘッダ部 

ID 問合せの識別子 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QR メッセージの種別 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QPCODE 質問の種別 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

AA 権威サーバからの直接応答であることの識別

子 

[RFC 1035]4.1.1 節に従う  

TC データサイズ切り落とし実施有無の識別子 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

RD 再帰問合せ要望 JJ-90.31 に従う  

RA 再帰問合せ可否識別子 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

Z 予備（将来利用するためのリザーブ） [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

RCODE 回答の種別 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QDCOUNT 質問部のエントリ数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

ANCOUNT 回答部のリソースレコード数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

NSCOUNT 権威部のリソースレコード数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

ARCOUNT 追加情報部のリソースレコード数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

質問部 

QNAME 質問するドメイン名 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QTYPE 問合せ種別 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QCLASS 問合せクラス [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

回答部 

NAME 所属するドメイン名 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

TYPE RDATA フィールドの情報の意味 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

CLASS RDATA フィールド内の情報のクラス [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

TTL リソースレコードがキャッシュ可能な時間 JJ-90.31 に従う  

RDLENGTH RDATA フィールドの長さ [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDATA 

ORDER 複数の NAPTR リソースレコードがある場合の

処理の順序 

JJ-90.31 に従う  

PREFERENCE ORDER フィールドの値が同一である NAPTR リ

ソースレコードの処理の優先度 

JJ-90.31 に従う  

FLAGS リソースレコードの動作を指定 JJ-90.31 に従う  

SERVICES リソースレコードを対象としているサービス

を指定 

JJ-90.31 に従う  

REGEXP 区切り文字（delim-char 部）で区切られ、POSIX

拡張正規表現による置換規則（ere 部）と置換

対象となる文字列を指定 

JJ-90.31 に従う  

REPLACEMENT ドメイン出力時、REGEXP の代わりに使用

（REGEXP とは排他で、使用しないときは”.”

を指定） 

JJ-90.31 に従う  

権威部 

NAME 所属するドメイン名 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TYPE RDATA フィールドの情報の意味 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

CLASS RDATA フィールド内の情報のクラス [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TTL リソースレコードがキャッシュ可能な時間 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDLENGTH RDATA フィールドの長さ [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDATA TYPE フィールドと CLASS フィールドで指定さ

れた形式のリソースデータ 

[RFC 1035]4.1.3 節に従う  

追加情報部 
NAME 所属するドメイン名 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TYPE RDATA フィールドの情報の意味 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  
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CLASS RDATA フィールド内の情報のクラス [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TTL  リソースレコードがキャッシュ可能な時間 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDLENGTH RDATA フィールドの長さ [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDATA TYPE フィールドと CLASS フィールドで指定さ

れた形式のリソースデータ 

[RFC 1035]4.1.3 節に従う  

 

 

11.3. PSTN 接続 

“E2U+pstn:sip”を優先とする NAPTR リソースレコードを含む回答部を返答する場合、当該呼は対移動体事業者接続用インタフェース仕様に従う。 
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12. 接続シーケンス 

 表 12-1 に示す代表的なシーケンス一覧を示す。 

 

表 12-1 シーケンス分類一覧 

No.※1 シーケンス分類 

1 基本接続（LTE 在圏） 

2 削除 

3 不完了呼（パターン 1：欠番） 

4 不完了呼（パターン 2：セッション確立中のアナウンスメント） 

5 不完了呼（パターン 3：通信リクエストを拒否する場合のアナウンスメント） 

6 着信転送サービス（CDIV）（CFU） 

7 着信転送サービス（CDIV）（CFNR） 

8 削除 

9 削除 

10 割込電話第 2 呼 

11 ナンバーシェア（パターン 1） 

12 ナンバーシェア（パターン 2） 

※１：シーケンス No.1,10,11,12 は当社網は着側の網 

   シーケンス No.3,4,5,6,7 は当社網は発側及び着側の網 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:precondition,100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

UPDATE(SDP_O)[D1] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D1] 

 

183(SDP_A)[D2] 

Require:precondition,100rel 

P-Early-Media:sendonly 

 

PRACK[D2] 

 

200 OK(PRACK)[D2] 

 

UPDATE(SDP_O)[D2] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D2] 

 

 

 

 

200 OK(INVITE)[D1] 

Require:timer 

 

ACK[D1] 

 

 

 

 

 

BYE[D1] 

 

200(BYE)[D1] 

 

 

 

BYE[D1] 

 

200(BYE)[D1] 

No.1 基本接続（LTE 在圏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

着側切断のシーケンス 

通話中 

RBT 
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No.2 削除 

削除 
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INVITE(SDP_O) 

 

100 Trying 

 

404 

Reason:Q.850;cause=1 

 

ACK 

欠番ガイダンス 

 

No.3 不完了呼（パターン 1：欠番） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

181[D1] 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

 

 

183(SDP_A)[Dx] 

Require:precondition,100rel 

P-Early-Media:senrecv 

 

PRACK[Dx] 

 

200 OK(PRACK)[Dx] 

 

UPDATE(SDP_O)[Dx] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[Dx] 

 

183[Dx] 

Require:100rel 

P-Early-Media:sendrecv 

 

PRACK[Dx] 

 

200 OK(PRACK)[Dx] 

 

 

 

INVITE 

 

100 Trying 

 

183 

 

No.4 不完了呼（パターン 2：セッション確立中のアナウンスメント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

留守電開始アナウンスメント 

留守電 

各種契機による留守電起動 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

 

 

 

183(SDP_A)[Dx] 

Require:precondition,100rel 

 

PRACK[Dx] 

 

200 OK(PRACK)[Dx] 

 

UPDATE(SDP_O)[Dx] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[Dx] 

 

 

 

 

 

4xx～6xx 

 

ACK 

 

No.5 不完了呼（パターン 3：通信リクエストを拒否する場合のアナウンスメント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

アナウンス 

無応答ガイダンスや応答拒否ガイダンス等、複数処理が行われるため複数ダイアログが存在するケースがある 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

181[D1] 

Require:100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:precondition,100rel 

 

 

INVITE 

 

100 Trying 

 

183 

 

No.6 着信転送サービス（CDIV）（CFU） 

 

 

 

 

  

着側（転送先） 

CFU 起動 

着側（転送元） 発側 

これ以降のシーケンスは基本接続（No.1、No.2）と同様 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:precondition,100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

UPDATE(SDP_O)[D1] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D1] 

 

183(SDP_A)[D2] 

Require:precondition,100rel 

P-Early-Media:sendonly 

 

PRACK[D2] 

 

200 OK(PRACK)[D2] 

 

UPDATE(SDP_O)[D2] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D2] 

 

 

 

 

181[D1] 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

 

 

183[D3] 

INVITE 

 

100 Trying 

 

183 

 

No.7 着信転送サービス（CDIV）（CFNR） 

 

 

 

 

  

着側（転送元） 発側 

着側（転送先） 

これ以降のシーケンスは基本接続（No.1、No.2）と同様 

CFNR 起動 

RBT 
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No.8 削除 

削除 
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No.9 削除 

削除 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:precondition,100rel 

P-Early-Media:sendrecv 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

UPDATE(SDP_O)[D1] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D1] 

 

 

 

 

183[D1] 

Require:precondition,100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

UPDATE(SDP_O)[D1] 

Require:precondition 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D1] 

 

200 OK(INVITE)[D1] 

Require:timer 

 

ACK[D1] 

 

 

 

 

 

 

 

No.10 割込電話第 2 呼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

通話中 

RBT 

応答 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:precondition,100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

UPDATE(SDP_O)[D1] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D1] 

 

183(SDP_A)[D2] 

Require:precondition,100rel 

P-Early-Media:sendonly 

 

PRACK[D2] 

 

200 OK(PRACK)[D2] 

 

UPDATE(SDP_O)[D2] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D2] 

 

183(SDP_A)[D3] 

 

PRACK[D3] 

 

200 OK(PRACK)[D3] 

 

UPDATE(SDP_O)[D3] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D3] 

 

 

 

 

200 OK(INVITE)[D1 or D2] 

Require:timer 

 

ACK[D1 or D2] 

 

 

 

 

 

 

No.11 ナンバーシェア（パターン 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着側 発側 

通話中 

RBT 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:precondition100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:precondition,100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

UPDATE(SDP_O)[D1] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D1] 

 

183(SDP_A)[D2] 

Require:precondition,100rel 

P-Early-Media:sendonly 

 

PRACK[D2] 

 

200 OK(PRACK)[D2] 

 

UPDATE(SDP_O)[D2] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D2] 

 

 

 

 

183(SDP_A)[D3] 

 

PRACK[D3] 

 

200 OK(PRACK)[D3] 

 

UPDATE(SDP_O)[D3] 

 

200 OK(UPDATE)(SDP_A)[D3] 

 

 

200 OK(INVITE)[D2 or D3] 

 

ACK[D2 or D3] 

 

 

 

 

 

 

No.12 ナンバーシェア（パターン 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着側 発側 

通話中 

RBT 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

技術的条件集別表 18 
 

直接協定事業者ＨＳＳ接続用インタフェース仕様 
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技術的条件集別表－18 直接協定事業者ＨＳＳ接続用インタフェース仕様 
 
１ 概説 
本別表は、当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ/ＥＩＲ及びＤＥＡとの接続インタフ

ェースにおけるプロトコル仕様を規定する。 
 

１．１ 規定範囲 
本別表は、当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ/ＥＩＲ及びＤＥＡとの接続インタフ

ェースにおけるプロトコルに関する仕様を規定する。 
 
１．２ システム構成 
システム構成図（概略）を以下に示す。 

 
図 1.2-1 システム構成図 

 
１．３ プロトコルスタック 

１．２に示したシステム構成におけるプロトコルスタックを以下に示す。 
なお、ＤＩＡＭＥＴＥＲレイヤは、シングルホーミングでの接続とする。 

 

図 1.3-1 プロトコルスタック 
 

 
 
 
 
 
直接協定事業者 

DIAMETER 
プロトコル 

MME DEA DEA 

HSS 

EIR 

直接協定事業者 当社 

DIAMETER 
SCTP 
IPv4 
L1/L2 

DIAMETER 
SCTP 
IPv4 
L1/L2 
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１．４ プロトコル適用規定 
当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ/ＥＩＲ及びＤＥＡとの接続インタフェースにお

けるプロトコルは以下の表 1.4-1 に示す標準に準拠している。 
 

表 1.4-1 通信プロトコル 
システム構成 プロトコル 
HSS 接続 3GPP TS 29.272 
EIR 接続 3GPP TS 29.272 
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２ ＨＳＳ接続 
２．１ 概説 
本章では当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ及びＤＥＡとの接続インタフェースと

してＤＩＡＭＥＴＥＲ＿Ｓ６ａを使用する場合のメッセージ処理を規定する。 
(ア) Authentication-Information-Request/Answer 
(イ) Update-Location-Request/Answer 
(ウ) Cancel-Location-Request/Answer 
(エ) Purge-UE-Request/Answer 
(オ) Notify-Request/Answer 
(カ) Insert-Subscriber-Data-Request/Answer 
(キ) Delete-Subscriber-Data-Request/Answer 
(ク) Reset-Request/Answer 

 
２．２ コネクション 
当社のＭＭＥと直接協定事業者のＨＳＳとのＤＩＡＭＥＴＥＲ＿Ｓ６ａをやり取りするために、両

社のＤＥＡ間でＤＩＡＭＥＴＥＲリンクを接続する必要がある。なお、接続にあたっての構成は協議

の上、決定することとする。 
 

（1） タイマ及びリクエスト送信回数 
当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ/ＥＩＲ及びＤＥＡとの接続インタフェースにお

けるＳＣＴＰおよびＤＩＡＭＥＴＥＲプロトコルのタイマ、メッセージ再送回数を提示し、協議の上、

決定することとする。なお、当社側ＤＥＡの設定値は以下の通り。 
 

表 2.2-1 SCTP タイマ 
 値 備考 
Retransmit Initial Timeout[ms] 500  
Retransmit Minimum Timeout[ms] 500  
Retransmit Maximum Timeout[ms] 1500  
Retransmit Maximum Timeout for INIT[ms] -  
Number of Retransmit Triggering Path Failure 5  
Number of Retransmit Triggering Assoc Failure 10  
Number of Retransmit Triggering Init Failure 8  
SACK Delay[ms] 200  
SCTP Heartbeat Interval[s] 1500  
Maximum Burst 4  
Max Number of Inbound Streams 17  
Max Number of Outbound Streams 17  
Socket End Buffer Size[bytes] Send:5242880/Recv:15728640  
Datagram Bundling Enabled -  
Bundling timer -  
Maximum Transmission Unit（MTU） 1500  
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表 2.2-2 DIAMETER タイマ 
 値 備考 
Watch dog interval[s] 8  
No. of Retries (Watch dog) 3  
No. of Retries 0  
Retry interval -  
Answer Timer[s] 20  

 
 
２．３ ＤＩＡＭＥＴＥＲメッセージ 
 当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ及びＤＥＡとの接続インタフェースとしてＤＩ

ＡＭＥＴＥＲ＿Ｓ６ａのメッセージ内容(ＡＶＰ設定内容)については、協議の上、決定することとする。 
 

表 2.3-1 S6a メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
Authentication-Information-Request 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
Authentication-Information-Answer 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Update-Location-Request 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
Update-Location-Answer 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Cancel-Location-Request 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Cancel-Location-Answer 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
Purge-UE-Request 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
Purge-UE-Answer 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Notify-Request 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
Notify-Answer 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Insert-Subscriber-Data-Request 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Insert-Subscriber-Data-Answer 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
Delete-Subscriber-Data-Request 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Delete-Subscriber-Data-Answer 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
Reset-Request 当社 MME←直接協定事業者 HSS  
Reset-Answer 当社 MME→直接協定事業者 HSS  
   

 
３ ＥＩＲ接続 
３．１ 概説 
本章では当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＥＩＲ及びＤＥＡとの接続インタフェースと

してＤＩＡＭＥＴＥＲ＿Ｓ１３を使用する場合のメッセージ処理を規定する。 
(ア) ME-Identity-Check-Request/Answer 

 
３．２ コネクション 
当社のＭＭＥと直接協定事業者のＥＩＲとのＤＩＡＭＥＴＥＲ＿Ｓ１３をやり取りするために、両

社のＤＥＡ間でＤＩＡＭＥＴＥＲリンクを接続する必要がある。なお、接続にあたっての構成は協議
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の上、決定することとする。 
 

（1） タイマ及びリクエスト送信回数 
当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＨＳＳ/ＥＩＲ及びＤＥＡとの接続インタフェースにお

けるＳＣＴＰおよびＤＩＡＭＥＴＥＲプロトコルのタイマ、メッセージ再送回数は協議の上、決定す

ることとする。なお、当社側ＤＥＡの設定値は、表 2.2-1、2.2-2 を参照。 
 
３．３ ＤＩＡＭＥＴＥＲメッセージ 
 当社のＭＭＥ及びＤＥＡと直接協定事業者のＥＩＲ及びＤＥＡとの接続インタフェースとしてＤＩ

ＡＭＥＴＥＲ＿Ｓ１３のメッセージ内容(ＡＶＰ設定内容)については、協議の上、決定することとする。 
 

表 3.3-1 S13 メッセージ 
メッセージ メッセージ方向 備考 
ME-Identity-Check-Request 当社 MME→直接協定事業者 EIR  
ME-Identity-Check-Answer 当社 MME←直接協定事業者 EIR  
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４ 接続監査機能 
４．１ 概説 
直接協定事業者のＨＳＳで設定する許容ＡＰＮについて、Ｗｉｌｄｃａｒｄの設定は許容せず、個

別のＡＰＮ設定をすることとし、当社においては、適切にＡＰＮが設定されていることを監査する機

能を具備している。 
なお、ＨＳＳで設定する許容ＡＰＮ数は、合計 8 個以下でなければならない。 
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対固定事業者ＩＰ接続用インタフェース仕様 
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技術的条件集別表－19（対固定事業者ＩＰ接続用インタフェース） 

 

1. 概説 

 本別表 19 は、当社網と直接協定事業者網間の接続条件（以下、「網間インタフェース」という。）について規定する。 

 

2. 規定範囲 

 本別表は、電気通信事業者間の相互接続を円滑に行うため、網間インタフェースに関わる接続条件について規定を行うものである。本別表は、基本サービス機能

について規定している。 

 

3. 規定対象 

 本別表は、基本サービス機能に関わる網間インタフェースを規定しており、網間インタフェースは、SIP、ENUM 及び DNS に関わる事項を含む相互接続に必要な事項

を規定対象としている。 

 

4. 番号方式 

（１） 当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は、電気通信番号規則（令和元年総務省令第４号）を準用することとする。なお、直接協定事業者は、

当社の加入契約者から直接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要する。 

 分類１による当社網と直接協定事業者網間で使用する電話番号の基本構成は次のとおりとする。 

 

０Ａ０    ＋    ＣＤＥ    ＋    ＦＧＨＪＫ 

サービス識別番号     事業者識別番号        接続番号 

 

（２） 発事業者網のダイヤル番号に関する機能 

 発事業者網は、分類１に規定される電話番号において本網間インタフェースを利用する。 

 

5. 接続条件 

 

5.1. 接続制御 

 

5.1.1. 基本的な接続機能 

• 当社網発信呼については、必要な接続制御を当社網で行う。 

• 当社網では、原則着事業者固有のサービスに対応するための発信制御は行わないが、協議に基づき当社網で必要な接続制御を行う場合もある。 

• 当社網に対する着信呼に関しては、原則として発事業者網側で接続制御を行うこととし当社網での接続制御は行わない。従って規制が必要な場合は発事

業者網側で行う。 

 

5.1.2. 付加的な接続機能 

 付加サービスへの接続に関しては、原則として当社網発信の付加サービスは当社網で発信を制御し、当社網着信の付加サービスの場合は発事業者網側で

接続を制御することとする。但し、当社網着信の付加サービスに関しては当社網で必要な接続制御を行う場合がある。 

当社における網接続制御の考え方を表 5-1 と表 5-2 にまとめる。 

 

表 5-1 当社網発信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 当社網 着信事業者網 

接続協定を締結した 

事業者の番号 

全事業者に提供 接続 接続 

特定事業者のみ提供 接続／規制（注１） 接続／規制（注１） 

上記以外 － － － 

注１：接続を行う特定の事業者以外との接続を規制する。 

 

表 5-2 当社網着信時の接続条件 

接続番号 当社個別サービス条件 発事業者網 当社網 

定義された番号 全事業者に提供 接続 接続 

特定事業者のみ提供 接続／規制（注１） 接続／規制（注２） 

上記以外 － － － 

注１：接続を行う特定の事業者以外との接続を規制する。 
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5.1.3. コーデックの条件 

 当社網着信時に発事業者網側では、G.711（μ-law）で接続することとする。 

 

5.1.4. 当社網発信時のサービス接続条件 

 当社網発信時のサービス接続条件を表 5-3 に示す。 

 

表 5-3 当社網発信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 備考 

発信番号通知 ○  

3 者通話 ○  

ナンバーシェア ○  

凡例：○＝全接続に提供，□＝特定接続のみ提供 

 

5.1.5. 当社網着信時のサービス接続条件 

 当社着網時のサービス接続条件を表 5-4 に示す。 

 

表 5-4 当社網着信時のサービス接続条件 

付加サービスの種類 接続条件 備考 

着信転送 □ 転送接続を許容する番号は限定される 

応答保留 ○  

通話中保留 ○  

お留守番 ○  

割り込み通話 ○  

番号通知リクエスト ○  

着信拒否 ○  

迷惑電話撃退 ○  

ナンバーシェア ○  

凡例：○＝全接続に提供，□＝特定接続のみ提供 

 

6. 課金方式 

 基本的な呼の接続に関するユーザ課金方式及び事業者間料金精算方式について記述する。当社と接続事業者間の課金方式は、ここで述べる課金方式を原則とし、

協議により決定する。 

 

6.1. ユーザ課金方式 

 

6.1.1. 当社が発事業者の場合 

① 当社が料金設定を行う場合 

 発ユーザから料金回収を行う。 

② 当社が料金設定を行わず、後位網からユーザ課金の指示を受ける場合 

 対固定事業者ＩＰ接続用インタフェースでは、該当する呼種は流通させない。 

 

6.1.2. 当社が着事業者の場合 

 接続事業者側で発ユーザから料金回収を行う。 

 

6.2. 網使用料 

 当社および直接協定事業者は、網使用料の課金について、次のとおり取り扱うこととする。 

（１） 網使用料の課金開始・停止契機 

開始契機：initial INVITE に対して 200 OK が着網より返された時 

停止契機：bye が送信された時 

（２） 網使用料精算対象呼 

以下を除く全ての呼を精算対象とする。 

① 接続が完了しなかった呼 
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7. 試験方式 

 当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方法は次のとおりとする。 

 

7.1. 基本的考え方 

（１） 予防保全、故障発生時の故障探索・修復確認及び増設時の機能確認等を目的とする。 

（２） それぞれの事業者の設備に係わる試験は設備を所有する事業者が責任を持って実施し、他事業者の試験については原則として実施しない。但し、故障切り分

け等のため、当社網と直接協定事業者網間は試験可能とする。 

（３） 試験は原則として隣接の事業者間で実施する。 

（４） 試験呼は SIP 信号の cpc=test で識別する。 

 

7.2. 試験の種類 

（１） 手動接続試験 

当社網と直接協定事業者網は、TrGW に自動応答トランク（AAT）機能を付与し、手動接続試験を行うこととする。 

(ア) 直接協定事業者網から当社網における手動接続試験の内容を表 7-1 に示す。 

 

表 7-1 直接協定事業者網から当社網向けの手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 接続条件 強制切断の有無 

手動接続試験 ＴｒＧＷのＡＡＴ ９０＋１２８＋１２８ 

９０＋１２９＋１２９ 

非課金 有り 

 

(イ) 当社網から直接協定事業者網における手動接続試験の内容を表 7-2 に示す。 

表 7-2 当社網から直接協定事業者網向けの手動接続試験 

試験種別 接続先 試験番号構成 接続条件 強制切断の有無 

手動接続試験 ＴｒＧＷのＡＡＴ ０ＡＢＣＤＥＦＧＨＪＫ※1 非課金 いずれも対応可 

※１：直接協定事業者が使用する番号 

 

8. 輻輳制御方式 

8.1. 非常緊急通話の取り扱い 

（１） 優先的に扱う通信の識別は、SIP 信号上の cpc=priority で行う。当社網が直接協定事業者網から発出された cpc=priority に基づき輻輳制御を行う場合は、

制御率を当社網内に終始する呼と同等にする。直接協定事業者網も当社網からの呼制御を行う場合は、直接協定事業者網内に終始する呼と同等にする。 

（２） 当社網と直接協定事業者網間での災害時優先電話の疎通を確保するため、当社網は優先発ユーザ分の回線を別途確保し制御を行うことができる。 

 

8.2. 回線留保機能による制御方式 

（１） 直接協定事業者網は、優先発ユーザ留保回線制御を実施することの有無について、当社に通知することを要する。 

（２） 優先発ユーザ留保回線数及び使用可能回線数については、当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとする。 

 

9. SIP 仕様 

 

9.1. SIP 仕様に係わる TTC 標準 

 SIP 仕様は「TTC 標準 IMS 事業者網間の相互接続共通インタフェース」に準拠する。ベースドキュメントとして参照する TTC 標準は次のとおりである。なお、

具体的なパラメータは、別途協議のうえ決定とする。 

• TTC 標準 JJ-90.30 IMS 事業者網間の相互接続共通インタフェース（第 9.0 版） 

 

9.2. 当社網と TTC 標準の対応 

 当社網と TTC 標準の対応を表 9-1、当社網との SIP 基本接続条件を表 9-2 に示す。TTC 標準の規定と当社規定に差分がある場合について、その具体的な内

容を表 9-3 に示す。なお、表 9-1 における項番番号は、該当する TTC 標準のセクション番号に対応している。 
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表 9-1 JJ-90.30 対応表 

JJ-90.30 の参照節 
接続事業者網間仕様 備考 

項番 項目 

1 概説 

ベースドキュメントどおり 

 

1.1. 本標準の適用範囲  

1.2. 本標準の目的  

1.3. 本標準の規定内容  

1.3.1. 必須の事項  

1.3.2. オプションの事項  

1.3.3. 参考情報  

2 用語／略語  

2.1. 用語  

2.2. 略語  

3 サポートするインタフェース ベースドキュメントどおり  

4 II-NNI 仕様 

ベースドキュメントどおり 

 

4.1. レイヤ 3  

4.1.1. IP バージョン 設定値については表 9-2 を参照 

4.2. レイヤ 4 

 

4.3. SIP／SDP 

 

4.3.1. SIP リクエスト／レスポンス 

 

4.3.1.1. 
503 (Service Unavailable) レスポンスの返送

条件 

 

4.3.1.2. 3xx レスポンスの返送条件 

 

4.3.2. Request-URI 設定値については表 9-2 を参照 

4.3.2.1. URI スキーム  

4.3.2.2. telephone-subscriber 部 設定値については表 9-2 を参照 

4.3.2.2.1. "npdi" tel URI パラメータ  

4.3.2.2.2. "rn" tel URI パラメータ  

4.3.2.2.3. その他 tel URI パラメータ  

4.3.2.3. hostport 部 設定値については表 9-2 を参照 

4.3.2.4. SIP URI パラメータ  

4.3.2.4.1. "user" SIP URI パラメータ  

4.3.2.4.2. "cause" SIP URI パラメータ  

4.3.2.4.3. その他 SIP URI パラメータ  

4.3.2.5. Request-URI 例  

4.3.3. 着側 IBCF 選択方式  

4.3.4. 各種 SIP ヘッダ／パラメータ  

4.3.4.1. 発信者番号通知  

4.3.4.1.1. トラスト関係  

4.3.4.1.2. 発信者番号設定条件  

4.3.4.1.2A. 発信者番号通知条件  

4.3.4.1.3. 発ユーザ種別（"cpc" tel URI パラメータ）  

4.3.4.1.4. 
海外網付与発番号（"verstat" tel URI パラメ

ータ） 

 

4.3.4.1.5. その他各種付加サービス等  

4.3.4.1.5.1. サービス呼接続／網特有番号接続  

4.3.4.2. 暫定レスポンスの信頼性 (100rel)  

4.3.4.3. 
リソース管理のネゴシエーション 

(precondition) 

 

4.3.4.4. 
発信エリア情報（P-Access-Network-Info ヘッ

ダ） 

 

4.3.4.4.1. トラスト関係  

4.3.4.4.2. P-Access-Network-Info ヘッダ設定条件  

4.3.4.5. 契約者番号（P-Charge-Info ヘッダ）  

4.3.4.5.1. トラスト関係  
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4.3.4.5.2. P-Charge-Info ヘッダ設定条件  

4.3.4.5.3. P-Charge-Info ヘッダ設定例  

4.3.4.6. 事業者間料金精算（P-Charging-Vector ヘッダ）  

4.3.4.6.1. トラスト関係  

4.3.4.6.2. P-Charging-Vector ヘッダ設定条件  

4.3.4.7. 論物番号変換履歴（History-Info ヘッダ） 適用範囲外 

4.3.4.7.1. 論物番号変換履歴情報 適用範囲外 

4.3.4.7.2. トラスト関係 適用範囲外 

4.3.4.7.3. History-Info ヘッダ設定条件 適用範囲外 

4.3.4.7.3A. 
論物番号変換回数が上限値を超える場合の動

作 

適用範囲外 

4.3.4.7.4. 他サービスとの相互動作 適用範囲外 

4.3.4.8. SIP セッションタイマ (timer)  

4.3.5. SIP メッセージボディ  

4.3.5.1. Session Description Protocol (SDP)  

4.3.5.1.1. Session level description  

4.3.5.1.2. Time description  

4.3.5.1.3. Media description  

4.3.5.1.4. コーデック  

4.3.5.1.5. Dual Tone Multi Frequency (DTMF)  

4.3.5.1.6. メディア変更  

4.3.5.2. その他 MIME  

4.3.6. 各種ガイダンス／トーキ  

4.3.6.1. ガイダンス  

4.3.6.1.1. アーリーメディア  

4.3.6.1.2. 
コンファームドダイアログ上の確立済メディ

ア 

 

4.3.6.2. リングバックトーン  

4.3.6.3. 空き番号トーキ  

4.3.6.3.1. トラスト関係  

4.3.6.3.2. 着側 IMS 網の必要機能  

4.3.6.3.3. 発側 IMS 網の必要機能  

4.3.7. 各種付加サービス  

4.3.7.1. 呼出保留 (HOLD)  

4.3.8. SIP メッセージ設定最大長  

4.3.8.1. 複数エントリを設定可能な SIP ヘッダ  

付属資料 a TS 29.165 に対する規定の明確化 

ベースドキュメントどおり 

 

a.1. 概要  

a.2. 規定の明確化方法  

a.3. オプション項目選択表のフォーマットと定義  

a.4. オプション項目選択表 オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.1. サポートするインタフェース オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.2. 
ローミング／非ローミング II-NNI 共通のオプ

ション項目選択表 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.3. 
ローミング II-NNI 特有のオプション項目選択

表 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

a.4.4. 
非ローミング II-NNI 特有のオプション項目選

択表 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

付属資料 b サブアドレス 

着網でサブアドレスは破棄（又は無

視）する 

 

b.1. 概要  

b.2. サブアドレス情報の内容  

b.3. サブアドレス情報のフォーマット  

b.3.1.  発サブアドレス  

b.3.2. 着サブアドレス  

付属資料 c 帯域制御 
ベースドキュメントどおり 

 

c.1. 概要  
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c.2. IMS 網における帯域制御の仕組み  

c.3. SIP／SDP に関する規定  

付属資料 d OPTIONS メソッドによる復旧検知  

d.1. 概要  

d.2. OPTIONS リクエスト／レスポンスの設定内容  

付録 i オプション項目表 

ベースドキュメントどおり 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

i.1. はじめに オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

i.2. オプション項目表のフォーマットと定義 オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

i.3. サポートするインタフェース オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

i.4. 
非ローミング II-NNI におけるオプション項目

表 

オプション項目の設定値については表 9-3 を参照 

付録 ii SIP-ISUP インタワーク 

未使用 

 

ii.1. 概要  

ii.2. 発信者番号関連情報の SIP-ISUP インタワーク  

ii.2.1. 概要  

ii.2.2. 適用モデル  

ii.2.3. 対象とするメッセージ  

ii.2.4. IAM→initial INVITE  

ii.2.4.1. 通知／非通知情報  

ii.2.4.2. 網付与ユーザ ID 情報  

ii.2.4.3. 各情報要素へのマッピング  

ii.2.4.3.1. SIP_URI  

ii.2.4.3.2. SIP_DISPLAYNAME  

ii.2.4.3.3. TEL_URI  

ii.2.4.3.4. TEL_DISPLAYNAME  

ii.2.4.3.5. PRIVACY  

ii.2.4.4. ISUP→SIP インタワーク条件表  

ii.2.5. initial INVITE→IAM  

ii.2.5.1. 通知／非通知情報  

ii.2.5.2. 各情報要素へのマッピング  

ii.2.5.2.1. 発番号  

ii.2.5.2.2. 汎用番号  

ii.2.5.2.3. 発信者番号非通知理由  

ii.2.5.3. SIP→ISUP インタワーク条件表  

ii.3. 
番号ポータビリティ情報の ISUP-SIP インタワ

ーク 
 

ii.3.1. 概要  

ii.3.2. 
番号ポータビリティ（MNP／LNP）情報の

SIP-ISUP インタワーク 
 

ii.3.2.1. ISUP→SIP  

ii.3.2.1.1. SIP メッセージ例  

ii.3.2.2. SIP→ISUP  

ii.4. 発ユーザ種別の SIP-ISUP インタワーク  

ii.5. 発信エリア情報の SIP-ISUP インタワーク  

ii.5.1 概要  

ii.5.2. ISUP→SIP  

ii.5.3 SIP→ISUP  

ii.6. 契約者番号情報の SIP-ISUP インタワーク  

ii.6.1. 概要  

ii.6.2. ISUP→SIP  

ii.6.3 SIP→ISUP  

ii.7. 
論物番号変換履歴情報の SIP-ISUP インタワー

ク 
 

付録 iii 保守運用に関する留意事項 
ベースドキュメントどおり 

 

iii.1. SIP セッションの同時接続数制御方式  
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iii.1.1. 概要  

iii.1.2. 基本原則  

iii.1.3. 
片方向管理方式による出 SIP セッション数の制

御 
 

iii.2. 接続試験方式  

iii.2.1. 概要  

iii.2.2. 試験の種類  

iii.2.3. 接続試験の網間番号構成  

iii.2.4. 接続試験の試験呼表示  

iii.2.5. 相互接続事業者間試験のシーケンス  

iii.3. 保守閉塞方式  

iii.3.1. 概要  

iii.3.2. 必要機能  

iii.4. RTP/RTCP パケット断監視  

iii.4.1 概要  

iii.4.2 基本原則  

iii.5. SIP レイヤの障害検知／復旧検知  

iii.5.1. 概要  

iii.5.2. 障害検知／迂回に関する条件  

iii.5.3 SIP レイヤにおける復旧検知に関する条件  

iii.5.4. 欠番  

付録 iv 欠番  

付録 v プリコンディションの終端手順  

v.1. 概要  

v.2. 終端手順  

v.2.1 Initial INVITE リクエスト受信時の動作  

v.2.2. プリコンディションが満たされた時の動作  

v.2.3. 
Initial INVITE リクエストに対する 18x レスポ

ンス受信時の動作 
 

v.2.4. 
着側 IMS 網から SDP オファーを含む UPDATE リ

クエスト受信時の動作 
 

v.2.5. 
Initial INVITE リクエストに対する 200 (OK) 

レスポンス受信時の動作 
 

v.3. シーケンス例  

v.3.1. 
アーリーメディアを提供しない場合のシーケ

ンス例 
 

v.3.2. 
ゲートウェイモデル方式によるアーリーメデ

ィアを提供する場合のシーケンス例 
 

v.3.3. 
100rel を利用しないアーリーメディアを提供

する場合のシーケンス例 
 

付録 vi 
複数アーリーダイアログの単一ダイアログへ

の変換手順 
 

vi.1. 概要  

vi.2 変換手順  

vi.2.1. 最初の 18x レスポンス受信時の動作  

vi.2.2. 
18x レスポンス受信～Initial INVITE リクエス

トに対する 200 (OK) レスポンス受信前の動作 
 

vi.2.2.1. 2 回目以降の 18x レスポンス受信時の動作  

vi.2.2.2. 
自網内側からの UPDATE リクエスト受信時の動

作 
 

vi.2.2.3. 
発側 IMS 網からの UPDATE リクエスト受信時の

動作 
 

vi.2.3. 
Initial INVITE リクエストに対する 200 (OK) 

レスポンス受信時の動作 
 

vi.2.4. 
Initial INVITE リクエストに対する 200 (OK) 

レスポンス受信後の動作 
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付録 vii シーケンス／メッセージ例  

vii.1. 概要  

vii.2. 非ローミング II-NNI におけるシーケンス例  

vii.2.1. 基本接続（発側切断）  

vii.2.1.1. 固定 IMS 網発着  

vii.2.1.1.1. アーリーメディアなし  

vii.2.1.1.2. 100rel を利用しないアーリーメディア  

vii.2.1.1.3. 
ゲートウェイモデル方式によるアーリーメデ

ィア 
 

vii.2.1.2. 
移動 IMS 網発－移動 IMS 網着（precondition 適

用 
 

vii.2.1.2.1. 初期状態：発側／着側リソース未予約  

vii.2.1.2.2. 
初期状態：発側リソース未予約、着側リソース

予約済 
 

vii.2.1.2.3. 
初期状態：発側リソース予約済、着側リソース

未予約 
 

vii.2.1.3. 固定 IMS 網発－移動 IMS 網着  

vii.2.1.4. 移動 IMS 網発－固定 IMS 網着  

vii.2.2. 基本接続（着側切断）  

vii.2.3. 基本接続（途中破棄）  

vii.2.4. 基本接続（欠番）  

vii.2.5. 論物番号変換  

vii.2.5.1. 変換元番号表示可  

vii.2.5.2. 変換元番号表示不可  

vii.2.5.3. 変換 2 回／変換元番号表示可  

vii.2.5.4. 変換元番号表示可／転送元番号表示可  

vii.2.5.5. 変換元番号表示不可／転送元番号表示不可  

vii.2.5.6. 物理番号から論理番号への着信転送  

vii.2.6. 国際呼  

vii.2.6.1. アーリーメディアが提供される場合  

vii.2.6.2. アーリーメディアが提供されない場合  

vii.2.7. OPTIONS を利用する復旧検知  

付録 viii SIP メッセージ最大長を考慮した信号生成  

viii.1. 概要  

viii.2. 
Initial INVITE リクエストで設定する SIP ヘッ

ダ 
 

viii.3. IP アドレス  

viii.4. SDP  

 

表 9-2 SIP 基本接続条件 

項番 プロトコル パラメータ 備考 

1 SIP 

1 IP バージョン v4 

2 トランスポートプロトコル UDP 

3 ポート番号 5060 

4 
Req-URI の 

SIP URI フォーマット 

1 global-number-digits +81A0CDEXXXXX 

2 par npdi 

3 Hostport ims.mnc051.mcc440.3gppnetwork.org 

4 uri-parameter user=phone 

5 事業者識別子 1 一般 ims.mnc051.mcc440.3gppnetwork.org 

2 RTP 

1 IP バージョン v4 

2 トランスポートプロトコル UDP 

3 ポート番号 SDP で指定 

3 RTCP 

1 IP バージョン v4 

2 トランスポートプロトコル UDP 

3 ポート番号 SDP で指定 
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表 9-3 オプション項目選択表 

付表 分類 
項

番 
オプション項目 

JJ-90.30 仕様 

II-NNI での適用 特記事項 

a.4.1-1 

サポートする

II-NNI のシナリ

オ 

1 ローミング II-NNI 
適用する  

適用しない  

2 非ローミング II-NNI 
適用する  

適用しない  

a.4.2-1 SIP メソッド 

1 INFO メソッド 
適用する 利用する INFO パッケージ名 

適用しない  

2 MESSAGE メソッド 
適用する 

既存ダイアログ内、外での利用 

MESSAGE リクエストの内容 

適用しない  

3 REFER メソッド 
適用する 既存ダイアログ内、外での利用 

適用しない  

a.4.2-2 SIP 輻輳制御 

1 SIP の輻輳制御 
適用する 

利用するメカニズム 

SIP の輻輳制御から MPS を除外するか否か 

適用しない  

2 フィードバック制御 
適用する 

デフォルトのアルゴリズムを利用しない場合

のアルゴリズム（21.2 節） 

適用しない  

3 イベント制御 
適用する 監視対象のアドレス 

適用しない  

a.4.2-3 

リソース管理の

ネゴシエーショ

ン 

1 
リソース管理のネゴシエーション 

（precondition） 

適用する 基本呼におけるリソースネゴシエーション 

適用しない  

a.4.2-4 
定期的なSIPセッ

ション更新 
1 SIP セッションタイマ（timer） 適用する 

利用条件（更新間隔の制限、SIP セッションタ

イマを全セッションに適用するか否か） 

a.4.2-5 
SIP ダイアログの

置換 
1 

SIP ダイアログの置換 

（replaces） 

適用する  

適用しない  

a.4.2-6 セッション参加 1 セッション参加（join） 
適用する  

適用しない  

a.4.2-7  端末能力の伝達 1 端末能力の伝達 
適用する  

適用しない  

a.4.2-8 
アーリーメディ

アの認可 
1 アーリーメディアの認可 

適用する ガイダンス等 

適用しない  

a.4.2-9 
認証ユーザのサ

ービスの検証 
1 

検証されたサービス表示の管理 

（P-Assrted-Service ヘッダ） 

適用する 利用するサービス識別子の値 

適用しない  

a.4.2-10 
シグナリングの

モード 
1 

オーバーラップシグナ

リング 

ダイアログ内の

メソッド 

適用する  

適用しない  

複数 INVITE のメ

ソッド 

適用する  

適用しない  

a.4.2-11 
SIP メッセージボ

ディ 
1 MIME タイプ 適用する 

利用する MIME タイプ 

必要な場合は適用する SIP メッセージボディ

MIME の特徴（Content-Disposition、

Content-Language ヘッダの設定値） 

＜Content-Disposition ヘッダのパラメータ

には初期値（"session"及び"render"）のみ設

定可能とする。＞ 

a.4.2-12 
SIP メッセージボ

ディサイズ 
1 SIP メッセージボディの最大長 

適用する 受信を受け付ける最大長 

適用しない  

a.4.2-13 
制御プレーンの

トランスポート 
1 TCP 

適用する 

利用条件（待ち受けポート番号、既存 TCP コ

ネクションを再利用する場合における最大同

時接続数等） 

＜TCP の接続方式に関する留意事項として付

録 v を参照する。＞ 

適用しない  
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2 UDP 
適用する 利用条件（待ち受けポート番号等） 

適用しない  

3 SCTP 
適用する 利用条件（待ち受けポート番号等） 

適用しない  

a.4.2-14 

ユーザプレーン

のトランスポー

ト、メディア、コ

ーデック 

1 音声メディア（m=audio） 適用する 

利用する音声コーデック名（注 1、注 2） 

＜コーデックリストに含まれないコーデック

は、SDP オファーに設定しない。＞ 

＜パケット化周期は 20ms を利用する。＞ 

注 1：事業者間協議で決定した適用するコーデ

ックリストに含まれるコーデックは、接続事

業者により II-NNI 上でサポートすることが保

証される。 

注 2：事業者間協議で II-NNI で適用すると決

定したコーデックリストにないコーデックを

オファーすることを許容するか否かについて

も、必要に応じて事業者間協議で決定する。 

2 映像メディア（m=video） 
適用する 

利用する映像コーデック名（注 1、注 2） 

＜コーデックリストに含まれないコーデック

は、SDP オファーに設定しない。＞ 

適用しない  

3 他のメディア 
適用する 

利用するメディアタイプ（SDP の m=行）

（application、image、message 等） 

適用しない  

4 RTP/AVPF 
適用する 

このプロトコルを利用するメディアタイプ

（SDP の m=行） 

適用しない  

5 TCP 
適用する 

このプロトコルを利用するメディアタイプ

（SDP の m=行） 

適用しない  

6 他のユーザプレーンプロトコル 
適用する 

利用するプロトコル（udptl、TCP/MSRP 等）と

そのプロトコルを記述するメディアタイプ

（SDP の m=行） 

適用しない  

a.4.2-15 DTMF 1 DTMF の転送 

"telephone-event"を

利用する DTMF 転送 

適用する  

適用しない RTP パケット（みなし音声）を利用する 

SIP INFO メカニズム 
適用する  

適用しない  

a.4.2-16 
番号、ネーム、ア

ドレス 
1 

サブアドレス 

（"isub"tel URI パラメータ） 

適用する 
＜サブアドレスの利用に関しては、付属資料 b

の規定に従う。＞ 

適用しない  

a.4.2-17 IP バージョン 

1 IPv4 適用する 
利用条件（制御プレーンでの利用、ユーザプ

レーンでの利用等） 

2 IPv6 適用しない 
利用条件（制御プレーンでの利用、ユーザプ

レーンでの利用等） 

a.4.2-18 付加サービス 

1 悪意呼識別（MCID） 
適用する II-NNI 上で交換する最小限の情報 

適用しない  

2 
発信者番号通知（OIP） 

発信者番号通知制限（OIR） 

適用する 
＜発信者番号通知に関して、本標準の 4.2 節

の規定に従う。＞ 

適用しない  

3 
接続先番号通知（TIP） 

接続先番号通知制限（TIR） 

適用する  

適用しない  

4 発信者番号非通知呼拒否（ACR） 適用する  
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適用しない  

5 着信転送サービス（CDIV） 
適用する 

＜着信転送に関するメッセージ条件に関し

て、[JJ-90.27]に従う。＞ 

適用しない  

6 コミュニケーションウェイティング(CW) 
適用する  

適用しない  

7 呼出し保留(HOLD) 
適用する  

適用しない  

8 メッセージ受信インディケータ（MWI） 
適用する  

適用しない  

9 着信制限（ICB） 
適用する  

適用しない  

10 話中時再呼出し（CCBS） 
適用する  

適用しない  

11 無応答時再呼出し（CCNR） 
適用する  

適用しない  

12 特定呼転送（ECT） 
適用する サポートする ECT の種別 

適用しない  

13 呼返し音のカスタマイズ（CAT） 
適用する 

利用する CAT モデル（ゲートウェイモデル、

フォーキングモデル、アーリーセッションモ

デル） 

適用しない  

14 呼返し音のカスタマイズ（CRS） 
適用する  

適用しない  

15 閉域接続（CUG） 
適用する  

適用しない  

16 パーソナルネットワークマネジメント（PNM） 
適用する  

適用しない  

17 3 者通話（3PTY） 
適用する  

適用しない  

18 会議通話（CONF） 
適用する  

適用しない  

19 フレキシブルアラーティング（FA） 
適用する  

適用しない  

20 アナウンスメント 

セッション確立中の

提供 

適用する アナウンスメントの送出方法 

適用しない  

確立済みセッション

中の提供 

適用する アナウンスメントの送出方法 

適用しない  

通信リクエストを拒

否する場合のアナウ

ンスメント提供 

適用する アナウンスメントの送出方法 

適用しない  

21 課金情報通知（AOC） 
適用する  

適用しない  

22 未ログイン時再呼出し（CCNL） 
適用する  

適用しない  

23 プレゼンスサービス 
適用する 

利用するプレゼンスサービス（3GPP TS 

24.141、OMA 1.1、または OMA 2.0) 

適用しない  

24 
メッセージングサービ

ス 

Page-mode でのメ

ッセージング 

適用する  

適用しない  

Session-mode で

のメッセージン

グ 

適用する  

適用しない  

Session-mode で

のメッセージン

適用する  

適用しない  
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グ会議 

24A 番号変換履歴の流通 
適用する 

機能を利用するサービス 

＜番号変換履歴情報の持ち回りに関して、付

属資料 f の規定に従う。＞ 

適用しない  

25 他の SIP 拡張を利用する付加サービス 
適用する 

利用する SIP 拡張とその拡張を利用するサー

ビス 

適用しない  

  26 複数 ID サービス (MiD) 適用しない  

a.4.2-19 付加機能 

1 オプティマルメディアルーチング 
適用する  

適用しない  

2 

フォーキングの適用（注 1） 

注 1： フォーキングにより発生するレスポン

スの処理、および Request-Disposition ヘッ

ダは II-NNI 上でサポートされる。 

適用する 

"no-fork"を設定した Request-Disposition ヘ

ッダの利用（注 3） 

注 3： "no-fork"を設定した

Request-Disposition ヘッダはフォーキング

の抑制に利用することができるが、接続事業

者はあるサービスでフォーキングを利用する

必要があるかもしれない。 

適用しない  

3 
IP マルチメディアサービスタリフ情報の転

送 

適用する Content-Disposition ヘッダの値 

適用しない  

4 IMS テレプレゼンス 
適用する 

Contact ヘッダ中の"+sip.clue" media 

feature タグの値 

適用しない  

a.4.2-20 SDP 行 

1 m=行 適用する 利用する静的 RTP ペイロード番号 

2 b=行 適用する 利用する b=行のタイプ 

3 a=行 適用する 

利用する属性値 

"rtpmap"属性に関しては、利用する"encoding 

names" 

a.4.2-21 緊急サービス 1 PSAP コールバック 
適用する 利用する PSAP コール識別子 

適用しない  

a.4.2-22 
II-NNI シナリオ

の明示 
1 

II-NNI シナリオ特定のための"iotl" SIP URI

パラメータのサポート 

適用する  

適用しない  

a.4.2-23 
Mission critical 

サービス 
1 Mission critical サービスのサポート 

適用する 
MBMS 転送の利用とロケーション手順のサポ

ート 

適用しない  

a.4.2-24 

署名検証と証明

情報による発番

号の検証 

1 署名検証と証明情報による発番号の検証 

適用する  

適用しない  

a.4.4-1 SIP メソッド 

1 NOTIFY メソッド 

適用する 利用する INFO パッケージ名 

適用しない  

2 SUBSCRIBE メソッド 
適用する 

既存ダイアログ内、外での利用 

MESSAGE リクエストの内容 

適用しない  

3 PUBLISH メソッド 
適用する 既存ダイアログ内、外での利用 

適用しない  

a.4.4-2 課金 

1 事業者間料金精算 
適用する 

P-Charging-Vector ヘッダの type 2 

"orig-ioi"と"term-ioi"ヘッダパラメータに

設定する事業者網識別子 

適用しない  

2 中継シナリオの事業者間料金精算 
適用する 

P-Charging-Vector ヘッダの"transit-ioi"ヘ

ッダパラメータに設定する事業者網識別子 

適用しない  
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a.4.4-3 GRUU 1 
Globally Routable User Agent URIs 

(gruu) 

適用する  

適用しない  

a.4.4-4 
Media feature タ

グ 
1 Media feature タグ 

適用する 利用する media feature タグ名 

適用しない  

a.4.4-5 
ISDN インターワ

ーキング 
1 

ISDN インターワーキングのための User to 

User 呼制御情報(uui) 

適用する  

適用しない  

a.4.4-6 企業網 1 
私設網トラヒック 

（P-Private-Network-Indication ヘッダ） 

適用する 
＜私設番号を利用した通信に当該ヘッダを適

用する場合、[TS-1018]に従う。＞ 

適用しない  

a.4.4-7 
番号、ネーム、ア

ドレス 

0 SIP URI 適用する 

Non-global number の利用 

受信を受け付ける hostport 部のドメイン名／

IP アドレス 

0A tel URI 
適用する 

Non-global number の利用 

Request-URI／P-Asserted-Identity ヘッダに

おけるこの URI の適用 

＜本仕様書の 4.1 節に従い Request-URI には

設定しない。＞ 

＜本仕様書の 4.2 節に従い

P-Asserted-Identity ヘッダに適用する。＞ 

適用しない   

0B IM URI 
適用する  

適用しない  

0C PRES URI 
適用する  

適用しない  

1 
番号ポータビリティパラメータ（"rn"及び

"npdi"パラメータ） 

適用する 
＜本標準の 4.1 節に従い、本パラメータを適

用する。＞ 

適用しない   

2 
発ユーザ種別 

（"cpc"パラメータ） 

適用する 

利用する cpc パラメータ値 

＜発ユーザ種別の利用については、付属資料 d

の規定に従う。＞ 

適用しない   

3 
発側回線情報 

（"oli"tel URI パラメータ） 

適用する 利用する oli パラメータ値 

適用しない  

a.4.4-8 付加機能 1 OPTIONS メソッドのサポート 
適用する メソッドの利用目的 

適用しない   

a.4.4-9 

IMS 緊急セッショ

ンのトラバーサ

ルシナリオ 

1 IMS緊急セッションのトラバーサルシナリオ 

適用する 利用する emergency service URN(s)  

Route ヘッダに PSAP URI を適用可能な場合

に利用する PSAP URI 

適用しない  

i.4-1 IP バージョン １ IPv6 
適用する  

適用しない  

i.4-4 
キャリア ENUM

インタフェース 

1 キャリア ENUM インタフェース 適用する 

 

2 
NAPTR リソースレコードの取得に失敗した

場合の番号取得事業者の IMS 網への接続 

適用しない 

 

i.4-5 
番号、ネーム、ア

ドレス 

1 SIP URI 適用する  

2 サブアドレス（"isub" tel URI パラメータ） 適用しない  

i.4-6 
着側 IBCF 選択方

式 
1 

着側 IMS網におけるSIPドメイン解決のため

の事業者間 DNS インタフェースの提供 

適用する  

適用しない  

i.4-7 
SIP オプションタ

グ 

1 SIP セッションタイマ(timer) 
適用する  

適用しない  

2 暫定レスポンスの信頼性(100rel) 
適用する  

適用しない  

3 リソース管理のネゴシエーション(precondition) 
適用する  

適用しない  

4 SIP ダイアログの置換(replaces) 適用する  
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適用しない  

5 端末能力の伝達(pref) 
適用する  

適用しない  

i.4-10 SDP 行 

1 m=行 
適用する  

適用しない  

2 b=行 
適用する  

適用しない  

3 b=RR／b=RS を用いた RTCP 帯域指定 
適用する  

適用しない  

4 a=行 
適用する  

適用しない  

i.4-11 

ユーザプレーン

のトランスポー

ト、メディア、コ

ーデック 

 

1 音声メディア (m=audio) 
適用する  

適用しない  

2 映像メディア (m=video) 
適用する  

適用しない  

3 他のメディア 
適用する  

適用しない  

4 RTP/AVPF 
適用する  

適用しない  

5 TCP 
適用する  

適用しない  

6 他のユーザプレーンプロトコル 
適用する 

利用するプロトコル（udptl、TCP/MSRP 等）と

そのプロトコルを記述するメディアタイプ

（SDP の m=行） 

適用しない  

i.4-12 メディア変更 

1 
確立済み音声メディア (m=audio) のコーデ

ック変更 

適用する  

適用しない  

2 
確立済み映像メディア (m=video) のコーデ

ック変更 

適用する  

適用しない  

i.4-13 
SIP メッセージボ

ディ 

1 
MIME タイプ 

適用する  

2 適用しない  

i.4-17 帯域制御 
1 トークンバケットサイズの個別指定 

適用する  

適用しない  

2 レート係数 

品質クラス毎に 

レート係数を 

規定する 

適用しない 

単一のレート係数を

規定する 
適用しない 

3 
コーデックに対応づけたトークンバケット

速度 

適用する  

適用しない  

i.4-18 最大同時接続数 1 
片方向管理での出SIPセッションの同時接続

数制御 

適用する 
利用条件（SIP セッションの最大同時接続数、

事業者双方の出 SIP セッションの同時接続数） 

適用しない  

i.4-19 
RTP/RTCP パケッ

ト断監視 
1 

RTP/RTCP パケット断監視 

 

適用する  

適用しない  

. 

 

障害検知／復旧

検知 

1 障害検知時の迂回 

適用する 
障害検知時の迂回条件を決定する。 

→INVITE 送信タイムアウト、503 受信で迂回。 

適用しない  

2 SIP レイヤにおける復旧検知方式 

適用する 
（※）Pilot INVITE を提供せず、OPTIONS に

よる復旧検知。  

適用しない  

3 

Initial INVITE リクエストに対して 503 

(Service Unavailable) レスポンス返却後、復

旧検知の OPTIONS リクエストを受信した

適用する  

適用しない  
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際、当該対地からの Initial INVITE リクエスト

を受付可能な場合にのみ 200 (OK) レスポン

スを返却する機能 

※灰色網掛けされていない項目が当社網に適用される。 
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DNS Query（NAPTR） 

 

DNS Answer（NAPTR） 

 

DNS Query（SRV） 

 

DNS Answer（SRV） 

 

DNS Query（A） 

 

DNS Answer（A） 

10. DNS 仕様 

10.1. DNS 仕様に係わる標準 

DNS 仕様のベースドキュメントとして参照する 3GPP/RFC 標準は次のとおりである。 

• TTC 標準 JJ-90.32 SIP ドメイン解決のための DNS 相互接続共通インタフェース（第 2.0 版） 

 

10.2. 基本シーケンス 

 

No.1 基本接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 

DNS サーバ 

発側 

DNS クライアント 

Initial-INVITE w/SDP 
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11. ENUM 仕様 

11.1. ENUM 仕様に係わる TTC 標準 

ENUM 仕様は「TTC 標準 キャリア ENUM の相互接続共通インタフェース」に準拠する。ベースドキュメントとして参照する TTC 標準は次のとおりである。 

• TTC 標準 JJ-90.31 キャリア ENUM の相互接続共通インタフェース（第 5.0 版） 

 

11.2. 当社網と TTC 標準の対応 

当社網と TTC 標準の対応を表 11-1 に示す。具体的なパラメータは、別途協議の上、決定とする。 

 

表 11-1 JJ-90.31 対応表 

 フィールド名 定義 接続事業者網間仕様 備考 

ヘッダ部 

ID 問合せの識別子 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QR メッセージの種別 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QPCODE 質問の種別 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

AA 権威サーバからの直接応答であることの識別

子 

[RFC 1035]4.1.1 節に従う  

TC データサイズ切り落とし実施有無の識別子 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

RD 再帰問合せ要望 JJ-90.31 に従う  

RA 再帰問合せ可否識別子 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

Z 予備（将来利用するためのリザーブ） [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

RCODE 回答の種別 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

QDCOUNT 質問部のエントリ数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

ANCOUNT 回答部のリソースレコード数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

NSCOUNT 権威部のリソースレコード数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

ARCOUNT 追加情報部のリソースレコード数 [RFC 1035]4.1.1 節に従う  

質問部 

QNAME 質問するドメイン名 [RFC 1035]4.1.2 節に従う  

QTYPE 問合せ種別 [RFC 1035]4.1.2 節に従う  

QCLASS 問合せクラス [RFC 1035]4.1.2 節に従う  

回答部 

NAME 所属するドメイン名 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TYPE RDATA フィールドの情報の意味 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

CLASS RDATA フィールド内の情報のクラス [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TTL リソースレコードがキャッシュ可能な時間 JJ-90.31 に従う  

RDLENGTH RDATA フィールドの長さ [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDATA 

ORDER 複数の NAPTR リソースレコードがある場合の

処理の順序 

JJ-90.31 に従う  

PREFERENCE ORDER フィールドの値が同一である NAPTR リ

ソースレコードの処理の優先度 

JJ-90.31 に従う  

FLAGS リソースレコードの動作を指定 JJ-90.31 に従う  

SERVICES リソースレコードを対象としているサービス

を指定 

JJ-90.31 に従う  

REGEXP 区切り文字（delim-char 部）で区切られ、POSIX

拡張正規表現による置換規則（ere 部）と置換

対象となる文字列を指定 

JJ-90.31 に従う  

REPLACEMENT ドメイン出力時、REGEXP の代わりに使用

（REGEXP とは排他で、使用しないときは”.”

を指定） 

JJ-90.31 に従う  

権威部 

NAME 所属するドメイン名 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TYPE RDATA フィールドの情報の意味 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

CLASS RDATA フィールド内の情報のクラス [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TTL リソースレコードがキャッシュ可能な時間 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDLENGTH RDATA フィールドの長さ [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDATA TYPE フィールドと CLASS フィールドで指定さ

れた形式のリソースデータ 

[RFC 1035]4.1.3 節に従う  

追加情報部 

NAME 所属するドメイン名 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TYPE RDATA フィールドの情報の意味 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

CLASS RDATA フィールド内の情報のクラス [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

TTL  リソースレコードがキャッシュ可能な時間 [RFC 1035]4.1.3 節に従う  
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RDLENGTH RDATA フィールドの長さ [RFC 1035]4.1.3 節に従う  

RDATA TYPE フィールドと CLASS フィールドで指定さ

れた形式のリソースデータ 

[RFC 1035]4.1.3 節に従う  

 

 

12. 接続シーケンス 

 表 12-1 に示す代表的なシーケンス一覧を示す。 

 

表 12-1 シーケンス分類一覧 

No.※1 シーケンス分類 

1 基本接続（LTE 在圏） 

2 不完了呼（パターン 1：欠番） 

3 不完了呼（パターン 2：セッション確立中のアナウンスメント） 

4 不完了呼（パターン 3：通信リクエストを拒否する場合のアナウンスメント） 

5 着信転送サービス（CDIV）（CFU） 

6 着信転送サービス（CDIV）（CFNR） 

10 割込電話第 2 呼 

11 ナンバーシェア（パターン 1） 

12 ナンバーシェア（パターン 2） 

※１：シーケンス No.1,10,11,12 は当社網は着側の網 

   シーケンス No.2,3,4,5,6 は当社網は発側及び着側の網 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

P-Early-Media:sendrecv 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require: 100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

 

 

200 OK(INVITE)[D1] 

Require:timer 

 

ACK[D1] 

 

 

 

 

 

 

 

BYE[D1] 

 

200(BYE)[D1] 

 

 

No.1 基本接続（LTE 在圏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

着側切断のシーケンス 

通話中 

RBT 
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INVITE(SDP_O) 

 

100 Trying 

 

404 

Reason:Q.850;cause=1 

 

ACK 

欠番ガイダンス 

 

No.2 不完了呼（パターン 1：欠番） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183[D1] 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

P-Early-Media:senrecv 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

INVITE 

 

100 Trying 

 

183 

 

No.3 不完了呼（パターン 2：セッション確立中のアナウンスメント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

留守電開始アナウンスメント 

留守電 

各種契機による 

留守電起動 
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INVITE(SDP_O) 

Supported: 100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

 

4xx～6xx 

 

ACK 

 

No.4 不完了呼（パターン 3：通信リクエストを拒否する場合のアナウンスメント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

アナウンス 



 

技別 19－23 
 

INVITE(SDP_O) 

Supported:100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

P-Early-Media:sendrecv 

 

 

 

INVITE 

 

100 Trying 

 

183 

 

No.5 着信転送サービス（CDIV）（CFU） 

 

 

 

 

  

着側（転送先） 

CFU 起動 

着側（転送元） 発側 

これ以降のシーケンスは基本接続（No.1）と同様 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

P-Early-Media:sendrecv 

 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

INVITE 

 

100 Trying 

 

183 

 

No.6 着信転送サービス（CDIV）（CFNR） 

 

 

 

 

  

着側（転送元） 発側 

着側（転送先） 

これ以降のシーケンスは基本接続（No.1）と同様 

CFNR 起動 

RBT 
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INVITE(SDP_O) 

Supported:100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

P-Early-Media:sendrecv 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

183[D1] 

Require:100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

200 OK(INVITE)[D1] 

Require:timer 

 

ACK[D1] 

 

 

 

No.7 割込電話第 2 呼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着側 発側 

通話中 

RBT 

応答 
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INVITE(SDP_O) 

Supported: 100rel,timer 

P-Early-Media:supported 

 

100 Trying 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

P-Early-Media:sendrecv 

 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

183(SDP_A)[D1] 

Require:100rel 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

183(SDP_A)[D1] 

 

PRACK[D1] 

 

200 OK(PRACK)[D1] 

 

 

 

 

 

200 OK(INVITE)[D1] 

Require:timer 

 

ACK[D1] 

 

 

 

 

 

 

No.8 ナンバーシェア（パターン 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着側 発側 

通話中 

RBT 


